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イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

『
百
科
全
書
』と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
思
想

(
報
告
者
)
阪

本

政
仁
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(
報
告
・
討
論
内
容
)

※
本
稿
の
最
終
責
任
者
は
、
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
者
・
阪
本
政
仁
で
あ
る
。

百
科
全
書
期
の
デ
ィ
ド
ロ
は
、
プl
フ
エ
ン
ド
ル
フ
か
ら
の
強
い
影
響

下
、
自
然
法
に
依
拠
し
た
政
治
論
を
展
開
し
て
い
た
と
い
う
の
が
定
説
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
の
聖
職
者
た
ち
は
、
デ
ィ
ド
ロ
に
つ

い
て
、
自
然
法
を
否
定
す
る
ホ
ッ
プ
ズ
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
非
難
を
お

こ
な
っ
て
い
た
。
実
際
彼
は
、
生
涯
を
通
じ
て
ホ
ッ
ブ
ズ
に
関
心
を
抱
い

て
い
た
し
、
プ
l

フ
エ
ン
ド
ル
フ
も
ま
た
、
ホ
ッ
プ
ズ
を
強
く
意
識
し
て

議
論
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
本
報
告
は
、
デ
ィ
ド
ロ
が
「
百
科
全
書
』
に

執
筆
し
た
政
治
的
諸
項
目
を
、
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
政
治
思
想
の
受
容
・
自
然
法
思
想
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
、
ど
こ
ま

で
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
探
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

主
な
討
論
内
容
を
挙
げ
る
と
、
項
目
。
g
x
z

民
民
巴
に
つ
い
て
、
報

告
者
H

阪
本
は
「
自
然
権
」
と
訳
し
て
い
た
が
、
内
容
的
に
は
「
自
然
法
」

と
訳
す
る
の
が
適
切
で
は
な
い
の
か
(
石
井
三
記
会
員
H

本
報
告
の
コ
メ
ン

テ
l
タ

l
)
。
こ
の
指
摘
の
裏
に
は
、
デ
ィ
ド
ロ
を
自
然
権
論
者
と
し
て
読

む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
報
告
者
は
、

デ
ィ
ド
ロ
が
ホ
ッ
プ
ズ
と
異
な
り
、
自
然
法
と
自
然
権
と
の
区
別
を
問
題

に
し
て
は
い
な
い
こ
と
、
英
訳
で
は
し
ば
し
ば
Z
忠
良
国
]
呂
町
宮
と
訳
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
た
だ
、
自
然
法
と
自
然
権
の
区
別
に
関
し

て
は
、
ホ
ッ
プ
ズ
を
よ
く
読
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
ル
ソ
l

も
、
さ
ほ
ど

重
視
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ゆ
え
に
、
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
全
般
に
お

い
て
、
こ
の
区
別
が
軽
視
さ
れ
た
ま
ま
、
自
然
法
思
想
は
受
容
き
れ
て
い

た
の
だ
ろ
、
7
0

ま
た
、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
に
近
い
地
方
な
ど
を

除
け
ば
、
大
学
に
自
然
法
の
講
座
は
不
在
だ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

聖
職
者
が
自
然
法
を
守
る
べ
き
も
の
と
し
て
把
握
し
て
い
た
、
と
い
う
整

理
は
妥
当
な
の
か
(
石
井
会
員
)
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
の
論
点

で
は
あ
る
が
、
自
然
法
の
意
味
内
実
の
変
化
・
多
義
化
が
あ
ら
た
め
て
問

題
に
な
ろ
う
(
問
中
秀
夫
会
員
)
。
聖
職
者
は
依
然
ア
ク
イ
ナ
ス
的
な
自
然
法

を
考
、
ぇ
、
デ
ィ
ド
ロ
は
ホ
ッ
プ
ズ
的
な
自
然
法
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
ホ
ッ
プ
ズ
の
受
容
の
き
れ
方
に
つ
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

は
、
ホ
ッ
プ
ズ
と
デ
カ
ル
ト
と
の
差
異
が
強
調
さ
れ
、
ホ
ッ
プ
ズ
が
ロ
ッ

ク
の
先
駆
者
と
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
(
問
中
会
員
)
。
他
方
フ
ラ
ン
ス

語
圏
で
は
、
一
七
世
紀
に
は
、
ホ
ッ
プ
ズ
の
主
意
説
は
デ
カ
ル
ト
と
調
和

的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ロ
ッ
ク
に
よ
る
生
得
観
念
批
判
が

流
入
す
る
や
、
ホ
ッ
プ
ズ
も
こ
の
議
論
の
先
駆
者
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
デ
カ
ル
ト
と
ロ
ッ
ク
は
対
立
す
る
思
想
家
と
見

な
さ
れ
た
か
ら
、
ホ
ッ
プ
ズ
は
い
わ
ば
、
両
者
の
中
間
に
あ
る
論
者
と
し
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て
、
一
八
世
紀
に
は
軽
視
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
報
告
者
は
、
一
八

世
紀
に
お
け
る
英
仏
の
知
的
交
流
か
ら
し
て
、
両
国
が
大
筋
で
は
「
ホ
ッ

ブ
ズ
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
通
俗
的
ホ
ッ
プ
ズ
理
解
を
共
有
し
な
が
ら
も
、

デ
カ
ル
ト
・
ロ
ッ
ク
と
ホ
ッ
プ
ズ
と
の
関
係
づ
け
に
関
し
こ
の
よ
う
な
差

異
が
残
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
違
和
感
を
表
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

マ
ッ
ツ
ィ
l

ニ
と
イ
ギ
リ
ス
社
会
運
動

(
報
告
者
)
松

本

佐

保

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
(
「
イ
タ
リ
ア
思
想
史
」
)
は
、
一
八
四
八
年
革
命
前
後
の

マ
ツ
ツ
ィ
l

ニ
の
活
動
を
通
じ
て
、
イ
タ
リ
ア
革
命
思
想
と
イ
ギ
リ
ス
社

会
運
動
の
関
わ
り
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

マ
ッ
ツ
ィ
l

ニ
と
イ
ギ
リ
ス
社
会
運
動
の
関
わ
り
は
、
一
八
四
八
年
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
大
陸
草
命
が
チ
ャ
l

テ
イ
ス
ト
運
動
に
与
え
た
影
響
と
い
う
文

脈
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
選
挙
法
改
正
な
ど
チ
ャl
テ
イ
ス
ト
の
人
民
憲

章
に
見
ら
れ
る
極
め
て
穏
健
な
運
動
と
、
マ
ッ
ツ
ィ
i

ニ
の
革
命
主
義
は

相
容
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
の
チ
ヤ
|
テ
イ
ス
ト
運

動
研
究
で
は
、
そ
の
急
進
主
義
的
側
面
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
パ

リ
の
二
月
革
命
と
の
関
係
が
指
摘
き
れ
、
マ
ッ
ツ
ィ
l

ニ
の
思
想
も
フ
ラ

ン
ス
革
命
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
論
の
対
象
と

な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
チ
ャ

l

テ
イ
ス
ト
と
マ
ッ
ツ
ィ

l

ニ
の
思
想
や
活
動
の
ご
く
一
面
的
な
側
面
し
か
問
題
に
き
れ
て
お
ら

ず
、
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
は
一
言
い
難
い
。
そ
の
た
め
本
報
告
で
は

マ
ツ
ツ
ィ
l

ニ
の
思
想
と
活
動
を
で
き
る
だ
け
多
面
的
に
捉
え
、
そ
れ
と

イ
ギ
リ
ス
社
会
運
動
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

具
体
的
に
は
?
ッ
ツ
ィ
l

ニ
が
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
す
る
一
八
三
七
年
以

前
の
活
動
か
ら
、
亡
命
中
の
イ
ギ
リ
ス
自
由
主
義
者

(
J
-
S
・
ミ
ル
な

ど
)
、
社
会
改
良
主
義
者(
T
-カ
l

ラ
イ
ル
な
ど
)
、
チ
ャl
テ
イ
ス
ト
を
含

む
急
進
主
義
者

(
W・
I
-

リ
ン
ト
ン
な
ど
)
と
の
交
流
を
分
析
し
た
。
次

い
で
、
一
八
四
八
年
革
命
勃
発
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
経
由
で
の
イ
タ
リ
ア
帰

還
、
一
八
四
九
年
の
ロ
!
?
第
二
共
和
制
下
の
三
頭
政
治
、
一
八
五
O
年

の
ロ
1
7
第
二
共
和
制
崩
壊
後
の
再
度
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
亡
命
、
以
後
は

彼
自
身
の
反
教
皇
権
と
い
う
立
場
を
利
用
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
園
内
で
盛
ん

に
な
る
反
カ
ト
リ
ッ
ク
運
動
と
自
ら
の
政
治
運
動
を
結
び
付
け
よ
う
と
い

う
試
み
な
ど
、
そ
の
折
々
の
彼
の
政
治
活
動
と
イ
ギ
リ
ス
社
会
運
動
と
の

関
わ
り
を
見
て
い
っ
た
。

ま
た
ロ
ン
ド
ン
は
当
時
政
治
的
亡
命
者
の
避
難
所
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
マ
ッ
ツ
ィ
1

ニ
を
含
む
外
国
人
革
命
運
動
家
が
互
い
に
出
会
う
場
で

あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
運
動
家
や
急
進
派
の
知
識
人
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
多
国
籍
地
下
サ
ー
ク
ル
の
形
成
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
英

国
政
府
内
務
省
の
監
視
下
に
あ
り
、
当
該
大
陵
政
府
と
連
絡
を
と
り
あ
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
急
進
派
の
新
聞
・
雑
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
内
・
外
務
省
報
告
、
記
録
文
書
な
ど
も
使
用
し
、

マ
ツ
ツ
ィ
l

ニ
及
び
彼
の
政
治
活
動
が
政
府
側
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
た



か
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
彼
へ
の
監
視
行
為
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
を
、
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
マ
ッ
ツ
ィ

l

ニ
の
活
動
が
国
際
的
規
模

に
及
ぴ
、
宗
教
的
問
題
に
も
関
わ
っ
た
た
め
、
国
際
情
勢
や
宗
教
問
題
も

考
慮
に
入
れ
た
。

以
上
の
報
告
内
容
に
対
し
て
、
マ
ッ
ツ
ィ
l

ニ
の
共
和
主
義
思
想
や
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
質
問
が
集
中
し
た
。
彼
の
思
想
と
フ
ラ
ン
ス
の

思
想
家
ブ
ル
l

ド
ン
や
サ
ン
シ
モ
ン
と
の
関
わ
り
、
ま
た
ア
ナ
キ
ス
ト
の

パ
ッ
ク
ニ
|
ン
と
の
関
係
が
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
報
告
で
扱
っ
た
時
期
よ

り
後
の
第
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
お
け
る
、

7
ッ
ツ
ィ
l

ニ
の
限
界

ゃ
、
彼
の
社
会
主
義
思
想
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
が
取
り
交

わ
さ
れ
た
。

インフォーマル・セッション

近
代
イ
ギ
リ
ス
の
福
祉
に
お
け
る
個
と
共
同
性

ー
「
福
祉
の
複
合
橋
制
」
論
の
可
能
性
(
「
一
九
世
紀
思
想
」
)

(
報
告
者
)
高
田

実
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近
代
に
お
け
る
個
と
共
同
性
の
関
係
を
い
か
に
捉
え
た
ら
よ
い
か
、
こ

れ
は
今
日
の
社
会
が
歴
史
家
に
投
げ
か
け
る
最
も
切
実
な
問
題
で
あ
る
。

一
連
の
事
件
や
自
殺
の
急
増
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
代
人
の
孤
独
と
疎

外
は
市
場
主
義
の
中
で
極
限
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
こ
の
社
会
的
危
機
の

時
代
に
、
個
を
「
危
う
い
」
共
同
性
の
枠
に
縛
り
つ
け
な
い
新
た
な
共
同

性
を
わ
れ
わ
れ
自
身
の
手
で
再
構
築
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
報
告

で
は
こ
の
問
題
を
、
最
近
の
福
祉
研
究
で
提
起
さ
れ
て
い
る
「
福
祉
の
複

合
構
制
(
富
山
同
包F
S
O
B

可
え
者
巾
-
P
5
)」
論
の
可
能
性
と
い
う
視
点
か

ら
議
論
し
た
。

福
祉
の
歴
史
と
は
、
本
来
的
に
は
、
個
の
よ
り
よ
き
生
存
・
生
活
条
件

を
多
層
的
な
共
向
性
に
よ
っ
て
確
保
す
る
試
み
の
過
程
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
「
福
祉
国
家
」
の
成
立
と
い
う
歴
史
の
重
み
が
、
国
家
と
い
う
特
定
の

共
同
性
を
表
す
機
構
の
役
割
だ
け
を
過
剰
に
強
調
し
、
そ
の
他
の
共
同
性

を
示
す
集
団
や
制
度
は
「
過
去
の
も
の
」
H

「
遅
れ
た
も
の
」
と
み
な
す

「
福
祉
国
家
の
進
歩
史
観
」
を
生
み
出
し
て
き
た
。
こ
の
間
題
点
を
克
服
す

る
た
め
に
提
起
さ
れ
た
の
が
、
「
福
祉
の
複
合
構
制
」
論
で
あ
る
。
こ
の
方

法
論
は
、
時
間
、
空
間
、
主
体
の
重
層
性
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
歴
史

事
象
を
多
原
因
論
的
に
分
析
で
き
る
多
元
的
把
握
を
特
徴
と
す
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
方
法
論
に
は
、
国
家
か
市
場
か
、
連
続
か
断
絶
か
、
「
福
祉
国
家
」

か
「
福
祉
社
会
」
か
と
い
う
こ
項
対
立
を
克
服
し
、
多
様
な
担
い
手
に
支

え
ら
れ
た
「
構
造
的
複
合
体
」
と
し
て
の
福
祉
の
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
な
全
体

像
と
そ
の
変
化
を
イ
メ
ー
ジ
豊
か
に
描
き
出
す
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
た
。

次
に
、
こ
の
点
を
イ
ギ
リ
ス
福
祉
の
歴
史
と
い
う
具
体
相
の
中
で
考
え

て
み
た
。
そ
こ
で
は
、
家
族
、
地
域
社
会
、
民
間
保
険
会
社
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
な
ど
と
並
ん
で
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
中
に
は
「
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
の

文
化
」
に
支
え
ら
れ
た
労
働
組
合
、
友
愛
組
合
、
協
同
組
合
な
ど
の
相
互

扶
助
H

相
互
関
係
性

(
B
E
E
-
-
q
)
の
分
厚
い
層
が
堆
積
し
て
お
り
、
こ

れ
が
労
働
者
の
福
祉
に
と
っ
て
と
り
わ
け
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
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に
、
強
い
歴
史
的
生
命
力
を
も
っ
て
福
祉
国
家
の
社
会
的
基
盤
を
提
供
し

た
こ
と
が
一
不
さ
れ
た
。

近
代
の
「
弱
い
個
人
」
は
、
社
会
に
埋
め
込
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
共
同

性
(
セ
イ
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
)
に
支
え
ら
れ
ず
に
は
存
在
で
き
な
か
っ
た
。
こ

れ
が
こ
の
報
告
に
こ
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

以
上
の
報
告
に
対
し
て
、
「
福
祉
の
複
合
構
制
」
論
は
、
従
来
の
階
級
分

析
や
支
配
の
問
題
と
の
関
連
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
、
ア
ソ

シ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
歴
史
的
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
、
「
福
祉

の
複
合
構
制
」
論
で
は
労
働
者
階
級
内
の
多
様
性
、
特
に
社
会
主
義
運
動

の
存
在
を
ど
う
議
論
す
る
の
か
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
報
告
者
は
、
従
来
の
階
級
(
闘
争
)
論
や
国
家
論
の
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
問
題

を
と
り
あ
え
ず
相
対
化
す
る
中
で
、
つ
ま
り
分
析
の
ア
ン
フ
ァ
ン
グ
を

ア
・
プ
リ
オ
リ
に
設
け
な
い
関
係
性
の
中
で
「
構
造
的
複
合
体
」
と
し
て

の
福
祉
を
議
論
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
多
元
的
分
析
方
法
を
構
築
し
た
い

と
い
う
意
図
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
社
会
」
と
し
て

の
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
新
た
な
視
点
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
史
の
枠

組
み
(
個
人
主
義
的
市
民
社
会
日
「
強
い
個
人
」
論
)
を
問
い
な
お
す
必
要
が

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

総
じ
て
、
今
回
の
報
告
と
討
論
は
、
〈
相
互
関
係
の
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
〉

と
い
う
視
点
か
ら
、
「
自
由
主
義
」
対
「
国
家
主
義
」
の
二
項
対
立
を
克
服

し
た
新
た
な
社
会
分
析
の
方
法
と
将
来
社
会
へ
の
展
望
を
模
索
す
る
試
み

の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
文
責
川
高
田
実
/
世
話
人
・
司
会

H

高
草
木
光
こ

〈
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
〉
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス(1部
・
2

部
)

(
報
告
者
)
崎

山

政
毅

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
死
二
九
九
O
年
一
O
月
二
二
日
)
か
ら
一
O
年

を
経
た
状
況
の
な
か
で
、
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
が
遺
し
た
思
想
的
影
響
の
拡

が
り
と
深
さ
を
、
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
を
焦
点
に
お
き
な
が
ら
再
考
す
る
こ

と
を
目
し
て
い
た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
(
、
王
義
)
と
の
現
今
に

お
け
る
〈
距
離
〉
の
取
り
方
と
い
う
問
題
と
も
隣
接
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
の
思
想
あ
る
い
は
理
論
を
、
そ
れ

が
息
づ
い
て
き
た
文
脈
か
ら
切
断
し
て
、
「
使
い
勝
手
の
よ
い
道
具
」
に
変

質
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
動
き
も
登
場
し
て
き
で
い
る
。
と
は
い
え
、
「
道

具
」
化
の
お
お
も
と
に
ア
ル
チ
ュ
セl
ル
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
は
、
否
定
し
え
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
タ

イ
ト
ル
に
〈
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
〉
と
い
う
カ
ツ
コ
つ
き
の
言
葉
を
配
し
た

の
は
、
そ
う
し
た
事
情
に
因
る
。
ア
ル
チ
ュ
セl
ル
の
思
考
の
展
開
(
と
き

に
は
飛
躍
)
に
即
し
な
が
ら
、
彼
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
だ
け
に
内
向
・
終
始

し
な
い
活
発
な
論
議
を
世
話
人
と
し
て
は
期
待
し
て
い
た
。

以
下
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
報
告
と
討
議
の
内
容
に
う
つ
る
。

メ
イ
ン
の
報
告
は
、
市
田
良
彦
氏
(
神
戸
大
学
)
が
行
っ
た
。
市
田
氏
は
、



ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
残
後
の
論
集
(
『
哲
学
・
政
治
著
作
集
」
)
の
編
集
に
携
わ

り
、
そ
の
邦
訳
作
業
を
中
心
的
に
担
っ
て
き
た
、
ア
ル
チ
ュ
セ

i

ル
研
究

の
日
本
に
お
け
る
第
一
人
者
で
あ
る
。

市
田
氏
は
、
ま
ず
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
」

で
展
開
さ
れ
て
い
る
論
議
を
簡
単
に
要
約
し
、
と
く
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

い
う
「
大
文
字
の
主
体
」
の
「
呼
び
か
け
」
に
よ
る
「
主
体
化
」
に
関
し

て
、
論
と
し
て
完
結
し
て
お
り
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
、
と

す
る
。
つ
づ
い
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
効
果
を
演
者
自
身
が
遂
行
的
に
舞
台

上
で
演
技
を
し
な
が
ら
「
白
い
台
本
」
を
埋
め
て
い
く
、
と
い
っ
た
ア
ル

チ
ュ
セ
l

ル
に
お
け
る
「
演
劇
」
性
の
平
明
な
説
明
が
な
き
れ
た
。
そ
の

後
、
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
の
思
想
の
展
開
を
、
彼
が
お
か
れ
た
政
治
的
状
況

が
も
た
ら
す
緊
張
関
係
に
も
触
れ
つ
つ
、
歴
史
的
に
追
い
な
が
ら
、
「
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
」
、
「
科
学
」
、
「
理
論
」
あ
る
い
は
「
哲
学
」
な
ど
の
ア
ル
チ
ユ

セ
l

ル
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
諸
概
念
が
、
そ
の
思
想
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
連
闘
を
な
し
て
き
だ
の
か
を
、
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
報
告
し

た
。
き
わ
め
て
明
噺
か
つ
簡
に
し
て
要
を
得
た
「
ア
ル
チ
ュ
セl
ル
思
想
」

の
「
講
義
」
と
も
い
え
る
報
告
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
報
告
の
終
盤
で
、
市

田
氏
は
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
に
言
及
し
な
が
ら
、
「
主
体
」
概
念
の
復

権
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
「
ま
だ
提
起
す
る
段
階
で
は

な
い
」
と
留
保
を
つ
け
な
が
ら
も
、
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
の
思
想
を
い
か
に

継
承
し
展
開
す
る
の
か
が
自
分
の
課
題
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。
以
上
で
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
第
一
部
は
終
了
し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
第
二
部
、

つ
っ
た
。

インフォー7ノレ・セッション95 

コ
メ
ン
ト
と
論
議
に
う

最
初
の
コ
メ
ン
テ
イ
タ
l

は
、
毛
利
嘉
孝
氏
(
九
州
大
学
)
。
毛
利
氏
は
、

著
書
『
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
l

ズ
入
門
」
(
ち
く
ま
新
書
、
上
野
俊
哉

氏
と
の
共
著
)
や
精
力
的
な
翻
訳
を
つ
う
じ
て
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ

ィ

l

ズ
の
日
本
に
お
け
る
展
開
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。

毛
利
氏
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
闘
争
と
い
う

提
起
を
ふ
ま
え
た
「
文
化
」
を
階
級
闘
争
の
場
と
し
て
と
ら
え
る
観
点
が

英
国
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ

l

ズ
の
起
点
と
な
っ
た
こ
と
を
簡
潔

に
紹
介
し
た
。
そ
の
上
で
、
「
文
化
」
を
狭
く
と
ら
え
る
こ
と
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
サ
プ
・
カ
ル
チ
ュ
ア
を
視
野
に
入
れ
る

必
要
性
を
具
体
的
な
事
例
を
つ
う
じ
て
述
べ
た
。
そ
し
て
、
理
論
的
な
領

域
と
実
践
の
領
域
を
対
立
す
る
も
の
と
し
て
お
く
の
で
は
な
く
、
い
か
に

し
て
相
互
の
交
錯
を
展
望
し
な
が
ら
開
い
て
い
け
る
の
か
と
い
う
問
題
を

提
起
し
た
。

つ
づ
い
て
、
二
人
目
の
長
原
豊
氏
(
法
政
大
学
)
の
コ
メ
ン
ト
に
う
つ
っ

た
。長

原
氏
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
ク
ィ
ア
理
論
、
精
神
分
析
を
は
じ
め
と

し
た
パ
l

ス
ベ
ク
テ
ィ
ヴ
を
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
の
緊
張
関
係
の
な
か
で

と
ら
え
て
い
く
刺
激
的
な
論
文
を
多
数
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ル
チ

ユ
セ
l

ル
批
判
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
英
国
の
歴
史
家
E

・
p

・
ト
ム
ス

ン
の
歴
史
記
述
が
内
包
す
る
理
論
的
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
歴
史
研

究
者
で
あ
る
(
氏
の
「
〈
自
称
〉
す
る
人
ぴ
と
の
歴
史
を
記
述
す
る
文
体
し
「
思
想
」

第
八
九
O
号
所
収
を
参
照
)
。

長
原
氏
は
、
市
田
氏
の
報
告
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
『
哲
学
・
政
治
著
作

集
』
の
原
著
刊
行
に
合
わ
せ
て
九
五
年
一
O
月
に
パ
リ
の
高
等
師
範
学
校
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で
行
わ
れ
た
コ
ロ
ッ
ク
で
市
田
氏
が
発
表
し
た
論
文
「
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル

に
お
け
る
時
間
と
概
念
」
(
佐
藤
吉
幸
氏
に
よ
る
邦
訳
は
「
現
代
思
想
」
九
八
年

一
二
月
号
)
に
つ
い
て
触
れ
、
ア
ル
チ
ュ
セl
ル
の
思
想
に
お
け
る
時
間
性

(
市
田
論
文
で
は
「
理
論
の
時
間
」
と
「
実
践
の
時
間
」
と
い
う
種
差
牲
を
も
っ
て

表
現
さ
れ
て
い
る
)
を
い
か
に
と
ら
え
る
の
か
と
い
う
、
歴
史
記
述
の
問
題

と
深
く
関
わ
る
論
点
を
提
起
し
た
。

論
議
に
は
い
る
と
、
ま
ず
市
田
氏
は
、
毛
利
氏
に
対
し
て
「
実
践
と
は

何
か
、
理
論
は
不
必
要
と
い
う
こ
と
な
の
か
」
と
い
う
質
問
を
返
し
、
ま

た
、
長
原
氏
に
対
し
て
は
「
か
つ
て
の
時
間
性
の
設
定
を
現
在
で
は
撤
回

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
他
に
会
場
か
ら
は
、
千
石
好
郎
氏
(
松
山
大
学
)

か
ら
「
市
田
氏
の
論
は
危
険
な
本
質
主
義
に
陥
っ
て
い
な
い
か
」
と
い
う

質
問
や
、
阪
上
孝
氏
(
京
都
大
学
)
、
前
川
真
行
氏
(
大
阪
女
子
大
学
)
、
宇
城

輝
人
氏
(
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)
ら
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
研
究
に
深
〈

関
わ
っ
て
き
た
人
び
と
か
ら
の
質
問
も
出
た
が
、
ほ
と
ん
ど
や
り
と
り
に

は
な
ら
ず
、
討
議
の
半
ば
か
ら
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
l

ズ
を
毛

利
氏
に
仮
託
し
て
の
「
質
疑
応
答
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

死
児
の
齢
を
か
ぞ
え
る
よ
う
な
感
想
で
は
あ
る
が
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

ス
タ
デ
ィ

l

ズ
や
歴
史
記
述
、
あ
る
い
は
ラ
ク
ラ
ウ
リ
ム
フ
の
提
起
と
い

っ
た
論
点
が
か
り
に
種
々
の
「
欠
落
」
を
抱
え
て
い
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ら

を
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
の
思
想
・
理
論
の
現
在
的
な
可
能
性
を
め
ぐ
る
論
議

に
活
か
せ
て
い
た
な
ら
ば
、
十
全
に
聞
か
れ
た
論
議
や
異
な
る
問
題
構
成

の
端
緒
を
共
有
で
き
る
契
機
が
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
が
非

常
に
残
念
で
あ
る
。
参
加
者
は
第
一
部
が
四
一
人
、
二
部
が
三
二
人
だ
っ

た
。

明
治
前
期
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
受
容

|
|
ミ
ル
、
ス
ベ
ン
サ
l

、
フ
ォ
l

セ
ッ
ト

(
報
告
者
)
水

田

珠

枝

明
治
の
初
期
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
西
欧
の
自
然
権
思
想
の
系
譜
を
引
く

天
賦
人
権
論
を
基
礎
に
形
成
さ
れ
た
。
天
賦
人
権
論
は
、
人
聞
は
す
べ
て

人
権
を
持
つ
と
い
う
平
等
主
義
を
柱
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
主

張
が
男
女
平
等
論
、
男
女
同
権
論
を
生
み
だ
す
の
に
好
都
合
に
作
用
し
た
。

こ
の
場
合
、
男
女
平
等
論
、
男
女
同
権
論
の
ね
ら
い
は
、
封
建
的
'
儒

教
的
女
性
観
の
一
一
掃
で
あ
り
、
西
欧
的
・
近
代
的
男
女
関
係
、
夫
婦
関
係

の
導
入
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
社
会
の
土
台
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
男
女

平
等
、
男
女
同
権
に
危
倶
を
抱
い
た
思
想
家
た
ち
は
、
西
欧
で
も
男
女
は

平
等
で
も
同
権
で
も
な
い
と
い
っ
て
批
判
し
た
。
啓
蒙
期
の
こ
の
論
争
に

続
く
自
由
民
権
運
動
の
高
揚
期
に
、
男
女
平
等
論
、
男
女
同
権
の
補
強
を

意
図
し
て
、
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
l

、
フ
ォ
l

セ
ッ
ト
の
女
性
論
が
翻
訳
さ

れ
た
。こ

れ
ら
の
著
作
は
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
思
想
界
の
産
物
で
あ
り
、

そ
の
時
代
に
は
自
然
権
思
想
に
代
わ
っ
て
功
利
主
義
が
普
及
し
、
き
ら
に

進
化
論
が
登
場
し
は
じ
め
、
そ
れ
と
並
行
し
て
女
性
参
政
権
運
動
が
開
始

さ
れ
た
。
ミ
ル
は
功
利
主
義
の
立
場
か
ら
女
性
の
問
題
を
論
じ
、
ス
ベ
ン
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サ
ー
は
自
然
権
思
想
と
功
利
主
義
を
折
衷
し
つ
つ
女
性
の
権
利
を
擁
護
し

た
が
後
に
は
社
会
進
化
論
に
移
行
し
て
男
女
同
権
を
放
棄
し
、
フ
ォl
セ

ッ
ト
は
参
政
権
を
目
標
と
す
る
実
践
的
立
場
か
ら
女
性
の
問
題
を
取
り
上

f

た
。

他
方
、
自
由
民
権
運
動
の
思
想
的
支
柱
と
な
っ
た
天
賦
人
権
論
に
対
し
、

加
藤
弘
之
は
保
守
的
立
場
か
ら
進
化
論
を
利
用
し
て
人
類
は
優
勝
劣
敗
の

法
則
を
通
じ
て
進
化
し
て
き
た
の
だ
と
批
判
し
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
民
権

家
と
の
あ
い
だ
で
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
女

性
の
覚
醒
を
要
求
し
て
、
岸
田
俊
子
は
演
説
を
開
始
し
、
植
木
校
盛
は
新

聞
に
執
筆
を
続
け
た
。

岸
田
俊
子
も
植
木
枝
盛
も
、
明
示
的
で
あ
れ
暗
示
的
で
あ
れ
、
ミ
ル
、

ス
ベ
ン
サ
l

、
フ
ォ
l

セ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
。
岸
田
は
日
本
の
女
性

の
拘
束
さ
れ
た
状
態
を
非
難
す
る
だ
け
で
な
く
、
西
欧
の
女
性
の
差
別
的

状
態
を
も
突
き
抜
け
る
こ
と
を
求
め
た
。
植
木
は
問
題
を
き
ら
に
深
い
と

こ
ろ
で
把
握
し
、
進
化
論
の
革
新
的
理
論
へ
の
適
用
、
差
別
の
歴
史
の
社

会
組
織
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
両
面
把
握
、
政
治
的
・
私
的
権
利
の
男
女
平

等
、
戸
主
権
の
廃
止
、
家
族
単
位
で
な
く
個
人
単
位
の
国
家
組
織
を
要
求

し
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
人
権
論
を
推
し
進
め
た
。

現
代
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
論
調
は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
、
女
性
へ
の

暴
力
絶
滅
な
ど
女
性
の
人
権
の
確
立
が
要
求
さ
れ
る
一
方
で
、
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
な
ど
か
ら
は
人
権
論
的
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
へ
の
批
判
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
明
治
前
期
の
人
権
を
軸
と
し
た
男
女

平
等
論
、
男
女
同
権
論
を
再
検
討
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
の
ね
ら

い
で
あ
る
。

97 

質
問
と
し
て
は
、
福
沢
諭
吉
の
位
置
づ
け
、
社
会
主
義
と
の
関
係
な
ど

が
提
出
き
れ
た
。

司
会

{
女
川
悦
子

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
公
共
性

(
世
話
人
・
司
会
)

安
藤

隆

穂

今
回
は
報
告
予
定
者
が
欠
席
の
た
め
、
安
藤
隆
穂
が
こ
れ
ま
で
の
報
告

の
総
括
と
問
題
提
起
を
お
こ
な
い
、
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
公
共
性
」
問
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
革
命
と
い
う
結
節
点
に
焦
点
を

絞
り
、
公
共
性
の
観
念
と
こ
れ
を
め
ぐ
る
制
度
の
転
換
を
、
法
思
想
史
、

教
育
社
会
史
、
政
治
思
想
史
、
宗
教
思
想
史
、
さ
ら
に
は
思
想
史
一
般
の

見
地
よ
り
検
証
し
て
き
た
が
、
今
回
は
、
改
め
て
、
ハ
l

パ
マ
ス
以
来
の

公
共
性
研
究
史
と
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ね
ら
い
と
の
関
係
に
つ
い
て
参
加
者

の
強
い
関
心
が
表
明
き
れ
た
。
ま
た
、
公
共
性
に
つ
い
て
の
現
代
的
関
心

と
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
間
に
は
多
く
の
媒

介
項
が
存
在
し
、
性
急
に
繋
げ
な
い
ほ
う
が
よ
い
し
、
そ
の
ほ
う
が
歴
史

的
研
究
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

た

一
八
世
紀
思
想
と
の
関
係
で
は
、
ル
ソ
l

の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
熱

心
に
意
見
が
闘
わ
さ
れ
た
。
啓
蒙
思
想
の
公
共
性
観
念
の
な
か
で
、
ル
ソ
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ー
の
公
共
性
に
つ
い
て
の
議
論
は
や
は
り
独
特
で
あ
り
、
革
命
期
の
世
論

と
公
共
精
神
と
の
分
裂
の
問
題
と
も
関
連
き
せ
て
検
討
す
べ
き
重
要
な
課

題
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
外
部
か
ら
み
た
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
公
共
性
』
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
は
、
今
回
も
問
題
提
起
に
の
み
終
わ
っ
た
が
、
次
回
以
降
緊

急
に
報
告
と
討
論
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

(
文
責
安
藤
隆
穏
)

I

・

S

・
ロ
ス

め
ぐ
っ
て

『
ア
ダ
ム
・

を

ス
ミ
ス
伝
』

(
報
告
者
)
{安

藤

哲

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
三
つ
の
世
界
像
倫
理
、
法
学
、
経
済
|
の
統
合

と
し
て
の
市
民
社
会
像
の
議
論
は
広
く
日
本
で
こ
れ
ま
で
に
行
な
わ
れ
て

き
た
。
ま
た
、
ス
ミ
ス
が
一
八
世
紀
当
時
の
道
徳
哲
学
者
と
し
て
、
ま
た

包
括
的
社
会
科
学
者
と
し
て
、
自
ら
の
著
書
『
道
徳
感
情
論
』
か
ら
「
国

富
論
』
へ
の
人
間
本
性
分
析
と
行
為
原
理
論
を
通
し
た
経
済
社
会
の
解
明

を
ス
ミ
ス
自
ら
の
経
験
と
観
察
の
蓄
積
の
上
に
行
な
っ
て
き
た
こ
と
も
周

知
の
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
伝
記
の
著
者
ロ
ス
氏
は
、
ス
ミ
ス
の
社
会
科
学
統
合

へ
の
展
望
が
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
確
立
さ
れ
て
い
た
と
み
る
。
そ
の
こ

と
は
、
ロ
ス
氏
が
「
エ
デ
ィ
ン
パ
ラ
講
義
」
の
三
シ
リ
ー
ズ
の
講
義
内
容

を
そ
れ
ぞ
れ
「
修
辞
学
L、
「
哲
学
史
」
お
よ
び
「
法
学
」
で
あ
っ
た
こ
と

を
明
確
に
提
示
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
若
か
り
し
ス
ミ
ス
(
日
初
期
ス
ミ

ス
)
の
思
想
形
成
に
関
わ
る
「
修
辞
学
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。

ロ
ス
氏
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
ス
ミ
ス
の
考
察
を
取
り
上
げ
る
。

a

修
辞
学
が
感
性
あ
る
人
間
本
性
と
強
力
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。

b

伝
統
的
な
修
辞
学
か
ら
の
脱
皮
と
同
感
を
修
辞
学
の
体
系
の
「
か
な
め
」

と
す
る
修
辞
学
と
倫
理
学
の
関
連
。

C

修
辞
学
講
義
の
第
2

部
に
お
け
る

商
業
社
会
す
な
わ
ち
富
裕
に
な
る
と
散
文
が
磨
か
れ
る
こ
と
等
を
指
摘
す

る
こ
と
に
よ
る
修
辞
学
と
経
済
学
の
関
連
。
d

「
エ
デ
ィ
ン
パ
ラ
講
義L

の
ス
ミ
ス
の
新
機
軸
と
し
て
法
の
発
生
と
そ
の
動
態
を
経
済
発
展
の
段
階

と
と
も
に
ス
ミ
ス
が
講
義
し
た
点
。

e

連
続
す
る
科
学
の
諸
体
系
の
解
説

を
修
辞
学
を
起
点
と
し
て
人
間
の
性
向
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
て
い
た
こ

と
等
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ス
氏
は
、
ス
ミ
ス
の
思
想
形
成
期
の
力
点
を
ス
ミ
ス

の
初
期
の
修
辞
学
講
義
に
求
め
、
ス
ミ
ス
が
修
辞
学
(
文
学
)
か
ら
す
べ
て

の
芸
術
・
科
学
・
知
識
の
諸
部
門
の
連
接
の
烏
鰍
図
を
見
通
し
、
か
な
り

早
い
時
期
か
ら
政
治
学
と
経
済
学
の
体
系
を
創
造
す
る
意
図
を
も
っ
て
い

た
こ
と
を
伝
記
の
な
か
で
強
調
す
る
。
そ
の
こ
と
は
一
方
で
、
こ
れ
ま
で

の
ス
ミ
ス
の
全
体
像
と
の
整
合
性
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
今
後
問
わ

れ
る
も
の
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

以
上
の
報
告
を
踏
ま
え
て
、
次
の
質
疑
を
行
な
っ
た
。
①
初
期
ス
ミ
ス

を
重
視
し
て
い
る
が
、
中
期
、
後
期
は
ど
う
な
る
か
。
②
モ
ン
テ
ス
キ
ュ



ー
と
の
関
係
。
③
ロ
ス
氏
の
伝
記
長
期
執
筆
期
間
中
の
視
点
の
移
動
は
な

い
の
か
。
④
「
思
索
的
(
円
。
ロ
芯
B
E
E
〈
巾
)
功
利
主
義
」
の
意
味
は
何
か
。

⑤
ニ
ュ
ー
ト
ン
科
学
の
位
置
づ
け
や
タ
l

ン
ブ
ル
の
「
実
験
哲
学
」
等
ア

バ
デ
ィ
l

ン
啓
蒙
と
の
関
係
に
つ
い
て
。

「
身
体
の
表
象
」
前
夜
祭

(
世
話
人
・
司
会
)
石

塚

正

英

インフォー7ル・セッション

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
二
部
と
同
じ
趣
旨
で
開
催
さ
れ

た
。
た
だ
し
話
題
提
供
者
は
別
で
、
ま
ず
は
津
田
貴
司
氏
が
松
田
氏
と
と

も
に
反
転
メ
ガ
ネ
に
よ
り
左
右
逆
転
の
世
界
を
創
出
す
る
作
品
を
発
表
し

た
。
合
計
四
人
が
反
転
メ
ガ
ネ
を
試
着
し
た
が
、
い
ず
れ
も
「
左
右
」
と

い
う
社
会
的
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
植
、
ぇ
付
け
ら
れ
て
き
た
表
象
・
観
念
を

は
ぎ
取
ら
れ
て
、
握
手
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
自
己
を
発
見
し
た
。
反
転
メ

ガ
ネ
が
自
己
に
強
要
し
て
く
る
異
次
元
の
感
覚
は
目
を
閉
じ
れ
ば
拒
絶
で

き
る
。
し
か
し
、
目
を
閉
じ
て
し
ま
っ
て
は
そ
も
そ
も
感
覚
そ
れ
自
体
を

拒
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
我
々
は
、
身
体
と
は
社
会
的
な
価
値

の
優
劣
や
序
列
に
応
じ
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
、
と
い
う
現
場
に
立
た
き
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
「
身
体
の
重
層
決
定
性
」
と
い
う
テ
l

マ
で
報
告
し
た
貫
成
人

氏
は
、
①
心
身
二
元
論
、
②
身
体
物
質
論
、
③
身
体
独
自
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
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④
他
者
の
視
覚
を
通
し
て
の
鏡
像
的
身
体
、
⑤
言
説
(
表
象
×
制
度
×
権
力
)

を
介
し
て
の
身
体
、
⑥
習
慣
×
物
質
性
×
身
体
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
確
立
↓
制
度
の
実
現
・
強
化
・
再
生
産
、
⑦
現
前
性
×
理
念
性
↓
王

の
二
つ
の
身
体
、
⑧
重
層
決
定
性
と
し
て
の
身
体
、
⑨
物
の
内
で
の
超
越

↓
開
放
系
と
し
て
の
身
体
の
諸
側
面
に
言
及
し
た
。
貫
氏
は
、
個
々
に
は

ラ
カ
ン
、
フ

l

コ
l

、
パ
ト
ラ
l

、
フ
ッ
サ
l

ル
、
デ
リ
ダ
、
カ
ン
ト
ロ

l

ヴ
イ
ツ
チ
、
ガ
タ
リ
ほ
か
に
言
及
し
つ
つ
、
全
体
と
し
て
、
身
体
に
関

す
る
諸
理
論
の
交
錯
と
並
存
↓
諸
シ
ス
テ
ム
の
交
差
す
る
点
、
重
層
決
定

さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
身
体
を
明
確
化
し
た
。

そ
し
て
「
撹
乱
す
る
身
体
表
象
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
性
に
つ
い
て
の

一
言
説
」
と
題
し
て
報
告
し
た
鈴
木
由
加
里
氏
は
、
①
ポ
ル
ノ
、
グ
ラ
フ
ィ
は

ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
か
、
②
性
表
現
と
エ
ロ
テ
ィ
カ
と
ポ
ル
ノ
と

の
区
別
の
可
能
性
、
③
語
る
女
性
と
い
う
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
諸
側
面
に
言

及
し
た
。
特
に
ア
l

ニ
l

・
ス
プ
リ
ン
グ
ル
に
よ
る
身
体
イ
メ
ー
ジ
の
撹

乱
と
、
そ
れ
に
よ
る
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
世
界
の
内
部
破
壊
と
い
っ

た
動
向
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
性
差
別
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
女
性
を
加
担

さ
せ
る
こ
と
が
結
果
と
し
て
あ
り
得
る
と
し
て
、
そ
れ
は
諸
個
人
の
お
か

れ
た
社
会
的
文
脈
、
当
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
の
出
会
い
の
あ
り
方
の
状

況
に
よ
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
性
的
な
女
性
の
身
体
の
表
象
の

基
本
的
な
作
用
と
い
う
の
は
、
「
わ
た
し
」
が
「
わ
た
し
の
身
体
」
と
の
関

係
を
取
り
結
ぶ
瞬
間
に
介
入
し
て
く
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
報

告
し
た
。

い
ず
れ
の
報
告
も
、
従
来
身
体
が
「
表
象
と
し
て
の
身
体
」
で
あ
り
続

け
て
き
た
こ
と
の
再
発
見
を
促
す
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
セ
ツ
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シ
ョ
ン
に
は
二
O
代
の
若
い
会
員
が
た
く
さ
ん
参
加
し
活
気
に
あ
ふ
れ
る

も
の
と
な
っ
た
。

日
本
思
想
と
近
代
・
現
代文

責
)

福

井

直
秀

日
本
研
究
者
が
広
〈
集
ま
れ
る
よ
う
に
と
の
意
図
で
は
じ
ま
っ
た
こ
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
今
年
で
二
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
〈
農
〉
を
め
ぐ
る
矢
野

敬
一
氏
(
非
会
員
静
岡
大
学
)
、
足
立
泰
紀
会
員
(
近
畿
福
祉
大
学
)
両
氏

の
発
表
に
基
づ
く
議
論
を
し
ま
し
た
。

矢
野
敬
一
発
表
|
|
柳
田
国
男
は
祖
霊
に
収
赦
す
る
民
間
信
仰
を
基
層

的
な
も
の
と
し
、
そ
れ
を
固
有
信
仰
と
考
え
た
。
そ
の
集
大
成
が
『
先
祖

の
話
』
と
な
る
。
だ
が
柳
田
の
極
先
研
究
は
当
初
か
ら
体
系
的
に
構
築
き

れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
大
正
末
か
ら
昭
和
初
年
度
に
か
け
て
、
柳
田

が
御
霊
中
心
か
ら
祖
霊
重
視
の
方
向
へ
と
研
究
の
方
向
を
変
化
さ
せ
た
こ

と
は
、
す
で
に
小
川
直
之
や
森
岡
清
美
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
そ
れ
以
前
も
祖
先
へ
の
言
及
は
農
村
人
口
の
都
市
へ
の
流
出
と
い
う

事
態
を
背
景
と
し
て
、
「
家
の
永
続
」
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
で
し
ば
し

ば
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
家
永
続
を
図
る
要
件
と
し
て
「
自
覚
」
を

通
し
た
過
去
と
現
在
と
の
連
続
性
の
確
認
、
「
血
の
中
」
に
存
在
す
る
「
無

形
の
家
督
」
に
よ
る
連
続
性
の
維
持
が
説
か
れ
た
。
後
者
は
具
体
的
に
は
、

気
性
や
健
康
と
い
っ
た
親
譲
り
の
遺
伝
、
恩
だ
と
す
る
。
こ
う
し
た
柳
田

の
説
は
、
平
田
神
道
や
穂
積
陳
重
の
家
族
国
家
観
と
距
離
を
置
く
も
の
で

あ
っ
た
。

こ
の
発
表
を
め
ぐ
っ
て
、
①
天
皇
制
国
家
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
べ

き
、
②
問
題
関
心
の
移
行
を
、
天
皇
制
国
家
に
収
数
す
る
部
分
と
抵
抗
す

る
側
面
の
存
否
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
性
な
ど
が
提
起
さ
れ
ま

し
た
。

足
立
泰
紀
発
表
|
|
農
政
学
か
ら
民
俗
学
へ
と
柳
田
国
男
の
学
聞
が
変

容
し
て
い
く
過
程
は
、
総
じ
て
柳
田
自
身
の
経
験
と
そ
の
問
題
意
識
、
認

識
の
変
化
と
い
う
連
関
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
柳
田
は
、
独
自
の
重
層
的
な
探
求
ス
タ
イ
ル
を
保
持
し
な
が
ら
農
政
論

を
構
築
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
探
求
ス
タ
イ
ル
の
も
と
で

農
業
改
革
を
「
土
地
改
革
論
」
で
は
な
く
、
農
民
経
営
の
内
発
的
発
展
に

求
め
よ
う
と
し
た
柳
田
の
眼
目
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
注
意
き
れ
て
よ
い
。

す
な
わ
ち
農
民
の
主
体
性
、
そ
し
て
農
民
自
身
に
よ
る
自
己
の
認
識
を
重

視
す
る
柳
田
の
視
座
は
、
社
会
政
策
論
的
な
思
考
や
経
済
学
的
な
方
法
の

内
部
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
な
い
。
柳
田
の
農
政
論
は
「
内
省
」
の
学
と
し

て
展
開
し
て
い
く
学
問
的
必
然
性
を
内
在
的
に
有
し
て
い
た
。
柳
田
は
、

そ
の
よ
う
な
「
内
省
」
の
学
の
構
築
を
、
西
欧
学
聞
の
動
向
に
着
目
し
な

が
ら
、
農
業
経
済
研
究
や
農
村
・
農
民
研
究
が
柳
田
農
政
論
を
意
識
し
な

が
ら
も
分
化
し
て
い
く
昭
和
戦
前
期
の
わ
が
国
学
問
状
況
の
中
で
構
想
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
発
表
に
は
、
参
加
者
も
基
本
的
に
は
同
意
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
「
農
本
」
を
現
代
的
な
問
題
と
し
て
、
ま
た
、
外
国
を
も
視
野
に



入
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
な
ど
が
提
起
さ
れ
、
こ
の
後
、
来

年
の
発
表
希
望
者
も
出
て
、
継
続
的
親
交
を
確
認
し
ま
し
た
。

的
場
昭
弘
、
内
田
弘
、
石
塚
正
英
、

『
新
マ
ル
ク
ス
学
事
典
』
に
つ
い
て柴
田
隆
行
編

(
報
告
者
)
的

場

昭

弘

インフォー7ル・セッション

ソ
連
崩
壊
後
、
い
や
マ
ル
ク
ス
主
義
衰
退
後
、
皮
肉
に
も
二
つ
の
マ
ル

ク
ス
事
典
が
公
刊
さ
れ
た
。
一
つ
は
『
マ
ル
ク
ス
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
事
典
』

(
青
木
書
店
)
、
も
う
一
つ
は
『
新
マ
ル
ク
ス
学
事
典
』
(
弘
文
堂
)
。
二
つ
の

事
典
の
共
通
性
は
、
ソ
連
崩
壊
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
衰
退
が
な
け
れ
ば
実

現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
呪
縛
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
離
れ

た
マ
ル
ク
ス
研
究
は
、
む
し
ろ
マ
ル
ク
ス
主
義
衰
退
が
も
た
ら
し
た
正
の

遺
産
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
二
つ
の
事
典
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
前
者
が
現

代
の
問
題
意
識
か
ら
マ
ル
ク
ス
を
捉
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、

後
者
は
一
九
世
紀
に
徹
底
し
て
内
在
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
後
者

の
と
り
あ
げ
た
項
目
は
、
マ
ル
ク
ス
自
体
よ
り
も
マ
ル
ク
ス
を
め
ぐ
る
一

九
世
紀
の
世
界
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

編
者
た
ち
は
あ
え
て
「
マ
ル
ク
ス
学
」
と
い
う
表
現
に
こ
だ
わ
っ
た
。
事

典
と
し
て
の
常
識
で
い
え
ば
、
思
想
に
項
目
を
限
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
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そ
れ
を
あ
え
て
し
な
か
っ
た
の
に
は
、

た

た
と
え
ば
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
中
産
階
級
」
、
「
交
通
・

通
信
」
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
、
「
亡
命
」
と
い
っ
た
特
項
目
を
見
る
と
わ
か

る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
が
投
げ
出
さ
れ
て
い
た
そ
の
時
代
が
見
、
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
が
滞
在
し
た
都
市
の
項
目
(
パ
リ
、
ロ

ン
ド
ン
な
ど
)
や
、
マ
ル
ク
ス
の
病
、
マ
ル
ク
ス
の
療
養
な
ど
も
こ
の
事
典

な
ら
で
は
の
特
色
で
あ
り
、
世
界
の
ど
の
マ
ル
ク
ス
事
典
を
見
て
も
載
っ

て
い
な
い
項
目
と
も
言
え
る
。
ま
た
、
読
み
物
と
し
て
の
特
色
も
持
っ
て

い
て
、
気
楽
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
項
目
が
配
置
し
て
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
特
色
は
、
逆
に
言
え
ば
こ
の
事
典
の
弱
点
も
さ
ら

け
出
し
て
は
い
る
。
混
迷
す
る
現
代
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
思
想
を
ど
う
理

解
す
べ
き
か
と
い
う
現
代
的
問
題
意
識
を
持
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、
本
事

典
は
や
や
拍
子
抜
け
の
感
が
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
編
者
た
ち
が
あ
え

て
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
編
者
た
ち
も
そ

う
し
た
現
代
的
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
い
や
持
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
一
九
世
紀
に
内
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現

代
の
問
題
を
考
、
え
な
お
し
て
欲
し
い
と
切
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
願
い
を
編
者
た
ち
が
込
め
た
と
す
れ
ば
、
編
者
た

ち
は
事
典
の
公
刊
と
同
時
に
今
度
は
マ
ル
ク
ス
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て

語
る
責
任
を
負
っ
た
と
も
言
え
る
。
限
ら
れ
た
人
数
し
か
い
な
い
マ
ル
ク

ス
研
究
者
た
ち
が
一
九
世
紀
に
閉
じ
こ
も
り
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス

の
原
典
注
釈
に
力
を
注
ぐ
余
裕
は
も
は
や
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

意
味
で
編
者
た
ち
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
人
で
あ
る
私
は
、
現
代
の
マ
ル

そ
う
し
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
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ク
ス
研
究
と
の
接
点
を
明
ら
か
に
し
、
マ
ル
ク
ス
研
究
の
新
た
な
展
開
を

仕
掛
け
る
べ
き
義
務
を
負
っ
た
と
も
言
え
る
。
当
日
出
席
さ
れ
た
方
々
か

ら
の
御
批
判
、
激
励
を
受
け
て
、
二
一
世
紀
へ
の
新
し
い
マ
ル
ク
ス
研
究

を
進
め
る
べ
く
努
力
し
た
い
所
存
で
あ
る
。

近
代
社
会
と
暴
力

(
報
告
者
)
海
老
津

善

私
た
ち
は
三
年
前
か
ら
「
暴
力
及
び
暴
力
論
の
研
究
」
と
い
う
テ
!
?

で
五
人
で
共
同
研
究
を
続
け
て
い
る
。
共
同
研
究
者
の
専
攻
分
野
は
、
ド

イ
ツ
文
学
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
経
済
学
、
現
代
韓
国
研
究
、
哲
学
と
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
次
の
四
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す

る
研
究
を
発
表
し
討
論
を
重
ね
て
き
て
お
り
、
「
暴
力
学
」
と
で
も
い
う
べ

き
分
野
を
開
拓
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

①
暴
力
の
原
理
的
研
究
(
権
力
の
発
生
、
権
力
と
暴
力
、
権
力
の
抑
圧
と

そ
れ
に
対
す
る
反
抗
の
権
利
)

②
「
暴
力
理
論
」
の
研
究
(
こ
れ
ま
で
の
革
命
論
・
戦
争
論
・
権
力
論
・
共

同
体
論
な
ど
の
解
読
と
批
判
)

③
暴
力
現
象
の
分
析
(
戦
争
、
民
族
紛
争
な
ど
に
見
ら
れ
る
物
理
的
暴
力

は
も
と
よ
り
、
共
同
体
の
ひ
ず
み
か
ら
生
じ
る
い
じ
め
、
虚
一
言
、
菟
罪
な
ど

の
生
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
構
造
の
分
析
)

④
暴
力
の
表
現
研
究
(
文
学
、
絵
画
、
映
像
な
ど
に
見
ら
れ
る
暴
力
表
現

の
分
析
)

今
回
の
発
表
を
近
代
社
会
に
絞
っ
た
の
は
、
近
代
が
暴
力
的
諸
要
素
を

排
除
し
て
人
間
理
性
の
信
頼
の
上
に
成
立
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
か

え
っ
て
隠
れ
た
暴
力
を
内
に
含
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑

圧
し
た
形
で
増
大
さ
せ
て
き
て
お
り
、
近
代
の
最
も
検
討
を
必
要
と
す
る

問
題
が
「
暴
力
」
に
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
韓
国
に
お
け
る

暴
力
の
事
例
を
、
常
石
希
望
が
「
植
民
地
解
放
後
の
韓
国
(
一
九
四
五
五

三
年
)
と
暴
力
」
と
題
し
て
報
告
し
た
。
一
九
四
八
年
八
月
一
五
日
に
大
韓

民
国
が
樹
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
前
後
に
各
地
に
暴
動
、
虐
殺
が
頻
発
し
た
。

四
六
年
一
O
月
の
大
郎
暴
動
事
件
、
四
八
年
四
月
か
ら
一
年
余
に
及
ん
だ

済
州
島
四
・
三
事
件
、
同
年
一O
月
の
麗
水
・
順
天
反
乱
事
件
、
四
九
年

四
月
か
ら
無
抵
抗
の
国
民
三
一
O
万
人
を
虐
殺
し
た
国
民
保
導
連
盟
事
件
、

朝
鮮
戦
争
時
の
国
民
防
衛
軍
事
件
な
ど
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
意
味
を
報
告

し
た
。暴

力
を
一
般
に
「
カ
の
非
理
性
的
な
行
使
」
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き

よ
、
7
0

ま
ず
「
力
」
と
は
そ
れ
自
身
で
は
知
ら
れ
ず
他
の
何
も
の
か
に
現
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
カ
は
人
聞
の

関
係
性
す
な
わ
ち
共
同
体
に
お
い
て
の
み
は
た
ら
く
。
自
分
自
身
に
対
す

る
暴
力
は
あ
り
え
な
い
。
自
然
に
対
す
る
暴
力
と
い
う
言
い
方
も
意
味
を



「

持
た
な
い
。

次
に
「
非
理
性
的
」
と
は
理
性
に
反
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
む

し
ろ
近
代
の
理
性
は
そ
れ
自
体
暴
力
性
を
含
み
な
が
ら
成
立
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
存
在
を
新
た
に
構
成
す
る
論
理
的
能
力
で
あ
る
と
と
も
に
、

自
ら
の
構
成
し
た
現
象
世
界
を
否
定
し
て
無
条
件
の
も
の
を
追
い
求
め
る

能
力
で
も
あ
る
。
作
る
能
力
で
あ
る
と
と
も
に
そ
れ
を
次
々
に
破
壊
し
て

い
く
能
力
で
あ
る
。
理
性
の
こ
の
二
律
背
反
的
性
格
は
「
自
由
L
「
平
等
」

「
愛
」
な
ど
、
近
代
に
特
有
の
価
値
原
理
に
即
し
て
克
明
に
分
析
さ
れ
明
ら

か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
「
行
使
」
と
は
意
志
の
能
力
で
あ
る
。
意
志
は
目
的
を
達
成
し

て
も
満
足
し
な
い
。
意
志
が
充
足
す
る
の
は
自
ら
が
止
む
と
き
の
み
で
あ

る
。
近
代
社
会
は
飽
く
こ
と
な
く
無
条
件
の
も
の
を
追
い
求
め
つ
づ
け
る
、

無
限
累
進
の
運
動
に
よ
っ
て
危
う
く
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

インフォーマル・セッション

高
須
健
至
は
「
自
由
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
暴
力
に
つ
い
て
|
|
囚
わ
れ

た
る
自
由
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
と
題
し
て
、
近
代
の
「
自
由
」
が
持
つ
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
あ
る
い
は
二
律
背
反
的
性
格
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
れ
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
暴
力
の
さ
ま
ざ
ま
の
す
が
た
を
、
「
市
場
の
暴
力
」

「
全
体
主
義
国
家
」
に
お
い
て
跡
づ
け
た
。

ま
た
、
竹
中
克
英
は
「
エl
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
の
〉
鳴
B

位
。
B
S
2
1

巾

|
|
彼
に
お
け
る
社
会
的
性
格
と
暴
力
の
問
題
|
|
」
と
題
し
て
暴
力
理

論
の
一
つ
を
分
析
し
た
。
フ
ロ
ム
の
「
社
会
的
性
格
」
の
概
念
を
分
析
し

た
後
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
攻
撃
論
(
『
人
聞
の
破
壊
性
の
解
剖
学
」
)
に
よ
り
つ
つ
、

攻
撃
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
明
ら
か
に
し
、
ネ
ク
ロ
フ
ィ
リ
ア
的
攻
撃
の
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内
に
近
代
社
会
が
抱
え
る
深
刻
な
問
題
を
指
摘
し
た
。

(
世
話
人
海
老
津
普
ご

ビ
ル
ガ
l

・
p

・
プ
リ
ッ
ダ
l

ト
『
経
済
学
者

へ
l

ゲ
ル
』
を
め
ぐ
っ
て

(
世
話
人
)
原

田

哲

史

「
経
済
学
者
へl

ゲ
ル
」
(
原
書
一
九
九O
年
、
高
柳
良
治
他
訳
一
九
九
九
年
)

お
よ
び
そ
れ
と
の
関
連
で
へ
l

ゲ
ル
の
社
会
・
経
済
思
想
に
つ
い
て
島
崎

隆
二
橋
大
)
、
早
瀬
明
(
京
都
外
大
)
、
原
田
哲
史
(
四
日
市
大
)
が
報
告
し

た
島
崎
会
員
は
「
市
民
社
会
と
革
命
を
超
え
る
「
第
三
の
道
」
の
模
索
」

と
題
し
た
報
告
で
、
プ
リ
ツ
ダ
l

ト
が
そ
の
著
作
に
お
い
て
へ
l

ゲ
ル
が

古
い
官
房
学
的
介
入
で
も
な
く
イ
ギ
リ
ス
流
の
市
民
社
会
(
自
由
な
市
場
社

会
)
で
も
な
い
「
経
済
体
制
の
第
三
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
提
起
し
た
こ

と
を
明
瞭
に
し
た
、
と
い
う
点
に
着
目
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
へ

l

ゲ
ル
は
、
「
欲
求
の
体
系
」
た
る
市
民
社
会
の
成
立
の
必
然
性
を
承
認
し
、

か
っ
そ
の
市
民
社
会
に
お
い
て
偶
然
性
(
見
え
な
い
経
済
法
則
)
に
翻
弄
さ

れ
る
欲
求
主
体
た
る
人
聞
が
一
方
で
の
富
の
蓄
積
と
他
方
で
の
労
働
者
の

窮
乏
と
い
う
分
離
状
況
へ
と
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
そ

の
克
服
と
し
て
政
治
的
ポ
リ
ツ
ア
イ
と
経
済
的
コ
ル
ポ
ラ
ツ
ィ
オ
l

ン
の
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媒
介
機
能
に
よ
り
市
民
社
会
を
国
家
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ

の
議
論
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
啓
蒙
主
義
的
な
絶
対
自
由
の
体
制
へ

の
批
判
を
も
意
味
し
て
お
り
、
ま
た
我
々
が
ソ
連
・
東
欧
の
社
会
主
義
革

命
の
問
題
点
を
論
ず
る
際
に
も
そ
こ
か
ら
有
益
な
一
示
唆
を
得
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

早
瀬
会
員
の
報
告
「
へ
l

ゲ
ル
の
経
済
的
な
議
論
の
基
礎
に
あ
る
哲
学

的
な
い
し
倫
理
学
的
な
問
題
意
識
」
で
は
、
『
経
済
学
者
へ
l

ゲ
ル
」
に
触

れ
つ
つ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
倫
理
学
と
り
わ
け
そ
の
「
配
分
的
正
義
」

の
観
念
が
へ
l

ゲ
ル
の
経
済
論
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ

た
。
へ
l

ゲ
ル
の
構
想
す
る
「
人
倫
」
は
、
古
代
的
な
人
間
把
握
を
基
礎

と
し
て
近
代
的
な
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
の
克
服
を
目
指
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
コ
ル
ポ
ラ
ツ
ィ
オ

l

ン
に
よ
る
雇
用
の
保
障
に

よ
っ
て
「
配
分
的
正
義
」
の
原
理
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
が
提
唱
き
れ
て
い

る
。
ま
た
コ
ル
ポ
ラ
ツ
ィ
オ
|
ン
が
経
済
面
の
み
な
ら
ず
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

の
裡
に
公
共
精
紳
を
函
養
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
同
時
に
シ
ト
ワ
ン
ヤ
ン
た

ら
し
め
る
政
治
的
共
同
体
と
し
て
の
役
割
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し

て
は
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
た
。

原
因
は
「
ド
イ
ツ
経
済
思
想
史
に
お
け
る
へ
l

ゲ
ル
の
位
置
|
|
三
つ

の
論
点
|
|
」
と
題
し
て
、
プ
リ
ッ
ダ
l

ト
の
他
の
著
作
を
も
考
慮
し
つ

つ
、
次
の
よ
う
な
論
点
整
理
的
な
報
告
を
行
っ
た
。
第
一
に
、
へ
l

ゲ
ル

の
コ
ル
ポ
ラ
ツ
ィ
オ
|
ン
を
位
置
付
け
る
に
あ
た
っ
て
、
一
方
で
ラ
ウ
や

ク
ラ
ウ
ス
と
い
っ
た
初
期
ド
イ
ツ
古
典
派
の
職
業
団
体
論
と
の
関
連
を
、

他
方
で
ロ
マ
ン
主
義
の
ツ
ン
フ
ト
継
承
的
な
そ
れ
と
の
対
比
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
分
配
論
と
の
関
連
で
、
後
の
シ
ュ
モ
ラl

に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
経
済
思
想
へ
と
至
る
端
緒
と
な

り
う
る
か
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
。
第
三
に
、
精
神
的
価
値
を
含
め
て

財
の
社
会
的
効
用
を
測
る
「
古
い
ド
イ
ツ
使
用
価
値
学
派
」
の
萌
芽
の
ひ

と
つ
と
し
て
へ
l

ゲ
ル
の
価
値
論
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
か
探
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

報
告
後
、
山
中
隆
次
、
高
柳
良
治
、
尼
寺
義
弘
ら
諸
氏
か
ら
上
記
の
諸

論
点
に
対
す
る
質
問
が
、
ま
た
報
告
者
か
ら
そ
れ
へ
の
回
答
が
出
さ
れ
、

討
論
が
行
わ
れ
た
。

「
批
判
理
論
」
|
|
ホ
ネ
ッ
ト
氏
を
囲
ん
で

(
報
告
者
)
徳
永

'陶

ア
ク
セ
ル
・
ホ
ネ
ッ
ト
氏
は
、
二

O
O

一
年
春
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

社
会
研
究
所
の
所
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味

で
は
、
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
第
三
世
代
の
代
表
者
と
目
さ

れ
て
い
る
現
代
ド
イ
ツ
の
著
名
な
社
会
哲
学
者
で
あ
り
、
日
本
で
も
『
権

力
の
批
判
批
判
的
社
会
理
論
の
新
し
い
地
平

l

』
(
法
政
大
学
出
版
局
)
等

の
邦
訳
を
通
じ
て
か
な
り
知
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
一
九
七
0

年
代
の
ハ
パ
ー
マ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
論
的
転

回
」
の
立
場
に
立
っ
て
、
先
行
す
る
ア
ド
ル
ノ
の
後
期
哲
学
に
対
す
る
内

在
的
批
判
者
と
し
て
登
場
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
は
、
ハ
パ
!
?
ス
の
コ
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ミ
ユ
ニ
ケ
l

シ
ョ
ン
理
論
と
フ
l

コ
l

の
権
力
論
を
総
合
す
る
「
承
認
を

め
ぐ
る
闘
争
」
な
ど
、
批
判
理
論
の
新
し
い
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
地
平
を
開

拓
し
よ
う
と
し
て
活
発
な
国
際
的
活
動
を
続
け
て
い
る
。
数
年
前
に
も
一

度
来
日
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
今
回
は
二
度
目
の
訪
日
で
あ
る
。

今
回
は
、
高
幣
会
員
を
代
表
者
と
す
る
学
術
振
興
会
の
「
日
独
共
同
研

究
」
事
業
の
一
環
と
し
て
来
日
き
れ
た
の
だ
が
、
同
氏
の
構
想
す
る
韓
国

を
含
め
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
と
、
社
会
思
想
史
学
会
の
行
事
進

行
と
が
、
長
い
準
備
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
絡
不
充
分
で
必
ず
し
も

う
ま
く
噛
み
合
わ
ず
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
話
役
を
徳

永
が
引
き
受
け
た
の
も
、
も
う
大
会
も
押
し
迫
っ
た
夏
の
末
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
専
任
の
通
訳
を
置
か
な
い
形
で
会
を
持
た
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た

段
階
で
世
話
役
と
し
て
考
え
た
こ
と
は
、
こ
れ
で
は
ス
ム
ー
ス
な
相
互
の

意
志
疎
通
・
活
発
な
討
論
は
望
め
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
少
な
く
と
も
外

国
か
ら
高
名
な
ゲ
ス
ト
を
招
い
た
時
の
日
本
で
お
定
ま
り
の
、
一
方
的
な

お
説
拝
聴
の
会
に
は
し
た
く
な
い
。
む
し
ろ
い
い
機
会
だ
か
ら
、
こ
ち
ら

の
意
見
を
向
こ
う
に
聴
い
て
も
ら
う
会
に
し
よ
う
。
そ
う
い
う
方
針
を
予

め
ホ
ネ
ッ
ト
氏
に
伝
え
、
む
し
ろ
そ
れ
を
歓
迎
す
る
旨
の
同
氏
の
快
諾
を

得
て
、
四
人
の
特
定
質
問
者
に
よ
る
意
見
開
陳
を
中
心
に
す
る
こ
と
に
し

た
の
だ
っ
た
。

主
題
的
に
は
「
啓
蒙
の
弁
証
法
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
中
心
テ
ー

マ
と
し
、
同
問
題
を
め
ぐ
る
最
近
展
開
さ
れ
た
社
会
批
判
論
争
を
踏
ま
え

た
ホ
ネ
ッ
ト
氏
の
論
文
(
宮
本
訳
「
思
相
U』
二
0
0
0
年
七
月
号
)
を
事
前
に

読
み
、
そ
れ
へ
の
感
想
・
批
判
・
質
問
を
予
め
ド
イ
ツ
語
で
文
書
化
し
て

き
て
、
そ
れ
を
読
み
上
げ
る
形
で
、
こ
ち
ら
の
意
向
が
通
訳
抜
き
で
先
方
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に
伝
わ
る
よ
う
に
心
掛
け
た
。
特
定
質
問
者
は
、
発
言
順
に
徳
永
肉
、
藤

野
覚
、
細
見
和
之
、
別
所
良
美
、
い
ず
れ
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
何
か
を

書
い
て
き
た
面
々
。
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
立
ち
入
れ
な
い
が
、
ホ
ネ

ッ
ト
の
ア
ド
ル
ノ
評
価
の
変
化
に
注
目
し
て
そ
の
動
機
を
聞
い
(
細
見
)
、

ア
ド
ル
ノ
の
美
的
批
判
の
再
評
価
を
積
極
的
に
認
め
て
そ
の
強
化
を
求
め

(
徳
永
)
、
「
啓
蒙
の
弁
証
法
」
を
社
会
批
判
と
し
て
よ
り
文
明
批
判
と
し
て

読
む
こ
と
を
求
め
つ
つ
、
藤
野
は
「
同
一
化
強
迫
」
に
注
目
し
、
徳
永
は

「
自
然
支
配
」
問
題
の
軽
視
を
後
期
ハ
パ
!
?
ス
に
、
「
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
」

問
題
へ
の
視
点
の
欠
如
を
ア
ド
ル
ノ
に
関
し
て
指
摘
し
た
。
ロ

l

テ
ィ
ー

ら
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
側
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
内
在
的
批
判
に
対
し
て
、
む
し
ろ

超
越
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
へ
の
志
向
を
批
判
の
必
要
契
機
と
認
め
る
別
所

は
、
あ
ら
た
め
て
、
社
会
の
病
理
を
病
的
と
判
定
し
う
る
基
準
の
問
題
を

提
起
し
た
。
こ
の
パ
ト
ロ
ギ
l

の
基
準
問
題
へ
の
疑
問
は
各
論
者
に
共
通

し
て
い
た
が
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
パ
ト
ロ
ギ
l

概
念
を
認
識
手
段
と
し
て
の
病

理
学
よ
り
は
、
む
し
ろ
病
的
な
社
会
現
象
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
た
の

で
あ
り
、
こ
の
点
、
日
本
人
側
に
幾
分
の
誤
解
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

時
間
の
関
係
で
ホ
ネ
ッ
ト
氏
か
ら
は
概
括
的
な
答
弁
し
か
え
ら
れ
ず
、

ま
た
特
定
質
問
者
以
外
の
フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言
の
余
地
が
な
か
っ
た
た

め
、
た
と
え
ば
専
任
通
訳
の
責
任
か
ら
解
放
さ
れ
て
大
い
に
発
言
し
よ
う

と
し
て
い
た
三
島
会
員
な
ど
は
不
満
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
後
の
ナ

ハ
ト
・
ロ
カ
l

レ
で
の
議
論
で
解
消
さ
れ
た
は
ず
だ
し
、
も
と
も
と
通
訳

抜
き
で
こ
ち
ら
の
意
見
を
聴
い
て
も
ら
う
と
い
う
趣
旨
で
設
定
し
た
会
で

あ
り
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
ま
ず
は
成
功
だ
っ
た
と
言
、
え
る
よ
う
に
思

う
。
(
文
責
徳
永
拘
)
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公
募
論
文

「
法
に
よ
る
過
去
の
克
服
」

|
|
「
ラ
l

ト
ブ
ル
フ
の
公
式
」
と
遡
及
禁
止
原
則
|
|

t
T
J
E

ミ

ド
k
百
ム
日
，
刀

緒

論

正
義
の
核
心
を
な
す
人
権
を
意
識
的
に
否
認
す
る
法
律
は
、
も
は
や
法

と
し
て
の
性
格
を
有
し
な
い
。
所
謂
「
ラ
l

ト
ブ
ル
フ
の
公
式
」
(
住
巾

河
内
丘σ
E
岳
民
宮
司

O

司
自
色
一
以
下
、
〈
公
式
〉
と
略
記
す
る
)
は
、
そ
う
し
た
極

端
な
「
不
・
正
法
L
E
R
E
M昨
日
間
g
F
n
p
円
)
の
妥
当
性
を
、
「
法
律
を
超
え

る
法
」
(
ロσ
巾
必
昂
印
巾
丹
江
戸
n
F
g
河
内
内
伊
丹
)
と
い
う
パ

l

ス
ベ
ク
テ
ィ
ヴ
の
下
に

否
定
す
る
。
同
様
に
不
正
な
実
定
法
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い
た
行
為

も
、
行
為
の
時
点
で
既
に
不
法
で
あ
っ
た
と
さ
れ
違
法
性
を
免
れ
な
い
。

だ
が
こ
の
様
な
〈
法
に
よ
る
過
去
の
克
服
〉
が
、
刑
法
の
基
本
原
理
た
る

罪
刑
法
定
主
義
、
特
に
そ
の
遡
及
禁
止
原
則
と
衝
突
す
る
の
は
疑
い
え
な

い
。
か
か
る
問
題
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
法
実
務
に
お
け
る
公
式
の
解
釈

を
特
徴
づ
け
、
更
に
そ
の
適
用
可
能
性
を
理
論
的
に
根
拠
づ
け
る
こ
と
、

金

秀

j畢

嗣

」
れ
が
本
稿
の
主
た
る
目
的
と
な
る
。

(
1
)
〈
同-
J
C
g
g〈
河
内
丘
町
「
己n
F
-
C
2
2
N
-
一
円Z
E
C
口
『
R
Z
E

ロ
島
田
町
内
『
問

g
m
R
E

z
s
g

河
内
円
宮
(
同
宏
司
)
Lロ
旨
同
町
ロ
円
同
内
田
口
吉ωロ
ロ
(
回
向
。

)
W
C
S言
句
足
』
さ
込

C
R起
き
宮
災
訓
向
6
e
(
門
川
河C
A
)噌
国
旦
島
町50
「
間
唱
】
坦
∞
叶
『
同
」
回
《
凶

E
ω・
印
∞u
a

問
題
の
所
在
一
「
公
式
」
を
援
用
し
た
違
法
性
審
査
の

方
式
に
対
す
る
疑
義

そ
も
そ
も
ラ

l

ト
プ
ル
フ
自
身
は
、
「
法
律
を
超
、
え
る
法
」
は
ナ
チ
ス
不

法
の
事
例
に
の
み
援
用
き
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し

公
式
は
現
在
に
至
る
ま
で
、
専
ら
実
質
的
正
義
と
法
的
安
定
性
と
を
衡
量

す
る
尺
度
と
し
て
、
法
理
論
上
確
固
と
し
た
地
位
を
占
め
続
け
て
い
る
。

の
み
な
ら
ず
、
旧
東
独
(
D
D
R
)
の
〈
不
法
〉
、
わ
け
で
も
旧
西
独
へ
の
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無
許
可
越
境
者
を
当
時
の

D
D
R

国
境
法
の
条
項
に
基
づ
き
射
殺
し
た
国

境
警
備
兵
の
事
例
を
論
究
す
る
際
、
法
実
務
一
般
に
及
ぼ
し
た
そ
の
多
大

な
影
響
を
無
視
す
る
訳
に
は
い
く
ま
い
。
も
と
よ
り
「
壁
の
射
手
訴
訟
」

(
呂
田
口
角
田
n
F
E
N
B℃
g
N

巾
民
)
を
巡
る
一
連
の
判
決
・
決
定
は
、
濃
淡
の
差
こ

そ
あ
れ
、
い
づ
れ
も
公
式
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
年

と
は
い
え
差
し
当
た
り
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
公
式
は

伝
統
的
自
然
法
論
の
焼
き
直
し
で
は
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
と
い

う
の
も
そ
の
概
念
枠
組
は
、
法
意
識
や
慣
習
法
な
ど
現
に
実
定
化
さ
れ
て

い
る
正
義
規
準
に
即
し
な
が
ら
、
実
定
法
の
内
在
的
限
界
づ
け
を
目
途
と

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
「
法
律
を
超
え
る
法
」
の
指
標
た
る
人
間
的
諸
権

利
(
島
巾
ζ
g
R
Z
R
R
F

仲
間
)
は
、
な
る
ほ
ど
超
法
律
的(
5
2官
認
定
-
w
y
)

で
は
あ
る
が
超
実
定
的
|
自
然
法
的

(
C
Z弓
。
z
z
E
E

コ
R
Z
z
n
y
)で

は
な
い
。
「
従
っ
て
そ
れ
ら
は
、
法
律
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
妥
当
礼
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
行
為
時
の
法
の
点

で
重
要
な
の
で
あ
る
」
。
公
式
の
主
旨
を
適
切
に
汲
み
取
る
な
ら
ば
、
人
権

を
侵
害
す
る
「
法
律
の
形
を
と
っ
た
不
法
」
(
問
2
5
n
E
C
3
n
Z
)

は
、

初
め
か
ら
効
力
を
有
し
な
い
。
よ
っ
て
法
の
歪
曲
を
是
正
し
秩
序
を
回
復

す
る
際
に
も
、
自
然
法
に
よ
る
処
方
筆
が
必
要
と
な
る
様
な
契
機
は
生
じ

な
い
、
と
さ
れ
る
。

け
れ
ど
も
こ
う
し
た
〈
法
に
よ
る
過
去
の
克
服
〉
の
手
法
は
、
い
か
に

実
定
的
な
「
法
律
を
超
え
る
法
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
は
い
え
、
罪
刑
法

定
主
義
と
の
対
立
を
本
当
に
回
避
し
、
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
公

式
が
成
立
し
て
問
も
な
い
頃
か
ら
、
こ
の
ア
ポ
リ
ア
は
早
く
も
浮
き
彫
り

に
さ
れ
て
い
た
。
矢
崎
光
聞
の
先
駆
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
戦
後
に
お
け
る
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ナ
チ
ス
犯
罪
の
追
及
形
態
は
次
の
三
つ
の
類
型
に
大
別
で
き
記
。

ま
ず
「
第
一
方
式
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
遡
及
立
法
の
方
式
」
は
、

遡
及
効
を
伴
っ
た
刑
罰
規
定
(
米
英
仏
ソ
四
カ
国
管
理
委
員
会
が
ド
イ
ツ
に
お

け
る
戦
争
犯
罪
人
に
対
す
る
科
刑
を
目
的
と
し
て
制
定
し
た
管
理
委
員
会
法
第

十
号
な
出
)
を
基
盤
に
置
く
。
他
方
「
実
質
的
な
法
令
審
査
の
方
式
」
た
る

「
第
二
方
式
」
は
、
過
去
の
不
法
を
裁
く
た
め
に
自
然
法
論
を
導
入
し
つ
つ
、

超
実
定
的
な
正
義
観
を
審
理
に
直
に
持
ち
込
む
。
と
も
あ
れ
ど
ち
ら
の
方

式
も
、
構
成
要
件
の
唆
昧
さ
や
遡
及
効
を
伴
う
た
め
、
罪
刑
法
定
主
義
に

明
ら
か
に
抵
触
し
て
し
ま
う
。
最
後
の
「
第
三
方
式
」
は
「
伝
統
的
な
法

の
解
釈
適
用
の
方
式
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
一
九
四
九
年
七
月
二
七
日

パ
ン
ベ
ル
ク
・
上
級
ラ
ン
ト
裁
決
定
な
ど
は
そ
の
典
型
と
三
守
え
よ
う
。
こ

の
決
定
で
同
裁
判
所
は
、
「
民
族
社
会
主
義
に
よ
る
支
配
期
間
を
通
し
て
ド

イ
ツ
の
民
衆
の
広
範
な
層
に
渡
っ
て
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
習
俗
と
節
度

3
5
巾
C
E
〉
g
g
E
)
」
・
「
民
衆
の
倫
理
的
な
見
方
」(
2
E
R
E
〉
三
時
8
・

2
Z

己
g

〈
。
-
r
g
)と
い
う
実
定
的
な
法
意
識
を
上
位
規
範
に
据
え
、
ヒ

ト
ラ
ー
に
対
す
る
夫
の
非
難
を
密
告
し
た
妻
の
行
為
を
、
行
為
時
に
お
い

て
既
に
不
法
で
あ
り
違
法
で
あ
っ
た
と
断
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

で
は
ラ
l

ト
ブ
ル
フ
本
人
は
〈
過
去
の
克
服
〉
に
対
し
て
い
か
な
る
立

場
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
法
律
を
超
え
る
法
」
の
法
内
容
は
ナ

チ
ス
支
配
下
で
も
妥
当
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
〈
不
法
〉
行
為
は
行
為
時
に

お
い
て
可
罰
的
で
あ
っ
た
、
と
彼
は
主
張
す
る
。
す
る
と
管
理
委
員
会
法

第
十
号
等
の
遡
及
立
法
は
、
遡
及
効
を
認
め
る
様
で
い
て
実
の
と
こ
ろ
遡

及
す
る
の
で
は
な
い
。
「
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
令
や
管
理
委
員
会
法
第
十
号

の
規
定
の
中
に
既
に
新
し
い
犯
罪
の
確
固
た
る
構
成
要
件
が
あ
る
と
見
る



108 

の
は
困
難
で
あ
る
」
と
こ
と
わ
り
つ
つ
、
ラl
ト
ブ
ル
フ
は
そ
れ
を
「
本

式
の
構
成
要
件
を
形
成
す
る
た
め
の
予
備
段
階
」
と
定
義
す
る
。
そ
し
て

か
か
る
形
成
は
ま
さ
に
裁
判
官
の
審
理
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
場
合
に
は
類
推
の
禁
止
や
遡
及
の
禁
止
は
あ
り
、
え
な
い
、
と
結

論
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
O
L遡及
す
る
こ
と
は
裁
判
官
法

C
E
m巾
目
白
骨

-
担
当
)
の
本
質
な
の
で
あ
る
」
。
こ
こ
で
ラ
l

ト
ブ
ル
ブ
は
事
後
法
措
定
を

許
容
し
、
た
加
に
表
面
上
は
「
第
一
方
式
」
を
支
持
し
て
い
る
様
に
映
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
個
々
の
審
理
に
関
し
て
は
、
遡
及
立
法
の
安
易

な
適
用
で
事
足
れ
り
と
し
た
訳
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
法
律
を
超
え
た
法
」

に
照
ら
し
た
法
の
創
造
を
慮
っ
て
、
罪
刑
法
定
主
義
に
対
し
最
低
限
の
譲

歩
を
求
め
た
と
推
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
実
定
性
を
帯
ぴ
た
「
法
律
を
超
え
る
法
」
に
背
く
行
為
が

遡
っ
て
違
法
性
を
問
わ
れ
る
と
い
う
構
図
は
、
「
習
俗
と
節
度
」
あ
る
い
は

「
民
衆
の
倫
理
的
な
見
方
」
を
違
法
性
審
査
規
準
に
充
て
た
パ
ン
ベ
ル
ク
・

上
級
ラ
ン
ト
裁
決
定
の
そ
れ
と
、
論
理
構
成
上
ほ
と
ん
ど
大
差
な
い
。
裏

返
し
て
言
え
ば
、
「
第
三
方
式
」
こ
そ
公
式
の
主
旨
に
合
致
し
、
公
式
を
駆

使
で
き
る
唯
一
の
法
技
術
な
の
で
あ
る
。
因
み
に
前
に
触
れ
た
「
壁
の
射

手
訴
訟
」
の
う
ち
、
特
に
一
九
九
二
年
十
一
月
一
二
日
連
邦
通
常
裁
判
決
、

一
九
九
六
年
十
月
二
十
四
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
な
ど
は
、
こ
う
し
た

公
式
の
「
第
三
方
式
」
的
理
解
を
踏
襲
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
連
邦
通
常
裁
は
、
公
式
を
国
際
人
権
B

規
約
と
関
連
付
け
て
具

体
化
し
、
併
せ
て
同
規
約
の
国
内
法
的
効
力
を
認
め
て
い
る
。
直
接
に
切

迫
し
た
重
罪
を
阻
止
す
る
た
め
に
銃
器
使
用
を
認
め
た
D
D
R

国
境
法
第

二
十
七
条
第
二
項
の
正
当
化
事
由
は
、
「
正
義
と
人
間
性
の
基
本
思
想
」

(
のE
ロ
品
開
色
白
ロ
宮
口
弘
旬
。
R
R
F
C
m
z
-
円
巳
ロ
仏
g
g
R
E
n
y
r
p
)
に
明
白

か
つ
甚
だ
し
く
抵
触
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
国
民
に
共
有
さ
れ
て
い
る
、
人
聞
の

価
値
と
尊
厳
に
関
す
る
法
確
信
」
(
佳
巾
色
町
ロ
ぐgE
B
m
冊
目
色
ロ
印
回
目3

・

2

同
当
巾
見
出
口
己
巧
口
丘
町
仏
g

冨
吉
田
門
}
戸
市
ロ
宮NC
問
巾
ロ
吉
岡NR
宮
出
口σ巾
吋
N
2

間
口
出
向
巾
ロ
)
を
侵
害
す
る
。
故
に
そ
れ
は
「
ヨ
リ
位
階
の
高
い
法
」

(
E
E
2
5ロ
'

笠
岡
叩
印
刷
N
R
伊
丹
)
に
反
す
る
か
ら
全
く
顧
慮
さ
れ
え
な
い
。
斯
様
な
「
全
世

界
に
及
ぶ
法
共
同
体
の
確
信
」
に
反
す
る
行
為
を
国
家
が
な
し
た
場
合
、

実
定
法
に
よ
っ
て
そ
の
処
罰
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
国
境
法

の
当
該
条
項
は
本
来
「
人
権
を
損
わ
な
い
方
法
で
」
解
釈
き
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
す
る
と
、
「
人
権
を
侵
害
す
る
様
な
正
当
化
事
由
が
行
為
時
の
解
釈

実
務
に
お
い
て
許
容
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
法
律
が
将
来
に
渡
つ
で
も

そ
の
様
に
適
用
さ
れ
る
、
と
い
う
期
待
は
、
保
護
に
値
し
な
い
」
。
国
境
警

備
兵
の
射
殺
行
為
を
正
当
化
し
た
違
法
性
阻
却
事
由
は
、DD
R

囲
内
法

の
原
則
に
鑑
み
て
も
行
為
時
既
に
無
効
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
そ
の
処
罰
は

遡
及
禁
止
原
則
に
は
抵
触
し
な
い
。
以
上
が
連
邦
通
常
裁
判
決
の
骨
子
で

あ
る
。同

様
に
連
邦
憲
法
裁
も
、
普
遍
的
で
確
固
と
し
た
習
慣
に
根
差
す
「
国

際
慣
習
法
」
(
ぐg
Z
将
司
君
。
E
Z
-
Z
2
Z
)
に
則
り
つ
つ
、
「
可
罰
性
の
根

拠
づ
け
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
場
合
に
は
超
実
定
的
な
法
的
諸
原
則
に
立
ち

戻
る
必
要
は
な
い
」
と
の
結
論
を
導
い
た
。
D
D
R

法
が
か
か
る
法
の
精

神
に
沿
っ
て
正
し
く
解
釈
さ
れ
た
な
ら
ば
、
行
為
時
に
本
来
そ
う
扱
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
様
な
評
価
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
か
く
て
連
邦
憲
法
裁
は
「
国
際
慣
習
法
」
の
法
理
を
参
照
し
な
が
ら
、

法
治
国
家
性
原
理
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
事
態
に
お
け
る
正
当
化
事
由
の
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遡
及
的
無
効
化
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

右
の
判
例
は
押
し
な
べ
て
「
第
三
方
式
」
に
準
拠
し
て
い
る
。
従
っ
て

公
式
と
遡
及
禁
止
原
則
の
兼
ね
合
い
を
吟
味
す
る
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
か

か
る
方
式
の
是
非
を
考
察
の
主
題
に
据
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
「
第

三
方
式
」
が
拠
り
所
と
す
る
「
民
衆
の
倫
理
的
な
見
方
」
に
せ
よ
、
「
全
世

界
に
及
ぶ
法
共
同
体
の
確
信
」
や
「
国
際
慣
習
法
」
に
せ
よ
、
超
法
律
的

規
範
の
援
用
が
罪
刑
法
定
主
義
と
阻
艇
を
き
た
す
虞
は
な
い
の
か
。

確
か
に
「
第
三
方
式
」
は
一
見
巧
み
な
手
法
と
思
え
な
く
も
な
い
。
と

こ
ろ
が
徹
底
し
た
法
実
証
主
義
者
の
観
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
賢
者

の
石
に
も
「
第
一
方
式
」
や
「
第
二
方
式
」
と
似
通
っ
た
庇
が
見
出
さ
れ

る
と
い
う
。
①
ま
ず
、
こ
の
方
式
も
遡
及
効
を
認
め
る
点
で
は
他
方
式
と

あ
ま
り
変
わ
り
が
な
い
。
無
論
、
遡
及
立
法
を
制
定
し
た
り
無
媒
介
に
自

然
法
論
を
導
入
す
る
ほ
ど
あ
か
ら
さ
ま
な
遣
り
口
で
は
な
い
。
し
か
し
行

為
時
に
可
罰
性
が
取
り
沙
汰
さ
れ
な
か
っ
た
行
為
、
適
法
と
看
倣
さ
れ
て

い
た
行
為
に
つ
い
て
、
や
は
り
事
後
に
遡
っ
て
帰
責
性
を
負
わ
せ
て
い
る
。

②
ま
た
法
意
識
や
慣
習
法
は
実
定
的
な
も
の
と
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
「
民

衆
の
倫
理
的
な
見
方
」
は
第
三
帝
国
に
お
い
て
事
実
上
通
用
し
て
い
た
の

か
。
更
に
「
全
世
界
に
及
ぶ
法
共
同
体
の
確
信
」
や
「
国
際
慣
習
法
」
は
、

な
ぜ
普
遍
的
な
倫
理
感
覚
に
相
応
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。
仮
に
超
法

律
的
規
範
が
広
範
な
支
持
を
受
け
て
い
る
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
〈
事
実
〉

が
直
ち
に
実
定
法
に
対
す
る
〈
価
値
〉
的
優
位
を
保
証
す
る
訳
で
は
な
い
。

も
し
「
第
三
方
式
」
が
こ
れ
ら
の
批
判
を
等
閑
に
付
し
て
顧
み
な
い
と

し
た
ら
、
「
じ
つ
は
、
そ
こ
で
は
、
『
民
衆
の
倫
一
弛
的
な
見
方
』
は
実
定
性

の
平
面
か
ら
自
然
法
の
平
面
に
高
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
疑
念
は
、
到
底
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払
拭
き
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
〈
m
-
-
-
C
E
E
ぐ
回
出
血
号
店
内Y
N
R

恩
師
r
g
E
B

包
括
「
住
め
ぐ
q
v
円
R
Z
問

問
。
問
。
ロι
月
冨

g
ω
円
E
n
F
Z
F
M
E
R
Hミ宮
町
宮
'
Vミ
ω町
内
宮
忌g
h

〔M
q
N〕
司
日
申
告
噂

ω
H
ω
]
{
H
U
E
m
H
U
A

山

(
2
)
〈
包
'
?
の
回2
E
P
-
-〕3
2
7
-
B
N
D
H
・
5
m
w
N司、
ミ
礼
的
町
内
お
足
ミ
ミ

s
h
H喧
喧N

ョω
­

S
E
-
-
h室
内
営
住
N
c
d
y
s
s
-
ω
N
S同『J
Fの
∞

E
E
-
C
3
0口
5
5

印

N
・

5
s

・
見M
W
S申
N
w
m
'色
申
戸
田
の
国
ョ
白
ユ
巴
g
B
ω
H
H
S
U
N
u
h『室
内
V
S
H
な
i

町
宮
司

R
t

器
内
言
、
〔
〉
言
、
〕ws
g
U
2
2
ア
回
5

の
よ
切m
m
n
E
5
B
N
品

目
号
・5
ま
唱
え
『S
J
s
s
w
ω・
認
定
内
:
∞
・
白
'
切
の
戸WCユ
包
]
〈D
B
N
印

ω
・
5
8
.

足
コ
ヌ
日
坦
坦ωョ
印
回
申ω
N
R
W切
の
回
二
己
ユ
巳]
4
3
E
z
-
-
H
S
少
足
)
『
ザ
で
w
呂
志

.
ω
­

N
N
ω吋
町
内

(
3
)
〉
叶
岳
民
同

E

同
日
目E
f
g
o
何
回
ι
t
z
s
m
n
F
B司
2
B
O
}
〈
O
B

問
2
2
N
­

ロ
門
町
。
ロC
ロ
3
n
E
叶
巳
ロ
且
〈
。
ヨ
包
括
「
向
。
百
件

N
]
R
F
S見
宮
町
三
白
色
町
『
盟
加
}
内
巳
田
一
。
=

E
L
S
E
Z

白
H
5
0ロ
且
2
0

ロ
河
『
ω
開
田
口
問
。
ロm
d
R
m
n
F
Fミ
千
六
回
申
由
印
.
印
巴

∞A
Y
ω・
∞
∞

(
4
)
矢
崎
光
園
「
法
実
証
主
義
|
1
現
代
に
お
け
る
そ
の
意
味
と
機
能
|
|
』
(
日

本
評
論
社
、
一
九
六
三
年
)
四
三
四
四
頁
。

(
5
)
四
カ
国
管
理
委
員
会
と
関
連
諸
法
令
に
関
し
て
は
、
宮
巳
岳
山
由
曲
目N
O
-
-
P
ぬ

h
ミ
出s
g
h
s
s
さ
き
さ
な
自
主
役

R
F
S
C
S

『N
雲
母
再
』
弘
喜
み
と
凡
町
立
室

内
S

き
と
ミ

(
H
U
h
u
l
M
M
M

島

)
\
E
E自
問
。p
s
s
.
が
詳
し
い
。

(
6
)
。
円
。
E
B
Z

お

w
切
g
n
F
E
E
〈
。
B
N
4

吋

H
Z
由
1
き
さ
宮
内

P
3
M吋
」
ぎ

b
g
H
R
P
E
勾
R

』F
F
S印
P
ω
印
印
戸

(
7
)
の
ロ
凹4
5
4
何
回
ι
tコ
ド
ロ
『
f
m
w
F
0・
∞
]
戸
ω
ω同
・

(
8
)
こ
の
点
で
ラ
l

ト
プ
ル
フ
と
好
対
照
を
な
す
の
が
、
厳
格
な
構
成
要
件
・
刑

法
の
不
遡
及
・
類
推
解
釈
の
禁
止
を
掲
げ
て
管
理
委
員
会
法
を
批
判
し
た
、
ツ
ェ

レ

e

上
級
ラ
ン
ト
裁
長
官
ホ
l

デ
ン
ベ
ル
ク
で
あ
る
(
〈
悶
】
ニ
図
。
品
。
司

5
5
2
吋

〈
。
口
出
。
門
町
ロ
F
Oお
・
N
E
H
〉
5
5

ロ
《
古
口
開
会
出
欠
。
ロ
可
。

=
5
2
間
2
2
N
2
Z

円
忌

E
R
F

且
O
E
R
F
2
c
m
z
n
Z
P
M
『L
n
s
h
w
山
口

ω
H
N卯
)
o
ホ
l
~
ア
ン
ベ
ル
ク
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は
、
遡
及
立
法
が
法
意
識
の
著
し
い
動
揺
を
招
き
、
結
果
と
し
て
法
秩
序
を
再
ぴ
不

安
定
な
状
態
に
陥
れ
か
ね
な
い
と
危
倶
し
た
。
も
っ
と
も
斯
様
な
法
実
証
主
義
的

姿
勢
の
背
後
で
、
裁
判
官
が
自
己
の
「
良
心
」
や
「
内
心
の
法
感
情
」
に
基
づ
き
遡

及
法
適
用
を
拒
否
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
超
実
定
法
的
な

傾
向
を
有
し
て
い
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。
矢
崎
は
そ
こ
に
「
か
く
さ
れ
た
法
的
安

定
性
の
〈
自
然
法
〉
」
の
臭
い
を
嘆
ぎ
取
っ
て
い
る
(
矢
崎
前
掲
書
、
八
三
頁
。
強

調
は
原
著
者
に
よ
る
)
。

(
9
)
図
。
国
よ
己
ユ
巴
〈
。BU
・
ロ
・
5
由
N
-
LえH
S
J
5
8
-
ω
E
H同町
・
・

(
叩)
D
D
R

も
国
際
人
権
規
約
を
批
准
し
て
お
り
、
あ
ま
っ
き
、
え
そ
の
国
際
法
教

科
書
の
中
で
「
国
家
は
、
圏
内
法
秩
序
を
盾
に
自
ら
引
き
受
け
た
諸
義
務
の
遂
行
か

ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
教
え
て
い
た
。

(
日
)
∞
百
円
の
よ
∞
g
n
E
Z固
さ
自
営

5
5
8

・
〉Q
S
J
5
S
噌ω
・
由
凶
器
-

(
ロ
)
竹
下
賢
『
実
証
主
義
の
功
罪
|
|
ド
イ
ツ
法
思
想
の
現
代
史
|
|
』
(
ナ
カ
ニ

シ
ヤ
出
版
、
一
九
九
五
年
)
六
一
頁
。

ナ
チ
ズ
ム
下
に
お
け
る
〈
苛
法
の
倒
錯
v

の
事
例

こ
こ
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
公
式
が
そ
の
不
法
を
断
罪
し

た
当
の
ナ
チ
ス
も
ま
た
、
〈
超
法
律
的
規
範
〉
と
し
て
「
健
全
な
民
族
感
情
」

(
m
g
g
a
g〈己
r
R
B
又
-
E
S
)
を
設
定
し
て
い
た
と
い
う
側
面
で
あ
る
。

ナ
チ
ス
法
は
一
種
の
〈
自
然
法
〉
の
体
裁
を
纏
い
つ
つ
実
定
法
秩
序
を
空

洞
化
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
見
解
は
、
今
日
で
は
ほ
ぼ
通
説
に
な
っ
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
も
そ
の
〈
自
然
法
〉
は
、
超
実
定
的
理
念
を
唱

導
す
る
伝
統
的
自
然
法
論
と
は
異
な
り
、
E

・
カ
ウ
フ
マ
ン
や
K

・
ラ
l

レ
ン
ツ
の
営
為
に
う
か
が
わ
れ
る
様
に
、
民
族
精
神
に
相
応
す
る
実
定
的

な
「
具
体
的
秩
序
」
か
ら
演
縛
さ
れ
て
い
説
。
つ
ま
り
方
向
こ
そ
違
え
、

〈
実
定
的
な
法
意
識
〉
に
よ
る
実
定
法
統
御
を
眼
目
と
し
た
「
第
三
方
式
」

と
同
じ
構
図
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
健
全
な
民
族
感
情
」
を
刑
事
法
の
領
域
で
最
初
に
定
式
化
し
た
も
の
と

し
て
、
一
九
三
五
年
に
制
定
さ
れ
た
『
刑
法
改
正
法
』
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
同
法
第
一
条
は
犯
罪
構
成
要
件
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
「
健

全
な
民
族
感
情
」
の
文
言
を
刑
法
第
二
条
に
挿
入
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

以
来
、
あ
る
行
為
に
対
し
て
直
接
適
用
す
べ
き
刑
罰
法
規
が
存
在
し
な
い

と
き
に
は
、
「
当
該
行
為
を
処
罰
す
る
に
最
も
相
応
し
い
基
本
思
想
を
有
し

た
法
律
」
が
援
用
さ
れ
る
様
に
な
る
。
加
え
て
同
日
制
定
き
れ
た
『
刑
事

手
続
及
び
裁
判
所
組
織
法
の
規
定
変
更
の
た
め
の
法
律
』
第
一
条
で
、
刑

法
に
第
二
六
七
条
a

が
補
足
さ
れ
る
一
「
審
理
の
結
果
、
健
全
な
民
族
感
情

に
従
え
ば
処
罰
に
値
す
る
が
、
法
律
に
は
違
法
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い

な
い
行
為
を
被
告
人
が
為
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
刑

法
典
の
基
本
思
想
が
当
該
行
為
に
合
致
す
る
か
否
か
、
ま
た
そ
の
刑
法
典

を
し
か
る
べ
く
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
義
が
勝
利
を
得
ら
れ
う
る
の

か
否
か
、
裁
判
官
は
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
続
く
第
二
条
は
ラ
イ

ヒ
最
高
裁
に
対
し
、
法
律
解
釈
の
際
に
は
国
家
革
新
に
よ
る
法
観
の
転
換

を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
義
務
づ
け
る
。
裁
判
官
は
過
去
の
自

由
主
義
的
価
値
観
か
ら
派
生
し
た
法
原
則
に
拘
泥
し
て
は
な
ら
ず
、
従
っ

て
同
法
以
前
に
下
さ
れ
た
判
決
・
決
定
か
ら
逸
脱
し
て
も
よ
い
、
と
き
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
措
置
の
お
か
げ
で
、
裁
判
官
に
よ
る
裁
量
の
余

地
は
著
し
く
拡
大
し
た
。
だ
が
伸
縮
自
在
な
犯
罪
構
成
要
件
や
類
推
解
釈

の
危
険
、
ひ
い
て
は
判
例
法
の
解
体
な
ど
、
そ
の
弊
害
に
つ
い
て
は
改
め

て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
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無
論
そ
の
裁
量
に
あ
た
っ
て
は
、
自
由
心
証
主
義
な
ど
は
保
障
さ
れ
な

い
。
『
ド
イ
ツ
官
吏
法
』
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
は
、
公
務
員
の
義
務

を
次
の
様
に
規
定
す
る
一
「
総
統
並
び
に
ラ
イ
ヒ
は
ド
イ
ツ
官
公
吏
に
対

し
、
真
正
な
祖
国
愛
、
献
身
、
全
能
力
を
尽
く
し
て
職
務
に
専
心
す
る
こ

と
、
上
級
者
へ
の
忠
誠
及
ぴ
同
僚
へ
の
僚
友
精
神
を
要
求
す
る
。
あ
ら
ゆ

る
民
族
同
胞
に
と
っ
て
官
公
吏
は
忠
実
な
義
務
履
行
の
模
範
た
る
べ
き
で

あ
る
。
官
公
吏
は
、
彼
に
特
段
の
保
護
を
与
え
る
総
統
に
対
し
、
終
生
忠

節
を
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
〔
・
:
〕
官
公
吏
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い

て
も
民
族
社
会
主
義
国
家
を
無
条
件
に
擁
護
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
あ
ら

ゆ
る
行
為
に
お
い
て
、
「
民
族
と
不
可
分
に
結
合
し
て
い
る
民
族
社
会
主
義

ド
イ
ツ
労
働
者
党
が
ド
イ
ツ
国
家
思
想
の
担
い
手
で
あ
る
』
と
い
う
事
実

を
旨
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

と
ど
の
つ
ま
り
、
『
ラ
イ
ヒ
司
法
大
臣
の
特
別
代
理
権
に
関
す
る
総
統

命
制
』
が
「
ラ
イ
ヒ
司
法
大
臣
は
現
行
法
に
背
馳
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
宣
言
す
る
に
至
っ
て
、
司
法
は
行
政
に
従
属
さ
せ
ら
れ
、
罪
刑
法
定
主

義
も
ま
た
完
全
に
息
の
根
を
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
帝
国
に
お
け
る
法
政
策
の
経
緯
を
辿
る
と
、
「
健
全
な
民
族
感
情
」

に
代
表
さ
れ
る
超
法
律
的
規
範
が
、
恰
も
ト
ロ
イ
の
木
馬
の
ご
と
く
ナ

チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
潜
ま
せ
て
い
た
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
で
司
法
は
、
か
か
る
政
治
的
圧
力
に
抵
抗
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し

ろ
達
成
き
れ
た
ナ
チ
革
命
の
成
果
を
進
ん
で
引
き
継
ぐ
姿
勢
を
示
し
た
。

司
法
権
の
独
立
で
す
ら
、
ナ
チ
運
動
を
合
法
的
に
推
進
き
せ
る
機
関
と
し

て
の
独
立
性
と
解
釈
さ
れ
る
次
第
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
「
一
九
三
三
年
以

降
裁
判
官
は
、
単
な
る
法
律
の
奉
仕
者
で
は
な
く
、
従
来
の
諸
法
律
と
民
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族
社
会
主
義
的
な
法
感
情
と
を
結
び
つ
け
る
、
法
創
造
的
行
為
を
伴
っ
た

ブ
ロ
ー
カ
ー
の
役
割
を
務
め
た
」
の
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
裁
判
官
は
、

「
健
全
な
民
族
感
情
」
と
い
う
〈
実
定
的
な
法
意
識
〉
を
引
用
し
、
実
定
法

の
効
力
を
遡
っ
て
否
定
す
る
こ
と
き
え
厭
わ
な
か
っ
た
。
実
際
に
ラ
イ
ヒ

最
高
裁
は
、
配
偶
者
の
一
方
が
ユ
ダ
ヤ
系
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
ニ
ユ
ル

ン
ベ
ル
ク
人
種
法
律
二
九
三
五
年
制
定
)
を
引
き
合
い
に
出
し
、
既
に
一

九
一
九
年
に
結
ぼ
れ
て
い
た
婚
姻
契
約
を
遡
及
的
に
無
効
と
す
る
こ
と
も

適
法
で
あ
る
、
と
判
断
し
て
い
る
。

つ
ま
り
ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
迎
合
し
た
裁
判
官
は
、
法
律
制
定
以

前
に
は
総
統
の
意
思
を
先
取
り
し
た
〈
合
理
的
解
釈
〉
を
通
じ
て
、
制
定

後
は
遡
及
効
を
是
認
し
て
、
現
実
政
治
と
法
の
一
致
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

仮
に
全
て
の
裁
判
官
が
法
実
証
主
義
の
原
則
を
尊
重
し
て
い
た
ら
、
「
民
族

の
敵
」
の
権
利
も
な
お
暫
く
は
保
障
き
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
逆
に
政

府
は
も
っ
と
早
く
立
法
を
迫
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

と
も
か
く
も
ナ
チ
ス
に
よ
る
実
定
法
秩
序
の
破
壊
は
、
司
法
の
手
に
よ

っ
て
も
行
わ
れ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
不
法
を
克
服
す
る
た
め
に
は
裁
判
官

が
実
定
的
な
法
意
識
を
も
と
に
「
法
律
を
超
え
る
法
」
を
想
定
し
、
解
釈

を
変
更
し
た
り
法
律
の
効
力
を
遡
及
的
に
否
定
す
れ
ば
よ
い
、
と
簡
単
に

片
付
け
る
だ
け
で
は
済
ま
な
く
な
る
。
法
実
証
主
義
に
よ
る
批
判
を
倹
つ

ま
で
も
な
く
、
そ
こ
に
恋
意
的
解
釈
の
危
険
性
が
絶
え
ず
つ
き
ま
と
う
の

は
疑
う
べ
く
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
1
)
〈
開-
u口
氏
同-
E
Z
E
S
田
口
P
Z
田
宮
コ

R
Z
E

口
弘
司
《)
-
E宵
N
者
一
回
円F8
5
8

巳
口
弘H
坦
お
-
z
・
旧
内
白
ユ
の
辺
町
一
∞
白
巴

2

円
耳
目
(
同
町
-
Y
ミ
ミ
号
、
、
町
内
定
ミ
ミ
位
、
。
r
b
p
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回
。
ュF
5
8
w
ω
-
g
i
g
.
ω吋
毘
特
に
ラ
i

レ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、
金
津
秀
嗣
「
ナ

チ
ズ
ム
下
の
法
思
想
に
お
け
る
へ
|
ゲ
ル
の
位
置
づ
け
」
(
社
会
思
想
史
学
会
編

『
社
会
思
想
史
研
究
』
第
二
一
号
、
一
九
九
七
年
、
九
O

九
五
頁
)
を
参
照
さ
れ

た
し
。

(
2
)
ぐ
同
一-
w
(
U
2
2
N
N
E

『
〉
口
弘
司
口
口
問
己
2
2
5
R
O
Z
R
E
n
F
ω
g
B
N∞
E
E

5
8
.
河
町
民
円
』
庁
警
官
狩
』

V
E
H
H
H唱
同
由ω印
‘ω
・8
由
時
同
'

(
3
)
〈
問
?
の
2
2
N
N
R

〉
ロ
品
。E

口
問
ぐ
。
口
〈
。
「
印
円
『
『

M
P
g
品
。ω
∞
可
え
〈2
p
r

2
2
5
ι
ι
g
C
0
1

円
宮
司
q
p
g
ロ
ロ
間
的
問2
2
N
2
5
5
N

∞
』
ロ
ロ
ニ
申ω
印
祖
国-m・0
噂

∞
∞
品
仏
]
同
一

(
4
)
〈
悶Y
ロ
g
g
n
F
g
切
何
回H
H
M
H
E
想
的
。
尽
き
B
N
E
γ
E
句
忌

ω
戸
同
2
田
町
役
'

h
E
G
t』
E
H
H戸
巴
ω
叶
u
ω白
色
白
:
ユ
ダ
ヤ
人
や
社
会
民
主
党
・
中
央
党
シ
ン
パ
の
裁

判
官
・
検
察
官
は
、
一
九
三
三
年
の
「
職
業
官
吏
法
」
(
∞
均
三ω
t
g
E
Z
2
悶
2
2
N
)

に
よ
り
罷
免
き
れ
て
い
た
。

(
5
)
〈
開F
-
F
E
白
色
。
∞
司
口
『
『
巾
司
印
口
『
q
u
o
問
。
ロ
己
巾
可
。
〈
。
-
E
同
門
宮
自
己
何
回

目
山
色
口
『
ω
B
E
z
z
g
且
m
w吋
』
ロω
Z
N〈
。
B
N
-

〉
口
開
口ω同
H
2
N
.同
色
町
骨
梅
宮
内
H
N
F
F
H
H

円
h
.

]
{
坦AF
N
U
ω

・
印ω
印
・

(
6
)
同N
m
f
F〉
口
問
巾
円
H
H
H
C口
門
戸
口
町
問
。
宮d
z
z
P
3月
-
n
z
q
r
o三
四m
E
N
E
E

Z
m
号
門
間
白
=
悶
己
負
』
己
丘
町
】

B
Z
ω
ω
g
目
F
E
-
出
血
ロm
p向
。B
B

自
口

\
ω
c
g出口
。

当
日

0
5
ω
(出向
)
w河
内
奇
的
町
宮
、
起
凡
な
品
で
達
也
ミ
凡
な
お
均
宮
内

F
口
口
曲
師
巾E
。
『
戸
巴g
.

ω
・
ω
C
A
F
ω
ω
4
.
ω

・
ω
M
H

(
7
)
〈
m
-
.
、
問
。
'
〈
目
N
Z
ω。
ロ
4
C
ユ
E
-
ぐ
。
E
N

富
田
-
S
ω
∞
噂
』
ミ
詰
足
~
町
内
骨
、

で
でR
P
ぬ
ま
円

p
w。
〆
巴
ω∞
.
ω
'
N
品
目
・

(
8
)
か
か
る
〈
政
治
司
法
〉
が
出
来
し
た
遠
因
と
し
て
、
裁
判
官
も
ま
た
ヴ
ァ
イ
マ

l

ル
憲
法
下
の
自
由
主
義
的
法
治
国
家
を
軽
侮
し
て
い
た
事
実
が
摘
示
き
れ
う

る
。
帝
政
を
追
慕
し
議
会
主
義
と
政
党
政
治
に
違
和
感
を
抱
く
司
法
官
達
は
、
帝
政

期
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
か
ら
〈
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
〉
へ
の
転
落
を

絶
え
ず
憂
慮
し
て
お
り
、
そ
の
反
動
と
し
て
極
右
活
動
家
の
刑
事
事
件
審
理
に
お

い
て
は
概
ね
寛
容
な
判
決
を
下
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
〈
政
治
的
〉
裁
判
官
を
一
掃
す

る
べ
く
、
社
会
民
主
党
は
、
裁
判
官
の
特
権
的
地
位
保
障
の
暫
定
的
廃
止
を
要
求
し

た
。
け
れ
ど
も
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
一
九
二
三
年
に
は
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
す
ら
、
「
糞

っ
た
れ
ユ
ダ
ヤ
共
和
国
」
(
定
巳
』
丘
町
三
。
吉
宮
戸
}
内
)
等
の
発
言
は
憲
法
に
則
っ
て

構
築
き
れ
た
国
体
に
対
す
る
攻
撃
に
は
あ
た
ら
ず
、
た
だ
現
存
す
る
国
体
に
侮
辱

を
加
え
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
、
と
擁
護
し
て
い
る
(
〈
包
t
p口
問q
g
g
D

【H
目
・
印
。3

m
・8
印
戸
)
。
保
守
的
で
権
威
主
義
的
で
あ
っ
た
裁
判
官
の
多
数
は
、
社
会
民
主
党
の

要
求
を
、
裁
判
官
の
政
治
的
中
立
と
い
う
原
則
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
拒
否
し

た
。
権
威
国
家
に
お
け
る
法
と
秩
序
を
志
向
し
た
彼
ら
が
、
後
に
な
っ
て
ナ
チ
ス
政

権
掌
握
を
概
ね
承
認
し
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
当
初
ヒ
ト
ラ
ー

は
、
裁
判
官
の
地
位
保
障
を
は
っ
き
り
と
確
約
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
(
〈
間

-
-
w

富
田
H

口
。
B
白
『
E
m
(出
問
-
Y同町H
rヌ
河
内
与
お
き
ミ
可
さ
ミ
白
蓮
ミ
呂3
2

∞
ι
y

d司
管
渉
再
開
・5
R
ω
・M
M申
l
N
ω戸
ω
N
U
U
)
o裁
判
官
は
法
律
に
対
し
て
の
み
服
従

を
誓
う
「
啓
蒙
さ
れ
た
独
裁
官
」
で
あ
る
(
ぐ
間
]
噌
国

E
m

司
門
担
口r
〈
口
同
己
め
『
〈2
・

丹
「2
q
E
B
B
-
c口
町
己2
U
E

仲
良
F
S
E
n
Z
0
5
z
E
B
ω

ヨ
由
・
』E
-
M
H
U
ω
ω
山
口

Z
骨
ロ

σ
雪
間

w
b室
内
R
F
E
』N
R
』
戸
店ω
ω
.印申
N

お
・
)
と
い
う
ナ
チ
ス
の
賛
辞
を
、

自
己
の
権
威
と
社
会
的
地
位
の
強
化
を
約
束
す
る
手
形
と
し
て
、
裁
判
官
達
は
積

極
的
に
受
け
容
れ
た
。
ド
イ
ツ
裁
判
官
連
合
な
ど
は
、
「
誘
惑
や
脅
迫
に
よ
り
、
ま

た
わ
ざ
わ
ざ
競
え
ら
れ
た
共
和
主
義
裁
判
官
連
合
等
の
組
織
に
よ
っ
て
、
政
治
が

司
法
に
持
ち
込
ま
れ
よ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
社
会
民
主
党
を
非
難
す
る
一
方

で
、
司
法
の
独
立
を
保
障
し
て
く
れ
た
(
!
)
ヒ
ト
ラ
ー
に
謝
意
き
え
表
明
し
て
い

る
(
〈
E
-
∞
買
お
宮
島
2
0
2
3
n
F
巾
ロ
河
R
Z
q
N
色
E

口
開
口
町
巾
円
安
川
口
何
百
玄
白
口
向

島
g

〈
ミ
回
一
昨N
S
E
E
品
2
0
2
Z

円
耳
口
同
庁
『
ぽ
号
店
丘
g
-
C
ユ

F
Z
N
ι
ロ
「
円
『

何
色
円
}
H
m
r
ω

口
N
-
o円
〉
巳
。
}
同
回
目
同
]
伶
吋
密
出
吋
・
〉
同
】
コ

-
s
u
ω
・
b
s
h
H
M
円
骨
肉
』
刊
号
』
吾
、
，

R
e
s
-
h
g
ω
u
・
ω
同
日
日
・
)
。

四

「
事
物
の
本
性
」
に
即
し
た
法
の
歴
史
性
の
把
握

と
も
す
れ
ば
民
族
社
会
主
義
の
ご
と
き
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
隠
れ
蓑
に
さ

れ
か
ね
な
い
伝
統
的
自
然
法
論
と
公
式
と
を
峻
別
す
べ
く
、
ラ
l

ト
ブ
ル

フ
法
思
想
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
(
岳
巾
Z丘三
巴
R
F
n
Z
)
の
役
割



公募論文

に
焦
点
を
あ
て
た
論
も
目
立
つ
。
個
別
的
・
具
体
的
・
実
定
化
し
た
超
法

律
的
規
範
概
念
を
強
調
す
る
こ
れ
ら
の
分
析
が
、
公
式
の
正
し
い
理
解
を

促
す
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
但
し
第
二
節
で
提
起
さ

れ
た
「
第
三
方
式
」
へ
の
批
判
を
切
り
崩
す
反
証
と
し
て
は
、
率
直
に
言

っ
て
比
一
一
か
物
足
り
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
健
全
な
民
族
感
情
」
も

ま
た
、
個
別
・
具
体
的
で
実
定
化
さ
れ
た
〈
正
義
〉
と
目
き
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
故
に
「
第
三
方
式
」
の
妥
当
性
を
論
証
す
る
に
は
新
た
な
理

論
的
基
盤
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
「
健
全
な
民
族
感
情
」
に
よ
る
実
定

法
の
否
定
は
許
さ
れ
ず
、
「
民
衆
の
倫
理
的
な
見
方
」
や
「
全
世
界
に
及
ぶ

法
共
同
体
の
確
信
」
・
「
国
際
慣
習
法
」
に
よ
る
弾
劾
な
ら
ば
可
能
と
な
る

論
拠
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
で
は
こ
の
問
題
を
、
当
の
「
事

物
の
本
性
」
を
手
掛
か
り
に
、
そ
れ
を
法
理
念
の
一
要
素
た
る
「
合
目
的

性
」
と
比
較
さ
せ
つ
つ
検
討
し
て
み
た
い
。

ラ
l

ト
ブ
ル
フ
日
く
、
法
理
念
は
「
正
義
」
(
p
z
n
E
間
宮
町
)
・
「
合
目

的
性
」
(
N耳
R
r
g

芭
釘
宮
山
門
)
・
「
法
的
安
定
性
」
(
河

R
Z
E
n
F
R
Z
X
)の

三
要
素
を
含
む
。
正
義
は
普
遍
性
を
有
す
る
も
の
の
、
そ
れ
自
体
は
純
粋

な
〈
形
式
〉
で
あ
る
。
よ
っ
て
合
目
的
性
の
見
地
か
ら
法
の
目
的
を
設
定

し
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
べ
く
正
義
に
具
体
的
な
〈
内
容
〉
を
付
与
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
合
目
的
性
の
内
容
は
、
個
人
主
義
に
お
け

る
自
由
・
超
個
人
主
義
に
お
け
る
集
団
・
超
人
格
主
義
に
お
け
る
文
化
な

ど
、
信
奉
す
る
世
界
観
に
応
じ
て
異
な
る
。
だ
が
価
値
の
相
克
を
放
置
し

た
ま
ま
で
は
、
社
会
秩
序
は
樹
立
き
れ
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
、
ぇ
神
々
の
争
い

に
終
止
符
を
打
ち
社
会
に
安
定
を
資
す
た
め
に
、
三
要
素
の
う
ち
で
は
法

的
安
定
性
が
優
位
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
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合
目
的
性
が
法
理
念
の
三
幅
対
の
一
要
素
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
事
物
の

本
性
」
は
法
の
素
材
と
し
て
、
法
理
念
そ
の
も
の
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
「
理

念
は
素
材
に
向
か
っ
て
規
定
き
れ
て
い
る
が
故
に
、
素
材
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
て
い
る
」
。
法
哲
学
の
変
数
因
子
た
る
事
物
の
本
性
は
、
習
俗
・
慣

習
・
習
律
な
ど
を
岨
じ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
生
活
諸
関
係
、
「
法
的
諸
関
係

の
社
会
的
先
行
形
態
」
と
い
う
性
質
を
持
つ
。
「
事
物
」
と
は
、
前
法
的
な

生
活
諸
関
係
ま
た
は
生
け
る
法
の
関
係
で
あ
り
、
「
そ
の
本
質
か
ら
は
新
た

な
法
規
が
推
論
き
れ
、7
(凱
」
。
翻
っ
て
「
本
性
」
は
、
「
事
物
の
本
質
、
意

味
γ
生
活
諸
関
係
そ
の
も
の
の
性
状
か
ら
汲
み
取
ら
れ
る
べ
き
客
観
的
な

意
味
」
を
指
す
。
「
事
物
の
本
性
は
、
な
る
ほ
ど
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
存
在
す
る
も
の
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
実
際
の
生
活
関
係
に

付
随
す
元
意
味
で
あ
り
、
こ
の
意
味
の
根
底
に
存
し
て
い
る
法
理
念
の
表

現
で
あ
る
」
。
要
す
る
に
事
物
の
本
性
は
、
所
与
の
法
素
材
が
帯
び
て
い
る

意
味
を
担
い
つ
つ
、
そ
の
意
味
の
中
で
法
理
念
を
具
現
化
す
る
働
き
を
有

す
る
と
思
量
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
意
味
の
形
成
は
、
実
は
法

理
念
の
統
制
的
機
能
を
前
提
と
し
て
い
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
事
物
の
本
性

と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
生
活
諸
関
係
が
「
法
理
念
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
持

つ
意
味
」
(
己
負
担
え
包5
F

邑
M
Z
E
2
Z
N
C想
日

ω
宮
口
)
に
は
か
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
法
理
念
の
働
き
で
あ
る
「
法
学
的
構
成
」
(
己
広

吉
ユ
色

1
Z問
。
ロ
え2
5
5

ロ
)
な
し
に
は
、
統
一
的
な
意
味
構
造
を
把
握
で

き
な
い
。
歴
史
的
素
材
と
し
て
法
の
形
成
に
貢
献
す
る
事
物
の
本
性
は
、

法
理
念
と
相
即
し
つ
つ
立
法
者
意
思
を
現
実
化
す
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、

事
実
と
価
値
と
二
元
論
的
対
立
を
緩
和
こ
そ
す
れ
、
止
揚
は
で
き
な
ペ
。

か
く
て
「
何
が
正
し
い
法
か
」
と
い
う
価
値
判
断
は
、
究
極
的
に
は
法
理
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念
が
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
特
筆
さ
れ
る
べ
き
は
、
事
物
の
本
性
に
鑑
み
て

正
義
に
内
容
を
付
与
す
る
際
の
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

法
学
的
構
成
に
お
い
て
は
正
義
の
意
味
が
、
単
に
国
家
が
設
定
し
た
合
目

的
性
か
ら
で
は
な
く
、
合
目
的
性
か
ら
離
れ
て
自
由
に
形
成
さ
れ
る
の
で

あ
(
初
。
だ
か
ら
こ
そ
事
物
の
本
性
は
合
目
的
性
と
は
違
っ
て
、
「
制
定
法
の

精
神
に
矛
盾
し
な
い
限
り
で
」
と
但
書
を
付
さ
れ
吟
が
ら
も
、
実
定
法
の

解
釈
・
欠
歓
補
充
の
手
段
に
充
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

我
々
の
認
識
能
力
で
は
、
絶
対
的
に
正
し
い
「
正
法
」
(
ユ
岳
民m
g
岡
山R
Z
)

に
は
到
達
し
え
な
い
。
新
カ
ン
ト
派
シ
ュ
タ
ム
ラ
!
の
衣
鉢
を
継
ぎ
、M

・

ヴ
ェ
l

パ
i

、
ラ
ス
ク
、
カ
ン
ト
ロ
ヴ
イ
ツ
ツ
の
影
響
を
受
け
た
ラ

l

ト

ブ
ル
フ
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
永
遠
の
課
題
に
と
ど
ま
る
。
だ
か
ら
と
い

っ
て
法
律
の
正
当
性
を
査
定
す
る
物
差
し
を
、
各
政
治
体
制
が
標
携
す
る

法
目
的
に
預
け
て
し
ま
え
ば
、
正
義
ば
か
り
か
法
の
安
定
す
ら
損
な
わ
れ

か
ね
な
い
。
「
法
律
を
超
え
る
法
」
を
輪
郭
づ
け
る
に
は
、
や
は
り
事
物
の

本
性
を
踏
ま
え
た
法
哲
学
的
考
察
が
必
須
と
な
る
の
で
あ
る
。

事
物
の
本
性
は
法
の
歴
史
性
を
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
す
る
。
法
は
単
な

る
所
与
で
は
な
く
、
況
や
実
定
法
体
系
の
総
称
で
も
な
く
、
人
聞
が
逐
次

そ
の
発
展
に
関
わ
る
法
形
成
の
〈
過
程
〉
で
あ
る
。
歴
史
の
中
で
の
法
形

成
と
い
う
着
想
を
敷
街
す
れ
ば
、
一
民
族
・
一
文
化
集
団
の
正
義
観
H

普

遍
的
正
義
で
は
な
い
、
と
の
知
見
が
得
ら
れ
よ
う
。
な
る
ほ
ど
民
族
は
、

事
物
の
本
性
に
と
っ
て
強
固
な
土
台
の
ひ
と
つ
に
違
い
な
い
。
だ
が
特
定

の
民
族
が
自
己
の
法
理
解
を
絶
対
化
し
普
遍
的
正
義
を
倦
称
し
て
も
、
そ

れ
は
い
わ
ば
抽
象
的
普
遍
の
域
を
出
な
い
。
そ
う
し
た
〈
普
遍
的
正
義
〉

は
、
他
民
族
が
唱
え
る
別
の
〈
普
遍
的
正
義v
と
の
相
対
性
を
拭
い
切
れ

ず
、
あ
く
ま
で
特
殊
な
正
義
観
に
と
ど
ま
る
。
何
よ
り
そ
こ
に
は
法
理
念

と
の
協
業
が
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
「
法
律
を
超
え
る
法
」
を
具
体
的
普
遍

た
ら
し
め
る
に
は
、
法
素
材
を
世
界
史
的
視
野
で
探
索
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
い
う
世
界
史
と
は
、
約
言
す
れ
ば
人
権
概
念
の
展
開
史
で
あ
る
。

け
だ
し
、
「
人
類
が
過
去
の
諸
時
代
と
諸
社
会
と
で
の
様
々
な
経
験
と
思
索

と
の
積
み
重
ね
の
な
か
か
ら
到
達
し
た
人
間
観
お
よ
び
社
会
観
に
立
つ
法

の
在
り
方
が
、
現
代
に
お
い
て
〔
お
よ
そ
弛
で
あ
る
も
の
〕
の
基
本
性
と

し
て
構
想
さ
れ
る
」
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
人
権
概
念
史
の
相
の
下
に
立
っ
と
き
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
法
政

策
の
全
て
が
国
民
に
積
極
的
に
支
持
き
れ
て
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
人
々
は
ナ
チ
ス
の
法
律
は
法
律
と
し
て
認
知
し
な

が
ら
も
、
他
方
で
普
遍
的
な
公
平
感
覚
を
有
し
て
い
た
、
と
い
う
報
告
が

幾
っ
か
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
オ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
「
あ
ら
ゆ
る
文
化

国
民
の
人
倫
的
意
識
に
お
い
て
承
認
き
れ
て
い
た
、
人
間
の
共
同
生
活
に

お
け
る
基
本
的
諸
原
理
」
が
当
時
の
ド
イ
ツ
国
民
の
精
神
深
層
構
造
に
も

存
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
一
八
七
一
年
の
刑
法
典
以
来
、

ナ
チ
時
代
の
聞
も
な
お
効
力
を
保
っ
て
い
た
。
ま
た
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
に
よ

る
次
の
指
摘
も
看
過
で
き
な
い
一
「
こ
れ
に
つ
い
て
は
ヒ
ト
ラ
ー
で
き
、
ぇ
、

安
楽
殺
命
令
や
最
終
的
解
決
命
令
を
秘
密
命
令
と
し
て
発
令
す
る
と
い
う

ま
と
も
な
勘
を
持
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
国
民
の

法
意
識
は
こ
う
し
た
措
置
に
対
し
て
な
お
充
分
に
は
「
成
熟
し
て
』
い
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
討
」
。
し
か
も
国
民
は
、
公
平
感
覚
だ
け
で
な
く
、
そ
の

感
覚
に
相
応
し
た
あ
り
う
べ
き
〈
正
し
い
法
体
系
〉
に
対
す
る
信
頼
を
も
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失
っ
て
い
な
か
っ
た
。
精
神
障
害
者
の
安
楽
殺
に
関
す
る
秘
密
命
令
が
指

示
さ
れ
た
際
、
時
の
司
法
次
官
シ
ュ
レ

l

ゲ
ル
ベ
ル
ガ
ー
は
、
国
民
が
安

楽
殺
を
正
当
化
し
た
秘
密
命
令
の
存
在
を
知
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
措
置

に
は
法
律
的
基
盤
が
欠
け
て
い
る
と
考
え
不
安
を
感
じ
て
い
る
、
と
報
告

、
し
て
い
る
。

斯
様
な
「
民
衆
の
倫
理
的
な
見
方
」
が
実
際
に
存
在
し
て
い
た
と
仮
定

す
れ
ば
、
そ
れ
に
背
反
す
る
法
律
は
「
法
律
の
形
を
と
っ
た
不
法
」
と
し

て
社
会
的
相
当
性
を
欠
き
、
実
質
的
に
は
違
法
と
感
じ
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。

「
健
全
な
民
族
感
情
」
は
、
「
民
族
」
を
謡
っ
て
〈
歴
史
性
〉
を
演
出
し
、

定
着
し
た
習
俗
を
擬
制
し
て
い
た
。
し
か
し
実
態
は
、
第
三
帝
国
の
法
目

的
を
遅
滞
な
く
達
成
す
る
た
め
の
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
第
三
一
節
で
詳
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

そ
の
う
え
「
健
全
な
民
族
感
情
」
の
援
用
や
秘
密
命
令
の
濫
発
は
、
ラ

イ
ヒ
最
高
裁
判
決
や
シ
ュ
レ
l

ゲ
ル
ベ
ル
ガ
l

の
報
告
が
如
実
に
示
し
て

い
る
様
に
、
法
的
安
定
性
に
も
引
導
を
渡
し
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
実
質
的

正
義
の
み
な
ら
ず
罪
刑
法
定
主
義
も
ま
た
、
不
法
支
配
に
よ
り
採
摘
さ
れ

た
と
思
量
す
べ
き
で
あ
る
。
罪
刑
法
定
主
義
は
一
一
種
の
自
然
法
と
も
言
わ

れ
る
。
だ
が
そ
の
と
き
自
然
法
は
、
法
実
証
主
義
者
が
執
劫
に
攻
撃
す
る

伝
統
的
自
然
法
論
と
類
縁
性
を
帯
び
て
は
い
な
い
か
。
管
見
に
よ
れ
ば
「
法

的
安
定
性
の
自
然
法
」
は
、
時
間
・
空
間
を
超
越
し
た
永
遠
不
変
の
ド
グ

マ
と
看
倣
さ
れ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
。
思
う
に
罪
刑
法
定
主
義
も
歴
史
的

な
法
原
則
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
罪
刑
法
定
主
義
を
厳
守
す
べ
き

か
否
か
で
は
な
く
、
い
か
な
る
事
情
に
お
い
て
遵
守
し
あ
る
い
は
制
限
を

加
え
る
べ
き
か
、
と
問
う
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
罪
刑
法
定
、
玉
義
が
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法
の
中
立
性
を
維
持
す
る
に
は
、
民
主
主
義
・
自
由
主
義
に
よ
る
制
度
的

保
障
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

「
第
三
方
式
」
の
妥
当
性
根
拠
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
求
め
ら
れ
る
。
①

法
律
は
事
物
の
本
性
に
照
ら
し
て
、
歴
史
の
中
で
法
と
し
て
の
是
非
を
査

定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
人
権
を
公
然
と
無
視
す
る
「
法
律
の
形
を
と
っ

た
不
法
」
を
否
定
す
る
際
に
は
、
罪
刑
法
定
主
義
は
譲
歩
す
べ
き
で
あ
り
、

遡
及
効
も
限
定
的
に
許
容
さ
れ
る
。
②
「
民
衆
の
倫
理
的
な
見
方
」
が
実
定

的
な
「
法
律
を
超
え
る
法
」
と
し
て
存
在
し
て
い
た
事
実
は
、
前
述
し
た

諸
報
告
か
ら
確
認
さ
れ
う
る
。
ま
た
そ
れ
は
人
権
概
念
の
展
開
史
か
ら
見

て
、
価
値
的
に
も
普
遍
的
な
倫
理
感
覚
に
合
致
し
て
い
る
。

最
後
に
裁
判
官
の
役
割
に
も
触
れ
て
お
こ
う
。
「
裁
判
官
に
と
っ
て
、
法

律
の
妥
当
意
志
を
有
効
に
働
か
せ
る
こ
と
、
権
威
に
基
づ
く
法
命
令
の
為

に
自
己
の
法
感
情
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
、
何
が
適
法
で
あ
る
か
だ
け
を
聞

い
、
決
し
て
正
当
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
こ
と
は
、
職
業
上
の
義
務
で

あ
る
」
。
し
か
し
人
権
を
恋
意
的
に
扱
う
不
正
な
実
定
法
に
対
し
て
は
、
「
法

律
家
も
ま
た
そ
う
し
た
実
定
法
の
法
と
し
て
の
性
格
を
否
認
す
る
勇
気
を

見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
相
互
に
矛
盾
し
た
こ
れ
ら
の
言
明
は
、
実
は
同

じ
思
想
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
即
ち
、
法
学
的
効
力
論
は
「
不
・
正
法
」

の
効
力
を
認
め
る
に
容
か
で
は
な
い
が
、
不
正
の
程
度
が
甚
だ
し
い
と
き

に
は
、
法
哲
学
的
効
力
論
が
そ
の
無
効
を
宣
告
す
る
。
「
不
・
正
法
」
は
正

義
や
事
物
の
本
性
に
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
極
端
な
不
正
の
故
に
法

的
安
定
性
す
ら
確
保
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
フl

ト
ブ
ル
フ
は
、
法
律
の
無
欠
敏
性
を
叫
ぶ
制
定
法
実
証
主
義
に
対

し
て
裁
判
官
の
価
値
判
断
を
弁
護
す
る
際
、
「
法
律
と
と
も
に
、
法
意
識
も



士活懸..\J--.l νiil*{:: -& .. ヰ!{ð "<約千ノ→安心 J ..\J 7毛)"< ~O #返事官{l!IT ti' 土話料

= 鰹..\J制<{民地入JG~今年/ 蝦1li G 写f:~..\J眠中tlG 溺!トそ\Kι ..\Jトト密約

与二時主?~咲 G ;I;活ヰ手線..\J G~wlと本\Jや lnt=-- や'時~Gキ4主出品J陸橋--.l'

t話会J <釈~>炉心臓出会J姐~'Î' G ~1♀心。

(ー Vgl.， Gerhard Sprenger, Naturrecht und Natur der Sache, 

Berlin, 1976, S. 120. +<鰹l(m-l\!簿，Natur der Sache 斗子二 ν一一一『お

とJ 纏以区制肋中ν一一」巴博士自主E制嶋『税制1川勝 I~~< 原

ß'継幾AL)νQ 響詩型税制~t\>.l (持制~' I~~~叶， 11(1(-1 <11 回)
1 1( -\-1断。

(N) Vgl., Gustav Radbruch, Rechtsphilosophie (1932) , GRGA , Bd. 

2, S.302f 
(円) Ders., Rechtsidee und Rechtsstoff (1924) , GRGA , Bd, 2, S. 453. 

(ザ) Ders. , Vorschule der Rechtsphilosophie (1948) , GRGA , Bd. 3, S 

139. 

(凹 Ders. ， Die Natur der Sache als juristische Denkform (1948) , 

GRGA , Bd. 3, S. 242. 
(申) Ders. , Vorschule der Rechtsphilosophie, GRGA , Bd, 3, S.140, 

Die Natur der Sache als juristische Denkform, GRGA , Bd. 3, S. 234 

f 

(t-) Ders. , a.a.O" S. 236目

(∞) Ders., a ,a ,O. , S. 235t.. 
(∞ Vgl.， Alessandro Baratta, Natur der Sache und Naturrecht, in: 

Arthur Kaufmann (Hg.) , Die ontologische Begr�dung des Rechts, 

Bad Homburg vor der Höhe, 1965, S. 104-163, S. 129f.. 

(ヨ) V gL , Radbruch, a ,a.O., S.249 
(ロ) Ders" a.a.O., S. 236. ，怖容E>枠組J E>く髄削> AJ <豊富濯> !1~-l ν 

士主'~班世~Híiゐ「士担庫出荷~AJ r時正事 S件起j -rlトーιトえトE><.1-1古』

!1.;Q土時『お祉咋J~型'吋時士担.1 E>帽精一一一J (巴持~MI~H~!悪 r~里即妙叶

草野J 組長岡十蝶， 11001 叶， -1コギ-~O回) E>-I:トレiI;\主嬰ヤ令詰;;;;<.J漫」ν
ユr-(l。

(;:::) 株叫穏「斑車ll{t\>.l (刑場制E恒， 1 ~< 1 砕)叫断。

(ロ Vgl.， Walter Ott, Die Rabruc�che Formel. Pro und Contra, 

Zeitschri斤 jür Schweizerisches Recht , Bd.l07, 1988, S.335-357, S. 

355 

(ヨ Hans Welzel, An den Grenzen des Rechts. Die Frage nach deγ 
Rechtsgeltung, Köln/Opladen, 1966, S. 31. ~型穏立区長栴栴!1叫喝。

(白 VgL , Hinrich RUping, Strafjustiz im FUhrerstaat, in: Nieder 
s緜hsische Landeszentrale fUr politische Bildung (Hg.) , ]ustiz und 

Nationalsozialismus , Rosdorf, 1985, S. 97-118, S, 103 

(ヨ) Radbruch, Rechtsphilosophie (1932) , GRGA , Bd .2 , S.315. 

(口) Ders" F�f Minuten Rechtsphilosophie (1945) , GRGA , Bd. 3, S 

79. 

(~) Ders. , Rechtswissenschaft als Rechtssch�ferung. Eine Beitrag 
zum juristischen Methodenstreit (1906) , GRGA , Bd. 1, S.419 , 

(::::!) ，リ'ト-l+c!.lQ'-R ~lí雇ヰヰ~' 土担当 (斑!l\!!: AJ~i明 Fν) 堅手側担[[P ..，;J~手鎖

P ..，;Jお~と~P時:=:-' 手話!1 r，刑者全.1 -R~~話料...J~稲穂E> r偽者全J p~ 

;Ç:=:-吋ぷ二。 þ -lト0111K老若布土担当， ~産自4許容傾t正IlII'( <<AJl料ilF台iKi$E>頬日出

E> r制審jp長崎。聴堀川旧事~AJ~' 咋与ヰ~E>料t医!1.ëi合時w!l主:'R"~国

一再主優主f;.!l~C' ヨヨ ~..;νti心 >;::ν' 同ニ!15記0{: ，苦iÞ (r羽盟主争時j) JJ AJ 

るや抑r-(lE> p ;Çr-(l'制首長E>早~l乏E>~軍司 AJ 二，ト IJ E>摺;æ!E>モf-!1士制択目提唱q

tiAJ ，.，.p!1 ←<:=:-，也、とやュr-(lE> P ;Ç :=:-'AJ<='兵士市ヰヰ@吋!1 JJ 時"援~~組長{

ß'ヤ土迫骨骨E貢網よもE> Pペ坤J (Arthur Kaufmann, Rechtsbegriff und 

Rechtsdenken, in: Gunter Scholz (Hg.) , Archiv βγ Begη(j品ge.

schichte, Bd. XXXVII, Bonn , 1994, S. 21-100, S. 68. ~穏当医僻網!1叫
心)"1トー占ト会トE> ，ピ=ミス\干!ト γ-"-J !1~-lν~' vgl., Rad. 

bruch. a.a.O.. S. 409ft.. 



五

結

語

公募論文

事
物
の
本
性
に
鑑
み
れ
ば
、
「
民
衆
の
倫
理
的
な
見
方
」
と
並
ん
で
、
「
全

世
界
に
及
ぶ
法
共
同
体
の
確
信
」
や
「
国
際
慣
習
法
」
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ

ヴ
ェ
ル
で
の
「
法
律
を
超
え
る
法
」
で
あ
る
。
す
る
とDD
R

の
〈
不
法
〉

に
対
し
て
も
、
公
式
の
適
用
可
能
性
は
開
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
勿

論
D
D
R

と
第
三
帝
国
と
は
単
純
に
等
置
さ
れ
え
な
い
。
だ
が
聞
か
れ
た

価
値
観
の
変
遷
と
い
う
視
座
か
ら
、
D
D
R

の
〈
不
法
〉
が
「
法
律
の
形

を
と
っ
た
不
法
」
に
該
当
す
る
か
否
か
を
審
理
す
る
途
ま
で
閉
ざ
さ
れ
て

い
る
訳
で
は
な
い
。

「
相
対
主
義
、
そ
れ
は
普
遍
約
社
る
寛
容
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
不
寛
容

に
対
し
て
だ
け
は
寛
容
で
は
な
い
」
。
こ
の
決
然
た
る
意
思
表
明
は
、
今
や

罪
刑
法
定
主
義
に
も
向
け
ら
れ
る
。
遡
及
禁
止
原
則
に
拘
る
あ
ま
り
不
法

行
為
を
免
責
す
る
こ
と
は
、
「
即
ち
法
治
国
家
の
名
の
下
に
(
遡
及
禁
止
の

鷹
揚
な
解
釈
)
、
法
治
国
家
に
反
し
人
間
を
破
滅
さ
せ
る
政
策
を
事
後
的
に

正
当
化
し
、
か
つ
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
政
治
的
反
対
者
を
二
度
も
「
不
法
』

に
晒
し
か
ね
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。

も
と
よ
り
公
式
は
、
法
的
処
理
に
お
い
て
い
つ
で
も
参
照
で
き
る
模
範

答
案
の
様
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
実
質
的
正
義
と
法
的
安

定
性
と
の
比
較
衡
量
が
、
〈
法
に
よ
る
過
去
の
克
服
〉
に
お
い
て
常
に
課
題

と
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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Overcome of the past by law?: 

一一一The so-caIled “Radbruchsche Formel" and the prohibition 

of the retroaction of law一一一
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英文抄録

Shuji KANAZAWA 

Abstract: This paper intends to clarify the applicability of the so-called 

“ Radbruchsche Formel" for the judicial legislation (sec. 1) 

Radbruch regarded the overcome of the past by law as possible, because to 

him the retroactive effect of ex post facto law was the essence of “ judge made 

law" itself. According to such interpretation even under the NS-regime the 

content of “ übergesetzliches Recht" (meta-legal law) remained valid as "ethische 

Auffassuη~g des Volkes" (ethical idea of people) and therefore “unjust" acts have 

been punishable from the time of performance. From post-WWII up to 

nowadays, from the NS-lawsuits up to the recent “Mauerschützen"-lawsuits the 

“ Formel" has served as reliable pattern. However, that common interpretation 

demands further explication, because national socialists interpretated “ gesundes 

Volksemρifinden" (sound susceptibility of people) as “劫ergesetzliches Recht" (sec. 11 

and m). 

Hereupon it is necessary to point out Radburch's conception of “Nαtur der 

Sache" (the nature of things) to achieve an improved understanding of his “ For­

mel". This shows the historicity of law and the relatively fre巴 developement of 

respective systems of law in a world historic process. Hence the national socialist's 

idea of law and right can neither be seen as “ übergesetzliches Recht" nor as 

“ Naturrecht" (natural law) which has been made positive. ln conclusion the 

“ Formel" should be applied for the overcome of the past only if the validity of 

certain laws is measured by his definition of “ Natur der Sache" (sec. W and V). 

Keyword西 ex post facto legislation, Gustav Radbruch, human rights, legal 

positivism, national socialism, natural law, positive law, the nature of things. 
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ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ

l

ル
二
九
一
八
一
九
九

O
年
)
は
、
晩
年
に
「
唯

物
論
の
地
下
水
脈
」
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の
テ
ク
ス
ト
を
遺
し
た
。
い
わ
ゆ

る
偶
然
性
唯
物
論
の
立
場
か
ら
、
公
式
の
哲
学
史
に
抗
す
る
「
最
後
の
マ

ル
ク
ス
、
王
義
哲
学
者L
が
向
か
っ
た
の
は
、
二
三
歳
の
マ
ル
ク
ス
が
択
ん

だ
の
と
同
一
の
場
所
、
す
な
わ
ち
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
唯
物
論
者
た
ち
、
「
デ

モ
ク
リ
ト
ス
・
エ
ビ
ク
ロ
ス
の
路
線
」
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
晩
年
の
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
お
よ
び
マ
ル
ク
ス
の
学
位
論
文

『
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
自
然
哲
学
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
自
然
哲
学
の
差
異
』
(
一

八
四
一
組
)
の
両
者
に
お
い
て
重
要
な
ク
リ
ナ

l
メ
ン
と
い
う
術
語
を
検

討
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
原
子
の
斜
傾
運
動
を
意
味
す
る
こ
の
エ
ピ
ク

ロ
ス
(
厳
密
に
は
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
(
幻
)
の
用
語
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ

l
ル
に
お
い

大

中

禰

て
「
マ
ル
ク
ス
の
た
め
に
』
や
『
資
本
論
を
読
む
」
以
来
の
目
的
論
的
・
表

出
的
因
果
性
批
判
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
批
判
は
、
単

に
歴
史
的
に
存
在
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
経
済
決
定
論
に
向
け
ら
れ
て
い

た
だ
け
で
な
く
、
単
一
の
基
情
的
時
間
性
に
支
、
え
ら
れ
た
歴
史
の
概
念
化

そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
ク
リ
ナ

l

メ
ン
を
前
面
に
押
し
出
す
偶

然
性
唯
物
論
の
構
想
は
、
こ
の
限
り
で
ハ
イ
デ
ガ
l

に
お
け
る
歴
史
性
の

問
題
を
も
そ
の
賭
金
と
し
た
野
心
的
な
も
の
で
あ
る
。

他
方
学
位
論
文
の
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
、
こ
の
ク
リ
ナ
l

メ
ン
と
い
う

用
語
は
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
自
然
哲
学
を
分
か
つ
指
標
で

あ
る
。
例
え
ば
キ
ケ
ロ
な
ど
に
お
い
て
は
、
原
子
の
渦
巻
き
運
動
に
よ
っ

て
事
物
が
必
然
的
に
生
成
す
る
こ
と
を
説
く
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
自
然
学
に

対
し
、
垂
直
落
下
す
る
原
子
が
感
覚
不
可
能
な
ほ
ど
微
細
に
偏
る
と
す
る

ク
リ
ナ
l

メ
ン
の
教
義
は
、
白
然
学
的
必
然
性
に
対
す
る
外
的
付
加
に
す

ぎ
な
い
と
み
な
さ
れ
る

(
Q
-∞
-
N
S
二
O
O

頁
)
。
こ
れ
に
対
し
『
学
位
論
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文
』
は
、
抽
象
的
個
別
性
の
契
機
と
し
て
の
ク
リ
ナ
l

メ
ン
を
評
価
す
る

立
場
か
ら
、
へ
l

ゲ
ル
的
語
集
と
の
交
渉
関
係
の
な
か
で
、
エ
ピ
ク
ロ
ス

が
持
つ
哲
学
的
一
貫
性
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
自
然
哲
学
か

ら
宗
教
的
意
識
(
星
辰
崇
拝
)
の
批
判
に
至
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
全
体
の
境

位
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
ク
リ
ナ
l

メ
ン
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

学
位
論
文
の
マ
ル
ク
ス
の
こ
う
し
た
立
場
は
、
晩
年
の
ア
ル
チ
ュ
セ
ー

ル
の
テ
ク
ス
ト
と
対
質
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
二
律
背
反
的
性
格
に
お
い
て

興
味
深
い
。
一
方
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
が
自
己
意

識
の
哲
学
と
し
て
も
つ
啓
蒙
的
役
割
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
当
時
自
由
主

義
的
改
革
か
ら
後
退
し
反
動
的
色
彩
を
強
め
て
い
た
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
、

お
よ
び
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
へ

l

ゲ
ル
右
派
的
な
言
説
を
批
判

し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
他
方
で
|
へ
l

ゲ
ル
左
派
の
意
識
(
の
研
究
)
か

ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
る
が
l

一
八
四
一
年
の
マ
ル
ク
ス
は
「
自
由
派
の
み

が
概
念
の
派
で
あ
る
」
(
ω・ω
8
・
二
五
七
頁
)
と
述
べ
、
自
己
意
識
の
哲
学
と

し
て
の
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
と
い
う
へ

i

ゲ
ル
の
概
念
構
成
を
み
ず
か
ら
の

も
の
と
し
て
引
き
受
け
て
し
ま
う
。

メ
コ
ネ
ツ
サ
ン
ス

こ
の
よ
う
な
誤
認
、
な
い
し
二
律
背
反
を
も
っ
マ
ル
ク
ス
の
学
位
論

文
を
扱
う
こ
と
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
読
解
と
の
関
係
に
お
い
て
い
く
つ

か
の
利
点
を
有
し
て
い
る
。
ま
ず
、
ク
リ
ナ
i

メ
ン
と
い
う
用
語
は
、
マ

ル
ク
ス
に
お
い
て
《
切
断
期
以
前
〉
に
属
す
る
と
い
う
端
的
な
事
実
が
再

確
認
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
学
位
論
文
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
が
定
位
し
て

い
る
哲
学
形
式
は
、
そ
の
ま
ま
偶
然
性
唯
物
論
と
し
て
流
用
可
能
な
も
の

で
は
な
い
。
だ
が
こ
の
事
実
は
、
科
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
科
学
認

識
論
的
な
区
分
に
の
っ
と
っ
た
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
理
解
を
再
考
さ
せ
る
と

い
う
逆
の
意
味
で
も
有
効
で
あ
る
。
「
い
ま
だ
科
学
的
問
題
設
定
を
作
り
出

し
て
い
な
い
」
マ
ル
ク
ス
は
、
ク
リ
ナ
l

メ
ン
と
い
う
哲
学
的
道
具
を
用

い
て
何
を
行
う
の
か
。
二
三
歳
の
マ
ル
ク
ス
が
注
視
す
る
の
は
、
ひ
と
つ

に
は
哲
学
史
上
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
遅
れ
て
や
っ
て
く
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
形

象
で
あ
り
、
ひ
と
つ
に
は
(
へ
l

ゲ
ル
の
、
あ
る
い
は
「
科
学
的
」
)
概
念
の

裏
を
か
く
よ
う
な
表
象
や
メ
タ
フ
ァ
!
と
い
っ
た
も
の
の
力
能
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

以
下
で
は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
の
偶
然
性
唯
物
論

と
マ
ル
ク
ス
の
学
位
論
文
の
双
方
に
お
け
る
ク
リ
ナ

l

メ
ン
の
扱
い
を
検

討
し
て
み
た
い
。

(
1
)
底
本
に
は
以
下
を
用
い
た
。
関
白
ユ
冨
副
長
司
コ
丘
ユ
岳
開
口
問
巴p
s
f
対
v
F
F

同
花
見
詰
史
認
師
宮
ミ3

号
、
同
3
2
4一
口
邑
円
三
宮
『
云
ω
円
H
E
E
5
l
F
oロ
山
口EB
E

σ
巳
g
N
同
己
雪
印
開
。
司
門
)
目
。
門

N

〈
角
川
ユ
白
岡
・

5
g
(
大
内
兵
衛
・
細
川
嘉
六
監
訳
『
マ

ル
ク
ス
U

エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
」
第
四
O
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
七
五
年
)
oな
お
こ

の
「
補
巻
」
か
ら
の
引
用
は
注
記
な
し
に
あ
・
H

一
頁
)
の
よ
う
に
行
う
。

(
2
)
ハ
\
-
F
O
E
-
印
〉
R
F
E由
印O
F
仇
ミ
、
E
V
E
守
的
口
も
を
?
の
同
口
口
出
向
島
い
由
主
・
(
今
村

仁
司
訳
『
哲
学
に
つ
い
て
」
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
)
「
訳
者
あ
と
が
き
」
。
な
お

本
書
は
以
下
如
、
と
略
記
す
る
。

(
3
)
q
』
司

F
E
E
Z

弘
己
円
色
。P
E
ζ
2
1
2
F
Z
1
5
F

旬
、3
2

。
。
円H
3
.
言
ミ
喜

Q
H
S
5
・
z
q
B
E
ロ
・
5
8
七
円
》
坦
呂

(
4
)
q
-
F。
巳
ω
〉
F
F
E
E旬
、
《
門
口
町
古
島
区
《
わ
田
空

g
-
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-ロ
ピ
誌
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内
尋
問S
F

U

窓
J
H
ν
d
H
Y
g
Z
A
ρ
g
ι

コ
問
。
Y
H
甲
田
町
七
百-N叶
N
l
u
g
-
(
今
村
仁
司
訳
「
資
本

論
を
読
む
」
(
中
)
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
七
年
、
五
二
|
一
O
八
頁
)
。

(
5
)
q
E
O
E
O
E
-
-
u
R
-
E
E
$

暴
言
丸
町
』
向
。
戸
別
品
目
立
。
ロωc

u
m円
。
己
認
可
同0
・5
8
噂
官
H
E
-
-
(
杉
山
吉
弘
訳
「
7
ル
ク
ス
の
哲
学
」
法
政
大
学
出
版

局
、
一
九
九
五
年
、
一
五

O
頁
)
。



(
6
)
へ
l

ゲ
ル
に
よ
る
ス
ト
ア
派
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
、
懐
疑
派
の
一
般
的
位
置
づ
け

に
つ
い
て
は
、
戸
当
相
，

F
問
。-
u
5る
量

a
h
s

ま
ミ
込
町

P
R
P
片
言
丸
町
、

』
ぎ
~
。E
B
m
m
u戸
4
5
円
5
・H
少
ω
ロ
『
円
宵
白
日
目
】
〈
角
]
出
向
ヨ
回
申
叶

Y
ω
N
S
N
印
日
・
(
長
谷

川
宏
訳
『
哲
学
史
講
義
』
(
中
)
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
二
年
、
二
O
九
二
一

四
頁
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
本
書
は
以
下
刷
、
。
、
と
略
す
。

偶
然
性
唯
物
論
と
ク
リ
ナ
l

メ
ン

公募論文

晩
年
の
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
が
提
示
す
る
偶
然
性
唯
物
論
は
、
そ
れ
以
前

の
理
論
的
展
開
の
延
長
上
に
位
置
し
な
が
ら
も
、
あ
る
重
要
な
差
異
を
な

し
て
い
る
。
原
子
の
垂
直
落
下
と
い
う
必
然
性
の
運
動
に
対
し
、
偶
然
性

の
契
機
、
す
な
わ
ち
ク
リ
ナ
l

メ
ン
を
対
置
す
る
「
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
路
線
」

は
、
弁
証
法
的
唯
物
論
へ
の
批
判
的
関
与
と
い
う
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
の
従

来
の
立
場
と
因
果
性
の
理
論
化
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
も
の
を
も
つ

が
、
偶
然
性
唯
物
論
と
い
う
新
た
な
名
辞
を
与
え
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ

ル
ス
・
レ
i

ニ
ン
に
「
通
常
帰
せ
ら
れ
て
い
る
」
唯
物
論
を
も
「
一
種
の

偽
装
さ
れ
た
観
念
論
」
S
N
U匂
-
b
・
四
五
頁
)
と
し
て
斥
け
る
点
で
、
従
来

の
立
場
と
の
根
本
的
違
い
を
打
ち
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
新
し
い
立
場
は
、
依
然
素
描
の
状
態
に
留
ま
る
も
の
で
も

あ
る
。
実
際
、
体
系
的
な
構
築
の
成
否
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
と
き
、
ア

ル
チ
ュ
セ
l

ル
晩
年
の
エ
ク
リ
チ
ュ
l

ル
は
、
『
マ
ル
ク
ス
の
た
め
に
』
や

『
資
本
論
を
読
む
』
の
水
準
に
遠
く
及
ば
な
い
と
言
え
よ
う
。
実
践
状
態
あ

る
い
は
記
述
的
状
態
に
留
ま
る
諸
観
念
を
理
論
に
も
た
ら
す
こ
と
|
既
に

古
典
的
と
も
い
え
る
こ
う
し
た
徴
候
的
読
解
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
偶
然
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性
唯
物
論
の
-
諸
テ
ク
ス
ト
は
、
そ
れ
自
身
が
理
論
的
洗
練
の
足
り
な
い
、

断
片
的
か
つ
あ
ま
り
に
メ
タ
フ
ォ
リ
ツ
ク
な
テ
ク
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な

マ
令
。だ

が
注
意
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
時
期
の
ア
ル
チ
ュ
セ
1

ル
は
、
み
ず

か
ら
の
哲
学
の
断
片
的
性
格
を
明
確
に
肯
定
し
て
い
た
。
こ
の
観
点
か
ら

事
態
を
考
え
る
な
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
メ
タ
フ
ァ
ー

を
前
理
論
的
な
残
浮
と
し
て
切
り
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
偶
然
性
唯
物
論
は
わ
た
し
た
ち
自
身
の
i

例
、
え
ば
徴
候
的
読
解
を

め
ぐ
る
ア
ル
チ
ュ
セ

l

ル
理
解
へ
遡
及
的
に
効
果
を
お
よ
ぼ
す
も
の
と

な
る
。
す
な
わ
ち
(
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
的
な
「
転
倒
」
と
い
っ
た
)
メ
タ
フ

ァ
!
の
意
味
作
用
に
依
存
し
た
暖
昧
な
諸
観
念
を
、
い
か
に
よ
り
理
論
的

な
概
念
に
洗
練
す
る
か
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
か
ら
徴
候
的
読
解
が
従
来
理
解

さ
れ
て
き
た
と
す
れ
ば
、
偶
然
性
唯
物
論
は
逆
に
、
一
見
理
論
的
に
み
え

る
諸
概
念
が
、
い
か
に
メ
タ
フ
ァ
l

の
意
味
作
用
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
か
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
か
ら
、
徴
候
的
読
解
そ
の
も
の
を
《
再
読
》
す

る
余
地
を
与
え
る
(
「
ひ
と
は
哲
学
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
メ
タ
フ
ァ
ー
の
下

で
し
か
思
考
す
る
こ
と
は
で
き
な
(
叫
」
と
述
べ
る
際
の
ア
ル
チ
ュ
セ

l
ル
の
方
向

性
で
あ
る
。
彼
の
こ
の
方
向
性
は
、
パ
ス
カ
ル
、
ニ
l

チ
ェ
、
ア
ル
ト
l

の
読
者

と
し
て
ア
ル
チ
ュ
セ
|
ル
を
描
い
て
み
せ
、
ま
た
「
白
い
神
話
哲
学
テ
ク
ス
ト

に
お
け
る
メ
タ
フ
ァ

l

」
で
、
A
-

フ
ラ
ン
ス
の
『
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
庭
』
を
引
き

な
が
ら
、
異
な
る
分
野
の
科
学
的
言
説
が
同
一
の
メ
タ
フ
ァl
に
依
拠
す
る
こ
と

を
明
る
み
に
だ
す
デ
リ
ダ
の
方
向
性
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
)
。

き
て
、
以
下
で
は
そ
う
し
た
《
再
読
》
の
線
に
沿
っ
て
、
エ
ピ
ク
ロ
ス

の
雨
の
メ
タ
フ
ァ
l

を
手
が
か
り
に
、
ひ
と
つ
の
哲
学
形
式
と
し
て
の
偶
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然
性
唯
物
論
、
お
よ
び
そ
の
内
部
で
の
ク
リ
ナ
l

メ
ン
の
機
能
に
つ
い
て

考
察
を
試
み
た
い
。

「
雨
が
降
っ
て
い
る
。

こ
の
書
が
ま
ず
は
単
な
る
悶
に
つ
い
て
の
書
と
な
る
よ
う
に
。

マ
ル
プ
ラ
ン
シ
ュ
は
自
問
し
た
。
『
な
ぜ
海
に
、
街
道
に
、
砂
丘
に
雨

は
降
る
の
か
」
。
と
い
う
の
は
よ
そ
で
は
作
物
を
う
る
お
す
こ
の
天
の
水

も
(
そ
し
て
こ
れ
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
)
、
海
の
水
に
は
何
も
加
、
え
ず
、

道
路
や
海
岸
で
は
消
え
て
い
っ
て
し
ま
う
だ
け
だ
か
ら
だ
。

摂
理
に
よ
る
恵
み
の
、
あ
る
い
は
摂
理
に
反
す
る
、
こ
の
雨
に
つ
い

て
論
じ
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。

反
対
に
、
哲
学
史
を
貫
い
て
い
な
が
ら
、
一
言
葉
に
発
せ
ら
れ
る
や
い

な
や
す
ぐ
き
ま
叩
か
れ
、
抑
え
つ
け
ら
れ
た
深
遠
な
テ

l

マ
で
あ
る
、

も
う
一
つ
の
雨
を
こ
の
書
は
扱
う
。
空
虚
の
中
を
平
行
に
落
下
す
る
、

エ
ピ
ク
ロ
ス
の
原
子
の
『
雨
』
(
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
)
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け

る
無
阪
の
属
性
の
平
行
論
の
『
雨
』
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ

リ
、
ホ
ッ
プ
ズ
、
ル
ソ
l

、
マ
ル
ク
ス
、
ハ
イ
デ
ガ
l

然
り
、
さ
ら
に

デ
リ
ダ
の
『
雨
」
で
あ
必
」
。

こ
の
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
原
子
の
雨
と
い
う
メ
タ
フ
ァ

l

は
、
ア
ル
チ
ュ
セ

ー
ル
が
若
年
の
頃
か
ら
用
い
て
き
た

7
ル
プ
ラ
ン
シ
ュ
の
雨
の
メ
タ
フ
ァ

!
と
の
差
異
化
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
マ
ル
プ
ラ
ン
シ
ュ
で
は
、
降
雨
の

不
規
則
性
|
作
物
を
う
る
お
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
無
益
に
消
え
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
ー
か
ら
摂
理
の
聞
い
す
な
わ
ち
事
物
の
意
味
の
聞
い
が
立
て

ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
同
じ
「
雨
」
の
不
規
則
性
に
よ
っ
て
ア
ル
チ
ュ
セ

ー
ル
が
与
え
よ
う
と
す
る
の
は
、
マ
ル
プ
ラ
ン
シ
ュ
の
聞
い
と
根
本
的
に

食
い
違
う
ひ
と
つ
の
回
答
、
《
何
回h
t
v
C
A
-
-

可
白
》
、
起
源
も
目
的
も
な
く

か
く
与
え
ら
れ
て
あ
る
の
だ
、
と
い
う
回
答
で
あ
る
(
唯
名
論
に
よ
る
目
的

論
と
必
然
性
の
批
判
)
。

唯
物
論
者
が
目
的
論
、
そ
れ
も
自
然
の
中
の
摂
理
と
い
う
目
的
論
の
批

判
を
行
う
の
は
自
明
な
こ
と
と
映
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
重

要
な
の
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
が
物
質
を
消
滅
や
痕
跡
の
側
か
ら
捉
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
(
偶
然
性
唯
物
論
が
論
じ
る
の
は
〕
有
名
な
「
哲
学
的
諸
問
題
」
か
ら
出

発
す
る
代
わ
り
に
、
こ
れ
を
消
し
去
り
、
か
つ
み
ず
か
ら
に
「
対
象
」

を
与
え
る
こ
と
を
し
な
い
哲
学
で
す
(
哲
学
は
対
象
を
も
た
な
い
)
。
つ
ま

り
無
か
ら
出
発
し
ま
す
。
そ
の
結
果
わ
た
し
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
形
式
に

対
し
無
に
優
位
を
与
え
、
現
前
に
対
し
不
在
へ
優
位
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
(
〔
大
文
字
の
〕
起
源
は
存
在
し
な
い
)
。l

し
か
し
そ
の
場
合
ど

う
や
っ
て
偶
然
性
唯
物
論
の
哲
学
的
立
場
を
説
明
す
る
の
で
す
か
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
う
言
え
る
で
し
ょ
う
。
偶
然
性
唯
物
論
は
物
質

性
の
そ
れ
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
対
す
る
優
位
を
措
定
し
ま
す
。
あ

ら
ゆ
る
も
の
の
中
に
は
偶
然
的
な
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
唯
物
論
と
い

う
も
の
は
簡
単
に
一
百
う
と
物
質
で
あ
り
え
ま
す
が
、
し
か
し
必
ず
し
も

剥
き
出
し
の
物
質
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
[
・
:
]
こ
の
議
論
を

極
端
に
ま
で
押
し
進
め
ま
す
と
、
物
質
性
は
単
な
る
痕
跡
で
あ
り
、
痕

跡
を
残
す
身
振
り
の
物
質
性
で
あ
っ
て
、
こ
の
痕
跡
は
洞
窟
の
壁
や
一

枚
の
紙
に
残
さ
れ
た
痕
跡
と
区
別
し
が
た
い
の
で
す
。
[
・
:
]
デ
リ
ダ
が

指
摘
し
た
よ
う
に
、
痕
跡
(
エ
ク
リ
チ
ユ
|
ル
の
)
の
優
位
は
、
話
す
声

の
音
素
の
中
に
さ
え
見
ら
れ
ま
す
。
物
質
性
の
優
位
は
普
遍
的
で
す
」
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(
句
、u
・s
-
四
六
四
七
頁
)
。

ア
ル
チ
ュ
セ
l

リ
ア
ン
で
は
な
い
対
話
相
手
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
・
ナ
パ
ロ

が
、
無
か
ら
出
発
す
る
哲
学
が
ど
う
し
て
唯
物
論
な
の
か
と
い
う
疑
問
を

ぶ
つ
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ア
ル
チ
ュ
セ

l

ル
は
、
物
質

と
は
通
常
見
な
さ
れ
え
な
い
「
空
虚
な
」
対
象
、
例
え
ば
身
振
り
が
残
す

痕
跡
ま
で
も
「
物
」
と
見
な
す
と
い
う
徹
底
性
(
「
普
遍
性
」
)
に
お
い
て
み

ず
か
ら
の
哲
学
は
唯
物
論
的
だ
と
答
え
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
最
終
審
級
で
決
定
を
お
こ
な
う
の
が

物
質
だ
と
す
る
唯
物
論
の
根
本
規
定
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
根

本
規
定
を
も
っ
哲
学
が
一
種
の
形
而
上
学
に
陥
る
の
を
避
け
る
た
め
に

は
、
何
ら
か
の
転
位
の
契
機
が
必
要
で
あ
る
。
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
は
こ
の

意
味
で
、
物
質
性
の
優
位
の
普
遍
性
を
言
う
と
い
う
こ
と
は
「
物
質
的
生

産
力
と
一
次
原
料
の
総
計
と
し
て
誤
っ
て
考
え
ら
れ
た
」
(
旬
、
℃
-
S
-
四
七

頁
)
下
部
構
造
の
優
位
を
意
味
し
な
い
と
述
べ
る
。
「
下
部
構
造
の
優
位
と

い
う
概
念
の
普
遍
性
は
、
こ
の
概
念
が
生
産
諸
力
と
し
か
結
び
付
け
ら
れ

な
い
と
き
に
は
馬
鹿
げ
た
も
の
に
な
る
」
。
つ
ま
り
下
部
構
造
の
マ
ル
ク
ス

主
義
的
概
念
を
な
す
も
う
一
方
の
契
機
、
生
産
諸
関
係
の
導
入
が
こ
こ
で

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
概
念
に
こ
そ
転
位
の
可

能
性
が
か
か
っ
て
お
り
、
生
産
諸
関
係
の
存
在
(
そ
の
再
生
産
)
が
、
は
じ

め
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
契
機
の
下
部
構
造
へ
の
干
渉
を
可
能
に
す
る
か
ら

で
あ
る
。

一
言
い
か
え
れ
ば
、
生
産
諸
関
係
の
概
念
は
こ
こ
で
土
台
・
上
部
構
造
聞

の
規
定
性
の
転
位
を
可
能
に
す
る
契
機
と
し
て
機
能
し
て
い
る
(
支
配
因

移
動
の
理
論
)
。
そ
し
てi

の
ち
に
へ
i

ゲ
ル
に
お
け
る
否
定
性
と
観
念
性
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の
つ
な
が
り
を
わ
た
し
た
ち
は
見
る
こ
と
に
な
る
が
偶
然
性
唯
物
論
の

な
か
で
空
虚
i
p

が
物
質
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
空
虚
が
転
位
可
能

性
と
し
て
機
能
す
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
否
定
的
同
一
性
に
お
い
て

考
え
ら
れ
た
空
虚
は
、
7
ル
プ
ラ
ン
シ
ュ
の
雨
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
よ
っ
て

立
て
ら
れ
る
よ
う
な
、
消
滅
の
《
意
味
》
を
め
ぐ
る
聞
い
を
も
た
ら
す
。

偶
然
性
唯
物
論
に
と
っ
て
の
ク
リ
ナ
l

メ
ン
の
重
要
性
も
ま
た
、
こ
の

転
位
可
能
性
の
産
出
に
か
か
っ
て
い
る
。

「
主
要
な
テ
ー
ゼ
を
銘
記
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
世
界
の
形
成
以
前
に

は
無
数
の
原
子
が
平
行
し
て
空
虚
の
中
を
落
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
主

張
の
含
意
は
豊
か
な
も
の
で
す
。
(
一
)
世
界
が
存
在
す
る
前
に
は
、
形

づ
け
ら
れ
た
も
の
は
い
っ
さ
い
存
在
し
な
い
、
そ
し
て
同
時
に
、
(
二
)

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
は
、
世
界
が
存
在
す
る
以
前
に
、
永
遠
に
、
孤

立
し
て
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
[
:
・
]
続
い
て
ク
リ
ナ
l

メ
ン
が
出
現

し
ま
す
。
ク
リ
ナ

l

メ
ン
と
は
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
の
よ
う

に
で
も
生
じ
る
限
り
な
く
微
小
な
傾
き
で
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
空
虚

の
中
を
落
下
し
て
い
く
原
子
に
傾
き
を
ひ
き
起
こ
し
、
隣
り
の
原
子
と

の
出
会
い
を
ひ
き
起
こ
す
こ
と
で
す
[
:
山
そ
し
て
出
会
い
は
出
会
い

を
ひ
き
起
こ
し
|
出
会
い
が
束
の
間
の
も
の
で
な
く
持
続
す
る
た
び

に
、
ど
こ
で
も
|
世
界
が
生
ま
れ
ま
す
。
[
・
:
]
け
れ
ど
も
こ
こ
が
肝
心

な
と
こ
ろ
で
す
が
、
出
会
い
は
世
界
の
現
実
性
を
創
造
す
る
の
で
は
な

く
て
、
原
子
自
体
に
現
実
性
を
与
え
る
の
で
す
。
原
子
は
、
傾
き
や
出

会
い
が
な
け
れ
ば
、
堅
固
き
も
実
在
性
も
な
い
抽
象
的
な
要
素
で
し
か

な
い
の
で
す
」
(
旬
、
宅
・
8

色
-
四
二
四
四
頁
)
。

原
子
は
、
世
界
の
存
在
以
前
か
ら
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
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ナ
l

メ
ン
に
よ
る
出
会
い
以
前
に
は
そ
の
現
実
性
を
も
た
な
い
。
す
な
わ

ち
原
子
は
、
出
会
い
の
状
態
に
な
い
と
き
の
抽
象
的
な
様
相
と
、
出
会
い

の
状
態
に
あ
る
と
き
の
事
物
を
現
に
構
成
す
る
様
相
と
の
二
面
を
有
す

る
。
『
学
位
論
文
」
が
い
う
と
こ
ろ
の
ア
ト
モ
イ
・
ア
ル
カ
イ
(
原
理
と
し

て
の
原
子
)
と
ア
ト
マ
・
ス
ト
イ
ケ
イ
ア
(
構
成
要
素
と
し
て
の
原
子
)
の
差

異
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
、
哲
学
史
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
少
な
く
と
も

二
つ
の
概
念
的
対
が
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ひ
と
つ
に

は
、
抽
象
的
様
相
に
あ
る
原
子
と
、
事
物
を
現
に
構
成
す
る
原
子
と
い
う

対
に
見
ら
れ
る
本
質
と
現
象
(
存
在
)
の
対
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
ク
リ

ナ
l

メ
ン
の
語
が
強
く
含
意
す
る
、
必
然
性
と
自
由
の
対
で
あ
る
。

偶
然
性
唯
物
論
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
後
者
の
対
(
必
然
性
と
自
由
)
に

つ
い
て
、
学
位
論
文
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
と
異
な
る
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

後
に
み
る
よ
う
に
、
学
位
論
文
の
マ
ル
ク
ス
は
、
ク
リ
ナ

l

メ
ン
に
よ
る

自
由
の
契
機
を
語
る
際
、
原
子
(
自
己
意
識
)
の
無
限
性
と
い
う
問
題
設
定

に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
理
論
的
反
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
立
っ

て
き
た
ア
ル
チ
ュ
セ

l

ル
は
、
自
由
の
問
題
を
主
体
的
自
由
と
必
然
性
と

い
う
問
題
設
定
か
ら
分
離
す
べ
き
こ
と
を
直
裁
に
主
張
す
る
。

「
偶
然
性
唯
物
論
が
あ
る
危
険
を
表
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
哲
学
的
伝

統
は
こ
れ
を
解
釈
し
て
自
由
の
観
念
論
の
方
へ
反
ら
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
〔
以
下
自
由
の
観
念
論
の
説
明
〕
つ
ま
り
空
虚
の
中
を
平
行
落
下

す
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
原
子
が
互
い
に
出
会
う
と
い
う
こ
と
は
、
ー
ク
リ

ナ
l

メ
ン
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
る
傾
き
の
中
に
1

必
然
性
の
世
界
の

た
だ
中
に
お
け
る
人
間
的
自
由
の
存
在
を
認
め
る
た
め
だ
と
す
る
こ
と

で
す
」
志
、
u
-
b・
四
五l
四
六
頁
)
0

自
由
の
観
念
論
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
創
案
に
か
か
る
ク
リ
ナ
l

メ
ン
を
、

デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
自
然
学
的
必
然
性
に
対
す
る
外
的
付
加
と
み
な
す
。
つ

ま
り
自
由
の
基
体
と
し
て
の
人
間
的
意
識
と
い
う
範
鳴
を
挿
入
す
る
。
こ

れ
に
対
し
偶
然
性
唯
物
論
は
、
あ
く
ま
で
ク
リ
ナ

l

メ
ン
の
原
子
に
対
す

る
非
目
的
的
な
先
行
性
を
主
張
す
る
。
「
傾
き
が
そ
も
そ
も
あ
っ
た
の
で
あ

り
、
何
か
か
ら
派
生
し
た
の
で
は
な
い
」
(
町
、
、N
w℃
・2
H

五
O
二
頁
)
。

こ
の
点
で
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
「
雨
」
は
「
あ
ら
ゆ
る
現
実
性
に
対
す
る
〔
大

文
字
の
〕
意
味
の
先
行
性
」
(
町
、
、H
w匂
-
忠C
・
五O
O
|

五
O

一
頁
)
を
措

定
す
る
マ
ル
プ
ラ
ン
シ
ュ
の
雨
、
す
な
わ
ち
ロ
ゴ
ス
中
心
主
義
の
対
蹴
点

に
位
置
し
て
い
る
。

(
1
)
「
こ
の
唯
物
論
は
そ
の
名
に
値
す
る
た
め
に
体
系
へ
と
洗
練
き
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
哲
学
で
は
な
い
の
で
す
」
(
切
、u
-
a
三
四
頁
)
。

(
2
)
E
Z
E
E
S
F
b
m喜
g
h
的
、
S
N
G
ミ

h
a
F
E
n
F
O
R
t
s
-
t
申

(
西
川
長
夫
訳
『
自
己
批
判
」
福
村
出
版
、
一
九
七
八
年
、
七O
頁
)
0

(
3
)
Q
U
Z
E
E
F
E

己
P

《
戸O
E
Z

〉
5
5
∞
2
y
s
h
s
~

ミ
マ
E

L刊
号
ミn
5
9
5
・
少
尽
き
w
H
)・N
由
・

(
4
)
q
-
γ
2
c
g巴
R
コ
E
-
ミ
R
q
h
E
-冨
口
己
同
門
司
巴
叶

M
w
u
-
N
印
印
己
。g
品

(
5
)
F
O
C
2〉
x
r
z
m
m巾p
h
叩2
4
H旬
、
F
N
~
E
e
p
h
q

ミ
E

ミ

h
v。ミ
S
R
2・
門
・
戸

∞
叶
，
。
打
開
\
同
宮
肘

(
U
L由
主
唱
官
印ω申
(
市
田
良
彦
・
福
井
和
美
訳
『
哲
学
・
政
治
著
作

集
I

」
藤
原
書
店
、
一
九
九
九
年
、
四
九
九
五
O
O
頁
)
。
な
お
本
書
は
以
下
町
、
、

?
と
略
記
す
る
。

(
6
)
Q
N
円
、
、
円
司-
a
唱
口
。
芯
円
・
五
七
O
l
五
七
一
頁
、
注
(
一
七
)
。

(
7
)
わ
刊
句
、
百
・
色
・
四
四
頁
。

(
8
)
師
、
司
会
・
四
七
頁
。
な
お
邦
訳
書
の
訳
文
を
掲
げ
る
。
「
下
部
構
造
の
優
位
と

ぃ
、7
観
念
の
普
遍
性
は
、
そ
れ
を
生
産
力
と
関
連
付
け
な
い
な
ら
馬
鹿
げ
た
も
の



に
な
り
ま
す
」
〔
強
調
引
用
者
〕

マ
ル
ク
ス
学
位
論
文
と
ク
リ
ナ
l

メ
ン

公募論文

マ
ル
ク
ス
学
位
論
文
は
そ
の
第
二
部
に
お
い
て
原
子
の
斜
傾
運
動
す
な

わ
ち
ク
リ
ナ

i

メ
ン
を
扱
う
。
そ
の
冒
頭
で
マ
ル
ク
ス
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス

に
お
け
る
空
虚
中
の
原
子
の
運
動
を
、
(
二
直
線
に
お
け
る
落
下
、
(
二
)

直
線
か
ら
ず
れ
た
落
下
、
(
三
)
原
子
の
反
発
、
の
三
種
に
分
類
し
、
第
二

の
斜
傾
運
動
を
デ
モ
ク
リ
ト
ス
か
ら
エ
ピ
ク
ロ
ス
を
分
け
る
も
の
と
す

る
。
つ
ま
り
、
ク
リ
ナ
l

メ
ン
は
『
学
位
論
文
』
に
お
い
て
こ
の
両
者
の

差
異
と
い
う
モ
チ
ー
フ
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

こ
の
点
で
ま
ず
重
要
な
の
は
、
へ
l

ゲ
ル
哲
学
史
が
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と

エ
ピ
ク
ロ
ス
の
聞
に
自
然
哲
学
上
の
差
異
を
認
め
て
い
な
い
(
Q
て
C
M
U

∞
-
N浸
二
五

O
頁
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
学
位
論
文
』
自
体
へ
l

ゲ
ル
の

こ
の
同
一
視
に
対
す
る
批
判
か
ら
始
ま
る
が
、
へl
ゲ
ル
に
お
け
る
こ
の

哲
学
史
上
の
同
一
視
の
背
景
を
な
す
の
は
、
古
代
唯
物
論
に
お
け
る
原
子

こ
者
)
の
相
互
関
係
が
総
体
と
し
て
外
面
的
な
も
の
だ
と
い
う
『
大
論
理

学
』
の
認
識
で
あ
る
。

「
一
者
と
空
虚
は
全
く
外
面
性
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
対
自
存
在

で
あ
り
、
極
度
に
質
的
な
自
己
内
存
在
で
あ
る
。
一
者
は
す
べ
て
の
他

在
の
否
定
で
あ
る
が
故
に
、
一
者
の
直
接
性
ま
た
は
有
は
も
は
や
規
定

し
え
な
い
も
の
、
変
化
し
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
こ
の
一
者
の
徹
底
的
な
冷
淡
さ
に
対
し
て
は
、
す
べ
て
の
規
定
も
、

多
様
性
も
、
結
合
も
、
全
く
外
面
的
な
関
係
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
っ
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て
い
る
」
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
異
な
り
哲
学
史
上
プ
ラ
ト
ン
・
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

後
に
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
へ
l

ゲ
ル
が

そ
の
哲
学
史
に
お
い
て
両
者
を
安
ん
じ
て
同
一
視
で
き
る
の
は
、
こ
の
原

子
間
関
係
の
外
面
性
の
た
め
で
あ
る
。
『
大
論
理
学
』
は
、
こ
れ
ら
の
「
多

く
の
一
者
」
(
古
代
唯
物
論
の
原
子
)
を
、
対
自
存
在
と
し
て
質
か
ら
量
へ
の

転
化
の
直
前
で
扱
う
。
と
い
う
の
も
こ
の
質
か
ら
量
へ
の
転
化
こ
そ
は
、

対
自
存
在
の
外
面
的
な
関
係
性
を
、
内
的
に
止
揚
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
原
子
の
転
化
を
『
大
論
理
学
』
に
お
い
て
支
え
る
の
は
、

反
発
と
牽
引
の
弁
証
法
で
あ
る
。
他
方M
E
G
A
版
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
『
学

位
論
文
』
を
仏
訳
し
た
ジ
ヤ
ツ
ク
・
ポ
ニ
エ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の

テ
ク
ス
ト
で
マ
ル
ク
ス
は
、
前
述
の
弁
証
法
の
一
方
の
契
機
で
あ
る
牽
引

の
語
を
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
。

で
は
こ
の
反
発
と
牽
引
の
弁
証
法
と
は
何
か
。
評
価
を
異
に
し
な
が
ら

も
『
学
位
論
文
」
の
マ
ル
ク
ス
も
認
め
る
よ
う
に
、
原
子
の
他
の
原
子
に

対
す
る
反
発
と
は
「
他
者
に
対
す
る
一
切
の
関
係
の
否
定
」(
ω
N∞
晶
一
一
一
一
二

頁
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
牽
引
は
、
反
発
と
い
う
否
定
性
そ
の
も
の
の
否

定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
原
子
の
反
発
に
お
け
る
相
互
関
係
の
不
在
と

い
う
否
定
性
を
さ
ら
に
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
へ
l

ゲ
ル
に
お
い
て
は

牽
引
の
契
機
が
引
き
出
さ
れ
る
。
ま
た
『
大
論
理
学
」
に
あ
っ
て
、
こ
の

否
定
の
否
定
と
し
て
の
導
出
は
、
多
数
の
原
子
が
原
子
と
し
て
等
一
で
あ

る
と
い
う
観
念
性
か
ら
牽
引
が
導
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
意
味
し

て
い
じ
。
へ
l
ゲ
ル
に
と
っ
て
内
的
な
移
行
は
、
こ
の
よ
う
に
観
念
性
と

否
定
性
を
媒
介
と
し
た
牽
引
の
働
き
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
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へ
l

ゲ
ル
の
立
場
を
こ
の
よ
う
に
一
瞥
す
る
と
き
、
ク
リ
ナ

l

メ
ン
を

前
面
に
押
し
出
す
『
学
位
論
文
』
が
、
な
ぜ
同
時
に
牽
引
を
後
景
に
お
い

や
る
の
か
が
理
解
さ
れ
る
。
ク
リ
ナ
l

メ
ン
は
原
子
を
互
い
に
出
会
わ
せ

物
休
を
構
成
さ
せ
る
点
で
一
見
牽
引
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
み
、
え
る

が
、
実
際
に
は
あ
く
ま
で
原
子
と
空
虚
の
境
位
に
、
つ
ま
り
表
象
の
境
位

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
観
念
性
・
否
定
性
を
媒
介
と
す
る
結
合
を
「
概
念
」

の
内
的
な
発
展
と
み
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
、
ク
リ
ナ
l

メ
ン
は
共
有
し
な
い

の
で
あ
る
。
ク
リ
ナ

l

メ
ン
に
よ
る
物
体
の
構
成
は
、
確
か
に
原
子
の
衝

突
と
反
発
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
、
が
、
こ
の
物
体
の
構
成
の
な
か
で
原
子

が
質
的
に
解
消
さ
れ
は
し
な
い
。
諸
原
子
は
そ
の
後
も
離
合
集
散
を
繰
り

返
し
、
諸
物
体
を
不
断
に
生
成
消
滅
さ
せ
続
け
る
。

そ
れ
で
は
牽
引
の
契
機
を
持
た
な
い
、
ク
リ
ナ
l

メ
ン
を
通
じ
た
原
子

に
よ
る
物
体
の
構
成
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
「
学
位
論
文
」
は
「
傾

き
そ
れ
自
身
の
考
察
」
(
ω
-
N
き
二

O
八
頁
)
に
あ
た
っ
て
、
今
度
は
『
エ
ン

チ
ュ
ク
ロ
ベ
デ
ィ
l

』
(
自
然
哲
学
)
に
見
ら
れ
る
点
と
線
の
弁
証
法
を
参

照
す
る
。
こ
の
点
と
線
の
弁
証
法
で
問
題
と
な
る
の
は
、
エ
ビ
ク
ロ
ス
の

「
雨
」
の
メ
タ
フ
ァl
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
垂
直
落
下
の
運
動
で
あ
る

0

マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
「
ど
ん
な
落
下
す
る
物
体
も
、
そ
れ
が
描
く
直
線
の

な
か
で
止
揚
さ
れ
て
い
る
」
。
す
な
わ
ち
こ
の
落
下
と
い
う
運
動
の
観
点
か

ら
見
る
と
き
物
体
の
属
性
|
リ
ン
ゴ
で
あ
ろ
う
が
鉄
片
で
あ
ろ
う
が
ー
は

問
題
に
な
ら
な
い
。
落
下
す
る
原
子
は
運
動
す
る
点
、
「
あ
る
一
定
の
定
在

つ
ま
り
物
体
の
え
が
く
直
線
ー
の
な
か
で
そ
の
個
別
性
を
棄
て
て
い
る

非
自
律
的
な
点
」
で
あ
る
(
∞-
N
g
-二
O
八
二

O
九
頁
)
。

原
子
の
個
別
性
の
、
運
動
に
お
け
る
揚
棄
と
い
う
点
だ
け
か
ら
す
れ
ば
、

牽
引
の
運
動
も
点
と
線
の
弁
証
法
も
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
『
学
位
論
文
』
の
文
脈
で
は
両
者
の
意
義
は
異
な
る
。
と
い
う
の
も
、

牽
引
の
場
合
、
マ
ル
ク
ス
は
「
空
間
の
相
互
外
在
」
(
町
民
S
)
、
す
な
わ
ち

原
子
間
関
係
の
外
面
性
を
擁
護
し
つ
つ
、
こ
の
運
動
そ
の
も
の
を
不
在
と

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
対
し
落
下
の
場
合
、
そ
も
そ
も
エ
ピ
ク
ロ

ス
が
原
子
は
落
下
す
る
と
述
べ
て
い
る
以
上
、
落
下
運
動
そ
の
も
の
を
原

子
の
個
体
性
に
定
位
し
つ
つ
否
定
し
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
換
言
す
れ

ば
、
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
は
、
運
動
と
個
体
性
と
い
う
弁
証
法
の
問

題
|
す
ぐ
れ
て
偶
然
性
唯
物
論
の
対
象
で
も
あ
る

l

に
直
面
す
る
の
で
あ

る
。き

て
、
点
と
線
の
弁
証
法
に
お
い
て
も
、
無
媒
介
・
無
規
定
に
措
定
さ

れ
る
点
は
、
対
自
存
在
と
し
て
空
間
の
否
定
(
ハ
イ
デ
ガ
!
の
い
う
「
丸
恒
」
)

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
空
間
に
対
す
る
質
的
差
異
と
し
て
の
抽
象
的
な
点
は
、

実
際
に
描
か
れ
る
や
否
や
ひ
と
つ
の
空
間
的
広
が
り
を
持
ち
始
め
る
。
マ

ル
ク
ス
は
こ
の
意
味
で
「
直
線
は
点
の
定
有
で
あ
る
」(
ω
忌
日
・
一
二
三
頁
)

と
言
う
。
つ
ま
り
空
間
の
否
定
と
し
て
の
点
が
、
そ
の
抽
象
性
を
否
定
さ

れ
直
線
に
な
る
。
か
く
し
て
否
定
性
は
点
か
ら
直
線
だ
け
で
な
く
、
直
線

か
ら
平
面
へ
、
平
面
か
ら
空
間
へ
と
そ
の
規
定
性
を
発
展
さ
せ
て
い
く
。

こ
の
規
定
性
の
発
展
は
、
し
か
し
な
が
ら
抽
象
的
個
別
性
と
し
て
の
点

(
原
子
)
に
と
っ
て
は
、
自
己
の
絶
対
性
が
(
垂
直
落
下
の
運
動
が
描
く
)
直

線
内
部
で
消
失
す
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
『
学
位
論
文
』
の
マ
ル

ク
ス
に
お
け
る
斜
傾
運
動
の
重
要
性
は
、
ま
き
し
く
こ
の
原
子
の
抽
象
的

位
相
と
、
「
相
対
的
な
定
有
」
(
∞-
N
g
-二
O
九
頁
)
を
原
子
に
付
与
し
つ
つ

原
子
を
お
の
れ
に
従
属
さ
せ
る
垂
直
落
下
の
運
動
と
の
対
立
に
あ
っ
て
、



公募論文

ク
リ
ナ
l

メ
ン
が
媒
介
者
と
し
て
占
め
る
独
自
性
に
由
来
す
る
。

こ
の
独
自
性
を
見
る
べ
く
へ
l

ゲ
ル
の
点
と
線
の
弁
証
法
に
い
ま
一
度

戻
る
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
二
点
に
集
約
き
れ
る
。
(
一
)
垂
直
落

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ

下
の
運
動
H
直
線
は
、
実
定
的
な
要
素
と
し
て
の
点
の
集
合
で
は
な
く
、

(
空
間
の
否
定
と
し
て
の
)
点
の
(
概
念
の
運
動
に
よ
る
)
否
定
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
す
な
わ
ち
「
線
が
点
か
ら
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
し
、
面
が
線

か
ら
成
り
立
つ
の
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
概
念
か
ら
出
て
く
る
」
(
町
民

ご
g
ω
・8
-
訳
五
二
頁
)
。
そ
し
て
こ
の
論
点
と
表
裏
を
な
す
の
は
、
(
二
)
原

子
間
関
係
の
外
在
性
(
自
己
意
識
の
絶
対
性
)
に
固
執
す
る
立
場
は
、
そ
の

抽
象
性
・
固
定
性
に
お
い
て
表
象
の
境
位
に
留
ま
る
も
の
と
の
批
判
で
あ

る
|
例
え
ば
「
表
象
的
反
省
に
と
っ
て
も
一
方
に
原
子
を
立
て
、
そ
れ
と

並
ん
で
他
方
に
空
虚
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
易
い
こ
と
で
あ
る
」
。

だ
が
こ
う
し
た
「
表
象
」
の
固
定
性
を
否
定
す
る
の
が
概
念
の
働
き
で
あ

る
。
そ
し
て
点
と
線
の
弁
証
法
は
ま
さ
し
く
こ
の
否
定
を
内
容
と
し
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
当
初
空
虚
と
の
対
立
に
お
い
て
抽
象
的
・
空
間
的
に
表

象
き
れ
る
原
子
は
、
垂
直
落
下
の
う
ち
で
「
よ
り
具
体
的
な
」
相
対
的
定

有
を
獲
得
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
相
対
的
定
有
と
は
、
空
間
の
否
定
と
し

て
の
原
子
に
対
し
さ
ら
に
行
わ
れ
る
概
念
的
否
定
の
産
物
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
点
と
線
の
弁
証
法
と
の
対
比
に
お
い
て
、
『
学

位
論
文
』
の
ク
リ
ナ
l

メ
ン
は
以
下
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
ま
ず
第
一

に
、
ク
リ
ナ
l

メ
ン
は
原
子
の
斜
傾
運
動
と
し
て
、
空
間
的
な
表
象
の
境

位
に
属
す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
必
然
性
(
垂
直
落
下
)
と
偶
然
性
の
差

異
だ
け
で
な
く
、
概
念
の
運
動
(
点
と
線
の
弁
証
法
)
と
空
間
的
表
象
の
差

異
を
も
含
意
す
る
。
事
実
、
点
と
線
の
弁
証
法
で
否
定
の
対
象
と
な
っ
た
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表
象
の
諸
特
徴
は
、
『
学
位
論
文
』
に
お
い
て
保
存
き
れ
、
肯
定
さ
れ
る
。

例
え
ば
斜
傾
運
動
は
垂
直
落
下
を
無
効
と
せ
ず
、
空
間
的
な
表
象
の
う
ち

に
こ
れ
と
並
存
す
る
こ
方
向
の
運
動
の
み
で
は
真
空
中
を
等
速
で
落
下
す
る

エ
ピ
ク
ロ
ス
の
原
子
は
出
会
わ
な
い
)
。
ま
た
例
え
ば
空
間
一
般
の
否
定
、
表

象
の
悪
し
き
固
定
化
と
き
れ
た
原
子
の
不
壊
性
は
、
「
尚
子
位
論
文
」
で
自
己

意
識
の
無
限
性
の
形
象
と
な
る
。
第
二
に
ク
リ
ナ
l

メ
ン
は
、
垂
直
落
下
、

つ
ま
り
必
然
性
の
運
動
に
対
す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
|
「
原
子
の
現
実
的

な
魂
」
(
∞-Nお
・
二
一
一
頁
)
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
点
と
線
の
弁
証
法
に
お
け

る
概
念
的
否
定
同
様
の
、
ひ
と
つ
の
産
出
の
原
理
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
エ

ピ
ク
ロ
ス
の
原
子
論
に
も
物
体
(
相
対
的
定
有
)
の
生
成
消
滅
は
存
在
し
、

そ
の
原
理
こ
そ
斜
傾
運
動
に
よ
り
惹
起
さ
れ
る
原
子
の
出
会
い
で
あ
る
。

ア
ン
ピ
ゲ
ア
レ
ン
ト

こ
の
出
会
い
の
契
機
は
、
ク
リ
ナ
l

メ
ン
の
二
律
背
反
的
な
性
格
を
浮

き
彫
り
に
す
る
。
出
会
い
の
契
機
を
捨
象
し
て
構
想
す
る
と
き
、
ク
リ
ナ

l

メ
ン
は
垂
直
落
下
に
対
す
る
斜
傾
運
動
と
し
て
つ
ね
に
表
象
的
実
定
性

の
範
囲
内
に
留
ま
り
続
け
る
。
し
か
し
出
会
い
に
よ
る
物
体
(
相
対
的
定
有
)

の
構
成
は
、
ク
リ
ナ
l

メ
ン
が
概
念
的
否
定
性
と
な
ん
ら
か
の
関
係
を
持

た
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
原
子
の
離
合
集

散
に
よ
る
物
体
の
生
成
消
滅
は
、
点
と
線
の
弁
証
法
で
見
た
点
の
直
線
に

よ
る
止
揚
と
同
じ
く
、
(
物
体
の
)
個
体
性
の
否
定
の
契
機
を
字
む
か
ら
で

あ
る
。
だ
が
無
論
、
こ
の
平
行
関
係
は
条
件
づ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ク

リ
ナ
l

メ
ン
に
お
け
る
否
定
性
が
あ
く
ま
で
相
対
的
定
有
に
の
み
向
け
ら

れ
る
の
に
対
し
、
点
と
線
の
弁
証
法
は
原
子
そ
の
も
の
の
否
定
、
空
間
に

対
す
る
抽
象
的
否
定
性
と
し
て
の
点
の
否
定
で
あ
る
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
ク
リ
ナ

l

メ
ン
の
概
念
的
否
定
性
の
側
面
を
ど
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う
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
へ
l

ゲ
ル
に
お
い
て

概
念
が
|
「
エ
ン
チ
ュ
ク
ロ
ベ
デ
ィ
l

』
に
従
え
ば
|
す
ぐ
れ
て
「
時
聞

の
力
能
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
実
際
、
こ
こ
か
ら
ク
リ

ナ
l

メ
ン
の
二
律
背
反
性
に
つ
い
て
以
下
が
帰
結
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

原
子
論
に
と
っ
て
本
質
的
な
諸
原
子
の
世
界
で
ク
リ
ナ
l

メ
ン
は
斜
傾
運

動
と
し
て
空
間
的
表
象
だ
が
、
出
会
い
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
相
対
的
な

現
象
(
物
体
)
の
世
界
で
そ
れ
は
概
念
的
否
定
性
で
あ
り
時
間
で
あ
る
。
そ

し
て
ク
リ
ナ
l

メ
ン
の
こ
の
二
律
背
反
的
性
格
は
、
『
エ
ン
チ
ユ
ク
ロ
ペ
デ

ィ

l

』
の
「
空
間
の
真
理
は
時
間
で
あ
る
」
と
い
う
立
言
と
重
ね
合
わ
せ

ら
れ
る
と
き
一
層
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
ク
リ
ナ

l

メ
ン
は
、
物
体
の

構
成
原
理
と
し
て
時
間
的
性
格
を
帯
ぴ
な
が
ら
、
斜
傾
運
動
と
い
う
空
間

的
表
象
以
上
の
(
概
念
的
)
根
拠
に
遡
行
し
な
い
。
要
す
る
に
、
原
子
の
偏

り
と
い
う
表
象
的
実
定
性
は
、
そ
の
(
時
間
の
)
概
念
の
欠
如
に
お
い
て
、

偏
差
と
し
て
の
遅
れ
を
構
成
す
る
(
そ
し
て
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
へ
|
ゲ
ル
哲
学

史
に
お
け
る
境
位
そ
の
も
の
が
、
こ
う
し
た
遅
れ
で
あ
る)
o換
言
す
れ
ば
「
す

べ
て
を
産
む
と
と
も
に
そ
の
産
児
を
食
い
殺
す
ク
ロ
ノ
ス
」
で
あ
る
よ
う

な
時
聞
か
ら
の
ズ
レ
と
し
て
、
ク
リ
ナ

l

メ
ン
の
時
間
性
は
存
在
す
る
。

諸
原
子
の
出
会
い
は
、
か
く
し
て
ク
リ
ナ
l

メ
ン
の
時
間
的
次
元
を
現

出
さ
せ
る
。
無
論
『
学
位
論
文
』
の
パ
l

ス
ベ
ク
テ
ィ
ヴ
か
ら
す
れ
ば
、

エ
ピ
ク
ロ
ス
の
原
子
と
は
第
一
に
ク
ロ
ノ
ス
的
時
間
に
抗
す
る
企
て
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
企
て
の
只
中
で
、
ク
リ
ナ

l

メ
ン
は
原
子
の
不
壊
性
自

体
を
、
「
空
間
を
そ
の
全
領
域
に
わ
た
っ
て
否
定
す
る
原
理L
(
ω
N∞C
二
O

九
頁
)
に
変
え
る
。
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
は
、
こ
の
意
味

で
「
時
間
の
哲
学
」
と
な
る
。

「
そ
れ
ゆ
え
、
原
子
の
直
線
的
な
道
か
ら
の
偏
り
は
原
子
の
法
別
で
あ

り
、
脈
動
で
あ
り
、
特
殊
的
な
性
質
で
あ
る
、
と
一
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の
点
こ
そ
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
教
説
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
エ
ビ
ク
ロ
ス
の
哲
学
の
よ
う
に
時
間
の
哲
学
で
は
な

か
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
『
だ
が
、
も
し
原
子
が
偏
る
こ
と
を
な
ら
い
と

し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
も
の
は
ワ
:
]
底
深
い
空
虚
の
な

か
を
下
方
へ
と
落
ち
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
諸
原
理
〔
原
子
〕
に
は
、

衝
突
も
お
こ
ら
ず
、
打
撃
も
生
ぜ
ず
、
こ
う
し
て
自
然
は
な
に
も
つ
く

り
だ
し
は
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
』
。
L
G
・
-
ミ
・
一
二
三
頁
)
。

さ
き
に
述
べ
た
通
り
、
ク
リ
ナ
l

メ
ン
は
表
象
の
境
位
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
ク
リ
ナ
|
メ
ン
が
斜
傾
運
動
と
し
て
、
原
子
の
垂
直
運
動
に
あ
く

ま
で
空
間
的
に
対
置
さ
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
、
ク

リ
ナ
l

メ
ン
は
諸
原
子
を
出
会
わ
せ
る
運
動
と
し
て
す
ぐ
れ
て
空
間
の
否

定
で
あ
る
。
『
学
位
論
文
』
の
賭
金
を
な
す
も
の
|
す
な
わ
ち
エ
ピ
ク
ロ
ス

と
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
自
然
哲
学
の
差
異
ー
と
は
、
ま
ず
(
ご
表
象
の
実
定

性
に
支
え
ら
れ
た
原
子
の
不
壊
性
に
お
い
て
、
そ
し
て
(
二
)
垂
直
方
向
か

ら
の
偏
差
を
出
会
い
の
な
か
で
現
実
化
(
時
間
化
)
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

哲
学
史
を
貫
通
す
る
概
念
H

時
間
の
進
行
に
抵
抗
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
へ
l

ゲ
ル
哲
学
史
の
進
行
か
ら
す
れ
ば
、
一
者
の
境
位
へ
の
エ
ピ

ク
ロ
ス
の
こ
の
固
執
は
ひ
と
つ
の
遅
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
論

文
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
よ
う
な
メ
タ
フ
ォ
リ
ツ
ク
な
表

象
に
配
視
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
(
q
・ω
-
N
8・
一
九
O
頁
)
。
そ
こ
に
あ

る
の
は
マ
ル
ク
ス
の
立
場
に
対
応
す
る
N
包
G
E
E
S
℃
広
巾
の
不
在
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
学
位
論
文
で
の
マ
ル
ク
ス
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
境
位



を
へ
l

ゲ
ル
哲
学
史
の
内
在
的
図
式
か
ら
「
顕
微
鏡
的
に
」
拡
大
す
る
こ

と
で
(
q
・ω
-
N
S
-
一
九
五
頁
)
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
時
間
の
側
、
概
念
の
あ

り
方
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

公募論文

(
1
)
の
者
・
司
固
め
聞
の
ア
ま
提
言
町
宮
、
丸
町
、
h
a
芥
戸
当

R
F
S
F
印
E
E長
田
口
6

〈
q
E
問
-
H
u
g
-
ω
・
呂
町
・
(
武
市
健
人
訳
『
大
論
理
学
(
上
の
一
)
」
岩
波
書
店
、
一

九
五
六
年
、
二
O
二
|
二
O
三
頁
)
。
な
お
本
書
は
以
下
$
戸
と
略
記
す
る
。

(
2
)
同
国
ユ
冨
R
H
w
b
ミ
h
再
建

m
S
E
E

き
旬
。
忘
号
令
た
さ
芯
高
円

F
2

b
h
S
3
.
h
:
円
安
S
F
Y
2
5
3
5
E
F
E
t

。
g
E
Q
O
P
H
由
斗Z
­

ω
C印
・

(
3
)
q
・
3
、
円
ω
・
5
5
P

一
一
一
一
一
二
三
頁
。

(
4
)
牽
引
の
語
は
た
だ
一
度
、
星
辰
崇
拝
の
対
象
と
し
て
の
諸
天
体
が
「
反
発
と
牽

引
の
体
系
」
(
ω・8
N
-
一
一
三
四
頁
)
を
な
し
て
い
る
と
い
う
批
判
的
文
脈
で
の
み
登

場
す
る
。

(
5
)
q
面
一
也
「
へl
ゲ
ル
に
お
け
る
時
間
と
自
由
(
一
)
」
『
早
稲
田
政
治
公
法
研

究
』
第
五
七
号
、
一
九
九
八
年
、
二
八
七
三
一
七
頁
。

(
6
)
冨
R
E
F
-

品
。
問
問
。
F
e
s

室
、
防
芦
田
一
s
g
Z
5
5

吋
位
E
2
0

〉
E
4

2
担
問0
・
宮
m
H
Z
ぽ
ヨ
ミ
司
〈
司
]
担
問U
5
8
噂ω
・
お
申
(
細
谷
貞
雄
訳
『
存
在
と
時
間
』

(
下
)
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
四
一
一
頁

)
o
q
・
。
・4弓
'
司
田
町
間
巾
「

阿
君
、
ε
ミ
守
弘
司
、

E
S

も
雲
町p
s
s

、5
2

呂
町
旨
晶
、

H
g
s
c
z
h

ミ
ミ
器

(
H
g
c
)
唱
戸

b
t
h

ミ
ミ
込
』
江
守
ω
且
も
』
f
E
(百
円
片
品2
5

口
ロ
己
]
{
円
宮
口NC
ω由
同N
O
ロ
)
唱

者
。
『
}
自
由
・
ω
ロ
}
回
円
}
内
田
口
回
目
)
〈
ぬ
円
]
白
岡

L
由
叶p
m
N
E
N
E
E
R
-
ω
8・
(
加
藤
尚
武
訳
『
自

然
哲
学
」
(
上
)
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
四
九
頁
)
。
な
お
本
書
は
以
下
町
弓
と

略
記
す
る
。

(
7
)
$
戸
ω
・
H
g

二
O
二
頁
。

(
8
)
町
民
申
凶
印
∞
N
5
巳
N
-
∞
お
・
五
八
頁
。

(
9
)
町
民
間
旧
日
叶N
C白
血
同N
・
ω
ぉ
・
五
六
頁
。

(
叩
)
わ
戸
例
え
ば
キ
ケ
ロ
の
言
。
「
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
言
う
、
原
子
は
、
重
さ
に
よ
っ
て

上
方
か
ら
下
方
に
ず
れ
る
、
と
。
こ
ん
な
こ
と
を
主
張
す
る
の
は
、
言
お
う
と
欲
す

129 

る
こ
と
を
弁
明
で
き
な
い
よ
り
も
も
っ
と
恥
ず
か
し
い
」
(
ω
-
N
a二
O
七
頁
)
、
印

N
叶
日
・
二O
三
頁
、
ω
N
N
叶
二
二
六
頁
。

(
日
)
同
~
〈
申N
S
N
5
町
民N

司
ω

さ
訳
五
七
頁
。

お
わ
り
に

以
上
で
わ
た
し
た
ち
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
l

ル
の
偶
然
性
唯
物
論
、
マ
ル

ク
ス
の
学
位
論
文
双
方
に
お
い
て
ク
リ
ナ
l

メ
ン
が
占
め
る
位
置
を
概
観

し
た
。
唯
物
論
「
科
学
」
と
し
て
歴
史
的
に
存
在
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の

言
説
と
は
対
照
的
に
、
そ
の
「
始
ま
り
」
と
「
終
わ
り
」
を
劃
す
両
者
の

議
論
は
、
へ
l

ゲ
ル
に
よ
っ
て
初
め
て
哲
学
的
な
も
の
と
な
っ
た
哲
学
史

(
Q
ω
N
E
-
-一
八
九
頁
)
と
の
内
部
的
対
峠
に
よ
っ
て
し
る
し
づ
け
ら
れ

ヲ
令
。し

か
し
い
か
に
こ
れ
ら
の
対
峠
が
哲
学
史
に
対
し
内
部
的
で
あ
っ
た
と

は
い
え
|
つ
ま
り
『
学
位
論
文
」
に
お
い
て
は
へ
l

ゲ
ル
の
「
方
法
」
の

「
体
系
」
に
対
す
る
、
偶
然
性
唯
物
論
で
は
唯
物
論
の
観
念
論
の
優
位
に
対

す
る
対
峠
|
、
両
者
が
ク
リ
ナ
l

メ
ン
を
対
象
と
し
た
の
は
、
哲
学
史
に

対
し
内
部
的
な
一
要
素
を
そ
れ
と
し
て
と
り
あ
げ
る
た
め
で
は
な
い
。
反

対
に
、
本
稿
で
検
討
し
た
両
者
の
試
み
は
、
ク
リ
ナ

l

メ
ン
が
哲
学
史
と

い
う
対
象
に
と
っ
て
の
限
界
概
念
と
み
な
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
し
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
ク
リ
ナ
l

メ
ン
は
ひ
と
つ
の
メ
タ
フ
ォ
リ
ッ
ク
な
表
象

で
あ
り
な
が
ら
、
表
象
の
論
理
(
ロ
ゴ
ス
)
そ
の
も
の
か
ら
反
れ
(
第
一
節
)
、

ま
た
概
念
の
時
聞
か
ら
も
反
れ
て
い
く
の
で
あ
る
(
第
二
節
)
。

そ
し
て
こ
の
後
者
、
ク
リ
ナ
l

メ
ン
の
時
間
性
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。



130 

と
い
う
の
も
こ
の
内
容
こ
そ
は
、
哲
学
史
の
内
部
か
ら
聞
い
を
発
す
る
と

い
う
ス
タ
ン
ス
が
、
哲
学
史
の
外
部
と
し
て
の
社
会
的
実
践
に
ど
の
よ
う

に
関
与
で
き
る
の
か
、
と
い
う
続
く
問
い
に
答
え
る
か
ら
で
あ
る
(
ち
な
み

に
、
こ
の
「
外
部
」
の
問
題
を
、
数
年
後
若
き
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
開
始
き
れ
た

国
民
経
済
学
へ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
移
行
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
で
き

な
い
。
例
え
ば
い
わ
ゆ
る
価
値
法
則
に
お
い
て
も
、
価
値
と
価
格
の
偏
筒
と
い
う

問
題
構
成
は
な
く
な
ら
な
(
川
。
そ
し
て
成
熟
期
の
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
も
資
本
主

義
に
お
け
る
剰
余
価
値
収
奪
と
は
す
ぐ
れ
て
強
度
ま
で
含
め
た
労
働
時
間

の
長
き
の
問
題
で
あ
っ
た
)
0

こ
の
第
二
の
聞
い
に
つ
い
て
い
え
ば
、
と
り
わ
け
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
境
位

に
若
き
マ
ル
ク
ス
が
着
目
し
た
事
実
か
ら
本
稿
が
ひ
き
だ
し
た
の
は
|
そ

し
て
こ
の
間
い
こ
そ
ア
ル
チ
ュ
セ
|
ル
と
と
も
に
今
日
な
お
『
学
位
論
文
』

を
読
む
に
値
す
る
も
の
と
し
て
い
る
|
遅
れ
の
時
間
性
で
あ
る
。
遅
れ
の

問
題
は
|
へ
l

ゲ
ル
の
「
体
系
」
に
「
方
法
」
を
対
峠
き
せ
た
結
果
と
し

ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム

て
|
へ
l

ゲ
ル
体
系
に
お
け
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
の
時
代
錯
誤
と
し
て
現

れ
る
。
プ
ラ
ト
ン
・
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
い
っ
た
総
体
的
哲
学
(
ω
-
N
5・一

五
八
頁
)
以
前
に
現
れ
る
デ
モ
ク
リ
ト
ス
自
然
学
と
そ
れ
以
後
に
現
れ
る

エ
ピ
ク
ロ
ス
自
然
学
の
内
容
が
、
も
し
「
体
系
」
が
言
う
よ
う
に
同
じ
な

ら
ば
、
「
方
法
」
が
い
う
と
こ
ろ
の
哲
学
的
「
発
展
段
階
」
と
哲
学
者
の
生

存
年
代
と
の
同
時
代
性
は
破
綻
す
る
。
自
然
哲
学
へ
の
顕
微
鏡
的
接
近
(
ク

リ
ナ
l

メ
ン
の
分
析
)
は
こ
う
し
て
ひ
と
つ
の
時
間
の
歪
み
を
哲
学
史
に
発

生
き
せ
、
『
学
位
論
文
』
は
こ
の
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
遅
れ
に
お
い
て
自
由
主
義

的
メ
タ
フ
ァ
l
(
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
そ
の
他
の
形
象
)
を
介
入
さ
せ
た
の
で
あ

ヲ
@
。

こ
の
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
遅
れ
は
、
若
き
マ
ル
ク
ス
の
特
異
性
を
「
後
方
へ

の
回
帰
」
の
時
間
性
に
見
、
ま
た
ジ
ャ
ン
・
ギ
ト
ン
広
「
私
は
い
つ
も
遅

れ
が
進
み
と
結
合
す
る
状
況
に
魅
惑
き
れ
て
き
ま
し
た
」
と
述
べ
る
ア
ル

チ
ュ
セ
l

ル
の
時
間
性
論
に
ま
っ
た
く
節
合
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

節
合
は
、
本
稿
で
少
し
く
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
雨
粒
の
「
偏
り
」
と
い

う
空
間
表
象
に
よ
っ
て
の
み
語
ら
れ
が
ち
な
偶
然
性
唯
物
論
を
別
の
領
野

に
向
か
っ
て
解
放
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
別
の
領
野
と
は
哲
学

史
を
内
破
さ
せ
る
時
間
性
の
領
野
で
あ
る
と
同
時
に
、
哲
学
史
に
お
い
て

ひ
と
つ
の
遅
れ
と
み
な
さ
れ
た
空
間
に
そ
の
眼
差
し
を
注
ぎ
、
こ
の
遅
れ

と
み
な
さ
れ
た
境
位
か
ら
「
社
会
的
な
発
話
の
位
置
を
獲
得
す
る
」
こ
と

に
お
い
て
、
政
治
的
な
領
野
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

(
1
)
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
ル
|
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ソ
ハ
と
ド
イ
ツ
古
典
哲

学
の
終
結
」
で
行
っ
た
定
式
化
で
あ
る
。

(
2
)
灼
『
・
『
哲
学
の
貧
困
」
ド
イ
ツ
語
第
一
版
序
文
。

(
3
)
戸
。
三
国
〉
ロF
g
g巾
夕
、
。
号
、
ミ
R
H耳
切
司
同
国
国
明
。
ぽ
富
山
名
作
叶

0
・H
g
p
官
同
)
斗
N
l呂
田

(
河
野
健
二
・
田
村
仮
・
西
川
長
夫
訳
「
マ
ル
ク
ス
の
た
め
に
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
一
九
九
四
年
、
一
一
七
一
二

O
頁
)
。

(
4
)
し
『
ぬ
回
目
。
己
山
口
。

p

《
口
口
品R
C
B
S
C
5
h
民
、F
ロ
o
E

∞
ヨ
]
白
口
三
R
S

∞
∞
七
・

∞
日

(
5
)
小
笠
原
博
毅
「
文
化
政
治
に
お
け
る
ア

l

テ
ィ
キ
ュ
レ
l

シ
ョ
ン
「
奪
用
』
し

「
言
葉
を
発
す
る
」
こ
と
」
「
現
代
思
想
」
「
総
特
集
ス
テ
ュ
ア

l

ト
・
ホ
|
ル
」
一
一

六
巻
四
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
二
八
二
頁
ロ
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英文抄録

Aleatory Materialisrn and Marx's Dissertation: 

Problernatic Sphere of Clinarnen 

Kazuya ONAKA 

Clinamen , which refers to the declination of atoms, emerges twice in the 

marginal spheres of “ Marxist science": it appears in the Dissertation of Marx 

(1841) , and in Althusser's writings in 1980s, which advocate aleatoη materialism. 

Firstly, 1 stress the “problematic," uncertain character of these spheres of 

Clinamen in the eyes of the concゆt. In fact , the conceptual unity of the global 

sciences (Hegelian science for the Dissertation, Marxist theory for the aleatory 

materialism) breaks up in the respective contexts. This conjuncture drives both 

authors to change their discursive element. Then, they invoke the meta.ρhorical 

signification of Clinamen so as to displace the pretended univocality of the 

scientific concept. 

Secondly, 1 examine the temporal dimension of Clinamen. In effect, Hegelian 

determination of the dialectical concept as “ Macht der Zeit" is understood as 

partially the case of Clinamen: the latter, like the former, is a principle of 

becoming. However, the “ problematic," metaphorical character of Clinamen 

restricts the work 01 the negative , which is essential to the dialectical concept. 

Epicurean atoms tarry in the lixed ρositivity 01 representation , which is “ over­

taken" by Hegel. 

1 conclude with a political reflection on this remarkable “backwardness" of 

Clinamen. 
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音
楽
の
聴
取
タ
イ
プ
と
社
会
認
識
の
原
理
|
|
ア
ド
ル
ノ

は
じ
め
に
l

「
啓
蒙
の
弁
証
法
」
の
補
説
と
し
て
の

『
新
音
楽
の
哲
学
」

百
・W
・
ア
ド
ル
ノ
(
一
九
O
三
一
六
九
)
の
音
楽
哲
学
の
主
著
と
し
て

知
ら
れ
る
『
新
音
楽
の
哲
学
』
は
、
ア
ド
ル
ノ
自
身
が
序
文
で
述
べ
て
い

る
通
り
、
「
[
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
の
共
著
で
あ
る
]
「
啓
蒙
の
弁
証
法
』
へ

の
詳
細
な
補
記
」
と
し
て
書
か
れ
た
。
啓
蒙
的
理
性
が
野
蛮
と
手
を
結
ぶ

に
至
る
近
代
史
の
内
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
辿
る
こ
と
を
通
じ
、
啓
蒙
が
神
話

に
転
じ
た
、
否
む
し
ろ
最
初
か
ら
神
話
そ
れ
自
体
が
啓
蒙
で
あ
っ
た
と
い

う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
命
題
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
歴
史
哲
学

的
見
通
し
の
上
に
立
ち
つ
つ
も
、
人
間
性
を
解
放
す
る
と
い
う
啓
蒙
的
理

性
に
備
わ
る
可
能
性
、
潜
勢
力
を
探
ろ
う
と
し
た
こ
の
社
会
哲
学
の
著
作

が
、
な
ぜ
音
楽
論
の
「
補
説
」
を
必
要
と
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
必

『
新
音
楽
の
哲
学
』
に
関
す
る
一
考
察

桐

隆

弘

原

ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
音
楽
は
歴
史
の
中
で
の
人
聞
の
表
現
手

段
と
し
て
視
覚
表
現
お
よ
び
言
語
表
現
と
並
ぶ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
人
間
性
を
抑
圧
す
る
歴
史
の
珂
責
な
い
威
力
を
人
間
主
体
と
り
わ
け
個

人
の
側
か
ら
概
念
で
も
っ
て
対
象
化
し
つ
つ
捉
え
、
そ
う
し
て
こ
れ
を
乗

り
越
え
る
と
い
う
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
l

お
よ
び
ア
ド
ル
ノ
の
社
会
哲
学
が

概
念
で
も
っ
て
表
現
し
た
事
柄
を
、
芸
術
が
、
こ
の
場
合
音
楽
が
、
あ
る

い
は
音
楽
の
解
釈
が
「
補
う
」
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
実
際
、
ア
ド
ル
ノ
は
次
の
よ
う
に
「
美
の
理
論
』
に
お
い
て
述
べ

る
こ
と
に
よ
り
、
人
聞
が
沈
黙
し
て
追
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
よ

う
に
見
え
る
歴
史
の
過
程
を
災
い
、
あ
る
い
は
抑
圧
的
原
理
と
呼
ぴ
、
こ

れ
に
芸
術
が
抗
す
る
可
能
性
を
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
。

芸
術
は
災
い
(
仏
国
閉
口
岳
町
】
]
)
、
つ
ま
り
抑
圧
的
原
理

S
8
5
え
込
ロ
ー

唱
昆
巾
P
E
N
-
-
)
)

に
対
し
て
無
益
な
抗
議
を
行
う
代
わ
り
に
、
抑
圧
さ
れ

た
も
の
を
楽
し
み
つ
つ
同
時
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
。
芸
術
が
災
い
に
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同
化
し
て
、
災
い
を
表
現
す
る
こ
と
は
、
災
い
を
無
力
な
も
の
に
変
え

て
先
取
り
す
る

S
E
R
-
u
w三
田
町
宮
町
間
三
日
帥
円
宮
山
間
口
口
問
)
こ
と
に
は
か

な
ら
な
い
。
災
い
を
写
真
の
よ
う
に
写
し
取
る
の
で
も
な
け
れ
ば
偽
り

の
幸
福
を
描
く
の
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
に
先
取
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
真
正
の
現
在
の
芸
術
の
態
度
は
、
陰
惨
で
客
観
的
な
も
の
に
書
き

か
え
ら
れ
る
。
(
円ω
ω
印
)

も
っ
と
も
、
「
抑
圧
的
原
理
に
対
し
て
無
益
な
抗
議
を
行
う
代
わ
り
に
、

抑
圧
さ
れ
た
も
の
を
楽
し
み
つ
つ
同
時
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
」
と
か
「
真

正
の
現
在
の
芸
術
の
態
度
は
、
陰
惨
で
客
観
的
な
も
の
に
書
き
か
え
ら
れ

る
」
と
い
っ
た
表
現
だ
け
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
「
抑
圧
的
原
理
」
の
「
受

け
入
れ
」
と
は
歴
史
的
運
命
に
追
従
す
る
こ
と
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は

そ
の
よ
う
な
運
命
へ
の
追
従
が
お
の
ず
と
「
陰
惨
で
客
観
的
な
」
現
代
の

芸
術
の
態
度
を
規
定
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
解
釈
の
余
地
を
与
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
文
の
ポ
イ
ン
ト
は
む
し
ろ
、
「
災
い
の
先

取
り
」
に
こ
そ
あ
る
。
先
取
り
さ
れ
た
災
い
は
、
現
実
の
効
力
を
も
た
な

い
。
つ
ま
り
こ
の
災
い
の
無
効
化
は
、
言
語
を
は
じ
め
と
す
る
対
象
化
す

る
表
現
手
段
に
備
わ
る
、
先
取
り
の
機
能
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
す
な

わ
ち
、
「
舟
哨
は
、
概
念
の
組
上
に
の
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
沈
黙
し
、
結
果

を
伴
わ
な
い
」
Q
E
)。

こ
こ
で
ア
ド
ル
ノ
が
何
よ
り
も
言
い
た
い
こ
と
は
、
「
抑
圧
的
原
理
」
と

い
う
人
間
に
と
っ
て
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
人
間
が
常
に
対
峠
し
て

い
る
事
柄
に
い
か
に
し
て
抗
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

抵
抗
を
無
力
な
も
の
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
抑
圧
的
原
理
を
「
受

け
入
れ
る
」
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ
れ
を
「
楽
し
む
」
こ
と
さ
え
必
要
で
あ
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る
と
い
う
の
が
、
ア
ド
ル
ノ
の
見
解
で
あ
っ
た
。
抑
圧
的
原
理
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
災
い
が
人
聞
を
圧
倒
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、

予
め
抑
圧
的
原
理
を
「
先
取
り
」
と
い
う
か
た
ち
で
我
が
身
に
引
き
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
抑
圧
的
原
理
を
先
取
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
無
効

化
す
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
が
歴
史
の
運
命
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
引
き

受
け
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
な
い
限
り
、
何
ら
か
の
規
範
に
従

っ
て
歴
史
の
方
向
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

ア
ド
ル
ノ
は
現
実
の
社
会
変
革
に
は
比
較
的
冷
淡
な
態
度
を
と
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
彼
は
殊
音
楽
に
関
し
て
は
一
層
、
そ
れ
が
規
範
を
掲
げ

る
と
い
う
こ
と
な
く
し
て
、
あ
る
い
は
規
範
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
な
く
し
て
、
む
し
ろ
「
災
い
を
写
し
取
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
偽

り
の
幸
福
を
描
く
」
こ
と
を
拒
む
と
い
う
傾
向
を
強
く
も
つ
も
の
と
し
て

捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
ア
ド
ル
ノ
は
、
新
し
い
音
楽
が

陥
っ
た
二
律
背
反
に
対
し
、
規
範
と
い
う
観
点
か
ら
解
決
の
方
向
を
示
す

こ
と
は
し
な
い
で
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
「
幻
想
な
し
で
終
わ
り
ま
で

二
律
背
反
を
見
届
け
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
啓
蒙
的
理
性
の
機
能
は
、
音
楽
に
お
い
て
は
他
の
表
現
手
段

に
も
増
し
て
、
啓
蒙
の
弁
証
法
と
い
う
歴
史
哲
学
的
過
程
を
変
革
す
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
を
冷
徹
に
記
録
す
る
と
い
う
色
調
を
強
め
る
こ
と
と
な
る
。

彼
が
シ
ェ
l

ン
ベ
ル
ク
の
音
楽
を
「
プ
ロ
ト
コ
l

ル
」
的
で
あ
る
と
述
べ

た
の
は
そ
う
し
た
背
景
か
ら
で
あ
る
。

私
は
そ
こ
で
、
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
の
補
説
と
し
て
の
『
新
音
楽
の
哲
学
』

を
、
そ
の
中
に
啓
蒙
的
理
性
の
潜
勢
力
を
探
る
と
い
う
見
地
か
ら
と
い
う
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よ
り
は
む
し
ろ
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
啓
蒙
が
野
蛮
と
手
を
結
ぶ
と
い
う

歴
史
哲
学
的
過
程
を
写
し
取
っ
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
見
地
の
方
に
重
き

を
置
い
て
、
考
察
し
て
い
き
た
い
と
考
、
え
る
。
そ
の
際
、
古
典
派
か
ら
ロ

マ
ン
派
を
経
て
表
現
主
義
な
い
し
新
即
物
主
義
に
至
る
音
楽
表
現
の
様
式

の
展
開
を
、
ア
ド
ル
ノ
が
い
か
に
聴
覚
に
内
在
す
る
論
理
に
別
別
し
て
論
じ

た
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
主
眼
と
な
る
。

「
新
音
楽
の
哲
学
』
は
前
半
部
と
後
半
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
前
半
が
シ

ェ
l

ン
ベ
ル
ク
論
、
後
半
が
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
l

論
で
あ
っ
た
。
各
々

は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
論
文
と
し
て
書
か
れ
、
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
著
作
全
体
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
特
定
の

テ
l

マ
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
『
啓

蒙
の
弁
証
法
』
の
補
説
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
こ
の
著
作
を
読
む
と
き
、
こ
の
著
作
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
の
は
、
抑

圧
的
原
理
を
戦
後
に
お
い
て
も
も
ち
続
け
た
「
文
化
産
業
」
の
詳
細
な
論

考
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
音
楽
に

お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
自
由
と
抑
圧
的
原
理
を
突
き
止
め
、
そ
れ
を
歴

史
の
文
脈
の
中
で
細
部
に
至
る
ま
で
論
じ
抜
く
こ
と
こ
そ
が
「
新
音
楽
の

哲
学
』
の
主
眼
で
あ
っ
た
。
シ
ェ

l

ン
ベ
ル
ク
論
に
お
い
て
は
、
自
由
を

求
め
て
考
案
き
れ
た
表
現
様
式
で
あ
り
、
表
現
主
義
の
芸
術
様
式
の
影
響

下
で
生
ま
れ
た
十
二
音
技
法
が
、
抑
圧
的
原
理
と
手
を
結
ぶ
に
至
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
、
そ
し
て
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
l

論
に
お
い
て
は
、

新
即
物
主
義
に
対
応
し
た
音
楽
の
表
現
技
法
に
お
け
る
抑
圧
的
原
理
(
「
リ

ズ
ム
的
・
空
間
的
タ
イ
プ
」
)
に
対
し
、
自
由
(
「
表
現
的
・
動
的
タ
イ
プ
」
)
を

確
保
す
る
方
途
が
探
究
さ
れ
る
。

(
1
)
同
，F
-巧
-
E
。
5
0

・
P

告
書
道
内
定
待
ぎ
￥

S
F

ミ

H
N
m
H
H
こ
れ
よ
り

以
下
こ
の
版
の
ア
ド
ル
ノ
全
集
か
ら
の
引
用
は

(
H
P
ω田口
)
と
い
う
よ
う
に
巻
数

と
頁
数
の
み
を
文
中
に
組
み
入
れ
て
一
不
す
。
な
お
、
訳
出
に
当
た
っ
て
は
渡
辺
健
訳

『
新
音
楽
の
哲
学
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
七
三
年
を
参
照
き
せ
て
い
た
だ
い
た
。

(
2
)
全
面
核
戦
争
の
恐
怖
が
叫
ば
れ
る
一
九
六
0
年
代
に
お
い
て
ア
ド
ル
ノ
は
、

核
戦
争
の
悲
惨
き
を
何
ら
か
の
か
た
ち
で
作u開
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
恐

怖
を
「
先
取
り
」
し
、
そ
の
実
現
を
陸
む
手
助
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
述
べ

て
い
た
(
叶
淘ω
ω
N
印
)
。

「
中
心
点
に
等
し
く
近
い
」
音
楽
と
近
代
の

ア
ン
チ
ノ
ミ
I

『
新
音
楽
の
哲
学
』
前
半
部
で
あ
る
シ
ェl
ン
ベ
ル
ク
論
に
お
い
て
キ

l

・
タ
l

ム
を
な
す
と
思
わ
れ
る
概
念
に
、
「
中
心
点
に
等
し
く
近
い

(
問E
n
F
E
Z
N
Z

宮
正
巳
宮
口
昨
同
)
」
が
あ
る
。
何
度
か
用
い
ら
れ
る
こ
の

概
念
の
中
で
も
、
次
の
文
が
こ
の
思
想
を
最
も
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。

ど
の
個
々
の
音
も
全
体
の
組
成
に
よ
っ
て
見
通
せ
る
よ
う
に
規
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
音
楽
に
お
い
て
は
、
本
質
的
な
も
の
と
偶
然
的
な
も

の
と
の
区
別
は
な
く
な
る
。
そ
の
音
楽
の
ど
の
瞬
間
に
お
い
て
も
そ
の

音
楽
は
中
心
点
に
等
し
く
近
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
中
心
点
か

ら
の
遠
近
を
秩
序
だ
て
て
い
た
形
式
の
因
襲
は
意
味
を
失
う
。
本
質
的

な
瞬
間
の
聞
の
、
〈
主
題
〉
聞
の
非
本
質
的
な
移
行
は
も
は
や
存
在
し
な

い
し
、
し
た
が
っ
て
そ
も
そ
も
主
題
も
、
厳
密
な
意
味
で
は
〈
発
展
〉

も
存
在
し
な
い
。
(
戸
ω
・
2
)

形
式
の
因
襲
が
意
味
を
失
う
と
は
、
三
和
音
を
は
じ
め
と
す
る
構
成
原



理
に
、
音
楽
作
品
を
統
合
す
る
力
が
失
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
と
、
十
二
音

が
等
し
く
全
体
の
組
成
に
緊
密
に
関
わ
っ
て
い
て
、
た
と
え
ば
「
本
質
的

な
」
和
声
音
と
「
偶
然
的
な
」
非
和
声
音
と
い
う
階
序
が
、
も
は
や
存
在

し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
ど
の
瞬
間
に
お
い
て
も
ど
の
音

も
等
し
く
、
い
わ
ば
直
接
民
主
制
的
に
全
体
を
担
う
こ
と
を
主
張
す
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

「
因
襲
」
と
化
し
た
基
音
を
中
心
と
す
る
音
の
秩
序
付
け
は
、
無
調
音
楽

な
い
し
十
二
音
音
楽
が
登
場
す
る
以
前
、
す
で
に
古
典
派
か
ら
ロ
マ
ン
派

に
か
け
て
も
、
も
は
や
「
形
式
を
構
成
す
る
力
を
失
い
、
型
通
り
の
も
の

に
硬
化
」
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
(
戸
ω
g
)
0
後
期
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ
|
ム
ス
、
そ
し
て
「
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
」
ヴ
ア

l

グ
ナ
l

も
ま
た
、
古
典
派
の
ソ
ナ
タ
形
式
に
お
い
て
大
成
さ
れ
た
和
声

法
を
厳
密
に
守
る
の
で
は
な
く
、
バ
ロ
ッ
ク
的
な
「
多
声
性
を
呼
び
出
し

た
」
の
は
、
形
骸
化
し
た
調
性
の
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
た
め
で
あ
っ
た

Q
E
)
。
そ
う
し
て
後
に
調
性
が
崩
壊
し
、
さ
ら
に
、
無
調
音
楽
が
登
場
す

る
に
至
る
経
緯
を
、
ア
ド
ル
ノ
は
次
の
よ
う
に
歴
史
哲
学
的
に
解
明
し
て

い
く
。

公募論文

ま
ず
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
「
萌
芽
モ
チ
ー
フ
(
同
2
B
5
2
2

と
か
ら
「
小

モ
チ
ー
フ
」
の
助
け
を
得
て
、
「
力
強
い
上
向
(
問

2

邑
広
間
巾ω
E
官
E

ロ
間
宮
)
」

を
つ
く
り
出
し
た
。
そ
こ
で
は
「
対
立
の
原
理
(
U
S
F
Z
N
e仏g
の
お
自

由
民
N
g
)」
つ
ま
り
諸
主
題
問
の
対
照
性
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
お
い
て
は

ど
に
は
は
っ
き
り
と
打
ち
出
さ
れ
な
い
。
「
理
念
(
冨
巾
巾
)
を
喚
起
す
る
萌

芽
モ
チ
l

げ
の
勢
力
圏
の
も
と
に
、
対
立
す
る
小
主
題
が
従
属
し
て
い
る
」

か
ら
で
あ
る
。
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続
い
て
ブ
ラ
l

ム
ス
は
、
ち
ょ
う
ど
彼
が
「
叙
情
的
な
間
奏
曲
と
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
楽
節
を
無
理
や
り
合
体
さ
せ
る
」
手
法
を
用
い
て
い
た
の
と

並
ん
で
、
「
調
性
の
枠
内
で
因
襲
的
な
定
式
と
残
浮
を
一
層
引
き
離
し
、
そ

し
て
い
わ
ば
ど
の
瞬
間
に
も
新
た
に
、
自
由
に
作
品
の
統
一
性
を
つ
く
り

出
し
た
」
。
「
非
主
題
的
な
も
の
は
も
は
や
ま
っ
た
く
存
在
せ
ず
」
、
「
音
楽

に
お
け
る
偶
然
的
要
素
」
を
拒
否
し
、
「
最
も
外
面
的
な
多
様
性
」
で
さ
え

も
、
「
同
一
に
保
持
き
れ
た
素
材
」
か
ら
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ブ
ラl

ム
ス
は
、
「
全
面
的
経
済
の
弁
護
人
(
色
白
〉
ロ
毛
田
ロ
己
q

色

m
m
E
m
巾
ロ

o
r
oロc
g
ぽ
)
」
と
な
る
(
H
N
w
ω
包
)
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
お
け
る
よ
う
に
、
匪
芽
モ
チ
ー
フ
か
ら
全
体
を
重
一

層
的
に
構
築
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
ブ
ラ
l

ム
ス
に
お
け
る
よ
う
に
、
多

様
性
を
同
一
の
素
材
か
ら
「
展
開
す
る
(
巾
己
主
兵
色
白
)
」
こ
と
は
、
音
楽

的
素
材
の
合
理
的
組
織
化
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
作
曲
主
体

の
徹
底
し
た
自
律
を
必
要
と
す
る
。
主
題
聞
の
対
照
性
を
ひ
と
つ
の
理
念

の
も
と
に
従
属
き
せ
る
の
で
あ
れ
、
全
体
の
統
一
性
を
部
分
要
素
か
ら
常

に
新
た
に
「
つ
く
り
出
す
」
の
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
声
法
と
和

声
法
と
の
拾
抗
は
常
に
意
識
き
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
「
歴
史
的
に
ま
っ

た
く
別
々
に
発
展
し
た
」
3
・ω
・
印
印
)
旋
律
法
と
和
声
法
と
を
両
方
用
い
る

に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
要
請
を
殊
に
対
位
法
と
ソ
ナ
タ
形
式
と
に
お
い

て
、
「
自
立
し
た
声
部
の
同
時
性

G
E
E
-
g口
氏
仲
間
同8
g
a
E
e
m
R
ω巴
5
・

B
g
)」
の
全
体
構
造
に
お
い
て
、
い
か
に
同
時
に
満
た
す
か
と
い
う
こ
と

は
、
音
楽
家
に
課
せ
ら
れ
た
難
題
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
カ
デ
ン
ツ
を

機
械
的
に
適
用
し
、
和
声
組
織
を
優
先
さ
せ
れ
ば
、
音
楽
は
型
通
り
の
硬

直
し
た
も
の
と
な
り
、
逆
に
対
位
法
を
強
調
す
る
に
し
て
も
、
「
ホ
モ
フ
ォ
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ニ
l

的
に
考
え
ら
れ
た
諸
主
題
」
を
中
心
に
こ
れ
を
適
用
す
れ
ば
、
対
位

旋
律
は
、
王
題
の
添
え
物
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
「
声
部
の
進
行
を

不
鮮
明
に
し
て
、
押
し
つ
け
が
ま
し
い
歌
謡
的
な
気
取
り
に
よ
っ
て
構
造

を
無
視
す
る
」
か
ら

C
N
-
ω印
昂
)
、
つ
ま
り
「
自
立
し
た
声
部
の
同
時
性
」

が
全
体
構
造
を
規
定
す
る
も
の
と
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
構
造
そ
の
も
の

が
分
か
り
ゃ
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
の
中
で
登
場
し
、
個
々
の
音
が
「
等
し
く
中
心

点
に
近
い
」
と
さ
れ
る
無
調
音
楽
を
、
ア
ド
ル
ノ
は
「
解
放
さ
れ
、
孤
立

し
て
い
る
、
後
期
市
民
段
階
の
現
実
的
な
主
体
」
の
記
録(
p
c
g
E乙
で

あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
無
調
音
楽
は
、
そ
の
基
音
を
頂
点
と
す
る
個
々

の
音
の
厳
密
な
序
列
化
ゆ
え
に
階
級
制
度
を
連
想
さ
せ
る
調
性
音
楽
に
対

抗
し
て
、
い
わ
ば
民
主
的
原
理
を
含
む
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
「
解
放
」

さ
れ
た
個
々
の
音
は
、
既
存
の
組
織
原
理
に
頼
ら
な
い
の
で
、
「
自
由
」
の

ア
ポ
リ
ア
、
す
な
わ
ち
旧
来
の
共
同
体
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
同
時
に
孤
立

す
る
個
人
と
同
様
の
窮
境
に
置
か
れ
る
。
「
解
放
さ
れ
、
孤
立
し
た
」
個
々

の
音
の
こ
の
両
義
性
は
、
主
体
の
解
放
が
同
時
に
主
体
の
孤
立
を
伴
う
と

い
う
、
近
代
社
会
の
特
性
と
し
て
彼
が
常
に
意
識
し
て
い
た
事
柄
の
現
れ

に
他
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
段
階
の
音
楽
表
現
に
お
い

て
「
解
放
」
き
れ
た
素
材
と
し
て
の
不
協
和
音
(
U
2
8
E
E
)
は
、
ア
ド

ル
ノ
に
よ
れ
ば
、
「
ロ
マ
ン
派
的
主
観
化
の
極
致
」
(
戸ω
・2
)
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
音
の
自
律
的
主
観
性
が
極
端
な
ま
で
に
追
い
求
め
ら
れ
た
結
果
、

声
部
に
和
声
が
従
属
す
る
と
い
う
構
造
が
無
効
に
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
ひ
と
つ
の
和
音
が
不
協
和
と
な
れ
ば
な
る
だ
け
、
つ
ま
り
互
い
に
異
質
で

そ
し
て
ま
た
そ
の
異
質
性
に
お
い
て
有
効
で
あ
る
音
を
、
ひ
と
つ
の
和
音

が
よ
り
多
く
含
め
ば
含
む
だ
け
、
そ
れ
だ
け
一
層
、
か
つ
て
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・

シ
ュ
タ
イ
ン
が
述
べ
た
よ
う
に
、
個
々
の
音
は
す
で
に
同
時
に
鳴
ら
き
れ

る
音
に
お
い
て
、
〈
声
部
〉
の
性
格
を
引
き
受
け
るL
Q
E
)
0

非
和
声
音
の
増
大
と
い
う
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
不
協
和
音
は
三
和
音
関

係
を
破
壊
す
る
だ
け
の
単
な
る
ア
ナ
ー
キ
ー
と
と
れ
る
け
れ
ど
も
、
不
協

和
音
は
他
面
、
現
れ
出
る
複
雑
極
ま
り
な
い
音
の
連
闘
を
、
含
ま
れ
て
い

る
部
分
要
素
の
否
認
な
い
し
は
、
〈
同
質
的
な
(
Z
B
a
g
s
)〉
土
日
を
通
じ

買
収
す
る
(
R
E
E
Fロ
)
こ
と
が
な
い
の
で
、
「
共
和
音
よ
り
も
合
理
的
」

(
同E
)
で
あ
る
と
い
う
。
主
要
な
音
と
不
要
な
音
の
差
別
を
撤
廃
し
、
す
べ

て
が
主
要
な
音
で
あ
る
と
、
不
協
和
音
は
主
張
す
る
。

そ
し
て
こ
の
同
時
的
連
関
を
時
間
の
系
列
に
置
き
な
お
す
と
(
「
〈
不
協

和
〉
な
音
程
で
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
創
作
」
)
、
「
任
意
に
繰
り
返
さ
れ
る
」
の
で
な

く
、
「
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
お
け
る
介
入
的
変
化
2
R
皆
号
店
口
問
5

釦
ニg

冨
O
B
B
Z

ロ
)
」
と
な
る
。
後
に
シ
ェ
l

ン
ベ
ル
ク
の
卦
報
に
接
し
て
(
一
九

五
一
年
)
書
か
れ
た
論
文
に
お
い
て
、
「
抽
象
的
な
時
の
刻
み
に
対
す
る
息

づ
か
い
の
優
位
(
F円
2
5

巳
骨
凹
旨

2
5
5
R

母
ロ

ω
n
v円
高
号
叶

与
2
5
r
窓
口
N
色
丹
)
」(
5
・

?
ω
・5
印
)
と
簡
潔
に
表
現
き
れ
た
シ
ェ
l

ン

ベ
ル
ク
の
こ
の
時
間
論
は
、
不
協
和
音
お
よ
び
不
協
和
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
創

作
の
意
義
付
け
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
シ
ェ
l

ン
ベ
ル
ク
の
場
合
、
不

協
和
音
そ
の
も
の
が
、
多
声
法
と
和
声
法
と
の
緊
張
関
係
か
ら
お
の
ず
と

生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
任
意
に
選
ば
れ
た
素
材
と
し
て
そ

れ
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
不
協
和
音
は
、
自
律
的
主
観
性
が

音
楽
の
組
織
化
を
行
う
こ
と
の
必
然
的
な
結
果
で
あ
っ
た
。
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出
発
点
の
素
材
(
主
題
の
基
本
形
態
)
を
同
一
の
ま
ま
に
保
っ
て
、
こ
れ

に
装
飾
を
加
え
る
変
奏
(
〈
白
ユ
阻
止

O
ロ
)
の
技
術
に
、
展
開
(
P
5
広
5
2

口
問
)

の
技
法
、
つ
ま
り
「
ひ
と
た
び
確
立
さ
れ
、
存
在
す
る
も
の
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
た
主
題
に
」
「
主
観
的
な
証
明
と
力
動
が
応
戦
す
る
」
と
い
う
展

開
の
技
法
を
混
入
さ
せ
る
と
、
展
開
部
は
も
は
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
お

け
る
よ
う
に
、
提
示
部
と
再
現
部
を
保
証
す
る
も
の
と
は
な
ら
ず
、
変
奏

の
過
程
そ
の
も
の
、
主
題
に
対
す
る
主
観
的
応
戦
そ
の
も
の
が
権
利
を
獲

得
し
、
「
時
間
的
連
続
体
か
ら
溢
れ
出
て
し
ま
う
」
(
戸
ω
-
S
)
。

そ
れ
が
ブ
ラ
l

ム
ス
の
段
階
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
シ
ェ
l

ン
ベ
ル
ク

に
な
る
と
同
時
的
な
意
味
に
お
い
て
も
継
時
的
な
意
味
に
お
い
て
も
、

個
々
の
音
は
同
時
に
全
体
を
担
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
全
体
構
造
を
支
配

す
る
提
示
|
再
現
部
に
展
開
部
が
従
属
す
る
こ
と
が
な
い
ば
か
り
か
、
変

奏
が
自
立
し
た
過
程
を
辿
る
と
い
う
こ
と
に
も
と
ど
ま
ら
ず
、
多
声
法
の

客
観
性
お
よ
び
継
時
性
と
、
和
声
法
の
主
観
性
お
よ
び
同
時
性
と
が
互
い

に
融
合
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
ン
ェl
ン
ベ
ル
ク
は
]
多
声
法
の
原
理
を
も
は
や
解
放
さ
れ
た
和
声

法
[
不
協
和
音
]
と
は
別
の
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
つ
ど
解
放
さ
れ
た
和
声

と
和
解
す
べ
き
も
の
と
し
て
主
張
し
な
い
。
彼
は
多
声
法
の
原
理
を
、

解
放
さ
れ
た
和
声
そ
の
も
の
の
本
質
と
し
て
解
明
す
る
。
個
々
の
和
音

は
、
古
典
派
・
ロ
マ
ン
派
の
伝
統
に
お
い
て
は
、
表
現
の
主
観
的
担
い

手
と
し
て
多
声
的
な
客
観
性
に
抗
し
て
い
た
が
、
そ
の
個
々
の
和
音
が
、

そ
れ
自
身
の
多
声
法
に
お
い
て
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
(
戸

ω
-
g
)

「
多
声
的
な
フ
ー
ガ
と
単
声
的
な
ソ
ナ
タ
の
対
立
を
止
揚
す
る
意
志
の

頂
点
」
(
H
M
w
ω

・8
)
に
お
い
て
十
二
音
技
法
は
、
「
同
一
性
の
非
・
同
一
性
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(
z
-
n
Z
E
g件叫
仲
間
同
色
2
E
g
z
g

円
)
の
な
か
で
、
ま
っ
た
く
新
た
な
関
係

を
音
楽
に
対
し
て
取
り
結
ぶ
」
(
戸
ω

包
)
。
和
声
法
と
多
声
法
は
も
は
や

対
立
し
、
そ
れ
ゆ
え
和
解
さ
せ
ら
れ
る
原
理
で
は
な
い
。
解
放
さ
れ
た
不

協
和
音
と
不
協
和
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
創
作
を
通
じ
、
個
々
の
音
が
等
し
く
中

心
点
へ
の
、
全
体
構
造
へ
の
権
利
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
和
声

法
は
単
な
る
主
観
的
表
現
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、
な
お
か
つ
多
声
的
フ
ー

か
(
対
位
法
)
は
、
そ
れ
自
身
「
不
協
和
な
」
全
体
構
造
と
そ
の
部
分
要
素

と
し
て
の
主
観
の
状
態
を
記
録
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
常
に
変
化
し
、
常
に
時
間
と
「
新
た
な
関
係
を
取
り
結
」

ぴ
、
互
い
に
不
協
和
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
全
体
構
造
と
部
分
要
素
が
互

い
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
を
与
えA尽
つ
と
い
う
「
音
楽
的
組
織
化
」
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
お
け
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
組
織
化
を
否
認
し
、
い
ま

一
度
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
的
な
「
直
接
的
な
対
照
効
果
の
原
理
(
含
凹
匂
コ
ロ
N
f

仏
巾2
5
E
H
z
g
R
g

穴
O
ロ
昨
日
明
言
5
2

口
問
)
」
を
呼
び
出
す
。
す
な
わ
ち
、

主
題
構
築
の
こ
の
経
験
は
、
音
楽
の
記
録
調
書
的
性
格
(
司g
z
r
。
「

n
y向
島
広
三
に
由
来
す
る
。
音
楽
的
進
行
の
諸
要
素
は
、
心
理
の
動
き

と
同
様
に
、
拘
束
さ
れ
ず
に
、
最
初
は
衝
撃
と
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
か

ら
対
照
的
形
態
と
し
て
併
置
さ
れ
る
。
も
は
や
主
観
的
に
体
験
す
る
時

間
の
連
続
体
に
は
、
音
楽
的
継
起
を
包
括
し
た
り
そ
の
統
一
性
と
し
て

音
楽
的
出
来
事
に
意
味
を
与
え
る
カ
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
て
い
な
い
。

(
H
N
W
ω
・
町
一
山
)

個
々
の
音
に
お
い
て
表
現
き
れ
る
自
律
的
主
観
性
は
、
も
は
や
音
楽
的

継
起
を
包
括
し
つ
つ
、
な
お
か
つ
時
間
を
充
実
き
せ
っ
つ
、
た
、
え
ず
進
歩

し
て
い
く
の
で
は
な
い
。
そ
の
自
律
的
主
観
性
自
体
が
、
音
楽
的
継
起
を
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冷
徹
に
管
理
す
る
こ
と
、
「
抑
留
す
る
こ
と
あ
互
芯E
括
)
」
(
H
E
)によ
り
、

客
観
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
己
と
全
体
と
を
統
合
し
て
い
く
と
い
う
歴
史

的
な
時
間
と
、
そ
れ
を
表
現
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
音
楽
的
力
動
(
色
冊

目
5

己
色
Z
Z
U
3

白
日
野
)
と
を
殺
す
。
後
期
の
シ
ェ
l

ン
ベ
ル
ク
は
し
た

が
っ
て
、
ジ
ャ
ズ
と
、
そ
し
て
ま
た
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
!
と
と
も
に
、

「
歴
史
を
知
ら
な
い
[
無
時
間
的
に
滞
留
す
る
]
」
音
楽
を
企
て
る
。

と
は
い
え
、
不
随
意
に
、
運
命
的
に
流
れ
て
い
く
「
単
な
る
時
間
に
帰

依
す
る
」
(
戸
ω
-
g
)の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
冷
徹
な
プ
ロ
ト
コl
ル
(
記

録
調
書
)
的
手
法
で
も
っ
て
乗
り
越
え
、
そ
う
す
る
こ
と
で
「
変
化
に
お
い

て
な
お
も
同
一
の
も
の
と
し
て
己
を
保
つ
」
た
め
の
苦
闘
の
跡
こ
そ
が
、

シ
ェ
l

ン
ベ
ル
ク
が
音
楽
史
に
残
し
た
最
大
の
遺
産
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
己
を
保
つ
」
自
律
的
主
観
性
は
、
特
定
の
感
情
を
表
現

す
る
も
の
と
し
て
の
和
音
な
い
し
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
使
い

古
き
れ
因
襲
と
化
し
た
形
式
で
あ
れ
、
そ
う
し
た
部
分
要
素
に
習
熟
す
る

「
楽
師
気
質
(
冨E
P
S
Z

ロ
2
5
)
」
と
は
は
っ
き
り
と
対
立
す
る
。
「
す
べ

て
の
素
材
層
を
同
一
の
法
則
に
従
属
さ
せ
る
構
造
的
首
尾
一
貫
性
の
か
わ

り
に
、
切
り
離
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
素
材
領
域
を
如
才
な
く
利
用
す
る
こ
と
」

C
N
ω・
勾
)
は
、
ア
ド
ル
ノ
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
聴
覚
の
退
化
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
彼
に
よ
れ
ば
、
音
楽
に
お
い
て
「
今
日
可
能
な
唯
一
の
客
観
性
」

と
は
、
楽
師
音
楽
(
宮
口
印
己
内
恒
三
宮
自
己
的
己
内
)
の
如
才
な
き
(
の
巾

R
E
n
r
Z
)

が
「
偶
然
的
で
あ
る
」
と
告
発
す
る
主
観
性
の
産
物
に
他
な
ら
な
い
。

「
芸
術
作
品
の
統
合
的
組
織
化
(
口
町
E
Z
悶
g
z
p

岡
田
口g
z
g

己
g

F
Mロ
∞z
q
r

由
)
」
を
担
う
の
は
、
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
よ
う
に
客
観
性

を
偽
る
楽
師
音
楽
の
如
才
な
き
で
も
、
ヴ
ァ
l

グ
ナ
ー
の
よ
う
に
、
素
材

の
解
放
に
よ
っ
て
音
楽
の
論
理
的
拘
束
性
を
放
棄
し
(
と
り
わ
け
ア
ラ
ー
ム

ス
的
主
題
労
作
の
放
棄
)
、
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
と
標
題
に
よ
っ
て
代
替
さ
せ

る
こ
と
(
】N
-
ω・8
)
で
も
な
く
、
ま
さ
し
く
解
放
さ
れ
た
素
材
を
、
「
体
験

時
間
」
と
「
歴
史
的
運
命
」
と
の
拾
抗
関
係
に
お
い
て
、
完
全
に
組
織
化

す
る
こ
と
以
外
で
は
な
か
っ
た
。

(
1
)
戸
ω
・
由N
ア
ド
ル
ノ
引
用
に
よ
る
、
エ
l

ゴ
ン
・
ヴ
ェ
レ
ス
の
『
ア
ル
ノ
ル
ト
・

シ
ェ
l

ン
ベ
ル
ク
」
の
説
明
。

(
2
)
ア
ド
ル
ノ
は
、
彼
の
バ
ッ
ハ
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
も
、
近
代
市
民
社

会
の
自
律
と
苦
境
と
い
う
二
義
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は

拙
稿
、
「
合
理
化
、
社
会
、
解
釈
、
白
然
!
ア
ド
ル
ノ
の
バ
ッ
ハ
論
と
〈
音
楽
の
哲

学
〉
」
立
正
大
学
哲
学
・
心
理
学
会
紀
要
所
収
、
二
O
O
O

年
を
参
照
の
こ
と
。

自
由
の
弁
証
法

ア
ド
ル
ノ
が
序
文
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
が
『
新
音
楽
の

哲
学
』
に
お
い
て
課
題
と
し
た
こ
と
は
、
「
自
分
自
身
の
要
求
に
真
に
忠
実

で
あ
っ
て
、
結
果
(
司
王
ハE
m
)を
顧
み
な
い
芸
術
が
、
他
律
的
な
現
実
の

た
だ
な
か
で
必
然
的
に
巻
き
込
ま
れ
る
二
律
背
反
、
そ
れ
を
克
服
す
る
に

は
、
そ
れ
を
幻
想
な
し
で
終
わ
り
ま
で
見
と
ど
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
の
二
律
背
反
を
認
識
す
る
こ
と
」
(
H
N
ω由
)
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
自
分
自
身
の
要
求
に
真
に
忠
実
で
あ
っ
て
、
結
果
を
顧
み
な
い

芸
術
」
は
、
こ
こ
で
は
シ
ェ
l

ン
ベ
ル
ク
の
芸
術
に
相
当
す
る
が
、
こ
の

「
二
律
背
反
」
は
、
十
二
土
日
技
法(
N君
。
一
時
件
。
ぇ
R
F
包
宵
)
そ
の
も
の
の
帰
結

に
お
い
て
も
一
不
さ
れ
る
。
一
元
来
、
十
二
音
技
法
を
発
生
き
せ
た
最
も
基
本



公募論文

的
な
動
因
と
ア
ド
ル
ノ
が
考
え
て
い
た
の
は
、
「
あ
ま
り
に
も
早
く
同
一
の

音
が
繰
り
返
き
れ
る
こ
と
に
対
す
る
敏
感
き
(
庄
町
開

B

又
E
色
円
罫
岳

官
需
工
5
2
E
Z

ヨ
a
q
Z
宵
吉
岡
町
5
2

、H
S
凹)
γで
あ
っ
た
。

同
様
の
「
敏
感
き
」
は
、
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
音
な
い
し
パ
ス
の
音
が
、
他
の

音
が
全
部
現
れ
る
以
前
に
、
二
度
目
の
登
場
を
な
そ
う
と
す
る
際
の
、
逸

脱
し
よ
う
と
す
る
力

S
E
g
r巾
E
E

関
門
白
骨
冊
目
口
町
田
沼
巳
丘
町
。
己
負

∞
白
E
C
ロ
∞
ムR
N

己
日

N
ぎ

2
g
D
B
丘
同
口
問
丹
江
戸
市
『
巾
国
-
-
巾
同
口
己
巾
百
円
同
担
当
出
店
ロ
)
」

(
H
E
)と
表
現
さ
れ
る
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ア
ド
ル
ノ
の
自
由
概
念
の
核
心
に

触
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
あ
る
特
定
の

状
況
に
お
い
て
、
単
に
繰
り
返
さ
れ
る
だ
け
の
事
柄
、
機
械
的
因
果
性
に

抗
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
る
状
況
か
ら
の
「
逸
脱
」
、
つ
ま

り
自
由
の
消
極
的
規
定
で
あ
る
。

ア
ド
ル
ノ
は
、
彼
の
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
お
よ
び
『
否
定
的
弁
証
法
』

に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
ニ

l

チ
ェ
あ
る
い
は
ハ
イ
デ
ガ
l

に

お
い
て
、
自
由
概
念
そ
の
も
の
の
重
要
性
が
低
下
し
、
ま
た
そ
の
意
義
が

変
質
し
、
そ
れ
が
市
民
的
自
由
概
念
か
ら
遊
離
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

を
お
そ
ら
く
は
意
識
し
つ
つ
、
カ
ン
ト
以
前
の
、
つ
ま
り
ヒ
ュ

l

ム
等
経

験
論
に
お
け
る
市
民
的
自
由
概
念
を
、
も
う
一
度
議
論
に
お
い
て
も
ち
出

し
た
。
ア
ド
ル
ノ
の
議
論
の
要
点
は
、
第
一
に
、
カ
ン
ト
の
自
由
論
は
歴

史
性
を
欠
い
て
い
て
、
い
つ
で
も
状
況
を
無
視
す
る
リ
プ
リ
ズ
ム
に
転
じ

う
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
自
由
は
他
律
的
な
状
況
に
お
い
て
意
識
が

試
み
る
抵
抗
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
決
し
て
、
実
定
的
・
積
極
的
に
規
定
き

れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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自
由
を
め
ぐ
る
こ
の
消
極
的
な
規
定
は
、
『
新
音
楽
の
哲
学
』
に
お
い
て

も
貫
か
れ
て
お
り
、
そ
の
意
図
が
は
っ
き
り
と
一
不
さ
れ
て
い
る
の
が
次
の

文
で
あ
る
。

ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
十
二
音
技
法
が
現
実
化
す
る
の
は
、
音
楽
的
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
が
同
一
の
も
の
の
無
力
な
回
帰
に
抗
す
る
敏
感
さ
(
佳
巾

開
B
E
D
色
岳
耳
目
仲
間
話2
5
2

己
巾
『c
g
g
出
n
E
悶
2
4
司
広
島
巾
円
宮
町
司
母
由

。
-
g
n
y
g
)であ
る
。
十
二
音
技
法
は
、
そ
の
敏
感
さ
を
神
聖
に
し
て
犯

す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
祭
り
上
げ
る
。
あ
ま
り
に
も
早
く
回
帰
す
る
音

は
、
〈
自
由
〉
で
、
全
体
を
前
に
す
れ
ば
偶
然
な
音
と
同
様
、
タ
ブ
|
祝

さ
れ
る
。
(
日σ巳
)

こ
こ
に
、
序
文
で
彼
が
描
い
た
芸
術
に
お
け
る
自
由
の
弁
証
法
、
「
自
分

自
身
の
要
求
に
真
に
忠
実
で
あ
っ
て
、
結
果
を
顧
み
な
い
芸
術
が
、
他
律

的
な
現
実
の
た
だ
な
か
で
必
然
的
に
巻
き
込
ま
れ
る
二
律
背
反
、
そ
れ
を

克
服
す
る
に
は
そ
れ
を
幻
想
な
し
で
終
わ
り
ま
で
見
と
ど
け
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
の
二
律
背
反
」
の
、
実
質
的
な
内
容
が
明
ら
か
に
き
れ
て
い

る
。
そ
の
要
点
は
、
自
由
を
目
指
す
芸
術
が
、
そ
の
欠
か
す
べ
か
ら
ざ
る

徹
底
性
に
よ
っ
て
、
反
対
の
不
自
由
に
抑
留
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
た
だ
「
同
一
の
も
の
の
永
遠
回
帰
」
を
、
彼
は
呪
縛
と
見
る
。
そ
れ

に
抗
し
、
そ
れ
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
こ
そ
が
「
自
由
」
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
世
界
の
必
然
的
な
運
行
か
ら
す
れ
ば
「
偶
然
」
で
あ
る
。

「
偶
然
」
と
し
て
の
自
由
。
無
力
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
「
反

感
(
色
巾
開B
又
広
告
円
高
岳
岡
高
B
5
2

・
・
)
」
と
し
て
の
、
「
主
観
的
感
受

性
ゆ
え
の
防
御
(
〉σ当
市
宵
r
g
同Z
Z
Z岳
吾
、
q
r
B
E
E

仲
間
同
)
」
(
戸
ω
-
S
)

と
し
て
の
、
さ
ら
に
は
「
瞬
間
の
自
発
性
(
色
巾

ω
吉
見
出
口
昼
間
同
己
負
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宮
0
5
8

丹
市
)
」(H
M
w
ω
・
2
)
と
し
て
の
、
自
由
。

こ
の
種
の
偶
然
性
と
し
て
の
「
自
由
」
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
と
し

て
、
彼
は
、
ロ
マ
ン
派
の
音
楽
に
お
け
る
「
そ
こ
は
か
と
な
く

(
E
5
σ
2
0

巴
5
5
Z

乙
吋
巾
百
巾
)
漂
う
も
の
L
と
「
無
限
な
る
も
の
の
残
光
S
E
E
R
己
g

d
R
E
F
r

ロ
)
」
(
戸ω
-
E
)、
言
い
換
え
れ
ば
、
概
念
に
よ
っ
て
つ
か
み

き
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
無
意
図
の
層
(
巾
回
目E
Z
2
5
5
Z
R
p
z
n
Z
)」

を
、
目
立
た
な
い
な
が
ら
も
指
摘
し
て
い
る
。
音
楽
に
お
け
る
こ
の
「
無

意
図
の
層
」
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
が
、
『
新
音
楽
の
哲
学
』
の
後
半

部
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
l

篇
の
隠
れ
た
中
心
テ
l

マ
で
あ
っ
た
。

(
1
)
H
N
W
ω
・8
・
直
後
に
ア
ド
ル
ノ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
直
接
の
繰
り
返
し
で

な
く
、
対
位
法
と
和
声
法
に
よ
る
、
楽
曲
の
構
造
の
上
で
の
「
繰
り
返
し
」
で
あ
る
。

(
2
)
[医
者
に
な
り
た
く
な
い
と
言
う

B

と
、
医
者
に
な
り
た
く
な
い
の
な
ら
、
医

者
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
強
引
極
ま
り
な
い
理
屈

を
立
て
る
A

と
の
対
話
に
お
い
て
、
B

の
反
論
と
し
て
、
]
「
私
の
ど
の
行
為
も
、
一

つ
の
普
遍
的
な
格
率
に
適
し
て
い
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
道
徳
的
命
令
は
、
実
に

疑
わ
し
い
。
そ
れ
は
歴
史
を
飛
び
越
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
」

o

国
2
r
F
a
s
q

ロ
〉
号

g
p
p
G
E
E
-
F号
、
み
足
、
写
室
町w
富
山
何
回
。
司
5
2
5
2
P
E
g
­

白
色
円
。
ω
円
『
ユp
g

∞
白
口
己
印u
司
町
田
円
『
2
5
s
-
∞
-
N叶
戸
ホ
ル
ク
ハ
イ
7
1
・
ア
ド

ル
ノ
、
「
啓
蒙
の
弁
証
法
」
徳
永
拘
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
O
年
、
一
二
八
二
頁
。

「
[
]
自
由
と
は
二
重
の
意
味
で
契
機(Z
0
5
8乙
で
あ
る
。
そ
れ
は
孤
立
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
ず
、
絡
ま
り
あ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
当
面
は
常
に
、
自

発
性
の
瞬
間
(
巴
ロ
〉
口
問
g
E
n
r

〈
。
ロ
印
宮
口gs
g

同
)
で
あ
り
、
現
在
の
諸
条

件
の
も
と
で
は
隠
き
れ
て
い
る
歴
史
的
結
節
点
で
あ
る
に
と
ど
ま
る
」
。
由

w
印
N
Z

「
否
定
弁
証
法
』
木
田
・
徳
永
・
渡
辺
・
三
島
・
須
田
・
宮
武
訳
、
作
品
社
、
一
九

九
六
年
、
二
六
六
頁
。
「
自
由
と
は
び
と
え
に
、
限
定
否
定
に
お
い
て
の
み
、
不
自

由
の
具
体
的
な
形
に
応
じ
て
、
捉
、
え
う
る
。
積
極
的
(
司
自
主
ぐ
)
に
捉
え
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
仮
構
、
す
な
わ
ち
「
あ
た
か
も
・
か
の
よ
う
に
(
〉
F
。
F
)」
に
な
る
」
o
A
Y

ω
'
N
U
-
-
同
一
一
八
一
頁
。

音
楽
に
お
け
る
表
現
的
・
動
的
聴
取
タ
イ
プ
と

リ
ズ
ム
的
・
空
間
的
聴
取
タ
イ
プ

ア
ド
ル
ノ
は
『
新
音
楽
の
哲
学
』
後
半
部
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
l

篇

に
お
い
て
音
楽
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
意
味
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

彼
が
リ
ズ
ム
の
意
味
を
解
明
す
る
際
に
取
り
入
れ
た
概
念
は
、
「
空
間
化

(
〈q
叶
山
口
豆
町
内
宮
口
問
)
」
(
戸

ω
・
ロ
∞
)
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
音
楽
聴
取

の
類
型
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
い
る
。

そ
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
「
音
楽
の
内
的
組
成
に
お
い
て
時
間
意
識
が
変
化

す
る
こ
と
(
〈
句
E

号
店
括
己

g
P
R
Z

ヨ

H
E
E
5
5

侍
「
古
口
市
吋
B

N
E
8
5
5
3
8
s
g
a号
吋
冨
口
出
口
内
)
」
と
「
音
楽
的
時
間
を
意
図
的
に
空
間

へ
と
偽
結
晶
さ
せ
る
こ
と
(
〈
負
吉
田g
-
z
z
ロ

3
2
色
。B
C
G
吉
田
巾
円
四q

g
g
-
r山
口
由
門
店
ロN島
自
己

g
p
g
B
)
」
、
言
い
換
え
れ
ば
「
連
続
性
を
打

破
す
る
衝
撃
、
電
気
的
打
撃
に
よ
る
音
楽
的
時
間
の
抑
留
G
E
E
-
5
聞
こ

と
が
峻
別
さ
れ
(
戸
ω
-ロ
叶
)
、
前
者
か
ら
「
表
現
的
・
動
的
(
巾
4
5
g
z

l

己
吉
田E
R
E
)
」
聴
取
タ
イ
プ
(
出
。
ユ
否
)
が
、
後
者
か
ら
「
リ
ズ
ム
的
・

空
間
的
(
吋
喜
片
V
E
R
Y
-
同
g
g
p
Z
)
」
聴
取
タ
イ
プ
が
派
生
す
る
と
さ
れ
る

(
H
M
w
ω
]
{

∞
C
)。

「
音
楽
的
時
間
を
抑
留
す
る
」
と
さ
れ
る
「
リ
ズ
ム
的
・
空
間
的
」
と
い

う
概
念
は
、
音
楽
の
和
声
的
推
進
力
と
は
区
別
き
れ
る
音
楽
の
リ
ズ
ム
的

推
進
力
を
は
っ
き
り
と
こ
と
ば
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
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ド
ル
ノ
に
よ
れ
ば
、
「
両
タ
イ
プ
[
表
現
的l
動
的
聴
取
タ
イ
プ
と
リ
ズ
ム

的
空
間
的
聴
取
タ
イ
プ
]
は
主
観
と
客
観
を
切
り
分
け
る
社
会
的
疎
外

の
た
め
に
互
い
に
背
を
向
け
合
う
。
音
楽
的
に
は
す
べ
て
の
主
観
的
な
も

の
は
、
偶
然
性
の
脅
威
の
も
と
に
押
し
込
ま
れ
て
い
る
し
、
集
合
的
な
客

観
性
と
し
て
生
じ
る
も
の
は
す
べ
て
外
化
(
閃R
E

ロ
q
E

問
)
の
、
単
な
る

現
存
在
の
抑
圧
的
な
固
さ
の
脅
威
の
も
と
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
る
」

(
円σ色
。

歌
唱
で
な
く
て
太
鼓
の
打
音
に
、
「
時
間
意
識
の
歴
史
的
運
命
」
と
「
体

験
的
時
間
」
と
の
緊
張
を
意
識
す
る
の
で
は
な
く
、
「
空
開
化
さ
れ
た
時
間
」

(
戸
ω
・
弓
叶
)
に
身
を
委
ね
る
「
空
間
的
」
タ
イ
プ
が
、
太
古
に
お
け
る
、

あ
る
い
は
現
代
に
お
け
る
集
団
に
よ
る
自
由
の
抑
留
に
向
か
い
、
他
方
そ

の
偽
り
の
客
観
性
に
抗
し
て
自
由
を
求
め
る
主
観
は
、
偶
然
性
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
と
彼
は
考
え
る
。

こ
の
立
論
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
音
楽
に
お
い
て
リ
ズ
ム
が
表
す
も
の
、

す
な
わ
ち
打
音
で
も
っ
て
均
等
に
分
割
さ
れ
る
「
空
開
化
さ
れ
た
時
間
」

を
、
旋
律
と
形
式
に
よ
る
音
楽
の
「
表
現
的
」
「
動
的
」
「
時
間
的
」
発
展

に
対
比
さ
せ
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
ア
ド
ル
ノ
に
と
っ
て

「
リ
ズ
ム
的
・
空
間
的
」
聴
取
タ
イ
プ
は
、
「
表
現
的
・
動
的
」
聴
取
タ
イ

プ
に
比
べ
て
原
始
的
・
退
行
的
な
聴
覚
と
し
て
、
低
く
評
価
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
リ
ズ
ム
的
・
空
間
的
」
聴
取
タ
イ
プ
の
代
表
者

と
し
て
彼
が
捉
え
て
い
た
の
が
、
リ
ズ
ム
法
の
革
命
を
も
た
ら
し
て
二
十

世
紀
音
楽
に
お
い
て
シ
ェ
!
ン
ベ
ル
ク
と
並
ぶ
代
表
的
人
物
と
な
っ
た
ス

ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
ア
ド
ル
ノ
は
、
ニ
l

チ
ェ
中
期
の
「
人
間
的
、
あ
ま
り
に
人

間
的
』
か
ら
、
音
楽
作
品
と
そ
の
「
意
味
L
に
つ
い
て
の
彼
の
考
察
(
ア
フ

ォ
リ
ズ
ム
番
号
で
は
一
二
五
番
)
に
つ
い
て
、
『
新
音
楽
の
哲
学
』
後
半
部
の

註
二
に
お
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
直
接
的

に
は
、
ヴ
ァ
l

グ
ナ
!
の
感
情
美
学
に
対
抗
す
る
意
図
の
下
で
書
か
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
形
式
美
学
、
と
り
わ
け
ハ
ン
ス
リ
ッ
ク
の
ア
ン

チ
・
ヴ
ァ
l

グ
ナ
l

路
線
と
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ア
ド

ル
ノ
は
直
接
に
は
そ
の
点
に
言
及
せ
ず
、
こ
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
音
楽
的

素
材
と
意
図
と
の
弁
証
法
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。
そ
こ
で
の
ニ

l

チ
ェ

の
見
解
を
要
言
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

音
楽
は
直
接
に
そ
れ
自
体
で
わ
れ
わ
れ
の
内
面
的
感
情
の
表
現
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
拍
の
動
き
、
音
の
強
弱
か
ら
詩
的
情
緒
を

連
想
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
た
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て
、
そ
の
た

め
に
わ
れ
わ
れ
は
音
楽
が
内
面
か
ら
や
っ
て
き
て
、
内
面
に
語
り
か
け
る

の
だ
と
〈
妄
想
す
る
(
者
普
E

ロ
)
〉
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
劇
音
楽
は
リ
l

ト
、
オ
ペ
ラ
、
立
日
画
(
4
8
5丘
町
5
)
を
マ
ス
タ
ー
し
て
初
め
て
可
能
で
あ

り
、
絶
対
音
楽
(
E
m〉
与
g
E
R
V

向5
-
r
〈
)
は
な
ま
の
状
態
に
お
け
る

形
式
自
体
で
あ
っ
て
、
音
の
高
低
と
強
弱
に
よ
っ
て
歓
喜
を
も
た
ら
す

(
司5
E
2
5
n
E
C
も
の
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
、
詩
な
く
し
て
す
で
に
理

解
に
は
た
ら
き
か
け
る
形
式
の
象
徴
(
庄
内
O
V
R
F

巾
包
巾
R
Y
B

注
目

〈
句
血
管
与
口
目
的
印
吋
包
g

舟
∞
可B
σ
。
]
宗
己
負
司2
5
2
)
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

四

音
楽
に
お
け
る
「
無
意
図
の
層
」
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形
式
自
体
と
し
て
の
音
楽
と
詩
の
象
徴
作
用
と
が
結
合
し
て
、
つ
い
に
「
音

楽
的
形
式
が
概
念
と
感
情
の
糸
で
も
っ
て
織
り
尽
く
さ
れ
る
(
岳
巾

5
5
W
由
民R
Z

司
2
5

問
自
N
B
X

切
巾
岡
江
氏
∞
5

与
の
え
S
Z
R

門
田ga
z

円
門
町

田
宮
ロ
ロ
g
E
)
」
に
至
る
。
純
粋
な
形
式
[
の
遊
戯
]
と
し
て
音
楽
を
聴
く

段
階
か
ら
、
感
情
と
概
念
の
象
徴
と
し
て
音
楽
を
聴
く
に
至
る
の
が
、
人

類
の
聴
覚
の
発
展
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
際
、
内
面
生
活

(
E
m
-
5
5
5

Z
Z

ロ
)
の
象
徴
と
し
て
の
音
楽
、
つ
ま
り
、
音
楽
が
何
か
概
念
的
な
事
柄

を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
白
色
巾

E
g
s
r
s

は
、
知
性
が
音
に
投
げ
入

れ
た
(
窓
口
包
括
巳
晶
門
)
も
の
に
他
な
ら
ず
、
ち
ょ
う
ど
建
築
に
お
け
る
線

と
大
き
き
の
諸
関
係
に
意
味
を
「
投
げ
入
れ
」
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
味

な
る
も
の
は
物
理
的
法
則
そ
の
も
の
か
ら
は
到
底
導
き
え
な
い
の
と
同
様

に
、
音
楽
の
意
味
で
あ
る
と
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い
る
も
の
は
、
実
は
妄

想
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
ニ
l

チ
ェ
の
見
解
を
ア
ド
ル
ノ
は
、
「
ニ
l

チ
ェ
は
音
楽
的
素
材

(
己25
5

ロ
S
E
R
Z

冨
白
芯
江
田
】
)
を
も
ろ
も
ろ
の
意
図
(
宮
丹
市
民
5
5
ロ
)
で

覆
う
こ
と
を
、
意
図
と
素
材
と
の
矛
盾
と
も
ど
も
、
早
く
か
ら
認
識
し
て

い
た
」
と
評
す
る
。
そ
し
て
そ
の
う
え
で
、
音
自
体
と
「
投
げ
入
れ
ら
れ

た
も
の
(
呂
ロ
包
括
包
括
芯
ロ
)
」
と
の
ニl

チ
ェ
の
区
別
は
、
「
機
械
的

(
B
R
E
E
R
Y
)」
に
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
新
音
楽
に
関
し
て
は
、

そ
れ
が
「
単
な
る
・
音
・
以
上
の
・
存
在
(
富
岳
マ
包
守
口
旬
、
叶
S
F
Z
)
」

で
あ
ろ
う
と
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
妄
想
(
者
同
町
ロ
)
と
現
実
(
巧
主
内

-
w
F
E

Z
-
門
)
と
に
切
り
分
け
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
い
う
。
音
楽
的
進
歩
即
心

理
化
と
い
う
図
式
も
あ
ま
り
に
「
直
線
的
(
m
R白
色
口
紅
)
」
で
、
素
材
は
素

材
で
あ
る
限
り
す
で
に
精
神
に
よ
る
媒
介
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
音
楽
的

弁
証
法
は
抽
象
的
な
高
い
主
観
的
次
元
へ
と
一
方
的
に
進
ん
で
い
く
の
で

は
な
く
、
精
神
に
よ
り
媒
介
さ
れ
た
素
材
と
主
観
性
と
の
問
を
行
き
来
す

る
(
そ
し
て
へ
l

ゲ
ル
に
お
け
る
よ
う
に
精
神
へ
と
素
材
を
気
化
三
ユ

E
n
y
l

門
釘g

さ
せ
る
の
で
は
な
い
)
と
、
彼
は
主
張
す
る
。

引
き
続
き
ア
ド
ル
ノ
に
よ
れ
ば
、
ニ

l

チ
ェ
の
対
極
点
に
位
置
す
る
と

さ
れ
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
ク
ル
ト
の
音
楽
心
理
学
は
、
こ
の
「
投
げ
入
れ

L

を
も
っ
と
入
念
に
規
定
し
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
音
楽
は
み
な
精
神
化

さ
れ
て
い
て
、
音
楽
心
理
学
は
意
図
の
王
国
に
属
す
る
の
だ
と
い
う
逆
の

極
端
を
結
論
と
し
、
楽
音
(
己2
5
5

回
目S
E
R
宮
、
H，
o
ロ
)
の
素
材
面
は
音
響

心
理
学
に
委
ね
て
し
ま
っ
た
。
ニ
l

チ
ェ
、
ク
ル
ト
と
も
に
見
逃
し
た
と

ア
ド
ル
ノ
が
判
断
し
た
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
精
神
的
|

音
楽
的
素
材
は
、
必
然
的
に
ひ
と
つ
の
意
図
を
欠
い
た
層E
S
E
E

巴
c
a
t

-
0
8
F
E
円
宮
)
、
〈
自
然
〉
に
関
わ
る
も
の
を
含
み
、
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ
れ
た
り
は
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ア
ド
ル
ノ
は
こ
の
「
自
然
に
か
か
わ
る
」
、
「
無
意
図
の
層
」
を
、
「
音

楽
的
弁
証
法
の
決
定
的
な
基
礎
構
成
子
(
2
5
宮
内E
S
号
の

E
E

吉
田
区
白

色
巾
舟
司
自
己
印
符
由
民
的
円
宮
口U
U
Z
E
-
-内
)
」
と
称
す
る
。

そ
こ
で
ア
ド
ル
ノ
自
身
が
二
言
お
う
と
し
た
こ
と
は
、
記
憶
、
そ
れ
は
ち

ょ
う
ど
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ

l

「
兵
士
の
物
語
」
の
兵
士
が
、
分
際
と

替
市
令
を
破
っ
て
故
郷
に
還
ろ
う
と
し
て
、
結
局
命
取
り
と
な
っ
た
一
万
凶
に

他
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
記
憶
が
「
第
一
次
的
な
素
材
」
で
も
抽
象
的

な
構
築
物
で
も
あ
り
え
な
い
の
と
同
様
に
、
音
楽
作
品
の
意
味
は
、
あ
る

い
は
一
般
に
芸
術
経
験
の
意
味
は
、
素
材
の
層
な
い
し
意
図
の
層
に
還
元

し
て
そ
こ
か
ら
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ



る
(
1
)
こ
の
長
い
註
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
投
げ
入
れ
(
巴5
2

己
認
g
)
」
は
、
後
の

本
文
で
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
哲
学
的
現
象
学
派
と
の
類
縁
牲
を
ア
ド
ル
ノ

が
指
摘
し
た
際
に
用
い
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
真
正
性

(
〉
三F
B
E
N
E洋
)
を
意
図
の
消
去
、
剥
き
出
し
の
素
材
と
の
対
峠
に
よ
る
拘
束
性

[
要
す
る
に
楽
想
の
形
式
に
沿
っ
た
論
理
的
展
開
で
な
く
、
脈
絡
を
欠
い
た
単
な
る

素
材
処
理
技
術
の
練
達
を
促
す
動
因
]
に
よ
っ
て
か
ち
取
ろ
う
と
し
た
の
と
同
様

に
、
現
象
学
派
は
心
理
的
な
も
の
、
投
げ
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
た
も
の
(
〈
2
・

5
m
g
s
n
F
出
宮
包
口
問
。
ぽ
聞
広
三
の
除
去
に
よ
っ
て
、
後
に
残
っ
た
も
の
を
そ
れ
自

体
と
し
て
存
在
す
る
純
粋
な
現
象
で
あ
る
と
見
倣
し
、
こ
の
一
次
素
材
を
真
理
と

し
て
実
体
化
す
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
!
と
哲
学
的
現
象
学

派
と
の
類
縁
性
の
指
摘
が
ど
こ
ま
で
妥
当
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で

検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ニ
|
チ
ェ
の
音
楽
論
と
ア
ド
ル
ノ
の
音

楽
論
の
接
点
で
あ
る
と
同
時
に
分
岐
点
で
も
あ
る
論
点
が
、
こ
の
ア
ド
ル
ノ
の
註

に
お
い
て
集
約
的
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

五

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
聴
覚
の
退
化

公募論文

「
投
げ
入
れ
の
理
論
」
に
関
す
る
註
に
加
え
て
も
う
一
つ
、
『
新
音
楽
の

哲
学
』
後
半
部
の
論
旨
展
開
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
註

は
、
註
二
三
番
で
あ
る
。
そ
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

歴
史
的
に
は
こ
の
こ
と
[
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
ニl
チ
ェ
対
ヴ

ァ
l

グ
ナ
!
の
審
理

(
p
c
N色
Z
E
N
R
Z
g

ロ
可
担
当
高
尾
吋
)
を
閉
廷

さ
せ
た
、
と
い
う
こ
と
]
は
、
コ
ク
ト
!
の
「
お
ん
ど
り
と
ア
ル
ル
カ

ン
』
、
ド
イ
ツ
音
楽
の
演
劇
的
要
素
に
対
抗
し
て
書
か
れ
た
こ
の
書
物
に
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よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
。
演
劇
的
要
素
は
表
現
的
要
素
と
一
致
す
る
。

音
楽
的
演
劇
な
る
も
の
は
表
現
を
自
由
に
処
分
で
き
る
こ
と
に
他
な
ら

な
い
。
コ
ク
ト

l

は
ニ
l

チ
ェ
の
論
争
を
食
っ
て
生
き
る
お

2
5
2

N
S
浮
き
ロ
己
句

Z
E
R
E
l
匂
c
z
s
-
r
)
。
彼
か
ら
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー

の
美
学
は
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
註
で
初
め
て
登
場
す
る
「
・
:
を
食
っ
て
生
き
る
(
N
S門E
S
P

・
-
)
」

と
い
う
表
現
は
、
本
文
に
お
い
て
こ
の
箇
所
の
後
で
二
回
、
そ
れ
も
場
所

を
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
違
え
て
用
い
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
そ
れ
[
作
曲
]

が
モ
デ
ル
と
、
そ
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
行
う
こ
と
と
の
差
異
を

食
っ
て
生
き
る
」
(
ω・5
ω
)。
「
彼
[
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キl
]
の
よ
う
に
ス

ロ
ー
ガ
ン

(
3
8
-
2
)を
食
っ
て
生
き
る
芸
術
家
は
、
か
つ
て
救
い
よ
う

の
な
い
ほ
ど
古
め
か
し
い
と
い
っ
て
彼
ら
が
捨
て
去
っ
て
し
ま
っ
た
手
段

を
、
猶
予
期
間
の
あ
と
で
ふ
た
た
び
取
り
出
し
て
使
い
さ
え
す
れ
ば
、
そ

れ
を
前
衛
的
な
成
果
で
あ
る
と
し
て
発
表
で
き
る
と
い
う
戦
術
上
の
利
点

を
い
つ
で
も
も
っ
て
い
る
」

(
ω
-
H
g
)

。

も
ち
ろ
ん
「
:
・
を
食
っ
て
生
き
る
」
と
い
う
表
現
自
体
に
は
、
と
り
た

て
て
キ
l

・
タ
l

ム
と
言
え
る
ほ
ど
の
重
要
性
は
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
の

表
現
が
用
い
ら
れ
た
三
箇
所
は
い
ず
れ
も
言
わ
ば
、
寄
生
的
創
作
、
つ
ま

り
既
存
の
作
品
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
そ
の
モ
デ
ル
に
手
を
加
え
る
こ
と
で

自
分
の
作
品
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
注

目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
単
な
る
編
曲
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
い
っ

た
ん
捨
て
去
ら
れ
た
素
材
に
い
わ
ば
古
典
音
楽
の
箔
を
つ
け
て
売
り
出
す

作
業
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
「
兵
士
の
物
語
」
で
の
ラ
グ
タ
イ
ム
に
お

け
る
よ
う
に
、
「
他
の
音
楽
に
目
を
向
け
、
頑
固
な
機
械
的
な
や
り
か
た
を
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過
度
に
露
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
音
楽
を
〈
歪
め
る
〉
」(
ω広
叶
)
。

こ
の
「
致
損
活
動
(
豆
町
切
巾mn
E
e間
z
s
s
E
o
ロ
)
」(
ω忌
∞
)
は
、
シ
ユ

l

ル
レ
ア
リ
ス
ト
の
よ
う
に
、
昼
の
残
余
か
ら
夢
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
つ

く
る
の
と
、
あ
る
い
は
ラ
ジ
オ
や
蓄
音
機
か
ら
都
会
人
の
弛
緩
し
た
意
識

へ
と
流
れ
て
く
る
音
楽
と
同
様
に
、
加
工
し
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
原
始
的
(
旬
コB
E

〈
)
に
す
る
。
し
か
も
そ
の
場
合
、

既
存
の
素
材
と
し
て
の
通
俗
音
楽
と
絶
対
音
楽
と
の
境
界
は
従
来
の
ま
ま

で
あ
り
、
鍛
損
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
俗
的
な
音
楽
が
絶
対
音
楽
の

場
に
お
い
て
高
級
で
、
知
的
な
作
品
と
し
て
の
外
観
を
得
る
。

コ
ク
ト

l

経
由
で
間
接
的
に
入
っ
て
き
た
「
ニ
l

チ
ェ
の
論
争
(
Z
2
m
o

n
Z
l
H
V
O
F
B
-
r
)

」
を
き
ら
に
「
食
っ
て
生
き
」
た
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
、

「
芸
術
に
倣
っ
て
芸
術
を
作
る
な
(
ロ
巾
宮
芹
g
E
m
-
-
R片
山
買
訟
で
白
ユ
)
」
と

い
う
コ
ク
ト
!
の
禁
令
を
破
り
(
∞
-
H
g
)、
既
存
の
作
品
の
鍛
損
に
よ
っ

て
、
あ
る
い
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
退
化
し
た
知
覚
様
式
で
も
っ
て
、

ヴ
ァ
l

グ
ナ
l

に
表
向
き
反
抗
し
つ
つ
も
、
つ
い
に
は
ヴ
ァ

l

グ
ナ
l

に

勝
利
を
与
え
る
。
そ
れ
は
幼
児
的
・
精
神
分
裂
的
に
ま
と
ま
り
の
な
い
知

覚
現
象
を
初
復
い
な
が
ら
、
強
烈
な
音
の
拘
束
に
突
き
当
た
っ
て
そ
の
拘

束
力
に
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

(
1
)
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
ヴ
ァ

l

グ
ナ
!
と
同
様
に
、
音
の
衝
撃
に
よ
る
拘

束
効
果
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
。
「
パ
ル
ジ
フ
ア
ル
」
の
無
知
で
従
順
な
若
者
も
、
「
春

の
祭
典
」
の
生
賛
も
、
と
も
に
確
か
に
、
集
団
の
拘
束
に
何
の
抵
抗
も
な
く
順
応
し

て
い
る
。
自
律
的
主
体
の
没
落
が
美
化
き
れ
る
。
そ
の
と
き
ア
ド
ル
ノ
の
耳
は
最
も

鋭
く
こ
の
耳
へ
の
暴
力
に
抵
抗
す
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
音
楽
お
よ
び
音
楽
聴
取
と
い
う
主
観
的
な
趣
味
の
領
域
と
見
え

る
事
柄
に
お
い
で
さ
え
、
歴
史
に
お
け
る
自
由
の
弁
証
法
、
技
術
の
発
展

に
伴
う
、
統
合
的
組
織
化
を
行
い
構
造
的
首
尾
一
貫
性
を
把
握
す
る
精
神

の
能
力
の
後
退
、
抑
圧
的
原
理
(
「
リ
ズ
ム
的
・
空
間
的
タ
イ
プ
」
)
と
自
由

(
「
表
現
的
・
動
的
タ
イ
プ
」
)
と
の
対
立
、
と
い
っ
た
社
会
哲
学
の
諸
問
題
が

客
観
的
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
ア
ド
ル
ノ
の
記
述
に
即
し
て
解

明
し
て
き
た
。
「
啓
蒙
の
弁
証
法
』
が
な
ぜ
音
楽
論
の
「
補
説
」
を
必
要
と

し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
で
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
自
由
を
求
め
て
、
つ
ま
り
決
ま

り
き
っ
た
作
曲
技
法
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
個
々
の
音
に
自
立
性
・

自
律
性
を
も
た
せ
る
べ
く
、
変
奏
や
不
協
和
音
が
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し

や
が
て
高
度
に
複
雑
化
し
た
不
協
和
音
は
自
由
を
表
現
す
る
と
い
う
よ
り

は
抑
圧
的
原
理
の
プ
ロ
ト
コ
l

ル
と
な
り
、
さ
ら
に
は
作
曲
行
為
そ
れ
自

身
が
へ
l

ゲ
ル
的
意
味
で
の
自
由
の
歴
史
的
発
展
を
否
認
す
る
こ
と
に
な

る
。
歴
史
を
欠
い
た
作
曲
技
法
と
し
て
の
十
二
音
階
シ
ス
テ
ム
が
こ
れ
に

当
た
る
。
他
方
、
そ
の
よ
う
な
自
由
を
め
ぐ
る
二
律
背
反
を
初
め
か
ら
放

棄
す
る
作
曲
技
法
と
し
て
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
お
け
る
即
物
的
表

現
技
法
と
り
わ
け
彼
が
体
現
し
た
「
リ
ズ
ム
的
・
空
間
的
」
音
楽
が
あ
る
。

こ
れ
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
先
鋭
に
な
っ
た
自
由
と
必
然
と
の
緊

張
と
い
う
状
況
を
予
め
度
外
視
し
た
う
え
で
、
他
律
的
に
与
え
ら
れ
、
借

り
て
こ
ら
れ
た
断
片
的
な
素
材
を
、
同
じ
く
他
律
的
に
習
得
さ
れ
た
処
理
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技
術
で
も
っ
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
い
う
知
覚
の
タ
イ
プ
の
意
味
す
る
も

の
、
つ
ま
り
近
代
の
行
き
着
く
末
に
お
い
て
太
古
の
反
復
す
る
神
話
的
時

間
に
帰
依
す
る
と
い
う
状
況
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
ド
ル
ノ
が
読
み
解
く
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
音
楽
の
様
式
史
は
単
に
音

楽
芸
術
と
い
う
価
値
領
域
の
内
部
に
お
い
て
完
結
し
た
論
理
で
あ
る
に
と

ど
ま
ら
ず
、
歴
史
の
動
向
を
深
く
内
に
宿
し
て
い
る
。
作
り
手
の
側
に
も

受
け
手
の
側
に
も
と
も
に
、
歴
史
は
反
応
の
タ
イ
プ
、
そ
し
て
様
式
と
い

う
か
た
ち
で
そ
れ
ぞ
れ
に
刻
印
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ア
ド
ル
ノ
は
自
由
と

抑
圧
的
原
理
の
桔
抗
を
中
心
に
考
察
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
歴
史
が
反
映

さ
れ
た
個
人
の
立
場
か
ら
の
考
察
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
『
啓
蒙
の

弁
証
法
』
そ
れ
自
体
が
そ
の
よ
う
に
個
人
の
立
場
か
ら
の
歴
史
把
握
を
中

心
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
し
、
ま
た
音
楽
の
創
造
・
聴
取
が
個
人

を
中
心
に
な
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
こ
と
は
当
然
で
も
あ
る
。

他
方
歴
史
の
推
移
そ
の
も
の
か
ら
人
聞
の
社
会
生
活
を
、
そ
し
て
そ
の

社
会
生
活
の
論
理
と
し
て
の
様
式
を
、
さ
ら
に
は
社
会
的
な
生
活
様
式
の

一
部
と
し
て
の
芸
術
様
式
お
よ
び
そ
れ
へ
の
個
々
人
の
反
応
の
タ
イ
プ
を

考
察
す
る
と
い
う
方
法
は
、
ア
ド
ル
ノ
に
お
い
て
は
お
そ
ら
く
は
十
九
世

紀
的
「
精
神
史
」
を
時
代
後
れ
の
も
の
と
見
倣
す
見
解
ゆ
え
に
、
意
図
的

に
避
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
の
考
察
が
自
由
と
抑
圧
の
ア
ン

チ
ノ
ミ

l

の
解
決
を
回
避
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
き
、
精

神
史
的
方
法
と
り
わ
け
「
時
代
精
神

(
N
2
G虫
色
」
を
軸
に
、
順
序
を
追

っ
て
社
会
全
体
の
、
そ
し
て
個
人
の
生
活
様
式
な
い
し
は
趣
味
判
断
の
タ

イ
プ
に
ま
で
い
わ
ば
下
っ
て
い
く
と
い
う
方
法
は
、
特
定
の
情
緒
的
反
応

を
歴
史
の
推
移
全
体
の
中
で
カ
テ
ラ
イ
ズ
し
つ
つ
考
察
す
る
際
に
は
い
ま
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も
っ
て
有
効
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
こ
と
を
意
図
し

つ
つ
、
十
分
に
は
そ
れ
を
な
し
え
な
か
っ
た
が
、
例
、
え
ば
ア
ド
ル
ノ
が
シ

ェ
l

ン
ベ
ル
ク
篇
で
触
れ
た
精
神
の
構
造
的
首
尾
一
貫
性
お
よ
び
素
材
の

構
造
的
組
織
化
の
問
題
は
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
l

篇
で
彼
が
触
れ
た
、

記
憶
に
お
け
る
、
ま
た
音
楽
に
お
け
る
精
神
化
さ
れ
な
い
素
材
の
層
す
な

わ
ち
「
無
意
図
の
層
」
と
は
、
そ
も
そ
も
ど
う
い
っ
た
関
係
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
例
え
ば
こ
の
問
題
を
、
習
慣
や
慣
習
と
い
う
、
歴
史
の
中
で
反

復
さ
れ
、
個
人
に
沈
殿
す
る
生
活
様
式
と
い
う
見
地
か
ら
捉
え
な
お
し
、

そ
う
し
て
自
律
的
な
主
観
の
意
図
と
無
意
図
の
素
材
層
と
の
関
連
を
、
個

人
の
自
由
・
自
律
お
よ
び
抑
圧
的
原
理
(
と
い
う
よ
り
個
人
の
生
活
様
式
に

埋
め
込
ま
れ
た
秩
序
の
感
覚
)
と
を
両
方
含
ん
だ
歴
史
的
な
タ
イ
プ
論
お
よ

び
様
式
論
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
あ
る
し
有
意
義
で
も
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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英文抄録

Listen types of music and the principles of social recognition 

Takahiro KIRIHARA 

One of Th.W.Adorno's works,“The philosophy of the contemporary music," 

intended to explore the process in which the atonal music, which had appeared to 

realize freedom of the composition, became a deductive system of the twelve-ton 

technic (by Sch�berg). It also attempted to protect freedom (expressive-dynamic 

listen type) against the repressing principle in the music (rhythm-space listen type 

in the neo-sachlichkeit). As he suggested, music and styles of listening to music 

reflect objectively the sociophilosophical problems such as regression of the 

“ consistent understanding" through the development of technology. 1 don't think, 

however, that Adorno sufficiently solved the antinomy between structural consisｭ

tency of a spirit and an intentionless stratum of musical materials. For this 

reason 1 consider it necessary to reconstruct his observation from a point of view 

that can graps and categorize totally the change of history, people's social life 

styles, and types of affective responses, induding habits and customs. 
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東
畑
精

の
戦
後

「
思
想
」
ー
ー
な
ぜ
彼
は
農
相
就
任
を
辞
退
し
た
の
か

問
題
の
設
定
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第
一
次
吉
田
内
閣
当
時
、
吉
田
茂
首
相
は
東
畑
氏
に
傾
倒
し
て
、
農

林
大
臣
に
就
任
し
て
欲
し
い
と
幾
度
も
懇
請
し
た
。
そ
の
こ
ろ
東
畑
氏

が
書
か
れ
た
論
文
を
今
読
ん
で
み
れ
ば
、
吉
田
首
相
が
感
心
し
た
の
も

当
然
と
思
わ
れ
る
優
れ
た
見
識
を
示
し
て
い
る
。

昭
和
二
一
年
の
あ
る
日
の
朝
、
東
畑
教
授
が
少
し
遅
れ
て
法
学
部
の

二
五
番
教
室
に
入
っ
て
く
る
と
私
た
ち
学
生
は
拍
手
を
し
て
教
授
を
迎

え
た
。
そ
の
日
の
新
聞
に
、
東
畑
氏
が
大
臣
就
任
を
固
辞
し
た
こ
と
が

報
道
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
学
生
は
、
大
臣
病
患
者
が
多
い
な
か

で
、
権
力
の
地
位
を
求
め
な
い
教
授
を
た
た
え
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
当
時
、
東
畑
氏
や
有
沢
広
巳
氏
な
ど
が
、
農
林
大
臣
や
経
済

安
定
本
部
の
長
官
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
そ
う
し
て
そ
う
い
う
慣
習
が
、

篠

夫

崎

尚

そ
の
後
の
政
治
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
日
本
の
経
済
政
策
は
も

っ
と
良
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
残
念
な
気
が
す
る
。
そ
れ
と
も
、

東
畑
氏
の
先
生
で
あ
る
シ
ュ
ン
ペ
l

タ
l

が
、
偉
い
学
者
で
あ
り
な
が

ら
、
大
蔵
大
臣
と
し
て
は
き
っ
ぱ
り
だ
め
だ
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
政

治
と
学
問
は
別
で
、
大
臣
を
受
け
な
か
っ
た
東
畑
氏
は
賢
明
だ
っ
た
の

だ
ろ
、
っ
か
。

こ
れ
は
、
終
戦
に
よ
り
東
大
法
学
部
へ
復
学
し
、
後
に
代
表
的
官
庁
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
一
人
と
な
っ
た
金
森
久
雄
が
、
い
わ
ゆ
る
「
東
畑
農
相

崎
駅
」
に
つ
い
て
、
「
当
時
」
と
「
現
在
」
の
所
感
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
当
時
」
と
「
現
在
」
と
で
、
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
「
現
在
」
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
、
幾
分
複
雑
で
あ
る
。

筆
者
(
篠
崎
)
に
と
っ
て
、
こ
の
金
森
の
所
感
は
、
興
味
深
く
示
唆
的
な

も
の
で
あ
る
。

「
東
畑
農
相
騒
動
」
に
つ
い
て
は
、東
畑
・
吉
田
を
初
め
、
当
時
の
関
係
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者
の
多
く
出
回
顧
録
等
で
触
れ
て
い
る
し
、
他
に
証
言
・
記
事
の
類
も
多

数
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
政
治
・
法
制
・
外
交
史
畑
の
研
究
者
ら
が
、
吉

田
茂
研
究
の
一
環
と
し
て
、
「
東
畑
農
相
騒
動
」
を
扱
っ
て
も
い
る
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
所
論
で
は
、
政
治
家
吉
田
茂
に
重
心
を
置
い

て
の
「
東
畑
農
相
騒
動
」
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

吉
田
が
東
畑
精
一
を
初
め
と
し
て
大
内
兵
衛
な
ど
の
学
者
を
追
い
掛

け
た
本
当
の
理
由
は
猪
木
正
道
氏
の
推
察
し
て
い
る
と
お
り
、
日
本
国

中
に
赤
旗
を
立
て
さ
せ
占
領
軍
に
食
糧
確
保
の
保
障
を
さ
せ
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
東
畑
精
一
に
断
ら
れ
た
吉
田
は
組
閣
本
部
に
帰
る
と
武
見
太

郎
に
「
学
者
に
こ
う
い
う
難
局
を
背
負
え
と
い
う
の
は
無
理
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
大
臣
に
な
ら
な
く
て
も
い
い
ん
だ
。
逃
げ
て
く
れ

れ
ば
時
間
が
か
せ
げ
る
L
と
も
ら
し
た
と
言
わ
れ
る
。
(
中
略
)
言
っ
て

み
れ
ば
、
東
畑
は
半
ば
占
領
軍
対
策
の
た
め
の
看
板
で
、
農
林
省
内
の

実
務
は
和
田
(
博
雄
|
篠
崎
)
が
取
り
仕
切
る
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
っ

た
ろ
、
7
。

一
方
、
冒
頭
に
み
た
金
森
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
言
い
換
え
れ
ば
、
学

者
東
畑
に
重
心
を
置
い
て
の
「
東
畑
農
相
騒
動
」
評
価
と
い
う
も
の
は
、

こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

な
ぜ
吉
田
が
東
畑
入
閣
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
、
で
は
な
く
、
な
ぜ
東
畑
は

吉
田
の
入
閣
要
請
に
応
じ
な
か
っ
た
の
か
、
す
な
わ
ち
東
畑
を
辞
退
決
断

に
至
ら
せ
た
「
根
拠
」
、
な
い
し
は
辞
退
決
断
の
持
つ
「
意
味
」
、
と
い
っ

た
こ
と
を
問
題
と
し
た
い
。
そ
れ
は
、
東
畑
の
戦
後
「
思
想
」
に
通
じ
る

も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

(
1
)
金
森
久
雄
『
わ
た
し
の
戦
後
経
済
史
』
東
洋
経
済
新
報
社
、

六
i

七
頁
。

(
2
)
「
東
畑
農
相
騒
動
し
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
述
べ
る
。

(
3
)
金
森
久
雄
の
父
徳
次
郎
は
、
第
一
次
吉
田
内
閣
の
二
つ
の
懸
案
(
食
糧
問
題
と

憲
法
問
題
)
の
一
方
を
任
き
れ
た
、
新
憲
法
制
定
担
当
国
務
大
臣
で
あ
っ
た
。

(
4
)
吉
田
茂
『
回
想
十
年
」
第
一
巻
・
第
四
巻
新
潮
社
、
一
九
五
七
・
五
八
年
。

束
畑
精
一
「
第
一
次
吉
田
内
閣
の
頃
の
食
糧
問
題
」
(
吉
田
『
回
想
十
年
」
第
二
巻

「
余
話
と
し
て
」
に
所
収
)
。
同
『
私
の
履
歴
書
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
。

武
見
太
郎
『
武
見
太
郎
回
想
録
」
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
。
和
田
博
雄
「
和

田
博
雄
遺
稿
集
」
和
田
博
雄
遺
稿
集
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
。
大
竹
啓
介
「
幻
の
花

和
田
博
雄
の
生
涯
』
上
巻
楽
、
議
書
房
、
一
九
八
一
年
。
大
内
兵
衛
『
経
済
学

五
十
年
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
九
年
。
有
沢
広
巳
「
学
問
と
思
想
と
人
間
と
」
、

「
有
浮
虞
巳
の
昭
和
史
』
編
纂
委
員
会
・
一
九
八
九
年
。
石
橋
湛
山
『
湛
山
座
談
』

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
。
河
野
一
郎
「
河
野
一
郎
自
伝
』
徳
間
書
店
、
一
九
六
五

年
。
安
藤
良
雄
編
著
『
昭
和
経
済
史
へ
の
証
言
」
下
巻
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
六

年
。
麻
生
和
子
『
父
吉
田
茂
』
光
文
社
、
一
九
九
三
年
。
そ
の
他
、
当
時
の
新
聞
・

雑
誌
等
。

(
5
)
高
坂
正
尭
『
宰
相
吉
田
茂
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
八
年
。
猪
木
正
道
『
評
伝

吉
田
茂
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
。
ジ
ョ
ン-
w
・
ダ
ワ
l

「
吉
田
茂
と
そ
の

時
代
』
下
巻

T
B
S

・
プ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
八
一
年
。
大
獄
秀
夫
『
ア
デ
ナ
ウ
ア

!
と
吉
田
茂
」
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六
年
。
野
村
乙
二
郎
「
吉
田
茂
と
戦
後
の
食

糧
問
題
」
、
財
団
法
人
吉
田
茂
記
念
事
業
財
団
『
人
間
吉
田
茂
』
中
央
公
論
社
、
一

九
九
一
年
。
大
塚
高
正
『
外
交
と
日
本
国
憲
法
吉
田
茂
の
研
究
」
文
民
堂
、
一

九
九
二
年
。
北
岡
伸
一
「
吉
田
茂
|
戦
後
日
本
の
形
成
者1
」
、
「T
H
I
s
-
s

読
売
』
一
九
九
二
年
六
月
号
。

(
6
)
前
掲
野
村
「
吉
田
茂
と
戦
後
の
食
糧
問
題
」
三
八
四
1

六
頁
。 一

九
九
五
年
、
二



「
東
畑
農
相
騒
動
」
の
経
緯

公募論文

先
ず
、
「
東
畑
農
相
騒
動
」
は
、
大
略
以
下
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ
た
と

さ
れ
る
(
基
本
的
に
、
前
掲
東
畑
「
第
一
次
吉
田
内
閣
の
頃
の
食
糧
問
題
」
に
拠

る
)
。一

九
四
六
年
五
月
十
五
日
の
午
後
、
東
畑
の
研
究
室
に
石
黒
忠
篤
(
終
戦

時
農
相
)
と
武
見
太
郎
(
医
師
、
吉
田
の
義
理
の
甥
)
が
突
然
や
っ
て
来
た
。

二
人
の
用
件
は
、
明
日
、
吉
回
が
組
閣
の
「
大
命
」
を
拝
す
る
ゆ
え
、
東

畑
に
農
相
を
引
き
受
け
て
欲
し
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
余
り
に

急
な
要
請
に
対
し
、
東
畑
は
、
「
一
夜
熟
考
し
て
、
明
日
返
事
い
た
し
ま
し

ょ
う
」
と
答
、
え
る
の
が
精
一
杯
で
、
彼
ら
と
は
間
も
な
く
別
れ
た
。
し
か

し
、
再
度
吉
田
か
ら
東
畑
に
連
絡
が
入
り
、
そ
の
日
の
う
ち
に
武
見
の
診

療
所
で
吉
田
と
面
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
東
畑
は
次
の
ご
と

く
吉
田
に
迫
ら
れ
た
。

明
日
か
ら
組
閣
が
始
ま
る
が
、
新
内
閣
の
問
題
は
二
つ
、
一
つ
は
新

F

し
い
憲
法
の
制
定
、
他
は
食
糧
問
題
の
解
決
、
と
に
か
く
こ
の
緊
急
両

問
題
を
や
り
遂
げ
る
の
が
吉
田
内
閣
の
使
命
だ
、
来
る
べ
き
半
歳
の
間

の
仕
事
、
殊
に
食
糧
は
来
る
べ
き
秋
の
収
穫
ま
で
食
い
つ
な
ぐ
だ
け
で

一
段
落
で
あ
る
、
そ
れ
ま
で
を
犠
牲
と
な
っ
て
農
林
大
臣
た
る
べ
し

(
問
、
二
二O
頁
)

翌
十
六
日
、
東
畑
は
石
黒
や
和
田
博
雄
(
こ
の
時
、
農
政
局
長
)
の
と
こ

ろ
に
出
向
き
話
し
合
っ
た
。
和
田
か
ら
は
、
東
畑
大
臣
和
国
次
官
で
い

く
、
と
い
っ
た
具
体
的
な
話
も
出
た
が
、
結
局
十
六
日
中
に
、
東
畑
は
当
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時
の
外
相
官
邸
に
吉
田
を
訪
ね
、
農
相
就
任
を
正
式
に
断
わ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
十
七
日
の
朝
に
な
っ
て
、
東
畑
が
新
聞
に
日
を
通
す
と
、
吉
田
新
内

閣
閣
僚
候
補
の
顔
ぶ
れ
に
自
分
も
入
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
驚
く
。
さ

ら
に
、
そ
の
直
後
、
東
畑
の
自
宅
玄
関
に
吉
田
が
現
れ
、
そ
の
日
か
ら
「
も

う
一
度
考
え
直
す
よ
う
に
」
と
繰
り
返
さ
れ
る
に
至
り
、
東
畑
も
実
際
困

惑
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
東
畑
の
家
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
、
客
が

絶
え
ず
、
新
聞
記
者
や
野
次
馬
の
類
も
多
数
詰
め
か
け
る
よ
う
に
な
り
、

ま
さ
に
「
騒
動
L
初
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

騒
動
「
最
後
の
日
」
は
、
東
畑
が
、
数
日
の
疲
れ
を
癒
す
べ
く
、
実
弟

の
東
畑
図
版
宅
へ
避
難
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
訪
れ
た
。
東
畑
が
四
郎

宅
に
到
着
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
先
回
り
し
た
吉
田
が
待
ち
構
え
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
逃
れ
る
は
ず
が
、
「
実
に
五
時
間
ほ
ど
も
」
膝
詰
め
談
判

す
る
羽
目
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

僕
は
一
個
人
と
し
て
誠
に
恐
縮
に
感
じ
た
し
、
ま
た
吉
田
老
人
の
こ

の
熱
誠
に
打
た
れ
な
い
わ
け
で
は
、
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。
マ
ツ
カ

l

サ
l

一
万
帥
は
一
人
の
日
本
人
も
餓
死
さ
せ
な
い
と
言
っ
て
い
る
で
は
な

い
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
話
が
進
ん
で
い
た
。
米
に
対
す
る
自
信
の

な
か
っ
た
僕
も
、
し
か
し
こ
の
問
、
少
し
フ
ラ
フ
ラ
し
て
入
閣
し
て
仕

事
に
当
っ
て
み
ょ
う
か
と
も
考
え
た
。
し
か
し
熟
考
に
熟
考
を
重
ね
た

末
、
僕
は
と
う
と
う
頭
を
下
げ
、
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
(
問
、
二
二
二
頁
)

こ
の
問
、
東
畑
の
農
相
就
任
と
絡
ん
で
、
大
内
兵
衛
と
有
沢
広
巳
の
入

閣
も
と
り
ざ
た
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
新
内
閣
の
蔵
相
に
決
定
さ
れ
て
い
た
石
橋
湛
山
と
大
内
ら
と
の
確
執

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
東
畑
の
辞
退
も
こ
れ
と
関
係
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す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

東
畑
が
、
農
相
就
任
に
つ
い
て
、
大
内
や
有
沢
と
相
談
し
た
と
い
う
事

実
は
な
さ
そ
う
で
あ
説
。
ま
た
、
誰
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
で
、
農
相
就
任

辞
退
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
東
畑
自
身
の
判
断
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
た
と
え
東
畑
に
拠
ら
ず
と
も
、
終
戦
当
時
、
大
臣
就
任
を
請
わ
れ

る
程
の
人
物
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
諾
と
す
る
も
否
と
す
る
も
、
そ
の
人

自
身
の
大
局
的
な
判
断
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
想
定
す
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
、7
0

そ
こ
で
、
上
に
み
る
、
「
来
る
べ
き
半
歳
の
聞
の
仕
事
、
殊
に
食
糧
は
来

る
べ
き
秋
の
収
穫
ま
で
食
い
つ
な
ぐ
だ
け
で
一
段
落
で
あ
る
、
そ
れ
ま
で

を
犠
牲
と
な
っ
て
農
林
大
臣
た
る
べ
し
」
と
い
っ
た
、
吉
田
に
よ
る
東
畑

へ
の
農
相
就
任
要
請
の
仕
方
に
筆
者
は
注
目
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、

吉
田
は
、
緊
急
(
目
前
)
の
食
糧
問
題
に
対
応
す
る
た
め
だ
け
の
、
す
な
わ

ち
短
期
食
糧
政
策
を
実
施
す
る
だ
け
の
農
相
を
東
畑
に
期
待
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
前
節
で
引
用
し
た
野
村
乙
二
郎
の
「
吉
田
と
戦

後
の
食
糧
問
題
」
な
ど
と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
吉
田
に
よ
る
東
畑

へ
の
短
期
食
糧
政
策
実
施
の
た
め
の
農
相
就
任
要
請
、
こ
の
「
短
期
」
の

た
め
と
い
う
点
が
、
実
は
東
畑
の
辞
退
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
筆
者
は

考
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
吉
田
か
ら
「
マ
ツ
カ
ツ
サ
l

元
帥
は
一
人
の
日
本

人
も
餓
死
さ
せ
な
い
と
言
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
短
期
任
務
解
決
の

目
処
を
一
不
さ
れ
て
も
、
東
畑
は
「
熟
考
に
熟
考
を
重
ね
た
末
、
僕
は
と
う

と
う
頭
を
下
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
「
短
期
」
と
い

う
点
を
意
識
し
な
が
ら
、
次
節
へ
進
む
こ
と
に
す
る
。

(
1
)
東
畑
に
よ
る
と
、
「
昭
和
二
年
五
月
の
あ
る
日
の
午
後
」
と
な
っ
て
い
る
。
鳩

山
一
郎
の
公
職
追
放
に
よ
り
、
急
逮
吉
田
に
組
閣
の
大
命
が
下
る
こ
と
に
な
る
の

は
五
月
十
六
日
で
あ
る
か
ら
、
「
あ
る
日
」
と
は
、
そ
の
前
日
の
十
五
日
で
あ
る
。

(
2
)
「
最
期
の
日
」
と
は
、
第
一
次
吉
田
内
閣
の
成
立
が
五
月
二
十
二
日
で
あ
る
か

ら
、
当
然
そ
れ
以
前
の
話
で
あ
る
。
「
東
畑
教
授
、
遂
に
拒
絶
」
の
大
見
出
し
が
朝

日
新
聞
一
面
を
飾
っ
た
の
は
、
五
月
二
十
日
で
あ
っ
た
(
十
九
日
の
出
来
事
)
。
「
農

相
に
那
須
(
惜
篠
崎
)
氏
内
定
」
、
「
那
須
氏
失
格
で
和
田
氏
」
の
大
見
出
し
が
載

っ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
一
日
、
二
十
二
日
(
二
十
、
二
十
一
日
の
出
来
事
)
で

あ
っ
た
。
ゅ
、
え
に
、
東
畑
が
結
果
的
に
述
べ
て
い
る
「
最
後
の
日
」
と
は
、
十
九
日

の
こ
と
で
あ
ろ
、
フ
。

(
3
)
東
畑
四
郎
は
、
当
時
農
政
課
長
と
し
て
、
和
田
の
直
の
部
下
で
あ
っ
た
。

(
4
)
「
い
よ
い
よ
難
航
を
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
た
農
相
へ
の
東
畑
精
一
氏
の
引
出
し
運

動
は
、
同
日
(
十
七
日
篠
崎
)
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
大
内
兵
衛
氏
や
有
沢
広
巳

教
授
な
ど
を
引
張
り
出
き
う
と
す
る
企
図
に
ま
で
発
展
し
、
非
常
な
重
要
性
と
興

味
を
示
し
て
き
た
、
組
閣
進
捗
の
見
透
し
は
全
く
こ
の
と
こ
ろ
の
正
否
に
か
冶
っ

て
ゐ
る
や
う
だ
」
(
朝
日
新
聞
、
一
九
四
六
年
五
月
十
九
日
)
。
「
蔵
相
に
決
定
し
て

ゐ
る
石
橋
湛
山
氏
は
、
十
九
日
朝
外
相
官
邸
に
吉
田
外
相
を
訪
ね
て
、
大
内
教
授
等

の
入
閣
反
対
を
表
明
し
た
(
中
略
)
東
畑
氏
が
入
閣
を
求
め
ら
れ
た
と
き
、
大
内
氏

が
経
済
安
定
総
務
長
官
に
就
任
す
る
こ
と
を
、
ま
た
一
説
に
は
大
蔵
大
臣
と
し
て

の
入
閣
を
受
諾
の
条
件
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
そ
れ
は
腕
曲
な
拒
絶
の
意
思
表

示
で
あ
っ
た
が
:
・
云
々
」
(
同
、
一
九
四
六
年
五
月
二
十
一
日
)
。

(
5
)
新
聞
同
様
、
本
稿
の
前
節
で
列
挙
し
た
回
想
等
に
は
、
そ
れ
を
匂
わ
す
も
の
も

あ
る
。
し
か
し
、
当
事
者
で
も
あ
る
大
内
と
有
沢
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
大
内
・
有
沢

の
二
者
間
に
相
談
の
類
は
あ
っ
て
も
、
東
畑
と
は
全
く
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
日
本
農
政
の
岐
路
」

東
畑
は
、
吉
田
か
ら
農
相
就
任
を
要
請
さ
れ
る
四
ヶ
月
前
、
「
日
本
農
政
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の
岐
(
噛
」
と
い
う
論
文
を
『
世
界
』
創
刊
号
二
九
四
六
年
一
月
)
に
寄
せ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
畑
が
戦
後
初
め
て
発
表
し
た
論
文
で
あ
る
。
終
戦

直
後
の
束
畑
を
考
え
る
上
で
(
当
然
、
東
畑
の
農
相
就
任
辞
退
に
関
連
し
て
)
、

格
好
の
素
材
と
い
え
る
。
同
論
文
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

終
戦
の
大
宣
言
に
よ
っ
て
日
本
の
経
済
は
、
そ
れ
迄
哨
ぎ
な
が
ら
も

一
路
に
進
ん
で
来
た
方
向
を
突
如
と
し
て
見
喪
っ
て
し
ま
っ
た
。
(
中

略
)
抑
々
日
本
経
済
は
何
処
に
向
ひ
っ
、
あ
る
か
。
如
何
な
る
問
題
を
自

ら
の
胎
中
に
宿
し
な
が
ら
嚢
め
い
て
ゐ
る
か
。
こ
れ
を
も
っ
と
狭
く
限

定
し
て
農
業
経
済
の
場
合
に
於
て
は
如
何
な
る
具
体
性
を
示
し
て
ゐ
る

か
。
す
べ
て
こ
れ
が
究
明
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
経
済
政
策
、
狭
く
云
っ
て
農

政
の
も
っ
て
ゐ
る
根
本
課
題
で
あ
る
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ

に
就
い
て
こ
こ
で
論
じ
た
い
。
(
「
世
界
』
創
刊
号
、
七
九
・
八

O
頁
)

こ
う
述
べ
て
、
農
政
(
経
済
政
策
の
う
ち
の
農
業
政
策
)
の
「
根
本
課
題
」

に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
東
畑
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
「
一
先
づ
目
下
緊
急
の

『
食
糧
問
題
」
を
切
り
離
し
て
考
へ
て
行
き
た
い
」
と
わ
ざ
わ
ざ
断
わ
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
「
食
糧
問
題
」
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

東
畑
の
関
心
事
(
「
農
政
の
も
っ
て
ゐ
る
根
本
課
題
」
)
と
単
な
る
「
食
糧
問
題
」

と
が
「
問
題
と
し
て
の
視
角
」
を
異
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の

「
食
糧
問
題
」
は
、
「
既
に
生
産
せ
ら
れ
た
農
産
物
」
・
「
来
る
べ
き
収
穫
乃

至
食
糧
補
給
」
の
問
題
と
し
て
の
み
扱
わ
れ
、
「
斯
、
る
生
産
物
が
生
産
せ

ら
れ
て
来
る
基
礎
」
つ
ま
り
「
日
本
農
業
を
貫
い
て
ゐ
る
国
民
経
済
的
機

構
、
構
造
」
に
触
れ
て
の
考
察
と
い
う
点
が
欠
け
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た

農
政
の
実
情
(
ひ
い
て
は
一
般
的
風
潮
)
を
東
畑
は
強
く
意
識
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
、
ぇ
、
「
食
糧
問
題
は
輸
入
の
可
能
に
よ
っ
て
直
ち
に
解
決
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せ
ら
れ
る
」
と
い
う
向
き
を
も
含
め
た
「
食
糧
問
題
」
解
釈
に
対
し
、
「
長

期
に
瓦
っ
て
」
の
「
食
糧
問
題
」
考
察
(
「
日
本
農
業
を
貫
い
て
ゐ
る
国
民
経

済
的
機
構
、
構
造
」
に
触
れ
て
の
考
察
)
の
必
要
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
(
同
、
八
O
頁
)

い
ず
れ
に
し
て
も
、
東
畑
の
終
戦
直
後
に
お
け
る
関
心
は
、
「
目
下
緊
急

の
『
食
糧
問
題
」
」
(
短
期
的
食
糧
問
題
|
単
な
る
食
糧
確
保
の
問
題
)
に
で
は

な
く
、
「
農
政
の
も
っ
て
ゐ
る
根
本
課
題
」
す
な
わ
ち
「
日
本
農
業
を
貫
い

て
ゐ
る
国
民
経
済
的
機
構
、
構
造
」
(
長
期
的
食
糧
問
題
|
食
糧
生
産
上
の
問

題
に
通
じ
る
)
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

長
期
的
|
生
産
上
の
「
食
糧
問
題
」
に
関
し
、
こ
の
論
文
の
中
で
、
東

畑
が
「
経
済
事
物
自
体
の
中
に
醸
成
き
れ
つ
、
あ
る
客
観
的
事
態
」
(
冒
頭

の
引
用
で
い
え
ば
、
「
日
本
経
済
は
何
処
に
向
ひ
っ
、
あ
る
か
。
如
何
な
る
問
題
を

自
ら
の
胎
中
に
宿
し
な
が
ら
議
め
い
て
ゐ
る
か
。
こ
れ
を
も
っ
と
狭
く
限
定
し
て

農
業
経
済
の
場
合
に
於
て
は
如
何
な
る
具
体
性
を
示
し
て
ゐ
る
か
」
と
い
う
こ
と

に
対
応
す
る
)
と
し
て
、
特
に
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
に
粛
し
つ7
あ

る
特
殊
な
事
態
」
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
点
が
非
常
に
興
味
深
い
。
東

畑
の
い
う
「
イ
ン
フ
レ
l

シ
・
ョ
ン
の
現
に
粛
し
っ
、
あ
る
特
殊
な
事
態
」

と
は
、
「
農
民
は
嘗
て
も
っ
て
ゐ
た
借
金
は
返
済
し
つ
く
し
た
。
彼
は
そ
の

懐
中
を
膨
ら
ま
し
た
。
日
本
間
関
以
来
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
イ
ン
フ

レ
が
も
た
ら
す
耕
作
農
民
に
と
っ
て
の
恩
恵
的
状
況
の
こ
と
を
先
ず
指
す

(
こ
こ
で
い
う
特
殊
な
事
態
、
恩
恵
的
状
況
と
は
短
期
的
な
そ
れ
に
通
じ
る
)
。
も

と
も
と
売
り
手
と
し
て
の
耕
作
農
民
に
と
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
は
好
ま
し
い

も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
当
時
の
食
糧
危
機
で
あ
り
、
「
こ
冶
で
農
産
物
価
格

乃
至
農
産
物
の
他
物
資
把
持
カ
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
価
格
を
一
層
強
化
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し
」
、
「
食
糧
を
握
っ
て
ゐ
る
」
耕
作
農
民
へ
、
ま
さ
に
恩
恵
的
状
況
(
特
殊

な
、
短
期
的
な
状
況
)
を
呈
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
耕
作
農
民
は
、

こ
う
い
っ
た
恩
恵
的
状
況
下
に
あ
っ
て
、
「
自
己
の
生
産
力
増
強
に
基
づ
く

利
益
(
開E
n
-
g
q買
え
件
)
」
で
は
な
く
「
物
資
欠
乏
に
よ
る
利
益
G
S
E
々

買
え
斥
)
」
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
、
と
東
畑
は
主
張
す
る
の
で
あ

る
。
(
問
、
八
六
・
七
頁
)

つ
ま
り
は
、
か
つ
て
な
か
っ
た
恩
恵
的
状
況
が
、
耕
作
農
民
を
し
て
、

現
状
に
満
足
な
者
に
す
る
(
短
期
的
視
点
・
視
角
し
か
も
ち
え
な
く
な
る
て
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
耕
作
農
民
に
対
し
て
、
「
近
代
化
へ
の
熱
意
」
「
自
己

の
農
業
経
営
の
改
革
へ
の
志
向
」
と
い
っ
た
も
の
(
長
期
的
視
点
・
視
角
l

見
通
し
)
を
、
期
待
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。
東
畑

が
本
来
思
う
(
願
う
)
「
近
代
的
経
済
者
」
像
(
現
状
に
満
足
せ
ず
、
長
期
的

視
点
・
生
産
力
増
強
に
基
づ
く
回
出
向
日
同
巾
ロ
ミ
買
え
芹
を
あ
く
ま
で
追
求
し
よ
う

と
す
る
)
と
は
完
全
に
か
け
離
れ
、
耕
作
農
民
は
、
あ
た
か
も
「
地
主
」
の

よ
う
に
、
単
に
(
目
先
の
・
短
期
的
)
ω
n
R
n
5
4円
。
宮
を
享
受
す
る
者
で

し
か
な
く
な
る
(
耕
作
農
民
の
無
機
能
地
主
化
)
。
さ
ら
に
、
「
昔
か
ら
屡
々
い

は
れ
た
、
「
山
師
(
鉱
夫
)
と
漁
夫
と
は
金
が
た
ま
る
と
働
か
な
い
』
と
。

況
ん
や
改
革
の
意
識
を
や
。
天
下
の
農
民
を
更
に
こ
の
俗
諺
の
中
の
も
う

一
人
と
し
て
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ら
う
か
」
と
ま
で
、
東
畑
は

想
う
(
憂
う
)
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
(
同
、
八
七
頁
)

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
終
戦
直
後
の
耕
作
農
民
に
関
わ
る
「
特
殊
な

事
態
」
の
根
底
に
、
東
畑
は
戦
時
に
端
を
発
し
た
政
府
の
食
糧
増
産
政
策

(
食
糧
確
保
の
た
め
、
耕
作
農
民
に
対
し
行
っ
た
、
単
な
る
所
得
移
転
的
、
つ
ま
り

は
短
期
的
増
産
奨
励
策
)
を
看
て
取
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
ご
と

く
で
あ
る
。

単
に
食
糧
の
増
加
生
産
が
あ
た
か
も
絶
対
唯
一
の
事
柄
の
如
く
に
受

け
と
ら
れ
て
し
ま
ふ
点
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
食
糧
は
如
何
に
増
産
さ

れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
関
心
が
閉
ぎ
さ
れ
る
危
険
が
多
い
こ
と
で
あ

る
。
戦
時
中
の
食
糧
増
産
論
も
、
こ
の
「
如
何
に
」
に
無
関
心
の
危
険

が
多
か
っ
た
が
依
然
と
し
て
其
の
態
度
が
続
い
て
ゐ
る
。
左
様
な
れ
ば

農
業
の
近
代
化
云
ふ
迄
も
な
く
そ
の
中
心
問
題
は
如
何
に
労
働
力
が

あ
る
か
に
懸
っ
て
ゐ
る
ー
な
ど
は
蹴
落
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
(
問
、
八
七

頁
、
傍
点
!
東
畑
)

こ
れ
は
、
戦
時
中
に
東
畑
が
主
張
し
て
い
た
、
日
本
農
業
は
「
土
地
生

産
性
(
E
E
u
g
E
E
4
5
)」
偏
重
か
ら
「
労
働
生
産
性
(
戸
島
O
R

買
え
R
E

吾
、
常
可)
L重
視
へ
と
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
と
す
る
短
期
で
は
な
く

長
期
の
生
産
性
向
上
に
基
づ
く
「
農
政
の
在
り
方
」
へ
の
転
換
を
想
起
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
日
本
が
か
つ
て
の
「
農
業
国
」

に
戻
る
、
否
、
そ
れ
し
か
な
い
と
す
る
向
き
(
農
本
主
義
的
農
政
論
調
)
に

対
し
て
も
、
東
畑
は
「
一
見
し
た
と
こ
ろ
(
短
期
的
に
は
篠
崎
)
農
業
の

地
位
が
強
化
せ
ら
れ
、
農
業
は
無
や
み
に
尊
重
せ
ら
れ
て
農
民
党
万
々
歳

の
趣
」
を
呈
す
る
が
、
「
単
な
る
食
糧
増
産
論
と
同
じ
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
が

背
広
に
も
あ
る
」
と
い
う
。
(
岡
、
八
七
・
八
頁
)

結
局
、
東
畑
は
、
「
日
本
の
農
政
は
今
や
農
業
の
近
代
化
や
零
細
農
社
会

の
崩
壊
や
の
緒
口
の
と
こ
ろ
で
、
逆
行
す
る
の
岐
路
に
初
復
し
て
ゐ
る
」

と
、
長
期
的
視
角
を
欠
い
た
政
策
に
終
始
す
る
農
政
の
現
状
を
批
判
的
に

ま
と
め
、
仮
に
「
農
村
内
の
土
地
問
題
を
近
代
的
に
改
革
し
て
も
」
、
か
か

る
問
題
の
完
全
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
(
東
畑
は
単
な
る
農
地
改
草



の
効
用
に
つ
い
て
懐
疑
的
で
あ
っ
反
)
。
そ
し
て
、
「
日
本
の
求
め
る
と
こ
ろ
は

農
業
以
外
に
お
け
る
大
な
る
就
労
機
会
」
の
「
創
造
」
に
あ
る
、
こ
の
「
創

造
」
に
よ
っ
て
、
「
初
め
て
零
細
農
社
会
が
切
り
く
づ
き
れ
」
、
「
日
本
農
業

の
近
代
化
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
共
に
大
道
を
関
歩
す
る
」
に
至
る
と
い
い
、

さ
れ
ば
、
こ
の
「
創
造
」
を
し
て
、
「
日
本
農
政
の
危
機
的
岐
路
を
真
に
解

決
す
る
も
の
は
抑
々
何
人
で
あ
ら
う
か
、
ま
た
何
処
に
求
め
得
ら
れ
る
で

あ
ら
う
か
」
と
、
東
畑
は
思
い
(
願
い
)
と
想
い
(
憂
い
)
を
募
ら
せ
な
が

ら
、
こ
の
論
文
を
終
え
る
の
で
あ
っ
た
。
(
同
、
九O
頁
)

公募論文

(
1
)
『
世
界
」
創
刊
号
に
は
、
東
畑
の
他
に
、
大
内
兵
衛
「
直
面
す
る
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
、
美
濃
部
達
吉
「
民
主
主
義
と
我
が
議
会
制
度
」
、
和
辻
哲
郎
「
封
建
思
想

と
神
道
の
教
義
」
、
横
田
喜
三
郎
「
国
際
民
主
生
活
の
原
理
」
、
安
倍
能
成
「
剛
毅
と

真
実
と
知
慧
と
を
」
の
計
六
本
が
論
説
と
し
て
掲
載
き
れ
て
い
る
。
ま
た
、
羽
仁
説

子
・
谷
川
徹
三
・
桑
原
武
夫
・
中
村
光
夫
・
湯
川
秀
樹
・
富
塚
清
・
武
者
小
路
実

篤
・
長
与
善
郎
・
尾
崎
号
堂
・
三
宅
雪
嶺
(
一
二
宅
は
発
刊
前
年
の
十
一
月
二
十
六

日
に
死
去
、
同
月
十
五
日
の
口
述
筆
記
)
な
ど
も
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。
な
お
、
「
・
:

我
々
は
眼
前
に
迫
る
飢
寒
、
窮
乏
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
其
他
あ
ら
ゆ
る
苦
難
を
克

服
し
つ
つ
、
重
き
を
負
ひ
遠
き
を
行
く
覚
悟
を
固
む
べ
き
秋
に
際
会
し
た
。
頭
上
に

落
ち
か
、
る
禍
を
福
と
転
じ
て
新
た
な
運
命
を
打
開
す
る
か
、
与
へ
ら
れ
た
環
境

の
ま
に
ま
に
動
物
的
な
生
死
を
続
け
る
か
の
分
目
は
、
偏
に
国
民
の
こ
の
覚
悟
に

か
か
っ
て
居
る
。
・
:
」
と
の
岩
波
茂
雄
に
よ
る
「
発
刊
の
辞
」
の
中
に
、
東
畑
と
同

穫
の
思
い
(
願
い
)
・
想
い
(
憂
い
)
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
例
え
ば
、
一
九
三
八
年
四
月
十
日
に
行
わ
れ
た
農
業
経
済
学
会
大
会
(
於
東
京

帝
国
大
学
農
学
部
講
堂
・
大
会
テ
!
?
「
戦
時
及
び
戦
後
の
農
業
経
営
問
題
」
)
で

の
東
畑
「
報
告
こ
等
を
参
照
き
れ
た
い
。
東
畑
「
報
告
一
」
『
農
業
経
済
研
究
」

第
一
四
巻
第
三
号
、
一
九
三
八
年
十
一
月
、
三
l

三
四
頁
。
東
畑
・
近
藤
康
男
・
大

槻
正
雄
等
「
討
論
こ
同
右
、
二
一
四1
五
九
頁
。
な
お
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
以
下
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の
研
究
が
参
考
に
な
る
。
浦
城
晋
一
「
農
業
構
造
政
策
論
に
お
け
る
『
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
リ
ズ
ム
対
ベ
ザ
ン
テ
イ
ズ
ム
」
明
治
よ
り
第
二
次
大
戦
に
至
る
ま
でi
」

『
農
業
経
済
研
究
』
第
五
九
巻
第
一
号
、
一
九
八
七
年
六
月
。
浦
城
・
木
南
章
「
昭

和
十
年
代
に
お
け
る
日
本
の
工
業
化
と
農
業
・
農
村
問
題
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
リ

ズ
ム
の
観
点
か
ら
」
「
農
業
経
済
研
究
」
第
六
O
巻
第
一
二
号
、
一
九
八
八
年
十
二

月
。
足
立
泰
紀
「
小
農
経
済
論
の
パ
|
ス
ベ
ク
テ
ィ
ブ
|
大
槻
正
雄
の
ポ
リ
テ
イ
カ

ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
ー
」
「
姫
路
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
二
五
号
、
一
九
九
七
年
。

同
「
一
九
三
0
年
代
に
お
け
る
農
政
論
に
関
す
る
覚
え
書
き
『
純
経
済
学
」
的
農

政
論
の
位
相
に
関
し
て
」
『
姫
路
学
院
女
子
短
期
大
学
R
E
V
I
E
W」
第
一

九
号
、
一
九
九
九
年
五
月
。

(
3
)
東
畑
の
農
地
改
革
に
関
す
る
論
稿
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
東
畑
「
農
地

制
度
の
改
革
」
『
調
査
月
報
』
第
三
五
巻
第
九
号
、
一
九
四
六
年
九
月
。
同
「
農
地

改
革
、
そ
の
あ
と
さ
き
」
『
文
萎
春
秋
』
一
九
五
二
年
六
月
号
。
基
本
的
に
、
単
な

る
農
地
改
革
が
日
本
農
業
の
「
労
働
生
産
性
」
向
上
に
お
け
る
真
の
解
決
と
は
な
ら

な
い
点
を
、
G
H
Q

の
占
領
政
策
実
施
当
初
か
ら
、
東
畑
が
い
ち
早
く
指
摘
し
て
い

た
点
を
重
視
す
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
農
本
主
義
的
小
農
論
の
類
ゃ
あ
る
い
は
マ
ル

ク
ス
主
義
経
済
学
者
の
近
代
化
(
民
主
化
)
論
と
も
、
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
東
畑
の
独
自
性
(
長
期
・
総
合
的
ビ
ジ
ョ
ン
)
は
、
戦
前
か
ら
一
貫
し

て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
東
畑
が
、
柳
田
国
男
の
産
業

組
合
(
協
同
組
合
)
論
を
学
ん
だ
上
で
、
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
l

の
「
企
業
者
」
概
念
・

経
済
発
展
論
を
受
容
し
た
か
ら
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
次
の

も
の
を
参
照
さ
れ
た
い
。
拙
稿
「
東
畑
精
一
の
初
期
論
文
i

そ
の
柳
田
的
「
産
業
組

合
論
』
に
関
す
る
一
考
察
|
」
(
I
)・
(
H
)「
政
治
経
済
史
学
』
第
一
二
九
O
号
・
第

三
九
一
号
、
一
九
九
九
年
一
了
三
月
。
拙
稿
「
東
畑
精
一
と
『
協
同
組
合
主
義
』

那
須
・
東
畑
「
協
同
組
合
と
農
業
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て
」
『
日
本
経
済
思
想
史
研

究
』
創
刊
号
、
三
O
O
O

年
一
月
。
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四

「
高
橋
さ
ん
の
瞳
」

東
畑
が
「
日
本
農
政
の
岐
路
」
を
発
表
し
た
当
時
、
主
に
大
内
兵
衛
と

石
橋
湛
山
の
間
で
、
い
わ
ゆ
る
「
終
戦
イ
ン
フ
レ
論
争
」
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
た
。

N
H
K

ラ
ジ
オ
で
、
大
内
の
「
渋
沢
蔵
相
に
与
う
」
と
題
す

る
演
説
(
「
蛮
勇
演
説
」
)
が
放
送
さ
れ
た
の
は
、
終
戦
の
年
(
一
九
四
五
年
)

の
十
月
十
七
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
大
内
は
、
「
今
後
ま
す
ま
す
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
は
げ
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
「
戦
争
中

に
戦
争
の
必
要
上
行
っ
た
政
府
の
約
束
な
ど
は
、
事
情
の
変
っ
た
今
日
、

そ
の
ま
ま
守
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
」
「
大
蔵
大
臣
に
は
蛮
勇
が
必
要
」
と
、

健
全
財
政
・
イ
ン
フ
レ
抑
止
の
た
め
、
戦
時
補
償
打
切
り
等
の
決
断
を
当

時
の
渋
沢
敬
三
蔵
相
に
迫
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
翌
月
に
は
、
石
橋
が
『
東

洋
経
済
新
報
」
(
一
九
四
五
年
十
一
月
十
七
日
号
)
誌
上
で
、
「
世
上
の
論
議
を

見
る
に
、
其
の
殆
ど
総
て
は
極
端
な
悲
観
論
で
、
為
め
に
或
は
国
家
の
公

約
せ
る
保
険
等
の
補
償
を
停
止
す
べ
し
と
唱
え
、
或
は
甚
だ
し
き
は
公
債

破
棄
を
主
張
す
る
者
ま
で
も
あ
る
。
何
を
措
い
て
も
収
支
の
辻
複
を
合
せ

る
こ
と
を
第
一
・
と
す
る
旧
式
の
健
全
財
政
主
義
に
基
く
謬
論
で
あ
る
」
と

大
内
を
批
判
し
、
自
ら
の
「
生
産
第
一
主
義
の
財
政L
観
を
披
渥
し
説
。

大
内
は
、
石
橋
の
反
論
に
合
わ
せ
る
格
好
で
、
「
蛮
勇
演
説
」
で
も
触
れ

た
高
橋
是
清
の
昭
和
十
一
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
公
債
漸
減
方
針
に
つ

い
て
、
『
財
政
」
(
一
九
四
五
年
十
一
月
号
)
誌
上
で
更
に
詳
し
く
論
じ
た
(
大

内
「
高
橋
さ
ん
の
写
真
」
)
。
そ
れ
は
、
身
の
危
険
を
顧
み
ず
、
軍
部
の
過
大

な
予
算
請
求
に
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
み
、
こ
れ
を
退
け
(
ま
き
に
蛮
勇
を

ふ
る
い
「
日
本
財
政
最
後
の
守
護
神L
た
ら
ん
と
し
て
や
が
て
非
業
の
死
を
遂

げ
る
、
と
い
っ
た
二
・
二
六
事
件
当
時
の
「
健
全
財
政
」
の
蔵
相
高
橋
を

讃
え
る
内
容
で
あ
っ
た
。
他
方
、
石
橋
が
、
昭
和
恐
慌
を
救
っ
た
「
積
極

財
政
」
の
蔵
相
高
橋
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

大
内
と
石
橋
の
、
蔵
相
高
橋
に
因
ん
だ
イ
ン
フ
レ
論
争
に
関
し
て
、
束

畑
は
い
か
な
る
立
場
を
と
っ
た
か
。
前
節
の
「
日
本
農
政
の
岐
路
し
に
あ

っ
た
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
農
民
に
関
わ
る
叙
述
か
ら
、
東
畑
は
大
内

に
近
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。

大
内
の
「
高
橋
き
ん
の
写
真
」
に
続
い
て
、
東
畑
も
『
財
政
」
(
一
九
四

六
年
二
月
号
)
誌
上
に
「
高
橋
き
ん
の
瞳
」
と
題
す
る
随
筆
を
書
い
て
い
る
。

『
財
政
』
の
昨
年
十
一
月
号
に
大
内
兵
衛
先
生
の
「
高
橋
さ
ん
の
写
真
」

と
題
す
る
一
文
が
載
っ
て
ゐ
る
。
(
中
略
)
大
内
先
生
の
オ
筆
に
ひ
っ
ぱ
ら

れ
て
思
は
ず
一
息
に
読
ん
で
し
ま
っ
た
。
今
日
わ
れ
わ
れ
の
毎
日
毎
時

直
面
し
て
ゐ
る
「
か
う
い
う
歴
史
の
き
び
し
い
法
廷
が
聞
か
れ
て
ゐ
る

時
代
に
お
い
て
も
、
か
の
高
橋
さ
ん
の
写
真
の
み
は
ど
こ
に
で
も
、
お

そ
ら
く
大
蔵
省
の
大
臣
室
に
き
へ
、
堂
々
と
か
、
げ
て
置
い
て
も
よ
い

と
私
は
思
ふ
」
と
い
ふ
あ
た
り
は
実
に
嬉
し
い
文
章
で
あ
る
。
(
東
畑
「
一

農
政
学
徒
の
記
録
」
酎
燈
社
、
一
九
四
七
年
、
二
三
O
頁
)

こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
始
ま
る
「
高
橋
さ
ん
の
瞳
」
で
あ
る
が
、
東

畑
は
、
二
・
二
六
事
件
の
前
年
ご
九
三
一
五
年
)
に
直
接
高
橋
か
ら
貰
っ
た

「
明
治
二
十
二
年
〔
東
京
農
林
学
校
〕
校
長
の
方
針
」
と
題
す
る
文
書
を
、
随

筆
の
結
び
と
し
て
、
長
々
と
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
「
校
長
の
方
針
」
は

「
約
三
千
五
百
字
許
り
の
も
の
」
と
東
畑
は
記
し
て
い
る
が
、
随
筆
に
引
用

さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
う
ち
約
二
五

O
O

字
分
で
あ
り
、
そ
れ
は
随
筆
全
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体
の
三
分
一
の
量
に
あ
た
る
。

東
畑
は
何
故
に
こ
の
よ
う
な
長
い
引
用
を
し
た
の
か
。

高
橋
は
帝
大
農
学
部
の
前
身
に
あ
た
る
東
京
農
林
学
校
の
校
長
を
務
め

た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
の
文
部
大
臣
は
か
の
森
有
礼
で
あ
り
、
お
よ
そ
「
学

校
」
と
名
の
付
く
も
の
す
べ
て
、
文
部
省
の
管
轄
(
統
括
)
と
し
て
い
た
。

そ
の
こ
と
を
不
合
理
と
考
え
た
高
橋
は
、
森
を
相
手
に
、
場
合
に
よ
っ
て

は
「
学
校
」
の
名
を
削
っ
て
も
よ
い
と
ま
で
迫
り
、
東
京
農
林
学
校
の
管

轄
を
文
部
省
か
ら
農
商
務
省
へ
と
移
し
、
自
ら
東
京
農
林
学
校
の
校
長
に

就
任
し
た
。
こ
の
時
、
高
橋
が
し
た
た
め
た
も
の
が
「
明
治
二
十
二
年
〔
東

京
農
林
学
校
〕
校
長
の
方
針
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

本
校
設
立
以
来
ノ
成
績
ヲ
稽
フ
ル
ニ
未
タ
完
備
ノ
モ
ノ
ト
称
ス
ル
ヲ

得
サ
ル
ア
リ
、
然
ル
所
以
ノ
者
他
ナ
シ
、
支
体
備
ハ
レ
ト
モ
精
神
欠
ケ

タ
ル
所
ア
レ
ハ
ナ
リ
、
之
ヲ
詳
一
百
ス
レ
ハ
学
徒
ノ
見
聞
ヲ
広
メ
知
識
ヲ

増
ス
ノ
施
設
ハ
概
ネ
具
ハ
レ
リ
ト
難
モ
其
実
用
ニ
適
切
ナ
ル
注
意
カ
ヲ

喚
起
ス
ル
ノ
手
段
ニ
至
テ
ハ
未
タ
蓋
サ
サ
ル
所
ア
リ
ト
云
フ
ニ
外
ナ
ラ

ス
、
是
レ
本
校
従
来
ノ
闘
典
ニ
シ
テ
而
モ
方
針
ヲ
一
変
セ
サ
ル
可
ラ
サ

ル
所
以
ナ
リ
(
同
、
二
三
七
頁
)

具
体
的
に
は
、
「
凡
ソ
生
徒
ヲ
養
成
ス
ル
ハ
将
来
ノ
目
的
ヲ
明
ニ
セ
サ
ル

可
ラ
ス
」
と
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
他
日
卒
業
ノ
後
進
ミ
テ
世
ニ
益
ス

ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
退
キ
テ
己
ヲ
利
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
技
能
ヲ
抱
キ
テ
窮

途
ニ
初
復
ス
ル
者
ヲ
生
ス
へ
シ
、
是
レ
従
来
ノ
卒
業
生
ノ
成
行
ニ
於
テ

往
々
実
見
ス
ル
所
」
と
論
断
す
る
。
そ
し
て
「
農
学
本
科
生
」
に
つ
い
て
、

卒
業
後
「
他
ノ
束
縛
ヲ
受
ケ
ス
益
々
其
所
修
ノ
学
業
ヲ
攻
究
シ
テ
農
学
上

ノ
進
化
ヲ
計
ル
ヘ
キ
」
者
と
農
業
官
公
吏
等
「
他
ノ
所
用
ノ
目
的
ト
シ
テ
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養
成
ス
ヘ
キ
」
者
と
「
二
種
ア
リ
」
と
し
、
ま
た
、
「
農
学
別
科
生
」
に
つ

い
て
は
、
「
実
業
ニ
係
ル
簡
易
ノ
教
育
ヲ
受
ケ
テ
自
己
ノ
田
園
ヲ
経
営
シ
農

学
士
ノ
為
セ
ル
発
見
研
究
等
ノ
結
果
ヲ
実
験
シ
得
ル
ニ
至
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

ル
」
者
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
「
該
生
徒
ノ
養
成
ハ
地
方
ニ
於
テ
ス
ル
ヲ
適
当

ナ
リ
」
と
す
る
。
さ
ら
に
「
本
校
域
内
ノ
地
所
五
十
余
町
歩
ア
リ
ト
雌
モ

従
来
農
場
ノ
計
画
タ
ル
凡
百
ノ
試
作
ヲ
旨
ト
シ
収
支
ノ
計
算
等
頗
ル
疎
ニ

シ
テ
実
益
ニ
適
切
ナ
ラ
ス
」
と
指
摘
し
、
構
内
農
場
の
区
画
を
一
変
し
、

実
習
場
・
試
験
所
・
経
済
的
模
範
農
場
を
創
設
す
る
も
の
と
高
橋
校
長
は

謡
う
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
経
済
的
模
範
農
場
」

に
つ
い
て
の
「
其
目
的
ハ
農
業
経
済
ノ
原
則
ニ
基
キ
最
小
ノ
労
費
ヲ
以
テ

最
大
ノ
利
益
ヲ
収
ム
ル
ノ
実
効
ヲ
一
不
ス
ヘ
キ
模
範
ト
ナ
ス
ニ
ア
リ
」
と
い

う
部
分
で
あ
る
。
(
岡
、
二
三
九1
四
O
頁
)

明
治
二
十
二
年
の
高
橋
校
長
は
、
ま
さ
に
、
研
究
・
教
育
機
関
と
し
て

の
「
学
校
」
と
い
う
も
の
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
、
現
在
で
も
耳
の
痛

い
、
興
味
深
い
指
摘
を
数
々
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
東
畑
同
様
、

農
業
に
お
い
て
も
「
労
働
生
産
性
」
を
重
視
す
べ
き
と
の
態
度
が
含
ま
れ

て
い
る
。

こ
の
「
校
長
の
方
針
」
引
用
に
先
駆
け
、
東
畑
は
、
高
橋
流
の
東
京
農

林
学
校
の
「
使
命
観
」
に
非
常
に
興
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
明
治
以
来
、

日
本
農
業
に
お
け
る
「
進
歩
の
指
導
力
」
が
耕
作
農
民
以
外
に
求
め
ら
れ

て
来
た
と
い
う
事
実
を
、
祖
上
に
載
せ
て
い
る
。
東
畑
に
よ
れ
ば
、
初
め

は
地
主
が
そ
の
「
指
導
力
」
の
役
目
を
担
っ
た
が
、
そ
の
働
き
は
漸
次
消

え
て
行
き
、
残
る
と
こ
ろ
は
、
東
京
農
林
学
校
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
「
農

林
官
公
吏
」
に
拠
っ
た
と
し
て
い
る
。
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そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
東
畑
は
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

農
業
界
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
取
り
実
現
す
る
意
味
で
、
私
は
日
本
の

官
僚
群
を
一
種
の
企
業
者
的
役
割
を
演
ず
る
も
の
で
あ
る
と
名
づ
け
た

が
、
そ
れ
は
既
に
明
治
二
十
二
年
の
高
橋
校
長
の
方
針
の
中
に
生
き
て

ゐ
る
精
神
で
あ
る
こ
と
を
お
日
に
か
、
っ
て
初
め
て
承
知
し
て
嬉
し
く

思
っ
た
。

大
内
先
生
の
随
筆
に
よ
る
と
「
高
橋
さ
ん
は
日
本
財
政
の
最
後
の
守

護
神
で
あ
り
、
健
全
財
政
の
最
後
の
護
持
者
で
あ
っ
た
」
。
高
橋
さ
ん
の

非
業
の
最
期
が
守
護
者
の
最
期
で
、
そ
れ
以
後
の
日
本
は
正
に
今
日
の

こ
の
状
態
を
生
む
べ
く
突
進
し
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
さ
う
と

し
て
高
橋
き
ん
の
お
話
の
中
に
窺
ふ
こ
と
が
出
来
た
官
僚
群
の
イ
ニ
シ

ア
チ
ヴ
な
る
も
の
は
、
只
今
の
日
本
で
、
狭
く
は
、
日
本
の
農
業
界
の

中
で
来
し
て
ど
う
な
っ
て
ゐ
る
か
。
現
実
は
兎
も
角
、
そ
の
将
来
は
ど

う
か
。
元
の
農
林
学
校
、
今
の
大
学
農
学
部
の
学
生
養
成
の
使
命
は
こ

の
質
問
に
対
す
る
答
へ
の
内
容
如
何
に
よ
っ
て
幾
多
の
種
類
の
も
の
と

な
り
得
る
で
あ
ら
う
。
戦
に
敗
れ
て
国
土
は
縮
ま
り
就
労
の
機
会
は
圧

せ
ら
れ
て
、
き
な
く
で
き
へ
細
農
の
国
は
一
層
き
う
な
ら
ん
と
し
て
ゐ

る
時
に
、
せ
め
て
も
う
一
度
高
橋
さ
ん
に
こ
の
問
題
を
お
た
づ
ね
し
た

い
。
(
向
、
二
三
五
i
六
頁
、
傍
点
|
篠
崎
)

(
1
)
大
内
兵
衛
『
大
内
兵
衛
著
作
集
』
第
六
巻
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、
一
九

七
i
一
一O
一
頁
。
「
渋
沢
蔵
相
に
与
う
」
の
放
送
原
稿
は
、
『
世
界
週
報
」
一
九
四
五

年
十
一
月
十
日
号
に
収
載
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
石
橋
と
の
論
争
に
関
連
し
て
、
大
内

に
は
、
以
下
の
よ
う
な
論
稿
が
あ
る
。
大
内
「
高
橋
き
ん
の
写
真
」
『
財
政
』
一
九

四
五
年
十
一
月
号
。
同
「
公
約
債
務
の
破
棄
は
不
道
徳
で
あ
る
か
」
「
新
生
」
一
九

四
五
年
十
二
月
号
。
同
「
直
面
す
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
『
世
界
」
一
九
四
六
年

一
月
号
。
同
「
急
端
に
お
け
る
投
網
|
イ
ン
フ
レ
中
心
の
本
年
度
の
財
政
問
題L
「
帝

国
大
学
新
聞
」
一
九
四
六
年
二
月
十
一
日
号
。
同
「
戦
時
補
償
債
務
の
打
切
に
つ
い

て
」
「
改
造
」
一
九
四
六
年
十
月
号
。

(
2
)
石
橋
湛
山
『
石
橋
湛
山
全
集
』
第
十
三
巻
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
O
年
、

一
O
七
l

九
頁
。
こ
の
他
、
大
内
と
の
論
争
に
関
連
し
て
、
石
橋
に
は
以
下
の
よ
う

な
論
稿
が
あ
る
。
石
橋
「
イ
ン
フ
レ
発
生
せ
ず
一
-
|
デ
フ
レ
こ
そ
寧
ろ
必
然

i

」
『
東

洋
経
済
新
報
」
一
九
四
五
年
九
月
二
十
二
日
号
。
同
「
イ
ン
フ
レ
発
生
せ
ず
二1
満

さ
れ
る
べ
き
二
個
の
条
件
L
「
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
四
五
年
九
月
二
十
九
日
号
。

同
「
緊
縮
財
政
の
危
険
」
『
財
政
」
一
九
四
五
年
十
二
月
号
。
同
「
昭
和
一
一
十
一
年

は
陰
の
極
」
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
四
六
年
一
月
五
日
号
。
同
「
貨
幣
の
機
能
の

回
復
」
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
四
六
年
一
月
十
九
日
号
。
同
ご
千
億
円
の
信
用

収
縮
」
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
四
六
年
一
月
二
十
六
日
号
。
同
「
緊
縮
政
策
か
膨

張
政
策
か
」
『
東
洋
経
済
新
報
」
一
九
四
六
年
二
月
二
日
号
。

(
3
)
大
内
「
高
橋
さ
ん
の
写
真
」
、
同
「
忘
れ
得
ぬ
人
ぴ
と
」
角
川
書
店
、
一
九
六

九
年
、
二
O
i

六
頁
。

(
4
)
石
橋
は
、
高
橋
が
昭
和
一
一
(
一
九
三
六
)
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
打
ち
出

し
た
「
公
債
漸
減
方
針
」
(
大
内
が
い
う
「
日
本
財
政
最
後
の
守
護
神
」
と
し
て
の

蔵
相
高
橋
)
に
対
し
て
は
激
し
く
批
判
し
て
い
た
。
拙
稿
「
高
橋
是
清
の
『
公
債
漸

減
方
針
」
表
明
と
石
橋
湛
山
」
『
立
教
経
済
学
論
叢
』
第
五O
号
、
一
九
九
七
年
、

参
照
。五

括

本
稿
で
は
、
は
じ
め
に
、
東
畑
精
一
は
何
故
第
一
次
吉
田
内
閣
の
農
相

就
任
を
辞
退
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
設
定
を
し
た
。
そ
こ
に
東
畑
の
戦

後
「
思
想
」
を
み
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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そ
れ
で
、
「
東
畑
農
相
騒
動
」
の
経
緯
を
確
認
し
た
上
で
、
東
畑
が
戦
後

初
め
て
発
表
し
た
論
文
「
日
本
農
政
の
岐
路
」
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に

し
た
。
こ
の
論
文
は
東
畑
が
吉
田
茂
か
ら
農
相
就
任
を
再
三
要
請
さ
れ
る

直
前
の
論
文
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
終
戦
に
際
し
て
の
東
畑
の
「
思
想
」
を

率
直
に
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
東
畑
が
単
な
る
食
糧
確
保
の
た
め
の
短
期
的
政
策
措
置
(
短
期
の
食

糧
増
産
供
出
お
よ
び
食
糧
緊
急
輸
入
援
助
等
に
よ
り
、
「
食
糧
危
機
」
回
避
|
一
時

的
克
服
を
無
意
識
・
動
物
的
に
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
、
当
時
の
政
治
的
・
社
会

的
風
潮
)
を
批
判
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
批
判
」
は
、
日
本
農

業
ひ
い
て
は
日
本
経
済
全
体
に
対
し
て
、
戦
時
か
ら
持
続
し
益
々
拡
大
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
短
期
指
向
(
特
に
耕
作
農
民
層
の
悪
弊
晴
好
)
に
代
わ
っ

て
、
長
期
の
そ
れ
(
生
産
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
も
っ
た
志
向
l

経
済
意
識
に

基
づ
い
た
思
考
)
の
必
要
性
を
説
い
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
東
畑
の
主
張
は
、
大
内
兵
衛
と
石
橋
湛
山
と
に
よ
る
「
終

戦
イ
ン
フ
レ
論
争
」
に
対
し
、
東
畑
が
(
高
橋
是
清
の
「
明
治
二
十
二
年
〔
東

京
農
林
学
校
〕
校
長
の
方
針
」
を
援
用
し
て
)
あ
ら
わ
し
た
態
度
で
、
一
層
は

っ
き
り
し
た
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
論
争
」
に
関
わ
る
大
内
・
石

橋
と
東
畑
の
「
高
橋
評
価
」
に
つ
い
て
の
視
角
の
差
が
そ
の
ま
ま
こ
の
三

者
の
「
戦
後
日
本
」
に
お
け
る
問
題
の
所
在
の
異
同
(
殊
に
、
大
内
・
石
橋

の
「
同
質
性
」
と
、
彼
ら
二
人
と
東
畑
と
の
「
異
質
性
」
)
を
結
果
的
に
表
出
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
東
畑
は
先
の
論

文
「
日
本
農
政
の
岐
路
」
の
結
び
に
、
「
日
本
農
政
の
危
機
的
岐
路
を
真
に

解
決
す
る
も
の
は
抑
々
何
入
で
あ
ら
う
か
、
ま
た
何
処
に
求
め
得
ら
れ
る

で
あ
ら
う
か
」
と
記
し
て
い
た
が
、
こ
の
高
橋
校
長
に
関
す
る
随
筆
「
高
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橋
き
ん
の
瞳
」
の
中
で
そ
の
答
え
ら
し
き
も
の
は
提
出
し
て
い
る
と
い
え

ト
品
、7以

上
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
単
な
る
「
食
糧
確
保
」
の
た
め
の
「
短

期
の
」
農
相
就
任
を
迫
ら
れ
た
東
畑
の
心
中
は
、
推
し
て
知
る
べ
し
、
で

あ
る
。東

畑
が
、
農
相
就
任
辞
退
の
後
に
、
着
々
と
、
農
業
総
合
研
究
所
、
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
、
鯉
淵
学
園
等
と
い
っ
た
文
部
省
管
轄
外
の
研
究
・
教

育
諸
機
関
の
創
設
・
運
営
に
尽
力
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

「
行
動
」
が
、
東
畑
の
「
農
相
就
任
辞
退
し
の
真
意
(
「
根
拠
」
)
を
雄
弁
に

物
語
っ
て
い
る
と
も
い
え
、
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
が
、
東
畑
の
抱
い
て
い

た
日
本
の
戦
後
経
営
に
関
す
る
「
思
い
l

願
い
」
(
終
戦
直
後
に
は
強
か
っ
た

「
想
い
|
憂
い
」
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
)
の
具
体
的
提
示
(
「
意
味
」
)
で
あ

っ
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

東
畑
の
「
農
相
辞
退
」
決
断
に
は
、
戦
後
日
本
の
経
済
政
策
の
一
環
と

し
て
の
農
政
に
、
「
短
期
」
的
で
は
な
く
「
長
期
」
的
な
視
点
・
視
角
と
い

う
も
の
が
却
っ
て
急
を
要
す
る
(
研
究
・
教
育
諸
機
関
に
よ
る
「
企
業
者
L
的

機
能
の
発
揮
に
期
待
す
る
)
と
の
「
思
想
」
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

※
本
稿
は
、
「
笹
川
科
学
研
究
助
成
金
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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英文抄録

Tobata Seiichi's “Thought" in Postwar Period : 

Why Did he Refuse to Take Office as the Minister for 

Agriculture and Forestry? 

Takao SHINOZAKI 

“ Thought" means “ hope" for the future as well as “ reflection" on the past. In 

this sense,“thought" is not short but long-term one 

A ] apanese scholar refused to take office as the Minister for Agriculture 

and Forestry in 1946. He was the first scholar that had adopted modern eco 

nomics to ]apanese agriculture. His name is Seiichi Tobata. 

In my view,“Tobata's refusal" had so close a relation to his economic 

“ thought." This paper intends to discuss that point, to which so far very few seem 

to have paid serious attention, as follows. In the first section, 1 raise the question 

of why Tobata refused to take office as the Minister. In the second section, 1 

traced the process of the affair “ Tobata's refusal." In the third and fourth section, 

1 mainly analyzed Tobata's own papers written in 1946. In the last section, 1 

showed my opinion about the relation between “Tobata's refusal" and his eco-

nomic “ thought." 

Finally, my thanks to Sasakawa Scientific Research Grant from The ]apan 

Science Society. They gave the opportunity to work on my study and write this 

paper. 
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九
ン
ョ
ン

ロ
ッ
ク
に
お
け
る
自
然
法
と
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
化
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本
稿
は
ロ
ッ
ク
の
自
然
法
思
想
が
彼
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
化
の
構
想
と

ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
間
題
に
関
連
し
て
、
筆
者
は
す
で
に
論
稿
を
発
表
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
後
筆
者
が
参
照
で
き
た
諸
文
献
を
も
考
慮
に
入

れ
つ
つ
、
考
察
を
深
め
て
み
た
い
と
思
う
。

自
然
法
は
ロ
ッ
ク
の
政
治
哲
学
の
基
礎
を
な
し
て
お
り
、
彼
の
構
想
す

る
市
民
国
家
の
目
的
も
自
然
法
の
そ
れ
と
一
致
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
ロ
ッ
ク
は
彼
の
自
然
法
と
国
家
の
理
論
を
展
開
し
て
い
る
そ
の
同

じ
『
政
府
二
論
』
に
お
い
て
英
国
に
よ
る
「
新
世
界
」
ア
メ
リ
カ
の
植
民

地
化
の
経
済
的
利
益
と
道
徳
的
正
当
性
を
も
主
張
し
て
い
る
。
自
然
法
と

ア
メ
リ
カ
植
民
地
化
が
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
彼
の
自
然
法
の
理
解
お
よ
び
自
然

法
と
国
家
の
関
係
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

1甫

光

刀t

(
1
)
拙
著
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ソ
ク
の
市
民
的
世
界
』
(
未
来
社
、
一
九
九
七
年
)
、
第
二

章
「
自
然
権
と
異
民
族
」
。
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
自
然
法
と
功
利
主
義
」
聖

学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
、
十
三
号
、
一
九
九
八
年
、
二
O
七
二
三
六
頁
。

(
2
)
』C
Fロ
円
。
n
r巾
一
吋
君
。
M
3
w、誌
な
語
句
。
\
の
。
言
語
遺
言

H
・
a
-
H
V
-
F
E
Z
2・

(
U回
田
町
ユ
門
同
問
。
一
泊

S
S
W
-【
H
N唱H
ω印
・
(
以
下
、
書
名
をG
と
略
記
)
。

自
然
法
と
国
家
の
目
的

ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
自
然
法
は
創
造
者
た
る
神
が
人
類
に
与
え
た
基
本

的
な
法
で
あ
り
、
ま
た
人
間
理
性
が
す
べ
て
の
人
聞
の
行
動
の
根
本
的
規

範
と
し
て
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
自
然
法
を

次
の
よ
う
に
定
式
化
し
て
い
る
。

「
万
人
は
平
等
か
つ
独
立
で
あ
る
か
ら
、
何
人
も
他
人
の
生
命
、

自
由
ま
た
は
財
産
を
傷
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
」

0

健
康
、
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自
然
法
は
、
一
方
に
お
い
て
、
各
人
が
自
己
の
生
命
、
自
由
、
財
産
を

維
持
す
る
権
利
、
す
な
わ
ち
「
自
己
保
存
の
権
利
」
を
認
め
る
。
こ
れ
は

万
人
の
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
根
源
的
な
権
利
」
で
あ
り
、
自
然
権
で
あ
る
。

だ
が
他
方
で
自
然
法
は
「
神
が
人
々
の
相
E
的
安
全
の
た
め
に
、
彼
ら
の

行
為
に
加
、
え
た
制
限
で
あ
る
理
性
と
共
通
の
公
正
の
規
則
」
、
す
な
わ
ち
他

者
の
生
命
、
自
由
、
財
産
を
侵
害
せ
ず
こ
れ
ら
を
尊
重
す
る
こ
と
、
を
命

ず
る
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
は
こ
の
よ
う
な
自
然
法
を
国
家
の
設
立
の
目
的
と
し
て
お
い
て

い
る
。
彼
は
国
家
の
目
的
に
つ
い
て
こ
う
の
べ
る
。

「
人
々
が
国
家
と
し
て
結
合
し
、
政
府
の
下
に
服
す
る
大
き
な
ま
た
主

な
目
的
は
人
々
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
の
維
持
に
あ
U
」
。

こ
こ
に
言
う
「
プ
ロ
パ
テ
ィ
」
は
、
こ
の
引
用
箇
所
の
直
前
に
説
明
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
々
の
「
生
命
、
自
由
、
財
産
」
を
意
味
し
て
い
る
。

し
か
し
他
方
で
ロ
ッ
ク
は
し
ば
し
ば
プ
ロ
パ
テ
ィ
と
い
う
語
を
明
白
に

「
財
産
」
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
と
く
に
「
政
府
二
論
』
第
二
部
の
第

五
章
「
プ
ロ
パ
テ
ィ
に
つ
い
て
」
が
そ
の
例
で
あ
り
、
土
地
や
資
源
の
獲

得
と
所
有
権
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
の
「
プ
ロ
パ
テ

ィ
」
概
念
は
「
生
命
、
自
由
、
財
産
」
(
広
義
)
と
「
財
産
所
有
権
」
(
狭
義
)

の
二
つ
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
プ
ロ
パ
テ

ィ
の
二
義
性
は
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
国
家
の
目
的
は
何
か
を
理
解
す
る
上
で

重
要
な
問
題
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
国
家
の
目
的
は
人
々
の
「
生
命
、

自
由
、
財
産
」
の
保
全
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
単
に
「
財
産
所
有
権
」
の

保
全
か
。
先
に
引
用
し
た
箇
所
(
H
一
二
四
)
で
は
前
者
(
広
義
)
の
意
味

で
語
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
ロ
ッ
ク
は
別
の
箇
所
で
は
こ
う
一
言
う
。

「
政
府
は
プ
ロ
パ
テ
ィ
の
維
持
以
外
の
目
的
を
も
た
な
い
」
。

こ
こ
で
い
う
「
プ
ロ
パ
テ
ィ
」
は
広
義
の
そ
れ
か
、
狭
義
の
そ
れ
か
、
容

易
に
は
判
断
し
が
た
い
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
「
プ
ロ
パ
テ
ィ
に
つ
い
て
」

の
章
で
は
土
地
を
は
じ
め
と
す
る
財
産
の
所
有
権
が
中
心
に
論
じ
ら
れ
、

国
家
と
法
に
よ
る
プ
ロ
パ
テ
ィ
の
確
定
に
も
言
及
き
れ
て
い
討
の
で
、
そ

の
あ
と
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
こ
の
引
用
文
の
「
プ
ロ
パ
テ
ィ
」
も
財
曙
所

有
権
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
否
定
し
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

も
し
も
国
家
の
目
的
が
人
民
の
「
生
命
、
自
由
、
財
産
」
(
広
義
)
の
維

持
に
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
人
民
の
財
産
だ
け
で
な
く
、
生
存
権
、
自
由

権
を
も
含
む
自
然
権
全
体
の
保
障
を
意
味
し
、
ま
た
そ
こ
で
言
う
「
人
民
」

は
社
会
の
下
層
民
衆
を
含
む
全
人
民
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対

し
て
、
も
し
も
国
家
の
目
的
が
人
民
の
財
産
(
狭
義
)
の
保
護
に
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
主
と
し
て
土
地
な
ど
の
財
産
を
も
っ
有
産
階
級
の
財
産
保

護
を
意
味
し
、
財
産
を
も
た
な
い
賃
金
労
働
者
な
ど
の
生
存
権
・
自
由
権

の
保
障
は
国
家
の
目
的
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
、

ロ
ッ
ク
の
言
う
自
然
法
は
国
家
に
お
い
て
そ
の
適
用
を
か
な
り
の
程
度
制

限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
ロ
ッ
ク
は
あ
る
箇
所
で
は
こ
の
よ
う
な
制
限
を
否
定

し
て
い
る
が
)
。

国
家
の
目
的
を
人
民
の
「
生
命
・
自
由
・
財
産

L
の
維
持
に
お
く
立
場

は
、
ロ
ッ
ク
が
絶
対
王
政
の
専
制
的
権
力
を
批
判
す
る
議
論
と
理
論
的
に

密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
こ
れ
と
整
合
し
て
い
る
。
だ
が
、
次
に
見
る

よ
う
に
、
国
家
の
白
的
を
狭
義
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
に
お
く
立
場
も
ま
た
ロ
ッ

ク
の
思
想
の
中
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



(
1
)の
口
町
・
∞
・
]
{
ゲ]
{
ω
印

(
2
)の
ロ
品

(
3
)の
ロ
ロ

(
4
)の
口
M
M
C

(
5
)の
口
∞

(
6
)の
ロ
ロ
品

(
7
)の
ロ
ロ

ω
(
8
)

の
口
定

(
9
)

の
口
白
(
叩
)
国
家
の
目
的
が
狭
義
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
の
保
全
で
あ
る
と
解
釈
き

れ
る
可
能
性
の
あ
る
箇
所
と
し
て
、
ほ
か
に
の
口
g
d
H
U
F
N
N
P
N
ωゲ

N
ω唱
を
参

照
。
(
日
)
の
ロ
H
N岨
広
印

ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
化
の
利
益
と
正
当
性

依頼論文

ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
貨
幣
の
使
用
開
始
後
、
人
々
は
自
分
が
利
用
(
消
費
)

で
き
る
以
上
の
量
の
財
産
を
所
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
貨
幣
の
発
明

が
人
々
の
財
産
の
蓄
積
を
持
続
し
拡
大
す
る
機
会
を
作
り
」
、
人
々
は
生
産

労
働
の
場
を
広
げ
る
。
と
く
に
農
業
や
畜
産
業
の
拡
大
は
土
地
の
需
要
を

高
め
、
人
々
は
土
地
を
「
聞
い
こ
み
」
、
私
有
化
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う

し
て
文
明
諸
国
で
は
、
土
地
所
有
を
め
ぐ
る
紛
争
を
防
止
す
る
た
め
に
、

土
地
の
私
的
所
有
権
が
国
家
と
法
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
。
ま
た
ロ
ッ
ク

は
、
貨
幣
経
済
の
発
達
と
私
的
所
有
権
の
拡
大
が
農
業
ば
か
り
で
な
く
商

業
と
貿
易
の
発
達
と
拡
大
を
も
促
す
こ
と
を
指
摘
す
(
ぶ

o

そ
し
て
貿
易
の

発
達
は
逆
に
国
内
の
「
土
地
の
改
良
」
と
農
業
の
生
産
性
の
向
上
を
助
長

す
る
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
は
こ
の
よ
う
な
商
品
経
済
の
興
隆
を
人
類
の
歴
史
の
中
に
位
置

づ
け
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
彼
の
時
代
の
状
況
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
彼

は
商
品
経
済
が
人
々
の
「
財
産
の
蓄
積
」
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
そ

の
発
展
に
期
待
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
そ
の
発
展
を
手
放
し
で

楽
観
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼
は
英
国
の
産
業
と
貿
易
が
発
展
す
る
さ

161 

い
に
抱
え
て
い
る
二
つ
の
問
題
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
土
地
の
不
足
と

そ
れ
を
め
ぐ
る
紛
争
の
頻
発
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
土
地
不
足
に
関
し
て
こ

、7

一
言
、70「

人
口
と
家
畜
の
増
加
が
、
貨
幣
の
使
用
と
共
に
、
土
地
の
不
足
を

招
き
、
土
地
に
い
く
ら
か
の
価
値
を
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
厄
」
。

こ
こ
で
言
う
「
家
畜
の
増
加
」
は
、
十
六
世
紀
以
来
の
英
国
の
牧
羊
業

の
発
展
、
毛
織
物
産
業
と
毛
織
物
輸
出
の
繁
栄
、
牧
羊
地
拡
大
に
と
も
な

う
土
地
不
足
を
考
え
れ
ば
、
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
商
品
経
済
の

興
隆
が
土
地
の
需
要
を
高
め
、
土
地
の
不
足
を
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
問
題
で
あ
る
紛
争
の
頻
発
は
こ
の
土
地
不
足
か
ら
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
土
地
の
所
有
権
を
め
ぐ
る
苦
情
と
紛
争
に
つ
い
て

こ
、
7

一
百
、
7
0

「
神
が
世
界
を
与
、
え
た
の
は
、
勤
勉
で
合
理
的
な
人
々
の
役
に
立
た
せ

る
た
め
で
あ
り
(
そ
し
て
労
働
は
そ
れ
に
対
す
る
彼
の
権
限
と
な
る
べ
き
で

あ
っ
た
の
で
あ
り
て
喧
嘩
好
き
で
争
い
や
す
い
人
々
の
気
紛
れ
や
食
欲

の
た
め
に
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
私
有
化
さ
れ
た
の
と
同
じ
く
ら
い

の
も
の
が
改
良
の
た
め
に
残
さ
れ
て
い
れ
ば
、
不
平
を
言
、
7

必
要
は
な

い
し
、
ま
た
他
の
人
の
労
働
に
よ
っ
て
す
で
に
改
良
き
れ
た
と
こ
ろ
に

文
句
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
」
。

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
「
喧
嘩
」
「
争
い
」
「
不
平
」
「
文
句
」
な
ど
は
土

地
の
所
有
権
に
関
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
争
い
は
、
こ
の
引
用
箇
所

の
担
前
に
「
囲
い
こ
み
」
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る

通
り
、
ロ
ッ
ク
の
時
代
に
進
行
し
て
い
た
共
有
地
の
私
有
化
と
し
て
の
固

い
こ
み
の
是
非
を
め
ぐ
る
対
立
や
論
争
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
針
。
ロ
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ツ
ク
は
当
時
の
囲
い
こ
み
を
土
地
の
効
率
的
な
利
用
と
商
品
生
産
の
増
大

の
観
点
か
ら
肯
定
し
て
い
る
。
彼
は
上
の
文
で
囲
い
こ
み
反
対
論
者
を
批

判
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
は
囲
い
こ
み
に
よ
っ
て
多
数
の
貧

農
が
そ
の
土
地
を
奪
わ
れ
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
い
う
事
態
を
も
認

識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
は
一
方
で
は
商
品
経
済
の
浸
透
と
土
地
へ
の
需
要

の
高
ま
り
を
捉
え
、
他
方
で
土
地
を
失
っ
た
多
数
の
人
々
の
窮
状
を
も
把

握
し
て
い
る
。
こ
の
行
き
詰
ま
っ
た
状
況
を
打
開
す
る
政
策
と
し
て
彼
が

推
奨
す
る
の
が
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
獲
得
に
他
な
ら
な
い
。
ロ
ッ
ク
に
よ

れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
世
界
の
初
期
の
状
態
を
そ
の
ま
ま
現
在
も
保
っ
て
お

り
、
そ
の
土
地
の
大
半
が
未
開
拓
で
、
人
類
の
共
有
物
で
あ
る
。
先
住
民

は
土
地
の
広
大
き
に
比
し
て
数
少
な
い
の
で
、
英
国
人
が
入
植
し
て
も
、

先
住
民
の
土
地
を
侵
害
す
る
恐
れ
は
な
い
。
先
住
民
は
諸
外
国
と
共
通
の

貨
幣
を
使
用
し
て
い
な
い
の
で
、
通
商
を
行
な
わ
ず
、
そ
の
た
め
生
活
の

必
要
を
超
え
る
財
産
を
所
有
し
よ
う
と
い
う
欲
求
を
も
た
な
い
。
彼
ら
は

肥
沃
な
大
地
と
豊
か
な
資
源
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
開
発
せ
ず
、
そ

の
た
め
「
貧
し
い
惨
め
な
」
生
活
に
甘
ん
じ
て
い
る
。
先
住
民
の
単
位
面

積
当
た
り
の
収
穫
は
英
国
の
そ
れ
の
十
分
の
一
ま
た
は
百
分
の
一
に
す
ぎ

な
い
。
し
か
し
、
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
神
は
人
間
に
大
地
を
征
服
し
改
良

す
る
こ
と
、
合
理
性
と
勤
勉
な
労
働
に
よ
っ
て
財
産
と
生
活
の
便
宜
を
獲

得
す
る
こ
と
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
合
理
的
な
土
地
利
用

と
勤
勉
さ
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
西
欧
人
が
ア
メ
リ
カ
に
入
植
す
る
こ
と

は
神
の
意
思
に
適
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
ロ
ッ
ク
は
、
(
二
生
活
の
必
要
を
超
え
た
勤
労
、
所
有
の
増
大
、

物
質
的
に
豊
か
で
快
適
な
生
活
が
、
生
活
必
要
物
資
の
獲
得
と
消
費
だ
け

で
足
れ
り
と
す
る
簡
素
な
生
活
に
優
越
す
る
と
い
う
前
提
、
ま
た
(
二
)
前

者
の
生
活
を
追
求
し
て
い
る
西
欧
人
は
ア
メ
リ
カ
の
土
地
を
獲
得
し
利
用

す
る
権
利
を
も
つ
ば
か
り
で
な
く
、
後
者
の
生
活
に
甘
ん
じ
て
い
る
先
住

民
以
上
に
正
当
な
権
利
を
も
っ
と
い
う
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
・
功
利
的

な
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
前
提
は
先
住
民
に
は
異
質
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
彼
ら
の
宗
教
や
価
値
観
か
ら
見
れ
ば
拒
否
す
べ
き
も
の
だ

っ
た
で
あ
ろ
一
世
。

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
植
民
地
建
設
の
構
想
は
英
国
に
お
け
る
土
地
不

足
の
深
刻
さ
、
土
地
な
き
賃
金
労
働
者
の
増
加
、
紛
争
の
頻
発
と
い
う
国

内
問
題
へ
の
解
決
策
で
あ
る
と
同
時
に
、
英
国
が
こ
の
窮
状
を
む
し
ろ
パ

ネ
と
し
て
積
極
的
に
対
外
的
に
国
力
を
拡
大
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
る

ロ
ッ
ク
の
判
断
も
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
国
家
が
こ
の
政
策
を

強
力
に
推
進
す
べ
き
だ
と
考
え
、
こ
う
言
、7

。

「
こ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
領
土
の
大
き
さ
よ
り
人
口
の
多
い
こ
と

の
方
が
い
か
に
望
ま
し
い
か
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
耕
地
の
増
加
と
そ

れ
の
正
し
い
利
用
が
統
治
の
重
要
な
技
術
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
強
固
の
圧
迫
と
党
派
の
偏
狭
を
退
け
、
人
々
の
誠
実
な
勤
労

を
保
護
し
奨
励
す
る
た
め
に
自
由
の
法
を
確
立
す
る
賢
明
に
し
て
神
の

ご
と
き
君
主
は
、
た
ち
ま
ち
隣
国
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
手
ご
わ
い
君
主

に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
し
。

ロ
ッ
ク
は
、
西
欧
諸
国
が
競
っ
て
ア
メ
リ
カ
植
民
地
獲
得
に
遁
進
し
て

い
る
中
で
、
英
国
政
府
も
自
国
の
植
民
地
拡
大
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
す

べ
き
だ
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
統
治
者
が
保
護
・
奨
励
す
べ
き
「
人
々



の
誠
実
な
勤
労
」
と
は
、
国
内
の
資
本
主
義
的
農
業
経
営
者
、
製
造
業
・
商

業
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
l

、
お
よ
び
植
民
地
の
農
園
経
営
者
や
貿
易
商
人
の
経

済
活
動
で
あ
ろ
う
。
国
家
は
彼
ら
の
活
動
と
そ
の
成
果
と
し
て
の
財
産
を

保
護
す
る
た
め
に
圏
内
法
の
制
定
、
植
民
地
の
版
図
を
確
保
す
る
た
め
の

外
国
と
の
協
定
締
結
、
貿
易
の
権
利
と
船
舶
の
航
行
安
全
の
保
障
、
軍
事

力
の
整
備
な
ど
の
重
商
主
義
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る

σ

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ロ
ッ
ク
が
国
家
の
目
的
を
万
人
の
生
命
・

自
由
・
財
産
(
広
義
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
)
よ
り
も
む
し
ろ
有
産
階
級
の
財
産
(
狭

義
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
)
の
保
護
に
お
い
て
い
る
と
い
う
見
方
も
十
分
成
り
立
つ

の
で
あ
る
。

依頼論文
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H
b
m
g宮
内
。
\
足
。s
m
q
H
)
姐
官
官
∞l
p
E
I
H
Fお
い
申
河
〉

ω
F
Q白
F
§
・
円
札
同
七

日
∞H
目

戦
争
・
征
服
の
法
と
そ
の
例
外

ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
戦
争
は
他
の
人
々
の
生
命
、
自
由
、
財
産
を
破
壊

す
る
行
為
で
あ
り
、
自
然
法
に
反
す
る
。
し
か
し
固
と
国
の
関
係
で
は
共

通
の
権
威
が
存
在
せ
ず
、
こ
こ
は
未
だ
自
然
状
態
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

他
(
咽
か
ら
侵
略
さ
れ
た
国
は
自
己
防
衛
の
た
め
に
戦
争
す
る
権
利
を

も
っ
。ロ

ッ
ク
は
征
服
に
つ
い
て
は
、
侵
略
者
が
征
服
し
た
場
合
と
、
侵
略
に

対
す
る
自
衛
戦
争
で
勝
利
し
て
相
手
国
を
征
服
し
た
場
合
と
に
分
け
る
。

そ
し
て
前
者
の
征
服
は
自
然
法
に
反
し
、
不
当
で
あ
る
が
、
後
者
の
征
服

の
場
合
は
合
法
的
で
あ
る
と
い
う
。
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
「
合
法
的
征
服
者
」

は
相
手
国
の
戦
闘
参
加
者
た
ち
を
殺
す
か
竪
緑
化
す
る
権
利
を
も
(
官
。
そ

し
て
戦
争
被
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
要
求
で
き
る
。
し
か
し
合
法
的
征

服
者
の
権
利
は
無
制
限
で
は
な
い
。
征
服
者
は
戦
闘
に
加
わ
ら
な
か
っ
た

女
や
子
供
の
生
命
に
対
し
て
い
か
な
る
権
利
も
も
た
な
い
。
征
服
者
が
土

地
所
有
権
を
も
つ
の
は
損
害
賠
償
の
範
囲
内
で
あ
り
、
一
年
か
二
年
の
短

期
間
に
限
ら
れ
針
。
ま
た
征
服
者
は
武
力
に
よ
っ
て
被
征
服
者
た
ち
に
対

し
て
政
治
的
支
配
を
揮
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
も
そ
れ
を
強
行
す
る

な
ら
ば
、
合
法
的
征
服
者
は
そ
の
と
き
侵
略
者
に
変
わ
る
の
で
あ
針
。

こ
の
よ
う
な
ロ
ッ
ク
の
戦
争
と
征
服
に
関
す
る
国
際
法
思
想
は
彼
の
自

然
法
・
自
然
権
の
理
論
を
国
家
聞
の
関
係
に
拡
大
し
た
も
の
で
あ
り
、
各



民
族
の
独
立
と
自
決
の
権
利
を
表
明
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

で
は
こ
の
思
想
は
先
に
見
た
彼
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
獲
得
の
奨
励
と
ど

の
よ
う
に
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
七
世
紀
に
お
け
る
英
国
人
の
ア
メ

リ
カ
植
民
地
の
建
設
と
拡
大
は
し
ば
し
ば
戦
争
と
征
服
を
通
し
て
進
行

し
た
。
ロ
ッ
ク
が
白
人
植
民
者
と
先
住
民
の
聞
の
戦
争
に
言
及
し
て
い
る

お
そ
ら
く
唯
一
の
箇
所
か
ら
推
測
す
る
限
り
、
ロ
ッ
ク
は
先
住
民
を
侵
略

者
、
そ
し
て
白
人
植
民
者
を
正
当
な
防
衛
ま
た
は
報
復
の
た
め
の
戦
闘
者

と
見
な
し
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
は
侵
略
と
「
正
当
な
戦
争
」

す
な
わ
ち
自
衛
戦
争
と
を
区
別
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
あ
る
戦
争
に
お

い
て
交
戦
者
の
ど
ち
ら
の
側
が
侵
略
者
で
あ
る
か
、
ど
ち
ら
が
「
正
当
な

戦
争
」
を
戦
っ
て
い
る
か
を
判
断
す
る
明
確
な
基
準
を
の
べ
て
い
な
い
。

ま
た
誰
が
そ
れ
を
判
断
す
べ
き
か
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
な
い
。
彼
は
暗

黙
の
う
ち
に
常
に
植
民
者
側
が
正
当
で
あ
る
と
前
提
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
先
に
見
た
通
り
、
ロ
ッ
ク
は
「
合
法
的
征
服
者
」
の
占
領
期
間

を
一
年
か
二
年
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
現
実
の
英
国
人
の
植
民

地
支
配
は
一
七
世
紀
初
頭
以
来
続
い
て
お
り
、
今
後
も
永
続
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
は
こ
の
事
実
を
充
分
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
彼
は
戦
争
と
征
服
に
関
す
る
彼
の
自
然
法
的
原

則
を
英
国
と
ア
メ
リ
カ
先
住
民
と
の
関
係
に
は
適
用
す
る
必
要
が
な
い
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ロ
ッ
ク
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な

特
別
の
(
あ
る
い
は
差
別
的
と
も
言
え
る
)
見
方
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
彼

の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
特
殊
な
認
識
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

ろ
、
7
0

(
一
)
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
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ア
メ
リ
カ
の
諸
部
族
は
未
だ
自
然
状
態
に
あ

り
、
政
府
を
も
た
ず
、
法
に
よ
る
国
土
の
確
定
も
土
地
の
私
有
権
の
法
制

化
も
行
な
っ
て
い
な
ば

o

ロ
ッ
ク
は
自
然
状
態
を
「
市
民
社
会
」
と
明
確

に
区
別
す
る
。
西
欧
諸
国
の
よ
う
な
市
民
社
会
は
各
々
領
土
の
境
界
を
定

め
、
相
E
に
「
他
国
の
領
土
へ
の
要
求
や
権
利
を
明
白
に
あ
る
い
は
暗
黙

の
う
ち
に
否
定
し
、
も
と
も
と
外
国
に
対
し
て
持
っ
て
い
た
そ
の
自
然
の

共
有
権
の
主
張
を
、
共
通
の
同
意
に
よ
っ
て
放
棄
し
た
」
。
こ
れ
に
反
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
族
は
政
府
を
も
た
ず
、
領
土
の
確
定
も
、
諸
外
国
と

の
国
境
尊
重
の
協
定
も
結
ん
で
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
自
然
状
態
の
ま
ま

の
ア
メ
リ
カ
に
は
、
全
人
類
に
開
放
き
れ
た
土
地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
は
言
う
。

「
し
か
し
、
今
な
お
、
荒
蕪
地
の
ま
ま
の
す
ば
ら
し
い
土
地
が
:
:
:
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
人
々
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
以
上
に
大
き
く
、
し
た

が
っ
て
共
有
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。

(
二
)
ア
メ
リ
カ
の
広
大
な
土
地
に
比
し
て
そ
こ
に
住
む
先
住
民
は
数
少

な
く
、
大
部
分
の
土
地
は
「
荒
蕪
弛

L
(宅
島
町
)
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
人
も

住
ま
ず
、
耕
作
も
さ
れ
て
い
な
い
。

(
一
二
)
荒
蕪
地
は
誰
の
占
有
地
で
も
な
く
、
全
人
類
の
共
有
物
で
あ

μ
。

(
四
)
し
た
が
っ
て
、
「
共
有
物
と
し
て
他
の
人
に
も
充
分
に
、
同
じ
く
ら

い
多
く
残
す
」
な
ら
ば
、
先
住
民
以
外
の
人
々
が
土
地
を
占
有
し
植
民
す

る
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
ニ
一
百
う
。

「
住
民
が
所
有
し
利
用
し
て
い
る
よ
り
も
多
く
の
土
地
が
あ
り
、
[
住

民
以
外
の
]
誰
で
も
荒
蕪
地
を
利
用
す
る
自
由
を
も
っ
て
い
る

し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
論
拠
に
対
し
て
は
い
く
つ
か
の
疑
問
や
反
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論
が
生
じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
(
一
)
に
対
し
て
は
、
先
住
民
は
西
欧

に
お
け
る
よ
う
な
形
態
の
国
家
や
法
を
も
た
な
い
と
し
て
も
、
彼
ら
に
固

有
の
政
治
組
織
、
土
地
利
用
の
規
則
(
日
慣
習
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
現
代

の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
き
れ
て
い
る
。

(
二
)
に
つ
い
て
は
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
土
地
や
森
林
が
多
く
存
在
し

て
も
、
先
住
民
が
そ
こ
を
狩
猟
採
集
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
に

西
欧
か
ら
の
植
民
者
が
気
づ
か
な
い
。
ま
た
気
づ
い
て
も
、
耕
作
以
外
の

土
地
利
用
を
正
規
の
土
地
利
用
と
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
説
。
ロ
ッ
ク
は
、

神
の
命
令
に
も
と
づ
く
「
勤
勉
」
と
「
合
理
性
」
に
よ
っ
て
土
地
と
資
源

を
「
改
良
」
し
、
よ
り
多
く
の
「
生
活
の
便
益
」
を
獲
得
す
る
者
は
、
土

地
を
充
分
に
活
用
し
な
ふ
怠
惰
な
先
住
民
に
優
先
し
て
土
地
の
占
有
の
権

利
を
も
っ
と
考
え
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
は
ま
た
あ
る
地
域
の
土
地
が
先
住
民

に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
白
人
植
民
者
が
先
住
民

に
聞
く
こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
だ
け
で
判
断
し
て
よ
い
と
前
提
し
て
い
る
。

だ
が
白
人
植
民
者
が
ロ
ッ
ク
と
共
有
し
て
い
た
こ
の
前
提
が
先
住
民
と
の

聞
の
紛
争
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
三
)
に
対
し
て
は
、
あ
る
土
地
が
耕
作
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
ま
た
私

有
化
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
先
住
民
が
狩
猟
採
集
の
た
め
に
共
同
利
用
し

て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
地
域
の
先
住
民
の
共
有
地
で
あ
っ
て
、
先
住
民

は
そ
れ
を
全
人
類
に
開
放
さ
れ
た
共
有
物
な
ど
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と

が
指
摘
で
き
よ
う
。
ロ
ッ
ク
は
英
国
に
お
け
る
よ
う
に
法
に
よ
っ
て
定
め

ら
(
胤
た
共
有
地
は
固
い
込
ん
だ
り
占
有
し
た
り
で
き
な
い
と
の
べ
る
一

方
で
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
共
有
地
は
「
荒
蕪
地
」
と
見
な
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
住
民
以
外
の
全
人
類
に
開
放
さ
れ
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
。
し
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か
し
先
住
民
の
共
有
地
抗
も
彼
ら
固
有
の
錠
に
よ
っ
て
利
用
の
権
利
が
定

め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
四
)
に
対
し
て
は
、
植
民
者
が
土
地
を
取
得
し
た
さ
い
に
「
他
の
人
に

も
充
分
に
、
同
じ
く
ら
い
多
く
」
残
し
た
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
ま
た
「
住

民
が
利
用
し
て
い
る
よ
り
も
多
く
の
土
地
が
あ
る
」
と
判
断
す
る
の
は
誰

か
、
と
い
う
聞
い
が
浮
か
ん
で
来
よ
う
。
そ
れ
は
植
民
者
か
、
そ
れ
と
も

植
民
者
と
先
住
民
と
の
合
意
か
。
ロ
ッ
ク
は
何
の
疑
問
も
抱
か
ず
に
、
植

民
者
が
判
断
す
れ
ば
充
分
と
考
え
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
は
以
上
の
よ
う
に
著
し
く
西
欧
植
民
者
か
ら
の
見
方
に
偏
っ
た

眼
で
先
住
民
と
彼
ら
の
土
地
を
見
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
、
彼
が
固
と
国
の
関
係
に
関
し
て
人
民
の
生
命
、
自
由
、

財
産
(
と
〈
に
領
土
)
の
相
互
尊
重
、
お
よ
び
戦
争
と
征
服
に
関
す
る
自
然

法
的
原
則
を
立
て
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
と
そ
の
領
土

に
対
す
る
関
係
は
そ
れ
ら
の
原
則
の
例
外
事
項
と
見
な
し
て
そ
の
適
用
か

ら
除
外
し
た
わ
け
で
あ
る
。
西
欧
諸
国
相
互
の
関
係
を
規
定
す
る
ロ
ッ
ク

の
原
則
が
西
欧
諸
国
と
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
関
係
に
は
適
用
さ
れ
な
い
の

は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
西
欧
諸
国
が
す
で
に
「
市
民
社
会
」
に
到
達
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
は
未
だ
「
自
然
状
態
」
に
留
ま

っ
て
い
る
と
い
う
彼
の
認
識
に
も
と
づ
い
て
正
当
と
見
な
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

(
1
)の
口
忌

(
2
)の
ロ
ミ
印
l
可
申

(
5
)の
ロ
民
戸

z
p
H
U
N
-
同
由
品

前
掲
拙
著
、
一
O
八
ー
一
二
O
頁
。

(
3
)
の
口
同
叶
P
H
∞
申

(
4
)の
円
回
目
∞AF

(
6
)
Q巧
白
m
b
E
3
も
・
忌
-
w
n
F
名
品
目

(
7
)の
-
H
U
O
H
ω同

(
8
)の
ロ
g
・
8

・
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A
R
y
-
-
N
・
]
{
{
)
∞
(
9
)の
ロ

A
F
M
M
(叩
)
の
口
品
目
(
日
)
の
口

?
?
ω
叶

(
ロ
)
の
ロω
p
u
吋
・
8
4
8
・
4
∞
(
日
)
の
ロ
ミ
-
a
-
H
∞
品

(
U
)の
口
同
窓

(
日
)
者
2
5
R
P
D
も
・
忌
-
-
E
h
N臼
司

E
R
2
T
5
5

岡
田
一
ヨ
「
岡
山
口
戸
釦
ロ
且

ω
ロ
品
切
白
〈
国
問
。
司
2
1
巾
司
与
遺
言
民SS
C
き
ミ
ミ
九
ア
M
M
E
(
包
戸
)
・u
a印
N
ω

回
白
『σ
m
w
g〉
「
口
。
口
、
。
』
g
h
。
円
静
魚
川
ぬ
芯
h
h
書
、

3
s
-
O
H向
。
吋
門
戸
忌
由
自

u
H】-
N
O
N
-

(
日
山
)
Q
4
司
5
5
R
P
S

礼
子
司
・
∞N
〉
S
Z
L
史
h
H・
3
5

∞
E
U

(
げ
)
の
ロω
N
-
u
p
h
p
白
(
同
日
)
の
口
ω
印
(
川
口
)
者
2
5
R
P
§

円
む
よ
唱
目

ω
N・

四

「
奴
隷
状
態
」
の
ニ
義
性

英
国
入
植
民
者
は
ア
メ
リ
カ
で
奴
隷
を
所
有
し
使
用
し
て
い
た
。
農
園

で
の
タ
バ
コ
や
砂
糖
キ
ビ
の
栽
培
に
は
多
数
の
労
働
を
必
要
と
し
た
が
、

こ
の
労
働
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
奴
隷
の
強
制
労
働
を
導

入
し
た
の
で
あ
る
。
奴
隷
は
お
も
に
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
黒
人
で
あ
る
。
ロ

ッ
ク
は
奴
隷
制
を
ど
う
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

ロ
ッ
ク
は
「
奴
隷
状
態
」
(
也
君
3
)

を
)
「
他
人
の
絶
対
的
恋
意
的
権
力
」

の
下
に
従
属
し
て
い
る
こ
と
と
規
定
す
る
。
つ
ま
り
自
己
の
自
由
と
財
産

ば
か
り
か
、
生
命
も
他
人
の
意
思
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
は
、
他
人
を
奴
隷
状
態
の
下
に
縛
る
こ
と
は
基
本
的
に
自
然
法
に

反
す
る
不
当
な
こ
と
と
考
え
る
。
し
か
し
彼
は
同
時
に
、
他
人
を
奴
隷
化

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
一
言
う
。
そ
れ
は
「
正
当
な
戦
争
」

(
つ
ま
り
自
衛
の
た
め
の
戦
争
)
で
捕
え
た
捕
虜
を
奴
隷
と
し
て
使
用
す
る
場

合
で
あ
ぷ
o

そ
の
捕
虜
は
侵
鴻
ま
た
は
攻
撃
と
い
う
「
死
に
値
す
る
行
為
」

の
ゆ
え
に
奴
隷
化
き
れ
て
よ
い
。
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
侵
略
は
自
然
法
に

反
す
る
行
為
で
あ
る
か
ら
、
侵
略
者
の
奴
隷
化
は
そ
れ
に
対
す
る
処
罰
と

し
て
自
然
法
に
適
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
は
他
人
を

奴
隷
状
態
の
下
に
お
く
こ
と
が
不
当
で
あ
る
場
合
と
正
当
で
あ
る
場
合
の

両
方
を
認
め
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
が
前
者
の
例
と
し
て
挙
げ
る
の
が
当
時
の
英
国
の
絶
対
王
政
の

専
制
的
権
力
と
人
民
の
関
係
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
絶
対
君
主
が

立
法
権
も
執
行
権
も
掌
握
し
、
人
民
の
訴
え
や
要
求
を
拒
否
す
る
と
き
、

人
民
は
奴
隷
に
等
し
い
と
い
任
。
彼
は
言
う
。

「
奴
隷
状
態
は
人
間
と
し
て
忌
ま
わ
し
く
惨
め
な
状
態
で
あ
り
、
わ
が

国
民
の
も
つ
寛
大
な
気
質
と
勇
気
と
全
く
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か

ら
、
英
国
民
が
、
ま
し
て
や
紳
士
が
そ
れ
を
弁
護
す
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
」
。

ロ
ッ
ク
は
ジ
ェ
l

ム
ズ
二
世
の
専
制
政
治
を
強
〈
批
判
し
、
こ
の
政
治

の
下
で
人
民
の
生
命
、
自
由
、
財
産
が
恋
意
的
に
奪
わ
れ
る
事
態
を
人
民

の
「
奴
隷
状
態
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ッ
ク
が
正
当

と
見
な
す
よ
う
な
「
奴
隷
状
態
」
の
例
は
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
ロ
ッ
ク
自
身
が
奴
隷
制
と
奴
隷
貿
易
に
関
与
し
て
い
た
と

い
う
事
実
が
あ
る
。
一
六
六
九
年
、
彼
は
彼
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
シ
ヤ

フ
ツ
ベ
リ
l

伯
(
ア
ン
ソ
ニ
ー
-
ア
シ
ュ
リl
・
ク

l

パ
|
)
の
依
頼
に
応
じ

て
カ
ロ
ラ
イ
ナ
植
民
地
の
憲
法
の
起
草
に
協
力
し
た
。
こ
の
憲
法
は
「
カ

ロ
ラ
イ
ナ
の
自
由
人
は
誰
で
も
、
自
分
の
黒
人
奴
隷
に
対
し
て
は
、
い
か

な
る
意
見
ま
た
は
い
か
な
る
宗
教
を
も
っ
者
に
対
し
て
も
、
絶
対
的
な
権

力
と
権
威
を
も
っ
」
と
い
う
条
文
を
含
ん
で
い
る
。
ロ
ッ
ク
が
こ(
m条文

の
作
成
に
ど
の
程
度
関
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
種
々
の
説
が
あ
り
、
確



依頼論文

か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
彼
が
後
年
の
著
作
で
奴
隷
制
を
肯
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
彼
は
こ
の
条
文
に
同
意
し
て
い
た
と
推
定
で

託
、
ト
品
、7

一
六
七
四
年
、
ロ
ッ
ク
は
ア
メ
リ
カ
植
民
地
へ
の
奴
隷
の
供
給
を
目
的

と
す
る
「
王
立
ア
フ
リ
カ
会
社
」
の
株
を
購
入
し
た
。
こ
れ
に
は
、
シ
ヤ

フ
ツ
ペ
リ
ー
が
こ
の
会
社
の
有
力
株
主
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
以
前
か

ら
奴
隷
貿
場
と
西
イ
ン
ド
諸
島
の
植
民
地
経
営
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ロ
ッ
ク
は
ア
フ
リ
カ
黒
人
を
奴
隷
化
す

る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
彼
は
『
政
府
二
論
』
の

中
で
、
西
イ
ン
ド
諸
島
の
あ
る
農
園
主
が
奴
隷
を
買
っ
て
所
有
し
て
い
る

こ
と
に
言
及
し
て
い
る
が
、
ロ
ッ
ク
は
こ
れ
に
対
し
て
道
徳
的
な
疑
問
は

一
切
表
明
し
て
い
な
い
。

で
は
ロ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
黒
人
の
奴
隷
化
を
肯
定
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
た
ち
が
先
に
見
た
「
正
当
な
戦
争
」
に

お
け
る
捕
虜
に
該
当
す
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
黒
人
が
ア
フ
リ
カ
西

海
岸
で
英
国
人
を
攻
撃
し
、
こ
れ
に
対
す
る
英
国
人
の
自
衛
戦
争
の
さ
い

に
捕
虜
と
し
て
捕
え
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
歴
史
的
事
実
に
反
す
る
。

英
国
人
が
奴
隷
狩
り
と
奴
隷
貿
易
を
目
的
と
し
て
捕
え
奴
隷
化
し
た
の
で

あ
る
。
「
不
当
な
戦
争
L
と
「
死
に
値
す
る
行
為
」
は
黒
人
側
に
で
は
な
く
、

む
し
ろ
英
国
商
人
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ロ
ッ
ク
は
英
国

人
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
人
の
奴
隷
化
を
正
当
と
見
な
す
根
拠
を
の
べ
て
い
な

い
。
彼
は
ま
た
、
二
つ
の
集
団
の
問
で
戦
闘
が
起
き
た
と
き
、
「
正
当
な
戦

争
」
を
戦
っ
て
い
る
側
が
勝
利
す
る
と
は
限
ら
ず
、
侵
略
者
が
敵
を
捕
え

て
奴
隷
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
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正
当
な
奴
隷
化
と
共
に
不
当
な
奴
隷
化
も
現
実
に
は
あ
り
う
る
こ
と
、
こ

の
二
つ
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
説
。
ま
た
ロ

ッ
ク
の
理
論
に
従
え
ば
、
奴
隷
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
は
「
死
に
値
す
る
行

為
」
を
犯
し
て
い
な
い
か
ら
奴
隷
化
さ
れ
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し

彼
は
ア
メ
リ
カ
で
黒
人
の
子
供
や
女
も
奴
隷
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
は
彼
の
自
然
法
思
想
に
も
と
、
つ
い
て
「
正
当
な
」
奴
隷
化
の
理

論
を
示
し
た
が
、
当
時
の
英
国
(
お
よ
び
他
の
西
欧
諸
国
)
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
た
現
実
の
奴
隷
化
は
彼
の
理
論
に
著
し
く
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
こ
の
現
実
の
奴
隷
化
を
詳
し
く
知
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
を

黙
認
し
た
の
で
あ
る
。

先
に
見
た
通
り
、
ロ
ッ
ク
は
「
奴
隷
状
態
」
の
概
念
を
狭
義
の
そ
れ
(
身

体
的
拘
束
と
強
制
労
働
の
下
に
お
か
れ
た
状
態
)
と
広
義
の
そ
れ
(
絶
対
王
政

の
専
制
政
治
の
下
の
人
民
の
状
態
)
の
二
様
に
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
二
つ
の
意
味
の
聞
に
は
決
定
的
な
相
違
が
あ
る
。
前
者
の
状
態
に
お
か

れ
た
奴
隷
は
、
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
正
当
な
処
罰
を
受
け
て
い
る
の
で
あ

り
、
い
か
な
る
権
利
も
奪
わ
れ
て
当
然
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後

者
の
状
態
に
お
か
れ
た
人
々
は
い
か
な
る
正
当
な
理
由
も
な
く
権
利
を
奪

わ
れ
て
い
る
(
抑
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
本
来
こ
の
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
る
べ

き
な
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
前
者
を
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
系
奴
隷
に
適

用
し
(
た
だ
し
先
述
の
よ
う
に
、
奴
隷
化
の
根
拠
に
関
し
て
理
論
と
現
実
の
相
違

は
あ
る
が
)
、
後
者
を
英
国
人
民
の
た
め
に
使
用
し
た
。
こ
こ
に
、
ロ
ッ
ク

が
設
け
た
英
国
国
民
と
ア
フ
リ
カ
黒
人
と
の
閲
の
差
別
が
顕
著
に
現
わ
れ

て
い
る
と
い
、
え
る
。
彼
が
提
示
し
た
自
然
法
思
想
は
国
境
と
民
族
の
相
違
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を
超
え
て
全
人
類
の
権
利
の
保
障
を
求
め
る
普
遍
的
な
も
の
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
お
い
て
は
、
非
西
欧
世
界
の
人
々
は
そ
こ
か
ら

排
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

*
 

以
上
に
お
い
て
ロ
ッ
ク
が
絶
対
王
政
に
代
わ
る
べ
き
市
民
政
府
の
国
家

を
ど
の
よ
う
に
自
然
法
に
も
と
づ
い
て
構
築
し
た
か
を
概
観
し
た
。
商
品

経
済
が
急
速
に
西
欧
諸
国
に
浸
透
す
る
中
で
、
英
国
は
商
品
生
産
の
た
め

の
土
地
需
要
の
上
昇
、
固
い
こ
み
に
よ
る
土
地
な
き
人
々
の
増
加
、
土
地

を
め
ぐ
る
紛
争
の
頻
発
な
ど
の
難
題
を
抱
え
て
い
た
。
ロ
ッ
ク
は
こ
れ
ら

の
圏
内
問
題
を
打
開
す
る
有
力
な
方
策
と
し
て
ア
メ
リ
カ
植
民
地
獲
得
を

提
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
地
主
と
農
業
経
営
者
の
た
め
に
海
外
市

場
を
開
拓
す
る
と
同
時
に
、
意
欲
あ
る
企
業
家
と
土
地
な
き
人
々
に
充
分

な
土
地
と
活
動
の
場
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
こ
れ
を
実
施
す

る
た
め
に
は
、
外
来
の
英
国
人
(
ま
た
は
広
〈
西
欧
人
)
が
ア
メ
リ
カ
で
土

地
を
取
得
す
る
こ
と
の
正
当
性
と
そ
の
条
件
を
普
遍
的
な
自
然
法
に
則
っ

て
示
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ッ
ク
が
そ
の
た
め
に
持
ち
出
し
た
中
心

的
概
念
が
「
自
然
状
態
」
「
荒
蕪
地
」
「
全
人
類
の
共
有
物
」
「
耕
作
」
「
勤

勉
」
「
土
地
の
私
有
」
「
合
理
性
」
「
土
地
の
改
良
」
「
生
活
の
便
益
」
「
所
有

の
蓄
積
」
「
正
当
な
戦
争
」
「
合
法
的
征
服
者
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
概
念
が
い
か
に
植
民
者
側
に
の
み
好
都
合
な
、
一
方
的
な
観
念

で
あ
る
か
は
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
植
民
者
が
ア
メ
リ
カ

で
農
園
の
た
め
の
安
価
な
労
働
力
と
し
て
必
要
と
し
た
奴
隷
の
使
用
も

「
正
当
な
戦
争
」
の
概
念
に
も
と
づ
い
て
正
当
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

も
理
論
と
現
実
が
矛
盾
し
、
ア
フ
リ
カ
人
は
自
然
法
の
適
用
か
ら
事
実
上

排
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
は
英
国
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
領
土
拡
大
に
よ
っ
て
国

内
の
階
級
の
利
害
対
立
を
緩
和
す
る
と
共
に
、
ア
メ
リ
カ
の
広
大
な
土
地

と
豊
富
な
資
源
、
ま
た
安
価
な
労
働
力
の
効
率
的
な
活
用
に
よ
っ
て
飛
躍

的
に
発
展
で
き
る
と
期
待
し
た
。
そ
れ
は
英
国
資
本
、
玉
義
の
植
民
地
体
制

の
構
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
I

・
ウ
ォ
ラ

l

ス
テ
イ
ン
の
用
語
を
使

う
な
ら
ば
、
英
国
を
含
む
西
欧
諸
地
域
を
「
中
核
」
と
し
、
ア
メ
リ
カ
大

陸
を
含
む
非
西
欧
諸
地
域
を
「
辺
境
」
と
す
る
分
業
と
収
奪
の
体
制
と
し

て
の
「
世
界
経
済
」
、
あ
る
い
は
「
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
」
の
設
計
で
あ
っ
た
。

ロ
ッ
ク
は
そ
の
よ
う
な
支
配
体
制
の
正
当
性
を
弁
証
し
よ
う
と
し
た
哲
学

者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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先
に
国
家
が
保
護
す
べ
き
「
プ
ロ
パ
テ
ィ
」
の
概
念
の
二
義
性
お
よ
び

「
奴
隷
状
態
」
の
二
義
性
に
つ
い
て
見
た
が
、
こ
れ
ら
の
二
義
性
に
対
応
す

る
も
の
を
ロ
ッ
ク
の
「
理
性
」
概
念
の
中
に
見
い
kす
こ
と
が
で
き
る
。

数
学
的
論
証
や
推
理
の
能
力
と
し
て
の
理
論
的
理
性
か
ら
区
別
さ
れ
る
実

践
的
領
域
に
お
け
る
「
理
性
」
は
二
つ
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、

道
徳
的
な
原
理
、
と
く
に
自
然
法
を
発
見
す
る
能
力
と
し
て
の
理
性
で
あ

る
。
自
然
法
は
各
人
の
自
己
保
存
権
と
共
に
、
各
人
が
他
人
の
生
命
、
自

由
、
財
産
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
法
を
洞
察
し
発
見
で
き
る
の
は
理
性
で
あ
り
、
自
然
法
は
「
理

性
の
法
」
、
「
理
性
の
声
」
と
も
呼
ば
れ
、
ま
た
理
性
そ
の
も
の
で
あ
る
と

も
い
わ
れ
μ
。
理
性
は
自
己
保
存
権
に
関
し
て
万
人
の
「
平
海
」
と
「
相

互
性
」
(
対
等
性
)
を
行
為
の
規
範
と
す
べ
き
こ
と
を
認
識
す
る

O
L
1
い
換

え
れ
ば
、
理
性
は
道
徳
の
原
理
の
必
要
条
件
と
し
て
「
共
通
の
公
正
」
、
す

な
わ
ち
こ
の
原
理
が
例
外
な
く
万
人
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
万
人

に
等
し
く
妥
当
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
自
然
法
は
そ
の
意
味
で
「
理

性
的
被
造
物
に
は
明
瞭
で
、
理
知
的
に
理
解
可
阪
」
な
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
す
べ
て
の
人
聞
の
平
等
を
求
め
る
理
性
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の
規
範
的
性
格
が
明
確
に
表
明
き
れ
て
い
る
。

「
理
性
」
の
も
う
一
つ
の
意
味
は
、
自
己
保
存
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
効
率
的
に
機
能
す
る
手
段
と
し
て
の
知
的
能
力
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
言

よ
j

「
神
は
世
界
を
人
々
に
共
有
の
も
の
と
し
て
与
え
た
が
、
同
時
に
そ
れ

を
生
活
の
最
大
の
利
益
と
便
益
に
役
立
つ
よ
う
利
用
す
る
た
め
に
理
性

を
も
彼
ら
に
与
え
た
」
。

こ
こ
で
は
理
性
は
「
生
活
の
最
大
の
利
益
と
便
益
」
の
獲
得
の
た
め
に

自
然
の
土
地
や
資
源
を
適
切
に
利
用
す
る
方
法
と
技
術
を
見
出
す
能
力
と

し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
「
技
術
と
科
学
の
改
良
」
に
よ
る
「
生
活
の
便
益
」

の
増
進
は
神
の
命
令
で
あ
り
、
こ
れ
は
理
性
の
使
用
に
か
か
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
創
意
と
才
覚
に
よ
っ
て
自
己
の
利
益
を
追
求
す
る
人
は
「
勤

勉
で
合
理
的
[
理
性
的
]
な
人
」
と
呼
ば
れ
説
。
ロ
ッ
ク
は
、
人
々
が
圏

内
で
も
植
民
地
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
理
性
(
合
理
性
)
の
能
力
を
発
揮

し
て
生
産
や
商
業
に
励
み
、
富
を
増
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
の
「
理
性
」
概
念
は
明
確
に
異
な
る
二
つ
の
意
味

を
も
っ
て
い
る
。
一
方
は
各
人
の
自
己
保
存
権
(
生
命
、
自
由
、
財
産
へ
の

権
利
)
を
自
己
に
対
し
て
と
同
様
に
す
べ
て
の
他
者
に
も
認
め
、
こ
れ
を
尊

重
す
る
こ
と
を
万
人
の
規
範
と
す
る
理
性
。
他
方
は
、
各
人
が
自
己
保
存

権
を
最
大
限
に
行
使
し
、
自
己
の
利
益
と
富
を
追
求
す
る
た
め
の
知
的
能

力
と
し
て
の
理
性
。
一
方
は
「
全
人
類
の
保
が
」
を
求
め
る
普
遍
的
理
性
。

他
方
は
個
人
が
私
的
利
益
を
目
指
し
、
あ
る
い
は
国
家
が
他
国
や
他
民
族

に
対
抗
し
て
自
己
の
利
益
と
権
力
を
追
求
す
る
た
め
の
特
殊
的
理
性
。
こ

れ
ら
二
種
の
理
性
が
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
何
ら
相
互
に
背
反
の
可
能
性
を
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は
ら
む
も
の
と
し
て
は
意
識
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
互
い
に
調
和
す
る
も
の
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク

が
国
内
の
全
人
民
の
生
命
、
自
由
、
財
産
よ
り
も
有
産
階
級
の
財
産
の
保

全
を
重
視
し
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
領
土
と
共
有
地
を
「
自
然
状
態
」

と
い
う
理
由
の
下
に
、
彼
ら
の
同
意
な
し
に
取
得
で
き
る
と
の
べ
て
い
る

こ
と
を
考
、
え
る
と
、
彼
は
自
己
利
益
追
求
の
合
理
性
を
貫
徹
す
る
た
め
に
、

普
遍
的
理
性
の
妥
当
範
囲
を
暗
黙
の
う
ち
に
制
限
し
た
と
言
え
る
。
こ
う

し
て
「
理
性
」
の
二
つ
の
意
味
は
、
彼
の
主
観
的
意
識
と
期
待
に
反
し
て
、

相
互
に
恭
離
し
対
立
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
一
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
ロ
ッ
ク
が
英
国
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
化
の
利
益
と
正
当
性

を
主
張
す
る
と
き
の
論
理
は
、
彼
の
普
遍
的
な
「
自
然
法
」
の
強
調
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
英
国
の
自
己
利
益
の
追
求
の
合
理
性
に
貫
か
れ
た
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

(
1
)
Q
・
』
。ZF
o
n
z
-
h
s

忠
告
し
可
門
言
号
、
吉
田
認
同
s
s
s
q
s
b
a
s
ミ
弓
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句
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甘
え
冶
5
3
w
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-
タ
ロ
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∞
(
以
下
、
書
名
を

開
と
略
記
)

(
2
)の
口
ω
タ
ω
H
.品

(
3
)の
口
h
p
(
4
)
の
口
∞

(
5
)の
目
H
H
N
(
6
)

。
口
忠

(
7
)の
お
ω
わ
円
何
回-
F
∞

(
8
)の
ロ
ピ

(
9
)の
口
叶

(
日)
B

・
ア
l

ネ
イ
ル
は
、
ロ
ッ
ク
が
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
化
の
経
済
的
権
利
と

倫
理
的
正
当
性
を
結
合
す
る
た
め
に
用
い
た
手
段
は
「
理
性
、
す
な
わ
ち
統
一
的
、

単
一
的
な
実
体
と
し
て
の
理
性
」
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
(
§
円
む
よ
百
M
g
)。
筆

者
は
彼
女
の
鋭
い
考
察
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
が
、
ロ
ッ
ク
の
理
性
概
念
に
関
す
る

彼
女
の
理
解
に
関
し
て
は
完
全
に
は
同
意
で
き
な
い
。
ア
l

ネ
イ
ル
は
筆
者
が
右

に
指
摘
し
た
ロ
ッ
ク
の
「
理
性
」
の
二
つ
の
意
味
を
区
別
し
て
お
ら
ず
、
理
性
と
し

て
の
自
然
法
が
国
家
、
民
族
、
人
種
の
相
違
を
超
え
た
全
人
類
の
保
全
を
目
的
と
し

て
い
る
こ
と
を
看
過
あ
る
い
は
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

ロ
ッ
ク
は
人
類
の
歴
史
に
お
い
て
貨
幣
経
済
と
商
業
の
発
達
に
よ
っ

て
、
一
方
に
生
産
力
の
増
大
、
私
有
財
産
の
蓄
積
、
「
生
活
の
便
益
」
の
向

上
、
他
方
に
財
産
の
不
平
等
、
所
有
権
を
め
ぐ
る
紛
争
、
人
々
の
不
平
不

満
が
生
ず
る
と
の
べ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
財
産
の
不
平
等
や
紛
争
の

多
発
を
解
決
す
る
た
め
に
、
同
意
と
信
託
に
よ
る
国
家
の
設
立
が
要
請
き

れ
る
と
言
う
。
ロ
ッ
ク
は
こ
う
の
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
を
も
っ
市

民
社
会
が
白
然
状
態
よ
り
も
明
白
に
優
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
市
民

社
会
は
政
府
の
権
力
の
合
理
的
な
行
使
に
よ
っ
て
人
民
の
経
済
的
豊
か
き

と
同
時
に
秩
序
と
安
全
を
確
保
で
き
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ッ

ク
に
と
っ
て
、
自
然
状
態
か
ら
市
民
社
会
へ
の
移
行
は
人
類
の
す
べ
て
の

民
族
が
遅
か
れ
早
か
れ
辿
る
べ
き
歴
史
の
行
程
で
あ
り
、
ま
た
神
の
意
思

で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
神
は
人
類
の
保
存
と
平
和
を

望
む
ば
か
り
で
な
く
、
人
々
が
人
生
活
の
最
大
の
利
益
と
便
宜

L
の
た
め

に
「
理
性
」
を
利
用
す
べ
き
こ
と
、
「
労
働
」
と
「
勤
勉
」
に
よ
っ
て
「
大

地
を
征
服
」
す
べ
き
こU
、
ま
た
「
技
術
と
科
学
の
進
歩
」
に
努
め
る
こ
d

を
命
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
も
現
在

の
自
然
状
態
を
脱
し
て
市
民
社
会
に
加
わ
る
こ
と
が
神
の
意
思
で
あ
り
、

そ
れ
が
彼
ら
自
身
の
経
済
的
生
活
の
向
上
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
ロ
ッ
ク
の
歴
史
哲
学
と
宗
教
的
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
英
国

人
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
化
は
先
住
民
の
伝
統
的
な
土
地
所
有
権
と
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政
治
的
支
配
権
の
侵
害
で
は
な
く
、
英
国
人
植
民
者
ば
か
り
で
な
く
、
先

住
民
に
と
っ
て
も
利
益
と
な
る
偉
大
な
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
植

民
者
は
植
民
地
化
を
通
し
て
先
住
民
に
西
欧
的
な
商
品
経
済
、
私
的
所
有

権
、
西
欧
的
な
「
勤
勉
」
と
「
合
理
性
」
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

彼
ら
を
啓
蒙
す
る
と
い
う
歴
史
的
使
命
を
果
た
す
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
は
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
る

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
植
民
地
化
の
歴
史
的
意
義
を
受
け
容
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
商
品
経
済
の
た
め
の
生
産
力
増
大
や
、
土

地
の
共
有
権
に
代
わ
る
個
人
主
義
的
所
有
権
の
確
立
、
生
存
に
必
要
な
限

度
を
超
え
た
「
勤
勉
」
と
「
財
産
の
蓄
積
」
を
必
ず
し
も
望
ま
し
い
こ
と

と
は
考
え
ず
、
「
進
歩
」
と
も
見
な
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
持
っ
て
い

た
錠
は
西
欧
人
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
価
値
観
念
と
行
動
様
式
を
人
々
の
聞

に
不
平
等
と
紛
争
、
相

E
m権
利
侵
害
を
助
長
す
る
も
の
と
し
て
抑
制
し

制
限
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
七
世
紀
の
聞
に
英
国
入
植
民
者
と
ア
メ

リ
カ
先
住
民
の
間
に
度
重
な
る
戦
争
が
起
こ
り
、
双
方
に
(
と
く
に
先
住
民

側
に
)
多
大
な
犠
牲
者
を
生
ん
だ
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
先
住
民
の
拒

否
の
姿
勢
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
任
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
戦
争

が
す
べ
て
英
国
人
側
の
武
力
の
優
越
に
よ
っ
て
決
着
を
つ
け
ら
れ
た
結

果
、
先
住
民
が
維
持
し
よ
う
と
欲
し
た
土
地
利
用
、
労
働
、
消
費
、
財
産

な
ど
に
関
す
る
彼
ら
固
有
の
捉
え
方
と
価
値
観
念
は
抹
殺
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
植
民
地
化
論
が
そ

の
後
、
彼
の
後
継
者
た
ち
(
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
ほ
か
)
に
よ
っ
て
広
め

ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
か
ら
と
い
っ
て
、
私
は
自
然
権
と
自
然
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法
、
同
意
と
信
託
、
権
力
の
分
立
、
抵
抗
権
と
革
命
権
な
ど
の
諸
概
念
か

ら
構
成
さ
れ
る
彼
の
自
由
主
義
的
政
治
理
論
の
意
義
を
否
定
す
る
つ
も
り

は
な
い
。
む
し
ろ
私
は
そ
こ
に
こ
そ
ロ
ッ
ク
の
政
治
思
想
の
積
極
的
意
義

が
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
本
稿
で
は
、
ロ
ッ
ク
が
こ
の
よ
う
な
側
面
と
は

著
し
く
異
な
る
も
う
一
つ
の
面
、
す
な
わ
ち
非
西
欧
世
界
と
の
関
係
に
お

い
て
は
国
家
利
益
追
求
の
合
理
性
を
説
く
思
想
家
と
し
て
の
側
面
を
も
も

つ
こ
と
を
の
べ
た
の
で
あ
る
。
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臼
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8
)
ロ
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政
治
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が
現
代
の
民
主
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義
政
治
理
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し
て
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つ
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ら
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し
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文
献
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年
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あ
る
。
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N atural Law and Colonization of 

America in J ohn Locke 
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英文抄録

Nagamitsu 恥IfIURA

This paper is an attempt to c1arify how Locke's concept of natural law is 

related to his design of EngIish colonization of America. Locke's concept of 

natural law demands that no one ought to harm another in his life, Iiberty or 

possessions. He also states that every nation should respect the territories of 

other nations and their poIitical independence. On the other hand, Locke argues 

for the colonization of America on the grounds (1) that its inhabitants neither 

have governments nor determinate territories nor laws estabIishing private 

property, (2) that a great part of its land is uncultivated and hence common to 

aII mankind, and (3) that white colonists are entitIed to acquire a part of its land 

if they leave “as good and as large a possession" for others. 

English colonists employed slaves from Africa in their plantations. Locke 

justified slavery for the reason that those who committed “ some act that deserves 

death" ,namely, aggression may be “by the right of nature" subjected to the 

absolute power of others. This justification of slavery, however, cannot apply to 

slaves captured in Africa and transported to America, because they were only 

victims of systematic slave-hunting by English slave-traders. 

Locke's concept of reason has two meanings: the abiIity to recognize the 

common moral norm of human behavior (naturallaw) and the one to effectively 

function as instrument to pursue one's own interests for seIf-preservation. He 

presupposes that the instrumental reason guided by national interests of England 

does not contradict but accords with the one reconizing the principle of universal 

equaIity and inviolabiIity of nations derived from natural law. This presupposiｭ

tion is bound up with his view of America as staying stiII in the “ state of nature" 

and being destined to be “ civiIized" by the European nations. 
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の
身
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表
象
を
め
ぐ
る
状
況
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現
在
、
私
た
ち
は
、
女
性
の
表
象
が
過
剰
に
存
在
し
て
い
る
社
会
に
暮

ら
し
て
い
る
。
女
性
の
身
体
表
象
の
多
さ
は
、
わ
ざ
わ
ざ
男
性
の
身
体
表

象
の
そ
れ
と
比
較
す
る
ま
で
も
な
く
明
ら
か
な
も
の
だ
。
特
に
、
女
性
の

身
体
を
性
的
な
も
の
に
特
化
し
て
描
い
て
い
る
一
連
の
表
象
は
、
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
と
呼
ば
れ
、
批
判
や
考
察
あ
る
い
は
、
規
制
の
対
象
と
さ
れ
て

い
る
。

本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
言
説

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
問
題
化
さ
れ
て
き
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
八
0
年

代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
論
争
を
検
討
し
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
に
お
け
る
女
性
の
身
体
表
象
が
女
性
に
い
か
な
る
問
題
を
提
示
す
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
を
ジ
ェ
ン
ダ
l

概
念
の
変
容
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

鈴
木

由
加
里

を
中
心
に
論
じ
て
い
き
た
い
。

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
定
義
を

全
く
考
え
ず
に
、
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
身
体
表

象
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
道
徳
的
・
政

治
的
な
是
非
を
聞
い
、
裁
く
た
め
に
定
義
を
す
る
の
で
は
、
そ
れ
ら
の
表

象
が
も
た
ら
す
も
の
に
つ
い
て
充
分
に
、
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
が
道
徳
的
に
是
か
非
か
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、

そ
の
定
義
を
考
え
る
こ
と
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕

方
を
限
定
し
、
永
遠
に
答
、
え
の
出
な
い
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
本
稿
の
出
発
点
で
は
、
暫
定
的
に
、
「
女
性
の
発
情
さ
せ
ら
れ

て
い
る
か
、
し
て
い
る
身
体
の
表
象
が
大
部
分
を
占
め
る
、
主
に
ヘ
テ
ロ

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の
男
性
を
対
象
と
し
て
性
的
欲
望
を
か
き
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
(
そ
の
目
的
が
必
ず
し
も
達
成
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
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な
い
が
)
表
現
全
体
」
を
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
し
た
い
と
思
う
。

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
か

フ
エ
、
ミ
、

け
と
そ
の
扱
い
を
め
ぐ
る
間
題
は
、
多
様
な
議
論
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
言
説

を
生
じ
き
せ
て
き
た
。
こ
こ
で
、
問
題
に
さ
れ
て
き
た
の
は
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
と
い
う
表
象
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
カ
を
持

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
女
性
に
与
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
欧
米
諸
国
で
、
六

0
年
代
後
期
か
ら
七
0
年
代
に
か
け
て
、
始
ま

っ
た
「
第
二
派
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
で
明
確
化
さ
れ
た
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
問

題
は
重
要
な
テ
!
?
で
あ
り
、
現
在
も
論
議
さ
れ
続
け
て
い
る
問
題
で
あ

る
。「

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
」
が
字
む
問
題
は
、
男
性
の
暴
力
、
性
暴
力
、
レ
イ

プ
、
男
女
の
性
(
身
体
)
の
仕
組
み
と
そ
れ
に
決
定
づ
け
ら
れ
る
欲
望
に
関

す
る
表
現
、
女
性
の
劣
位
化
、
女
性
の
性
的
主
体
化
、
そ
し
て
表
象
の
位

相
と
受
け
手
の
問
題
等
々
多
岐
に
わ
た
る
。
し
か
し
、
七
0
年
代
の
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
ポ
ル
ノ
が
問
題
に
き
れ
た
の
は
、
性
暴
力
、
レ
イ
プ

と
の
関
連
に
お
い
て
で
あ
る
。
ス
ー
ザ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
ミ
ラ
ー
は
、
「
ポ
ル

ノ
反
対
と
売
春
容
認
反
対
は
、
レ
イ
プ
撲
滅
の
た
め
に
重
要
な
意
味
を

持
つ
」
と
し
て
い
る
。
彼
女
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
レ
イ
プ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
が
勢
い
を
得
る
の
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
浸
透
し
て
い
る
、

男
が
女
を
攻
撃
的
に
支
配
す
る
の
は
当
然
の
権
利
で
あ
る
と
す
る
文
化
的

価
値
観
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
女
性
の
身
体
を
受
動
的
な
性
的
対
象
と
し
て

の
み
描
く
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
男
性
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
優
位
と
女
性

の
劣
位
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
女
性
へ
の
攻
撃
を
セ
ク
シ
ー
な
も
の
、
男

で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
男
性
に
教
え
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
女
性
嫌
悪
の
文
化
と
家
父
長
制
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
は
捉
え
ら
れ
、
反
レ
イ
プ
運
動
の
上
に
反
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
運
動
及
び
反
買
売
春
運
動
が
築
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
反
レ
イ
プ

H

反
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
運
動
は

一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
八
0
年
代
に
入
る
と
、
す
べ
て
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
は
女
性
差
別
で
あ
り
性
暴
力
の
原
因
で
あ
る
の
で
法
的
規
制
措
置
を

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
反
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
派
と
、
女
性
へ
の
暴
力
に
は

反
対
で
あ
る
が
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
へ
の
検
閲
に
反
対
す
る
派
に
分
か
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

キ
ャ
サ
リ
ン
・
A
-

マ
ツ
キ
ノ
ン
と
ア
ン
ド
レ
ア
・
ド
ォ

l

キ
ン
は
反

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
運
動
に
理
論
的
裏
付
け
を
与
え
る
と
と
も
に
、
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
の
取
り
締
ま
り
法
案
の
実
現
を
求
め
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
は
何
ら
か
の
思
想
の
表
現
で
は
な
く
、
そ
の
存
在
白
体

が
、
性
差
別
行
為
で
あ
り
、
女
性
へ
の
侮
辱
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
る
と

す
る
。
そ
れ
故
、
女
性
の
公
民
権
(
雇
用
の
場
や
、
教
育
、
資
産
、
公
的
施
設

や
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
)
を
侵
害
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
非
合
法

な
も
の
と
し
て
取
り
締
ま
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
結
論
づ
け
る
。

実
際
、
彼
女
た
ち
の
法
案
は
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
市
議
会
を
通
過
し
た
が
、

そ
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
定
義
が
広
範
す
ぎ
る
た
め
懸
念
を
示
し
た
市
長

に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
反
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
法

案
は
、
モ
ラ
ル
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
自
認
す
る
右
翼
団
体
と
の
連
帯
に
よ



っ
て
自
治
体
に
提
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
異
常
な
性
行
為
」
が
健
全
な
セ
ッ
ク
ス
観
を
崩
し
、
家
族
や
人
間
関
係

を
破
壊
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
右
翼
勢
力
と
男
性
の
暴
力
に
対
す
る
共
闘

を
マ
ツ
キ
ノ
ン
達
が
最
初
か
ら
意
図
し
て
い
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
反
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
法
案
化
運
動
が
、
同
性
愛
者
を
性
的
逸
脱
者

と
し
て
そ
の
公
民
権
を
否
定
し
、
す
べ
て
の
性
的
な
言
説
は
道
徳
的
な
堕

落
を
招
く
と
し
て
、
例
え
ば
性
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
す
ら
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ

ィ
と
し
て
扱
う
と
い
う
事
態
を
同
時
に
引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
女
性
の
た
め
で
あ
る
べ
き
法
律
が
、
女
性
が
性
的
な
こ
と
に
つ
い

て
発
言
す
る
機
会
を
奪
い
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
が
批
判
し
て
い
た
旧
来

の
性
別
役
割
を
強
化
し
、
更
に
は
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
ゃ

人
種
的
な
問
題
を
問
隠
蔽
す
る
こ
と
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
マ
ッ
キ
ノ

ン
達
の
運
動
に
対
す
る
第
一
の
批
判
は
、
こ
の
点
に
あ
る
と
言
え
る
。

い
わ
ゆ
る
、
反
検
隠
派
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
、
グ
ロ
リ
ア
.
ス
夕
イ
ナ

ム
や
フ
エ
、
ミ
、

吋
白g
凹
E
。2
吋
門2巾
一
同
司
同
吋

y
h〉〉
(
わ

υ吋
ヨ
)
を
結
成
し
た
人
々
は
、
性
に
関
す
る
表
現
を
す
べ

て
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
で
あ
る
と
す
る
観
点
に
反
論
す
る
。

こ
こ
で
改
め
て
問
題
に
き
れ
る
の
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
定
義
で
あ

る
。

依頼論文

マ
ッ
キ
ノ
ン
と
ド
ォ

i

キ
ン
に
よ
る
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
定
義
は
以
下

の
よ
う
な
も
の
だ
。

「
写
真
や
一
言
葉
の
両
方
ま
た
は
片
方
を
通
じ
て
、
女
性
を
性
的
に
支
配
し

て
い
る
状
態
を
描
い
た
も
の
で
、
さ
ら
に
次
の
う
ち
の
一
つ
以
上
を
含
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
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ω
女
性
が
性
的
対
象
物
、
物
質
、
商
品
と
し
て
非
人
間
的
に
描
か
れ
て
い

る
、
ま
た
は

ω
女
性
が
侮
辱
や
苦
痛
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
む
性
的

対
象
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
、
ま
た
は
同
女
性
が
強
姦
、
近
親
姦
、
そ
の

他
の
性
的
攻
撃
を
受
け
な
が
ら
そ
れ
を
性
的
快
楽
と
味
わ
っ
て
い
る
性
的

対
象
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
、
ま
た
は
仙
女
性
が
縄
で
縛
ら
れ
た
り
、
切

り
取
ら
れ
た
り
、
切
り
刻
ま
れ
た
り
、
傷
跡
を
付
け
ら
れ
た
り
、
肉
体
的

に
傷
つ
け
ら
れ
る
性
的
対
象
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
、
ま
た
は
同
女
性
が

性
的
に
屈
伏
状
態
、
奴
隷
状
態
、
ま
た
は
見
せ
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
、

ま
た
は
刷
女
性
の
体
の
一
部
、
た
と
え
ば
ワ
ギ
ナ
、
乳
房
、
お
し
り
等
に

つ
い
て
、
女
性
が
こ
の
よ
う
な
体
の
一
部
だ
け
か
の
よ
う
に
媛
小
化
さ
れ

て
描
か
れ
て
い
る
、
ま
た
は
問
女
性
が
物
質
や
動
物
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ

て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
、
ま
た
は
同
女
性
が
堕
落
、
侮
辱
、
傷
つ

け
ら
れ
る
、
拷
問
な
ど
の
物
語
の
な
か
で
搭
か
れ
て
い
る
、
ま
た
は
汚
辱

や
劣
等
、
出
血
、
傷
跡
の
つ
い
た
、
ま
た
は
傷
つ
け
ら
れ
た
状
態
が
ま
る

で
性
的
に
で
あ
る
か
の
よ
う
な
文
脈
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
定
義
で
は

『
女
性
の
代
わ
り
に
男
性
、
子
供
、
性
転
換
者
を
使
用
し
た
場
合
』
も
ま
た

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
さ
れ
る
」0

確
か
に
、
こ
の
定
義
で
は
、
ど
の
よ
う
な
表
現
内
容
で
あ
れ
ば
非
人
間

的
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
唆
昧
で
あ
る
。
性

的
対
象
物
と
い
う
こ
と
に
し
て
も
、
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の
文
脈
で
は
、

男
女
双
方
が
お
互
い
に
性
的
対
象
物
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
前

提
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
女
性
の
存
在
を
性
器
の
一
部
に
媛
小
化

す
る
こ
と
が
だ
め
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
す
で
に
美
術

館
に
展
示
き
れ
て
い
る
よ
う
な
作
品
を
ど
う
扱
う
の
か
。
こ
の
よ
う
な
点
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が
問
題
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

マ
ッ
キ
ノ
ン
/
ド
ォ
l

キ
ン
の
定
義
を
要
約
す
れ
ば
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ

ィ
は
思
想
の
表
現
で
は
な
く
、
性
差
別
そ
の
も
の
で
あ
り
、
規
制
さ
れ
る

べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
に
は
、
そ
の
制
作
過
程
に

お
け
る
女
性
へ
の
暴
力
、
表
現
さ
れ
て
い
る
内
容
が
女
性
を
傷
つ
け
る
と

い
う
暴
力
、
女
性
へ
の
暴
力
を
容
認
し
誘
発
す
る
と
い
う
カ
が
あ
り
、
「
表

現
の
自
由
」
の
中
で
人
種
差
別
的
表
現
や
へ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
規
制
さ

れ
る
の
と
同
様
に
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
も
規
制
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
い
う
理

論
的
前
提
が
あ
る
。
マ
ッ
キ
ノ
ン
/
ド
ォ
l

キ
ン
は
、
そ
の
証
明
の
た
め

に
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
制
作
過
程
で
虐
待
き
れ
た
女
性
た
ち
の
証
言
や

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
が
原
因
と
な
っ
て
性
暴
力
/
暴
力
を
受
け
た
女
性
た
ち

の
証
言
を
積
み
重
ね
る
。
実
際
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
に
は
性
蔑
視
や
、
現

実
の
社
会
に
お
け
る
男
女
関
係
の
不
均
衡
さ
を
前
提
に
し
た
女
性
の
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
化
、
客
体
化
と
い
っ
た
も
の
が
存
在
し
、
そ
れ
が
女
性
嫌
悪

の
犯
罪
を
引
き
起
こ
し
、
性
暴
力
の
被
害
者
を
作
り
出
す
存
在
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
個
々
の
事
件
の
原
因
は
被
害
者
の
個
人
的
な
問
題l
本
人
の

不
注
意
、
犯
罪
を
招
く
よ
う
な
被
害
者
の
道
徳
的
堕
落
等
々
と
い
っ
た
ー

に
あ
る
と
し
て
、
看
過
す
る
こ
と
の
問
題
性
を
明
確
化
し
、
個
人
的
な
も

の
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
社
会
的
な
こ
と
へ
と
押
し
返
し
た
ラ
デ
ィ
カ

ル
・
フ
エ
、
ミ
、

マ
ツ
キ
ノ
ン
/
ド
オ
|
キ
ン
の
よ
、
う7
に
、
す
べ
て
の
要
因
を
社
会
的
な
差

別
構
造
に
あ
る
と
還
元
し
、
そ
の
中
で
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
言
説
で
は

な
く
性
暴
力
と
い
う
行
為
で
あ
る
と
普
遍
化
し
得
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
疑
問
も
同
時
に
存
在
し
て
い
る
。

反
検
閲
派
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
け
る
性
差
別
的
な
要
素
と
性
差

別
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
表
象
は
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
中
だ
け
に
存
在
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
前
提
を
認
め
な
が
ら
も
、
性
表
現
と
い
う
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
包
含
す
る
上
位
概
念
を
提
示
し
た
。
性
表
現
の
中
に
は
、

女
性
に
害
を
与
、
之
、
沈
黙
を
強
い
る
よ
う
な
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
、
そ
う

で
は
な
い
性
表
現
「
エ
ロ
テ
ィ
カ
」
が
、
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の

で
あ
る
。
女
性
が
、
性
的
な
表
象
の
視
聴
者
あ
る
い
は
創
作
者
と
し
て
も

存
在
し
得
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
提
起
し
た
と
い
う
点
で
、
反
検
閲
派

の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
の
ポ
ル
ノ
、
グ
ラ
フ
ィ
へ
の
取
り
組
み
は
評
価
で
き

る
。
た
だ
し
、
反
検
閲
派
と
い
っ
て
も
、
反
検
閲
を
表
明
し
た
フ
ェ
ミ
ス

ト
達
が
、
「
表
現
の
自
由
」
と
い
う
同
じ
原
理
に
基
づ
い
て
マ
ッ
キ
ノ
ン
/

ド
ォ

i

キ
ン
の
説
を
批
判
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ポ
ル
ノ
、
グ
ラ
フ
ィ
が
何

で
あ
る
の
か
、
と
い
う
考
察
の
絶
え
ぎ
る
積
み
重
ね
を
通
し
て
し
か
、
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
女
性
の
問
題
は
解
決
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
に
対
す
る
多
様
な
言
説
が
生
ま

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
エ
ロ
テ
ィ
カ
を
区
分
す
る
と
い
う
視
点

に
し
て
も
、
一
九
世
紀
に
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
い
う
言
葉
が
誕
生
し
て
以

来
、
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
「
猿
察
」
か
「
芸
術
」
か
と
い
う
区
分
の
焼
き

直
し
で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
グ
ロ
リ
ア
・
ス
タ
イ

ナ
ム
が
「
私
が
感
じ
た
ら
エ
ロ
テ
ィ
ヵ
、
男
が
感
じ
た
ら
ポ
ル
ノ
」
と
主

張
す
る
と
き
に
想
定
さ
れ
て
い
る
「
女
と
し
て
の
私
」
の
感
覚
と
い
う
境

界
画
定
の
指
標
も
ま
た
再
考
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

快
不
快
と
い
う
主
観
的
な
コ
l

ド
が
、
明
確
な
判
断
基
準
と
し
て
は
説
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得
力
を
持
ち
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
な
に
よ
り
女
性
と
い
う

ジ
ェ
ン
ダ
l

、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
総
体
を
仮
定
し
て
、
絶
対
化
す
る
危
う
さ

も
指
摘
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
理
想
と
し
て
は
、
女
性
も
ま
た
性
的
主
体
と
し
て
自

由
を
も
っ
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
女
性
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ

l

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
想
定
し
て
、
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
イ
」
「
エ
ロ
テ
ィ
カ
」
と

い
う
境
界
画
定
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
女
性
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
「
エ
ロ

テ
ィ
カ
」
と
認
定
さ
れ
た
性
表
現
に
だ
け
性
的
興
味
を
覚
え
、
積
極
的
に

関
わ
り
を
持
つ
は
ず
だ
、
と
い
う
性
的
主
体
化
の
あ
り
方
を
制
限
す
る
こ

と
で
も
あ
る
。
女
性
が
感
じ
て
も
良
い
、
不
快
で
は
な
い
性
表
現
を
「
エ

ロ
テ
ィ
カ
」
と
し
て
切
り
出
す
こ
と
は
、
あ
る
べ
き
性
行
為
を
愛
し
合
う

男
女
の
営
み
に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
不
道
徳
な

も
の
と
し
て
排
斥
す
る
右
翼
的
道
徳
派
の
主
張
と
重
な
り
合
う
の
だ
。

ま
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
客
体
と
し
て
庭
め
ら
れ
る
理
由
は
、
何
も
「
女

性
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
当
時
の
反
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
理
論
も
反
検
閲
派

も
考
え
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ

ィ
の
中
に
描
か
れ
る
女
性
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
人
種
的
な
要
因
に
よ
っ
て

も
「
容
体
化
」
の
き
れ
方
が
異
な
っ
て
く
る
。
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人

で
あ
る
ポ
ル
ノ
女
優
は
、
西
欧
中
心
的
な
偏
見
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
性
的

に
奔
放
な
存
在
と
し
て
の
「
黒
人
」
と
い
う
観
念
か
ら
、
彼
女
を
見
る
人
々

の
視
線
の
前
で
二
重
に
性
化
さ
れ
た
存
在
に
な
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
女
性
」
と
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
表
象
の
問
題
を

考
え
る
と
き
に
、
反
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
派
が
そ
こ
に
描
か
れ
る
「
女
性
」
/
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ジ
ェ
ン
ダ
l

を
絶
対
的
な
も
の
と
し
た
り
、
そ
れ
を
批
判
す
る
側
が
「
女

性
」
と
い
う
総
体
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
た
て
て
理
論
を
組
み
立
て
る
と
い

う
こ
と
の
限
界
は
明
ら
か
で
あ
る
。
や
は
り
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
問
題

を
考
え
る
な
ら
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
l

概
念
の
考
察
を
避
け
て
は
通
れ
な
い
の

で
あ
る
。

ジ
ヱ
ン
ダ
l

概
念
の
変
容
と
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
イ

ポ
ル
ノ
、
グ
ラ
フ
ィ
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
文
脈
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
適

用
さ
れ
て
き
た
「
男
は
見
る
主
体
/
女
は
見
ら
れ
る
客
体
」
と
い
う
言
説

が
前
提
と
し
て
い
る
の
は
、
階
層
と
し
て
の
男
が
女
を
支
配
す
る
抑
圧
構

造
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
抑
圧
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
女
性
は
主

体
的
行
為
者
と
し
て
見
る
こ
と
、
語
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、
客
体
と
し
て

の
立
場
に
甘
ん
じ
て
き
た
の
だ
、
と
い
う
理
論
で
あ
る
。

確
か
に
、
マ
ッ
キ
ノ
ン
/
ド
ォl
キ
ン
が
告
発
し
続
け
て
い
る
よ
う
に
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
搾
取
さ
れ
傷
つ
け

ら
れ
た
女
性
の
訴
え
は
存
在
す
る
し
、
女
性
へ
の
性
暴
力
や
暴
力
事
件
も

減
少
し
て
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
女
性
の
被

害
者
は
存
在
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
経
済
政
治
的
な
機
構
の
中
で
性
差
別
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
し
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
身
体

表
象
に
不
快
を
感
じ
、
女
性
が
個
々
の
生
活
の
様
々
な
局
面
に
お
い
て
、

自
分
の
望
ま
な
い
よ
う
な
「
女
ら
し
き
の
幻
想
」
を
強
制
き
れ
て
い
る
と

感
じ
る
経
験
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
個
人
的
な
文
脈

を
無
視
し
て
す
べ
て
の
女
性
を
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
が
説
得
力
を
持
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つ
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
の
は
、
権
利
要
求
の
際
の
政
治
的
な
要
請
で
も

あ
る
が
、
身
体
(
セ
ッ
ク
ス
)
と
ジ
ェ
ン
ダl
そ
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

が
不
可
分
な
も
の
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
前
提
が
一
般
常
識
と
し
て

無
条
件
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

女
性
に
抑
圧
的
に
働
く
ジ
ェ
ン
ダ
l

が
女
性
の
身
体
性
を
理
由
に
正
当

化
き
れ
て
き
た
こ
と
は
、
早
く
か
ら
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
批
判
さ
れ

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ

l

は
社
会
的
構
築
物
で
あ
る
こ
と
が
明

確
化
き
れ
、
女
性
へ
の
抑
圧
の
根
拠
の
な
き
が
主
張
き
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
「
私
た
ち
女
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
語
る
際
に
は
、
身
体
と
ジ
エ

ン
ダ
l

を
再
ぴ
接
合
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
身
体
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
i

決
定
論
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
そ
こ

で
描
か
れ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
正
当
性
を
肯
定
す
る
理
論
と
し
て
、

伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
男
女
聞
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
行
為
は
、
身

体
性
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
は
普
通
で
あ
り
現
実
的
な
こ

と
な
の
だ
、
と
い
う
理
論
に
対
し
て
、
「
そ
れ
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
っ
て

現
実
」
で
は
な
い
、
と
い
う
主
張
を
展
開
し
た
の
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
主

張
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
身
体
と
い
う
事
実
と
社
会
構
成
的
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
と
い
う
二
項
対
立
図
式
で
は
、
社
会
的
文
脈
と
個
人
的
な
も
の
が
ク
ロ

ス
す
る
と
こ
ろ
で
意
味
を
持
つ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

の
問
題
を
語
る
の
に
は
、
限
界
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
!
と
身

体
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
首
尾
一
貫
し
た
連
続
性
を
切
り
離
し
、
杜
会

構
築
主
義
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
を
捉
え
直
し
た
の
は
、J

・
パ
ト
ラ
ー

で
あ
る
。

反
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
派
の
主
張
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
中
で
描
か
れ

て
い
る
女
性
の
性
行
為
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
幻
想
で
あ

っ
て
現
実
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
J

・
パ
ト
ラ
ー

か
ら
す
れ
ば
、
表
象
さ
れ
た
も
の
の
外
部
に
そ
れ
と
対
に
な
る
よ
う
な
リ

ア
ル
な
現
実
の
世
界
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
で
は
な

い
「
リ
ア
ル
」
な
女
性
の
身
体
表
象
は
、
そ
れ
が
表
象
で
あ
る
限
り
、
社

会
(
言
語
)
の
外
で
そ
れ
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
そ
の
立

場
性
は
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
し
て
の
女
性
の
身
体
表
象
と
同
じ
な
の
で

あ
る
。

J
-

パ
ト
ラ
l

の
マ
ツ
キ
ノ
ン
/
ド
ォ
l

キ
ン
へ
の
批
判
は
、
マ
ッ
キ

ノ
ン
の
説
の
中
で
は
、
女
性
が
存
在
論
的
な
事
実
と
し
て
前
提
と
き
れ
て

お
り
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
見
る
者
と
し
て
の
女
性
の
在
り
方
を
固
定
化

し
、
ジ
ェ
ン
ダ

l

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
不
動
性
を
前
提
と
し
て
い
る

点
に
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
社
会
的
に
構
築
さ
れ

た
も
の
だ
、
と
い
う
前
提
を
受
け
入
れ
て
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
で
描
か
れ

る
ジ
ェ
ン
ダ

l

が
幻
想
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
理
論
的
に
は
マ
ッ
キ
ノ

ン
/
ド
ォ
l

キ
ン
が
確
固
た
る
も
の
と
考
え
て
い
る
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
に

か
か
わ
る
女
性
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
l

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
や
不
安
定
き

を
も
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

パ
ト
ラ
l

が
目
的
と
し
て
い
る
の
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
複
雑
な
要
因

(
人
種
や
民
族
、
経
済
階
級
、
宗
教
、
文
化
的
慣
習
等
々
)
が
入
り
組
ん
で
い
る

性
差
別
と
い
う
現
象
を
解
明
し
、
何
ら
か
の
打
開
策
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
こ
の
「
女
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
の
担
造
が

い
か
に
行
わ
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
観
点
を
べ
l

ス
に
、
マ
ッ
キ
ノ
ン
/
ド
ォ
l

キ
ン
に
対
す
る
反
論
も



組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

マ
ツ
キ
ノ
ン
の
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
い
う
文
脈
に

女
性
が
お
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
意
図
を
明
確
に
す
る
こ
と
の

で
き
る
発
話
主
体
で
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
中
で
発
せ
ら
れ
る
女
性
の

z
o
は
常
に

J
p
m
と
読
み
替
え
ら

れ
て
し
ま
う
と
い
う
文
脈
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
再
文
脈
化
は
、
彼
女

か
ら
す
れ
ば
発
話
す
る
主
体
の
価
値
を
庇
め
る
働
き
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
ポ
ル
ノ
、
グ
ラ
フ
ィ
を
見
る
女
性
が
必
ず
、
そ
の
表
象
を
介
し

て
自
ら
の
存
在
が
劣
位
の
階
級
の
中
に
自
分
が
お
か
れ
て
い
る
と
感
じ
る

よ
う
な
視
聴
者
と
し
て
自
己
同
一
化
を
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
マ
ツ
キ
ノ
ン
/
ド
ォ
l

キ
ン
の
反
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
理
論
が
、

こ
の
よ
う
な
形
で
確
固
た
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
た
語
る
主
体
が

先
行
し
て
存
在
す
る
は
ず
だ
、
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
パ
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
彼
女
た
ち
の
理
論
と
運
動
は
、
女
性
を

一
つ
の
ジ
ェ
ン
ダ
l

に
閉
じ
込
め
る
規
範
性
を
持
っ
た
強
制
的
な
も
の
で

あ
り
、
女
性
の
多
様
な
あ
り
方
や
、
女
性
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
性
的

な
言
説
を
産
出
す
る
機
会
を
国
家
権
力
の
介
入
に
よ
っ
て
失
わ
せ
て
し
ま

う
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

依頼論文

四

女
性
が
身
体
の
表
象
に
主
体
的
産
出
に
関
わ
る

こ
と
に
つ
い
て

撹
乱
す
る
身
体
表
象
の
産
出
の
可
能
性
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前
節
で
述
べ
た
J

・
パ
ト
ラ
l

の
議
論
を
日
本
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を

め
ぐ
る
状
況
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
い
か
な
る
考
察
が
成
り
立
つ
だ
ろ
う

か
。
彼
女
が
問
題
に
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
流
通
状
況
は

日
本
と
大
差
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
に
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
、
世
界
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
入
手
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
日
本
に
お
け
る
独
自
の
ポ
ル
ノ
表
現
、
ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク
や
十
八
禁

の
P
C

ゲ
l

ム
と
い
っ
た
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
表
象
も
存
在
し
て
お

り
、
そ
れ
が
海
外
に
輸
出
き
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
再
び
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
何
で
あ
る
の
か
?
と

い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
が
ポ
ル
ノ
、
グ
ラ
フ

ィ
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
の
は
、
そ
の
社
会
的
文
脈
と
そ
れ
を
見
る
人

の
個
人
的
状
況
交
差
す
る
場
所
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
稿
の
出
発
点

で
暫
定
的
に
定
義
し
た
い
わ
ゆ
る
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
が
、
常
に
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
も
の
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
が
い
え
る
。
し
か
し
、
総
体
と
し
て
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
境
界
画
定

の
難
し
き
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
ポ
ル
ノ
、
グ
ラ
フ
ィ
日
性
差
別
行
為
で
あ

る
と
い
う
決
め
付
け
を
外
し
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ

イ
が
現
代
の
社
会
に
存
在
し
て
い
る
性
別
や
人
種
、
階
級
に
よ
る
差
別
や

抑
圧
の
構
造
と
無
関
係
で
あ
る
と
し
て
、
免
罪
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

は
な
い
。

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
が
性
差
別
で
あ
る
と
い
う
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
社
会
的
文
脈
と
個
人
的
文
脈
が
交
差
す
る
場
に
お
り
て
い
っ
て
、

そ
こ
で
成
立
し
て
い
る
差
別
意
識
や
抑
圧
が
ど
の
よ
う
に
生
成
し
て
く
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
を
視
聴
し
た
と
き
、
そ
し
て
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
状
況
に

巻
き
込
ま
れ
た
時
に
感
じ
る
嫌
悪
感
や
違
和
感
の
内
容
を
個
々
の
ケ
l

ス
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に
お
い
て
、
分
析
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
分
析
を
通
じ
て
、
初
め
て
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
問
題
を
、
差
別
や
抑
圧

か
ら
の
解
放
を
目
的
と
す
る
政
治
的
な
位
相
へ
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
、
7

か
。

例
え
ば
、
D
・
コ

l

ネ
ル
は
、
マ
ツ
キ
ノ
ン
/
ド
ォ
l

キ
ン
が
主
張
す

る
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
が
そ
れ
自
体
強
制
的
な
言
語
行
為
(
発
話
内
容
が
そ

の
ま
ま
行
為
に
な
る
も
の
)
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
否
定
す
る

が
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ル
ノ
、
グ
ラ
フ
ィ
が
全
く
女
性
に
影
響
を
与
え
な
い
わ
け

で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
彼
女
は
、
女
性
は
自
分
自
身
の
言
葉
を
見
つ
け

出
し
、
多
様
で
複
雑
な
女
性
の
想
像
の
領
域
に
属
す
る
も
の
、
セ
ク
シ
ユ

ア
ル
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
す
権
利
を
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
避
け
よ
う
の
な
い
状
況
で
、
強
制
的
に
ポ
ル
ノ
、
グ
ラ
フ
ィ
や
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
表
象
を
見
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
権
利
の
侵
害

で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
権
利
侵
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
社
会
に
お
い

て
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
存
在
領
域
を
区
域
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
す

ヲ
φ
。

コ
l

ネ
ル
は
、
公
序
良
俗
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の

存
在
領
域
を
あ
る
区
画
に
追
い
込
む
べ
き
と
い
う
主
張
と
自
分
の
主
張
が

異
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
彼
女
が
理
想
と
す
る
の
は
、
女
と
い
う

総
体
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
(
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
活
動
の
主
体
と
し
て
の
女
で
あ

れ
、
現
実
に
存
在
す
る
性
差
別
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
投
影
さ
れ
た
性
化
さ
れ
た
女
で

あ
れ
)
で
は
な
く
、
自
分
自
身
を
多
様
な
存
在
と
し
て
常
に
書
き
換
え
続
け

る
権
利
を
女
性
た
ち
が
持
ち
続
け
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
自
分

自
身
の
想
像
の
領
域
を
守
る
た
め
に
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
強
制
的
に
見
せ

ら
れ
る
よ
う
な
状
況
を
拒
否
す
る
権
利
の
主
張
は
、
性
的
な
寛
容
き
と
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
な
イ
メ
ー
ジ
の
増
殖
を
否
定
す
る
こ
と
と
は
切
り
離
し
て
為

き
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
代
日
本
の
よ
う
な
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
が

公
的
空
間
の
中
に
溢
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
女
性
は
多
様
な
身
体
イ
メ
ー

ジ
や
性
的
言
説
を
産
出
し
、
そ
の
差
異
性
や
多
様
性
を
相
互
に
尊
重
す
る

機
会
を
持
ち
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
そ
の
視
聴
者
で

あ
る
「
見
る
男
性
」
を
性
的
主
体
と
し
て
そ
の
都
度
再
構
成
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
性
行
為
を
し
て
い
る
女
性
の
身
体

だ
け
は
な
い
。
そ
の
表
象
を
通
じ
て
、
女
性
を
男
性
に
比
し
て
劣
位
に
あ

る
存
在
と
し
て
構
成
す
る
た
め
の
、
表
現
技
法
と
物
語
が
そ
こ
に
は
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
電
車
の
中
で
中
吊
り
広
告
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
表
現

や
、
宅
配
さ
れ
る
ピ
ン
ク
チ
ラ
シ
を
繰
り
返
し
目
に
す
る
と
き
、
そ
の
都

度
女
性
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
〈
わ
た
し
〉
は
そ
れ
ら
か
ら
ど
の
よ
う

な
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
影
響
は
、
も
は
や
〈
わ
た
し
〉
の
心

を
動
か
す
イ
メ
ー
ジ
群
と
い
う
よ
り
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
表
象
を

見
る
度
に
新
た
に
〈
わ
た
し
〉
の
イ
メ
ー
ジ
の
仕
立
て
直
し
を
迫
る
と
い

う
仕
方
で
現
れ
て
く
る
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
女
性
が
ど
う
見
る
の
か
、
と
い
う
議
論

に
お
い
て
想
定
き
れ
て
い
る
立
場
は
、
「
見
ら
れ
る
客
体
」
と
し
て
女
性
の

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
表
象
に
同
一
化
し
、
「
男
性
の
視
線
を
内
在
化
し

た
見
る
主
体
」
と
し
て
客
観
化
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
つ
で
あ
る
。
し
か

し
、
何
か
を
見
て
い
る
時
に
、
そ
の
視
点
は
固
定
き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
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そ
の
個
人
的
文
脈
に
よ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
め

ぐ
っ
て
、
主
体
か
客
体
の
ど
ち
ら
か
に
な
る
、
あ
る
い
は
両
者
を
い
っ
た

り
き
た
り
す
る
と
い
っ
た
こ
と
以
上
に
複
雑
な
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
、7
か
。

コ
l

ネ
ル
の
よ
う
に
、
女
性
嫌
悪
や
蔑
視
と
い
う
物
語
を
背
負
っ
た
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
表
象
の
過
剰
な
供
給
は
、
そ
れ
を
見
る
女
性
の
イ

メ
ー
ジ
の
領
域
を
常
に
侵
犯
し
、
そ
れ
以
外
の
物
語
を
背
負
っ
た
多
様
な

女
性
の
性
的
な
言
説
へ
の
通
路
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
も
っ
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
〈
わ
た
し
〉
の
身
体
に
つ
い
て
の

新
た
な
イ
メ
ー
ジ
や
自
己
認
識
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

し
、
〈
わ
た
し
〉
で
は
な
い
別
の
女
性
の
別
の
身
体
表
象
と
〈
わ
た
し
〉
を

切
り
離
す
こ
と
(
お
そ
ら
く
、
そ
れ
が
具
体
的
な
一
言
葉
の
形
を
と
る
と
す
れ
ば

「
わ
た
し
は
そ
ん
な
女
で
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
)
に
よ

っ
て
、
〈
わ
た
し
〉
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
な
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な

主
体
(
見
る
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
行
為
す
る
主
体
で
も
あ
る
)
で
あ
る
と
意

識
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
女
性
が
権
利
を
も
っ
た
人
間
で
あ
り
た
い

な
ら
ば
、
性
差
を
感
じ
き
せ
な
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
主
体
と
し
て
あ
り
続

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
が
存
在
し
て
い
る
一
方
で
、
性
的
な

存
在
で
し
か
な
い
女
性
と
い
う
表
象
を
日
常
空
間
の
中
で
過
剰
に
与
え
ら

れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ
は
、
〈
わ
た
し
〉
を
守
る
た
め
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
は
、
〈
わ
た
し
〉
と

い
う
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
主
体
を
自
分
か
ら
切
り
出
す
と
同
時
に
、
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
表
象
に
た
い
し
て
無
関
心
で
い
ら
れ
る
と
い
う
見
返
り
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を
得
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
自
分
へ
の
身
体
の
関
わ
り
を
拒
否
す
る
か
、
関

わ
り
方
の
可
能
性
、
身
体
を
巡
る
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
の
領
域
を
放
棄
す
る

こ
と
へ
の
回
路
を
聞
い
て
し
ま
う
こ
と
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
表
象
に
出
会
う
と
き
、
時

と
場
合
に
よ
れ
ば
、
繰
り
返
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
l

イ
メ
ー
ジ
の
中
に
男
性

優
位
と
い
う
現
体
制
あ
る
い
は
女
性
嫌
悪
の
物
語
の
強
化
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ら
を
ず
ら
し
て
し
ま
う
よ
う
な
契
機
を
見
出
し
、
上
記
の
よ
う
な
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
切
り
出
し
の
た
め
の
駆
け
引
き
に
陥
る
こ
と
な
く
、

多
様
な
女
性
が
存
在
し
多
様
な
性
的
主
体
と
し
て
の
あ
り
方
が
存
在
す
る

こ
と
を
一
瞬
に
し
て
知
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
提
示
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
は
社
会
的
文
脈
と
個
人
的
文
脈
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
存
在

す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
状
況
か

ら
目
を
そ
ら
さ
な
い
で
い
る
こ
と
、
女
性
が
多
様
な
性
的
な
言
説
や
表
象

を
産
出
す
る
こ
と
に
突
破
口
が
見
出
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
、
既
存
の
ジ
ェ
ン
ダ
l

を
強
化
し
、
「
女
性
」
の
地
位
を
下
げ
る

こ
と
だ
と
批
判
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
た
ち
の
性
を
語
る
一
言
葉
や

表
現
を
求
め
て
何
か
を
作
り
出
す
こ
と
は
、
社
会
に
存
在
し
て
い
る
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
文
脈
の
中
で
再
解
釈
さ
れ
て
男
性
の
性
欲
を
満
た
す

た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な

行
為
が
、
〈
わ
た
し
た
ち
〉
を
ジ
ェ
ン
ダl

・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
追
い
込
ま

な
い
か
も
し
れ
な
い
女
|
性
に
つ
い
て
の
イ
メl
泌
を
増
殖
さ
せ
「
女
」

と
い
う
総
体
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
撹
乱
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
〈
わ
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た
し
た
ち
〉
は
語
り
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(
1
)
甲
ヨ
ヨ
ヨ
ロ

-
R
E
E
p
h
h
B
E
N
P
司
君
只
ミ
s
w

同
且E
Vぬ
・
同
由
叶
印
・
司
司
・

ω
∞
由
ω
由
同

邦
訳
『
レ
イ
プ
踏
み
に
じ
ら
れ
た
意
思
』
幾
島
幸
子
訳
、
到
草
書
房
、
二

0
0

0
、
三
一
六
l

三
二
三
頁
。

(
i
p
-
-
m
p
E
F
M
3
ど
安
言
語
。
\
均
良
吉
~
め
F
H
S
F

邦
訳
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
セ
ッ
ク
ス
』
東
玲
子
訳
、
青
土
社
、
一
九
九
八
、
所
収
、

一
八
七
二
O
七
頁
「
悪
し
き
も
の
は
見
ず
今
日
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
反
ポ
ル
ノ

運
動
」
(
一
九
八
五
)
を
参
照
。

(
3
)
冨
R
E
ロ
ロ
。
p
n
Q
S
A
H
3
.
ま
み
-
E
P
N
守
干
さ
ミ
師
、
、
回
目
ミ
白
え
d
E
S
『
白
山
門
司

同
凶
凶
1
0
ω
ω・
H
申
由
ω
・
目
】
H
N
H

〉
口
己
2
8
0
者
。
昇
一
口
自
己
わ
由
同
E
江
口
。
〉
F
由
民
自
5
8
・
3
さ
潟
、
s
h
q

G
S
弘
Q
S
~
河
合
F
H
的
~
h
k
s
b
ミ
‘
号
、
モ
ミ
呂
お
ぱ
同
定
吉
町
守
(
H
g
g
・

4
Z

玄
。
ι
。
]
(
)
三
宮
田
口
円
。
か
ら
の
引
用
。

邦
訳
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
「
平
等
権
」
と
「
表
現
の
自
由
」
の
聞
で
」
柿
木
和

代
訳
、
明
石
書
店
、
一
九
九
五
、
原
注
(
幻
)
、
一
五
O
頁
。

(
4
)
反
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
イ
派
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
が
と
り
こ
ぼ
し
て
き
だ
も
の

は
、
同
性
愛
、
人
種
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
セ
ソ
ク
ス
産
業
に
従
事
す
る
セ
ッ
ク
ス

ワ
l

ヵ
l

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
7
ッ
キ
ノ
ン
か
ら
す
れ
ば
、
自
ら
の
意
志
で

労
働
と
し
て
買
売
春
を
行
う
女
性
や
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
罪
悪
視
し
な
い
女
性
は

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
な
く
、
不
幸
に
も
男
性
社
会
の
価
値
観
を
内
在
化
き
せ
て
し
ま

っ
た
人
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
5
)
J
・
パ
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
身
体
的
な
セ
ッ
ク
ス
か
ら
因
果
的
に
ジ
ェ
ン
ダ

l

概
念
が
導
き
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
男
女
二
分
の
セ
ッ
ク
ス
と
い
う
区
分

そ
の
も
の
が
社
会
構
築
的
に
ジ
ェ
ン
ダ
l

化
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

四
三
-
R
』
E
-
5
・
c
g
号
、
同
コ
培
、
s
h
史
、
h
h
d

遣

3
R
M
き
室
、
句
三
号
3
3
3
ミ

』
『
弘
、
S
H
N
守
、
、
H
N
O
E
己
ぬ
品
開
。
w
z
J
「
』
W
F
。
ロ
ι
。
ロ
'
-
3
0
'

モ
ミ
ま
お
お
お
札

邦
訳
「
ジ
ェ
ン
ダ
|
・
ト
ラ
ブ
ル
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

撹
乱
」
竹
村
和
子
訳
、
青
土
社
、
一
九
九
九
、
一
九
二
九
頁
参
照
。

(
6
)
回
Z
H
Z
F
』
ロ
島
門
戸
、
叶
宮
同
。
円
円
。
。
同
司
m
E
g
a
司
盟
国
5
E
B
一
室
白
百
三
o
p

常

事
自
己
U
-
R
R
包
括
開
同
円
。
∞
印
w
a
-
5
ι
認
可
恒
三
『
S
B
h
'
H
室
、
き
~
ミ

『
2
S
N
S
N
h
町
内
言
、
安
否
~
句
宮
凡
な
F
N
\

凶

(
H
S
S
.
-
c
印
N
印
・
一
口
、
尚
道
N
.
霊
的
き
b

h
d
さ
命
、
A
E
H
U
3
h
円
九
』
宮
内
ミ
言
~
F
O
同
砂
丘
M
c
-
-
3
・
h
∞
吋
包
∞
を
参
照
。

(
7
)
例
え
ば
、
強
姦
あ
る
い
は
女
性
へ
の
誘
惑
を
描
く
と
き
に
、
女
性
の
拒
否
は
承

諾
の
し
る
し
で
あ
る
と
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

(
8
)
こ
の
点
に
つ
い
て
の
J
・
パ
ト
ラ

l

の
批
判
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
同
時
止
1

注
目
町
師
、
2
S
・
b
h
d
s
E
品
、
.
H
常
尽
き

3
S
ね
たR
-
問
。
ロ
巴
邑
向
。
Z
J

へ
除

F
C
ロ
ι
。
口
S
S
E
∞
M
g
を
参
照
。

(
9
)
p
s
o
-
-
己
『
己
門
口
E
M

ー
と
室
長
g
o
u
s
s
戸
問
。
E
a
m
p
Z
可
思
申
印

同
】
同
》
-
H
品
酌
]
{
品
叶
・

(
叩)
n
O
E
O
-戸
U
E
門
店
白
を
弘
司
甘
-
E
品
1
5
u
.

(
日
)
「
わ
た
し
は
そ
ん
な
女
で
は
な
い
」
と
い
う
形
で
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ

ィ
を
保
つ
こ
と
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
表
象
に
対
し
て
だ
け
発
揮
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
「
そ
ん
な
女
」
に
入
る
も
の
は
、
様
々
で
あ
る
。
例
え
ば
、
専
業

主
婦
、
O
L

、
セ
ッ
ク
ス
産
業
で
働
く
女
性
等
々
で
あ
る
。
社
会
的
な
所
属
だ
け
で

は
な
く
、
美
醜
、
体
重
、
年
齢
と
い
っ
た
要
素
も
こ
こ
に
入
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ

ろ
、
7
。

(
ロ
)
例
え
ば
、
女
性
の
ポ
ル
ノ
産
業
へ
の
製
作
者
と
し
て
の
参
入
は
す
で
に
二
O

年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
ま
た
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
増

幅
さ
せ
る
試
み
は
、
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
で
あ
る
、
〉
ロ
E
o
m
H
)
ユ
ロ
E
O
の
叶
門
田
口
印
守
口
店
主
。
ロ
印
巳
。
ロ
と
い
、

7

試
み

は
興
味
深
い
。
様
々
な
女
性
を
、
グ
ラ
ビ
ア
誌
に
あ
る
よ
う
な
衣
装
や
ポ
l

ズ
、
メ

イ
ク
を
施
し
、
写
真
の
上
で
ポ
ル
ノ
ス
タ
ー
に
変
身
き
せ
る
の
で
あ
る
が
、
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
撹
乱
す
る
パ
ロ
デ
ィ
に
な
っ
て
い

ヲ
由
。

ω
目
】
-
E
}

内
-
p
h
s
s
民
問
、
。
託
、
。

3
-

号
令
書
m
a
w
n
-
o
U
H
V
「
自

ω
・
芯
由
∞
官
官
巳
∞

]
{
N
H

・
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英文抄録

Pornography and Politics of Gender-Identities 

Yukari SUZUKI 

The purpose of this paper is to examine discourses of feminists for pornograｭ

phy,and to consider the problem lying between the representation of women 

bodies and gender-identities. Over the past few decades a considerable debates 

have been made on pornography and representations of women. In radical 

feminists' views, pornography is not the mere presentation and depiction of 

sexualized women's bodies and sexual acts, but the theory of domination and 

violence against women. According to anti-pornography feminists, including 

Mackinnon and Dworkin, pornography causes direct violence against women in 

injurious way. Therefore it raises the question that is whether pornography is 

discrimination per se as a coercive speech act, and so is a power in itself 

If the pornography has any power, what kind of power it has? Mackinnon gives 

evidence of women derogated by pornography. Nevertheless there is no conclu 

sive proof that every woman always finds the injuries in pornography. J. Butler 

and other anti-censorship feminists has countered Mckinnon's postulate of the 

category of “W omen" who are supposed to be passive and vulnerable for assault 

of pornography and to have a single point of identification. Since there are many 

various women, the pornography can define as many meanings. In order to reveal 

a force of pornography, we have to consider it on a site in which one's personal 

context and the social context cross. Therefore, we need to explore time and 

again what the gender category is, how the pornographic representations and 

gender images make us subject, and what pornographies make us feel , each time 

we see (encounter) it. 
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書

評

野
村
真
理
著

御
茶
の
水
書
房
一
九
九
九
年

菊
判
四
七
二
頁
六
一
二

O
O
円

『
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人

|
|
一
九
世
紀
末
か
ら
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
前
夜
ま
で
』

植

村

邦

彦

大
著
で
あ
る
。
菊
判
で
全
四
七
二
頁
と
い
う
文
字
通
り
の
大
き
さ
だ
け

で
な
く
、
一
八
五
0
年
代
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
、
一
世
紀
近
く
に
わ
た

る
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
社
会
史
と
精
神
史
を
描
き
き
ろ
う
と
し
た
意

図
と
内
容
に
お
い
て
、
こ
の
書
は
ま
き
に
開
拓
者
的
な
大
著
で
あ
る
。

『
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
、
ダ
ヤ
人
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
、
あ
る
い
は
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
「
ウ
ィ
ー
ン
精
神
』
や
カ
l

ル
・
シ
ョ
l

ス
キ

ー
の
『
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
』
の
よ
う
な
作
品
を
想
像
す
る
ひ
と
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
精
神
史
と
い
っ
て
も
、
本
書
で
描
か
れ
て
い
る

の
は
思
想
家
や
芸
術
家
の
列
伝
で
も
な
い
し
、
あ
る
時
代
の
文
化
史
的
断

面
図
で
も
な
い
。
た
し
か
に
フ
ロ
イ
ト
や
オ
ッ
ト
l

・
パ
ウ
ア
l

、
ヨ
ー

ゼ
フ
・
ロ
l

ト
や
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ア
イ
ク
な
ど
も
た
び
た
び
登
場

す
る
が
、
本
書
で
は
、
彼
ら
は
む
し
ろ
そ
の
と
き
ど
き
の
情
況
の
証
言
者

に
す
ぎ
な
い
。
著
者
の
問
題
関
心
の
対
象
は
、
よ
り
大
き
な
歴
史
そ
の
も

の
で
あ
り
、
一
つ
の
宗
教
的
エ
ス
ニ
ツ
ク
集
団
の
歴
史
的
運
命
で
あ
る
。

著
者
は
、
す
で
に
前
著
『
西
欧
と
ユ
ダ
ヤ
の
は
ざ
ま
|
|
近
代
ド
イ
ツ
・

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
』
(
南
窓
社
、
一
九
九
二
年
)
で
、
一
七
八
O
年
か
ら
一
九
三

三
年
に
い
た
る
ま
で
の
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
社
会
史
と
思
想
史
を
描
い

て
い
る
。
テ
!
?
は
、
同
化
と
解
放
の
挫
折
の
歴
史
で
あ
り
、
新
旧
の
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
へ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
対
応
の
思
想
史
(
モ
|
ゼ
ス
・
へ
ス
、
ハ
イ

ン
リ
ヒ
・
グ
レ

i

ッ
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
)
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
も
、
一
八
八
0
年

代
以
降
の
新
し
い
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
」
成
立
の
前
提
と
な
る
ロ
シ
ア
の
ポ

グ
ロ
ム
難
民
や
東
欧
ユ
ダ
ヤ
人
の
情
況
が
論
じ
ら
れ
て
は
い
た
が
、
対
象

と
さ
れ
た
空
間
は
、
ベ
ル
リ
ン
を
中
心
と
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
/
ド
イ
ツ
帝

国
/
ワ
イ
7
l
ル
共
和
国
で
あ
っ
た
。
ほ
ぽ
現
在
の
ド
イ
ツ
で
あ
る
が
、

一
九
世
紀
半
ば
の
概
念
で
い
え
ば
「
小
さ
な
ド
イ
ツ
」
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、
「
大
き
な
ド
イ
ツ
」
の
一
部
で
あ
り
、
同
時
に

そ
れ
を
は
み
出
す
形
で
「
多
民
族
国
家
」
で
あ
っ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国

に
お
け
る
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
」
の
歴
史
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
帝
国

の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
は
、
ま
さ
に
西
欧
ユ
ダ
ヤ
人
と
東
欧
ユ
ダ
ヤ
人
の
出
会

い
の
(
そ
し
て
葛
藤
の
)
場
で
あ
り
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
創
始
者
テ
オ
ド

|
ア
・
ヘ
ル
ツ
ル
の
活
動
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
若
い
ヒ
ト
ラ
ー
の
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
を
育
ん
だ
都
市
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
前
著
を

補
完
す
る
続
編
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
本
書
を
書
く
こ
と
こ
そ
が
著
者
の
年

来
の
目
標
で
あ
り
、
前
著
は
こ
の
た
め
の
予
告
編
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と

も
で
き
る
。
著
者
の
ウ
ィ
ー
ン
へ
の
深
い
関
心
と
愛
着
は
、
一
九
八
五
年

に
最
初
の
留
学
先
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
大
学
を
選
ん
だ
と
き
以
来
の
も
の
で

あ
り
、
本
書
に
補
論
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
一
九
八
六
年
の
ゴ
二
月
前

期
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
入
社
会
」
こ
そ
が
社
会
史
に
関
す
る
著
者
の
最
初



の
論
文
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

評

*
 

本
書
は
、
第
一
部
「
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
入
社
会
」
、
第
二
部
「
第

一
次
世
界
大
戦
と
ユ
ダ
ヤ
人
」
、
第
三
部
「
戦
間
期
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
入

社
会
」
の
三
部
か
ら
な
り
、
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
前
夜
」
の
短
い
叙
述
が
エ
ピ

ロ
ー
グ
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
タ
イ
ト
ル
だ
け
を
見
れ
ば
、

本
書
は
狭
い
意
味
で
の
社
会
史
の
書
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
、

本
書
は
ま
ず
第
一
に
綴
密
な
実
証
的
歴
史
書
で
あ
る
。
著
者
は
、
一
九
九

三
l

九
四
年
に
再
び
ウ
ィ
ー
ン
大
学
、
一
九
九
六
九
七
年
に
は
エ
ル
サ

レ
ム
の
へ
ブ
ラ
イ
大
学
に
留
学
し
て
史
料
を
調
査
収
集
し
て
お
り
、
本
書

の
巻
末
に
は
著
者
が
「
引
用
あ
る
い
は
参
考
に
し
た
」
史
料
・
文
献
目
録

が
三
八
頁
に
わ
た
っ
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
と

エ
ル
サ
レ
ム
の
計
六
つ
の
文
書
館
の
史
料
や
、
四
つ
の
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語

新
聞
を
含
む
二
四
の
新
聞
、
一
つ
の
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
雑
誌
を
含
む
三
二

の
定
期
刊
行
物
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
著
者
に
は
イ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
語
か
ら
の
翻
訳
の
仕
事
(
メ
ン
デ
ル
・
ノ
イ
グ
レ
ッ
シ
ェ
ル
『
イ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
の
ウ
ィ
ー
ン
」
野
村
真
理
訳
/
解
説
、
松
鎖
社
、
一
九
九
七
年
)
も
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

し
か
し
本
書
は
、
一
次
資
料
を
駆
使
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
歴
史
書
で
あ

る
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
思
想
史
の
書
で
あ
る
。
第
一
部
は
「
世
紀
末

ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
入
社
会
」
と
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
神

話
」
、
第
二
部
は
「
ガ
リ
ツ
ィ
ァ
‘
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
」
と
「
戦
間
期
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
、
第
三
部
は
「
戦
間
期
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
入

社
会
」
と
「
放
浪
の
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
そ
れ
ぞ
れ
二
章
か
ら
な
る
。
各
部
と

書185 

も
最
初
の
章
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
人
口
変
動
や
地
域
分
布
な
ど
に
関

す
る
具
体
的
デ
i

タ
に
基
づ
い
て
ユ
ダ
ヤ
入
社
会
の
情
況
が
実
証
的
に
明

ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
次
の
章
で
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
進
展
と

そ
れ
へ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
対
応
と
い
う
思
想
史
的
問
題
情
況
が
論
じ
ら
れ

る
、
と
い
う
論
理
的
な
構
成
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

*
 

内
容
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
部

分
は
、
一
八
五
0
年
代
以
降
に
帝
国
の
諸
地
域
か
ら
移
住
し
て
き
た
者
と

そ
の
子
孫
で
あ
り
、
移
住
の
時
期
に
応
じ
て
大
き
く
三
つ
の
集
団
に
分
け

ら
れ
る
。
第
一
は
、
べ
l

メ
ン
と
メ

l

レ
ン
地
方
の
出
身
で
、
す
で
に
ド

イ
ツ
語
世
界
に
同
化
し
た
人
々
、
第
二
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ル
ゲ
ン
ラ

ン
ト
と
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
地
方
出
身
で
、
西
方
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
か
ら
ド
イ

ツ
語
へ
の
文
化
変
容
を
経
験
し
つ
つ
あ
る
人
々
、
そ
し
て
第
三
が
、
ガ
リ

ツ
ィ
ア
か
ら
来
た
ば
か
り
の
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
の
話
者
た
ち
で
あ
る
。
最

初
の
二
つ
の
集
団
、
い
わ
ゆ
る
「
ウ
ィ
ー
ン
・
ユ
ダ
ヤ
人
」
が
上
流
お
よ

び
中
流
階
層
を
形
成
し
た
の
に
対
し
、
第
三
一
の
「
ガ
リ
ツ
ィ
ア
・
ユ
ダ
ヤ

人
」
は
貧
し
い
下
層
民
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
出
身
地
域
と
定
住
期

間
、
文
化
的
同
化
H

ド
イ
ツ
化
の
程
度
、
経
済
的
社
会
的
な
階
層
、
と
の

問
に
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
に
お
け
る
多
民
族
共
存
の
理
念
と
現
状
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
や
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
な
ど
の
思
想
に
対
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
態
度
も

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ユ
ダ
ヤ
入
社
会
内
部
の
文
化
的
・
階
層
的
差
異
に
重

な
り
合
い
な
が
ら
、
き
わ
め
て
多
様
で
あ
っ
た
。
ガ
リ
ツ
ィ
ア
・
ユ
ダ
ヤ

人
を
主
要
標
的
と
す
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
他
人
事
と
し
て
傍
観
す
る
自
由
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主
義
的
な
同
化
ユ
ダ
ヤ
人
、
ド
イ
ツ
民
族
主
義
者
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
ユ
ダ
ヤ

人
問
題
に
冷
淡
な
社
会
民
主
党
の
ユ
ダ
ヤ
人
指
導
者
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国

民
の
下
位
区
分
と
し
て
の
「
ユ
ダ
ヤ
種
族
」
意
識
自
覚
論
、
帝
国
内
で
の

「
ユ
ダ
ヤ
民
族
」
の
自
治
を
要
求
す
る
シ
オ
ニ
ス
ト
、
な
ど
。
こ
の
多
様
性

と
内
部
対
立
の
詳
細
な
解
明
が
、
本
書
の
最
大
の
功
績
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
は
大
量
の
戦
争
難
民
を
生
み
出
し
、
帝
国
の
敗
戦
は

そ
の
解
体
と
諸
民
族
の
国
家
独
立
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
ウ
ィ
ー
ン

に
残
さ
れ
た
の
は
、
帰
還
先
を
失
っ
た
大
量
の
東
欧
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
で
あ

る
。
こ
の
「
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
問
題
」
が
戦
間
期
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
火
種

と
な
っ
た
。
ま
ず
問
題
と
な
っ
た
の
が
難
民
の
国
籍
で
あ
り
、
国
籍
の
決

定
基
準
と
し
て
の
民
族
帰
属
で
あ
る
。
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
条
約
に
従
う

形
で
一
九
二
一
年
に
政
府
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ド
イ
ツ
人

に
は
帰
属
し
な
い
「
ユ
ダ
ヤ
人
種
」
と
規
定
し
、
過
激
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

諸
国
体
に
よ
る
「
ユ
ダ
ヤ
人
種
排
斥
」
に
道
を
開
く
。
こ
の
道
は
、
攻
撃

の
標
的
を
「
難
民
H

外
国
人
H

東
欧
ユ
ダ
ヤ
人
」
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
全
体
へ

と
拡
大
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
二
三
年
に
は
、
ナ
チ
党
員
が
ウ
ィ
ー

ン
の
路
上
に
姿
を
現
す
。

こ
の
よ
う
な
情
況
に
対
応
し
た
シ
オ
ニ
ス
ト
、
な
か
で
も
オ
ー
ス
ト
リ

ア
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
民
族
的
権
利
獲
得
を
目
指
す
「
ユ
ダ
ヤ
民
族
派
」

の
台
頭
に
よ
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
入
社
会
は
分
裂
化
の
様
相
を
深

め
る
。
ウ
ィ
ー
ン
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
(
ユ
ダ
ヤ
教
徒
団
体
)
は
、
こ
の
ユ
ダ
ヤ

民
族
派
と
反
民
族
派
と
の
主
導
権
争
い
の
場
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
争

い
は
、
「
民
族
」
理
解
を
め
ぐ
る
思
想
的
対
立
で
あ
る
と
同
時
に
、
上
・
中

流
の
同
化
ユ
ダ
ヤ
人
と
貧
し
い
東
欧
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
階
層
間
対
立
で
あ

り
、
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
と
青
年
と
の
世
代
間
対
立
で
も
あ
っ
た
。

だ
か
ら
、
シ
オ
ニ
ス
ト
の
挑
戦
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
民
主
化
闘
争
と
い
う
形

を
取
る
。
し
か
し
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
派
シ
オ
ニ
ス
ト
の
勝
利
は
、
ユ
ダ
ヤ
入

社
会
を
分
裂
さ
せ
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
勢
い
づ
か
せ
る
両
刃
の
剣
に
は
か

な
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ド
イ
ツ
人
の
社
会
的
雰

囲
気
と
な
っ
た
。
一
九
三
三
年
に
は
ド
ル
フ
ス
の
「
社
会
的
キ
リ
ス
ト
教

的
ド
イ
ツ
国
家
オ
ー
ス
ト
リ
ア
」
が
構
築
さ
れ
る
が
、
こ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム

国
家
は
一
九
三
八
年
に
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
併
合
さ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
の

ユ
ダ
ヤ
人
も
ま
た
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
と
運
命
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
本
書
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
は
、
こ
う
結
ぼ
れ
て
い
る
。
「
一
九
四

五
年
四
月
の
解
放
時
に
ウ
ィ
ー
ン
で
生
き
残
っ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
わ

ず
か
に
、
二
一
四
二
人
で
あ
っ
た
」
(
三
九O
頁
)
0

こ
の
よ
う
な
要
約
は
、
し
か
し
本
書
の
紹
介
に
な
っ
て
い
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
フ
ロ
イ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
同
時
代
人
の
証
言
な
ど
、
生
き
生

き
と
し
た
具
体
的
な
細
部
の
叙
述
こ
そ
が
本
書
の
大
き
な
魅
力
だ
か
ら
で

あ
る
。
抽
象
的
な
理
論
的
図
式
化
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
膨
大
な
史
料
と

証
言
を
通
し
て
具
体
的
な
事
実
の
叙
述
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

著
者
は
、
同
化
と
解
放
の
思
想
的
限
界
や
、
同
化
主
義
的
自
由
主
義
と
シ

オ
ニ
ズ
ム
と
の
ね
じ
れ
、
人
種
主
義
的
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
ユ
ダ
ヤ
民
族
派

シ
オ
ニ
ズ
ム
と
の
対
抗
的
な
相
互
補
完
性
な
ど
、
重
大
な
思
想
史
的
問
題

を
鮮
や
か
に
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
し
か
も
、
ユ
ダ
ヤ
入
社
会
の
苦
悩

に
対
す
る
深
い
内
在
的
な
共
感
を
も
っ
て
。

文
章
は
平
明
で
読
み
や
す
く
、
貴
重
な
写
真
や
図
版
が
数
多
く
収
録
き



れ
て
い
る
。

も
美
し
く
、
カ
バ
!
の
ウ
ィ
ー
ン
市
街
図
や
本
扉
の
ウ
ィ
ー
ン
北
駅
風
景

そ
れ
だ
け
で
も
手
に
取
っ
て
み
る
価
値
が
あ
る
。

岸
本
広
司
著

御
茶
の
水
書
房
二

0
0
0

年

A
5

判
刊
頁
+
七
九
三
頁
+
七
七
頁

一
三
0
0
0
円

『
パl
ク
政
治
思
想
の
展
開
』

中

j畢

彦

評

本
文
だ
け
で
も
八
0
0

ペ
ー
ジ
近
い
大
著
で
あ
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
「
結
論
」
に
著
者
自
身
が
章
別
の
概
要
を
記
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

評
者
の
下
手
な
紹
介
で
限
り
あ
る
紙
幅
を
浪
費
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

内
外
の
パ
l

ク
研
究
に
対
す
る
本
書
の
貢
献
と
残
さ
れ
た
課
題
を
、
思
い

つ
く
ま
ま
に
自
由
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

本
書
は
政
界
進
出
以
後
の
パ
l

ク
の
政
治
思
想
を
考
察
対
象
と
し
て
い

る
。
対
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
彼
が
政
治
家
と
し
て
携
わ
っ
た

諸
問
題
を
時
系
列
順
に
採
り
上
げ
、
彼
が
示
し
た
認
識
と
行
動
を
、
そ
の

時
々
の
著
作
・
演
説
・
書
簡
等
に
基
つ
い
て
復
元
す
る
と
い
っ
た
手
法
を

採
用
し
て
い
る
。
政
界
進
出
以
前
の
パ
l

ク
を
対
象
と
し
た
前
著
『
パ
ー

ク
政
治
思
想
の
形
成
』
に
比
べ
て
、
倍
以
上
の
大
き
さ
に
な
っ
た
が
、
そ

れ
に
は
相
応
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
パ
ー
ク
の
言
説
の
論
理
構
造
の

分
析
よ
り
も
、
各
々
の
発
話
が
な
さ
れ
た
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
復
元
に
、

膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
投
入
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
巻
末
の
文
献
目
録
を

書187 

一
瞥
す
る
だ
け
で
、
(
狭
義
の
)
歴
史
学
に
属
す
る
文
献
の
多
さ
か
ら
、
著

者
が
発
話
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
復
元
に
い
か
に
労
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
か

が
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
う
し
た
著
者
の
尽
力
は
、
本
書
を
パ
l

ク

の
伝
記
と
し
て
読
む
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
以

後
の
パ
l

ク
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
伝
記
は
こ
れ
ま
で
日
本
語
で
は
書
か

れ
な
か
っ
た
か
ら
(
中
野
好
之
『
評
伝
パ
l

ク
』
は
一
七
八
O
年
ま
で
し
か
扱

っ
て
い
な
い
て
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
研
究
史
上
の
空
白
が
埋

め
ら
れ
た
こ
と
を
、
評
者
は
何
よ
り
喜
び
た
い
。
パ
ス
テ
ィ
l

ユ
以
後
、

ウ
イ
ツ
グ
党
は
派
閥
聞
の
思
想
的
対
立
を
深
化
・
顕
在
化
さ
せ
て
ゆ
き
、

一
七
九
四
年
七
月
一
一
日
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
派
の
ピ
ッ
ト
与
党
へ
の
合
流

に
よ
っ
て
、
致
命
的
と
も
言
え
る
分
裂
を
見
た
が
、
そ
の
分
裂
の
仕
掛
け

人
と
し
て
の
パ
l

ク
の
役
割
が
、
抑
制
さ
れ
た
筆
致
で
き
わ
め
て
微
細
に

描
き
出
さ
れ
て
い
る
く
だ
り
は
、
本
書
の
白
眉
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も

評
者
は
、
真
嶋
正
己
の
評
す
る
よ
う
に
、
「
記
述
が
や
や
平
坦
に
な
り
、
も

っ
と
も
重
要
な
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
関
す
る
論
考
が
他
の
問
題
の
中
に
埋
没

し
た
」
(
「
イ
ギ
リ
ス
哲
学
研
究
」
第
二
四
号
七
八
頁
)
と
の
印
象
は
受
け
な
か

っ
た
。

他
方
、
「
対
象
の
正
し
い
理
解
は
解
釈
や
批
評
に
先
立
つ
」
と
す
る
禁
欲

的
方
法
ゆ
え
に
、
パ
ー
ク
政
治
思
想
の
内
的
発
展
が
膨
大
な
伝
記
的
事
実

の
海
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
著
者
は
、
「
政
治
学
に

お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
伝
統
」
を
導
き
の
糸
と
し
て
|
|
お
そ
ら
く

師
で
あ
る
故
藤
原
保
信
か
ら
の
強
い
影
響
で
あ
ろ
う
|
|
、
パ
ー
ク
政
治

思
想
の
動
態
を
《
思
慮
買
邑
g
B

の
政
治
》
の
発
展
と
破
綻
の
歴
史
と
し
て

描
き
出
そ
う
と
す
る
。
思
慮
の
政
治
家
パ
l

ク
l
1
1

こ
れ
が
本
書
を
貫
く
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基
本
命
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
パ
ー
ク
政
治
思
想
の
核
心
を
「
思
慮
」

概
念
に
見
る
の
は
、
岸
本
が
初
め
て
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
海
外
で
は
比

較
的
馴
染
み
の
研
究
視
角
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
(
例
え
ば
司
』
・2
E
B

-
-
凹
)
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
研
究
の
多
く
は
、
偉
大
な
著
作
家
が
打
ち
立
て

よ
う
と
し
た
哲
学
の
「
一
貫
性
の
神
話
」
(
C
ω
r
E足
立
を
信
奉
す
る
あ

ま
り
、
パ
ー
ク
政
治
思
想
の
動
態
|
|
矛
盾
や
逸
脱
の
可
能
性
と
言
い
換

え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
が
ー
ー
へ
の
配
慮
に
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
本
書
は
、
「
一
七
九
一
年
の
対
仏
干
渉
戦
争
の
唱
道
を
契
機

と
し
て
、
パ
ー
ク
の
《
思
慮
の
政
治
》
は
破
綻
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
」

と
い
う
筋
書
き
で
、
パ
ー
ク
政
治
思
想
の
動
態
を
描
き
出
し
、
い
わ
ゆ
る

「
パl
ク
(
の
コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
l
)
問
題
」
に
一
つ
の
確
固
た
る
回
答
を

提
出
し
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
パ
l

ク
研
究
は
、
政
界
進
出
以
後
の
パ

ー
ク
を
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
を
境
に
二
分
|
|
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
主

張
に
理
解
を
示
し
た
《
自
由
主
義
者
》H
《
前
期
》
パ
ー
ク
、
そ
れ
に
対
し

て
、
容
赦
な
い
フ
ラ
ン
ス
革
命
批
判
を
展
開
し
た
《
保
守
主
義
者
》H
《
後

期
》
パl
ク
ー
ー
ー
し
、
「
両
者
は
連
続
し
て
い
る
の
か
断
絶
し
て
い
る
の
か
、

連
続
し
て
い
る
の
な
ら
両
者
を
貫
く
基
本
的
原
理
は
何
か
」
を
問
う
こ
と
、

い
わ
ゆ
る
「
パ
l

ク
(
の
コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
|
)
問
題
」
を
研
究
上
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
図
式
と
し
て
き
た
。
著
者
は
、
「
思
慮
」
を
「
多
様
で
複
雑
で

可
変
的
な
状
況
の
中
で
、
一
般
原
則
を
見
据
、
え
つ
つ
、
相
異
な
る
善
と
善
、

議
?
と
悪
、
時
に
は
悪
と
悪
と
を
比
較
考
量
し
な
が
ら
、
全
体
的
利
益
の
た

め
に
少
し
で
も
望
ま
し
い
方
を
選
ぴ
取
っ
て
い
く
知
、
そ
し
て
一
定
の
政

治
目
的
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
最
も
ふ
さ
わ
し
い

手
段
や
方
法
を
発
見
し
、
そ
れ
を
政
策
に
結
び
つ
け
て
実
現
化
し
て
い
く

そ
の
よ
う
な
知
の
形
態
」
(
五
八
六
頁
)
と
理
解
し
た
上
で
、
『
フ
ラ
ン
ス
国

民
議
会
議
員
へ
の
手
紙
』
(
一
七
九
二
に
お
け
る
反
革
命
干
渉
戦
争
の
唱

道
に
、
「
思
慮
の
政
治
の
後
退
」
(
六
七O
頁
)
の
端
緒
を
見
る
。
「
そ
れ
以

前
の
パ
l

ク
は
武
力
行
使
に
は
き
わ
め
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。
武
力
に
よ

る
問
題
解
決
は
、
人
々
の
心
に
深
い
傷
を
残
し
、
真
の
問
題
解
決
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
の
が
彼
の
固
く
信
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
と
の
戦
争
に
徹
底
し
て
反
対
し
た
の
も
、
一
つ
に
は
そ
の
理
由
か

ら
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
パ
l

ク
の
考
え
で
は
、
戦
争
は
熟
慮
に
熟
慮

を
重
ね
た
末
の
、
万
策
尽
き
た
最
後
の
選
択
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
こ
と
革
命
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
は
、
彼
が
熟
慮
を
重
ね
最
後
の
手

段
と
し
て
戦
争
を
選
択
し
た
と
は
思
え
な
い
。
:
:
:
パl
ク
は
武
力
で
も

っ
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
万
策
尽
き

る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
、
言
論
で
相
手
を
説
き
伏
せ
て
、
言
論
に
よ
っ
て
物
事

の
決
着
を
図
ろ
う
と
す
る
「
レ
ト
リ
カ
ル
な
思
想
家
」
で
あ
っ
た
。
:
・
:

し
か
し
晩
年
の
パ
l

ク
は
、
こ
う
し
た
思
慮
の
政
治
を
見
失
っ
て
い
る
」

(
七
七
一
二
頁
)
。
つ
ま
り
、
『
国
民
議
会
」
を
境
に
し
て
平
和
主
義
者
パ
ー

ク
は
聖
戦
論
者
パ
ー
ク
へ
と
変
節
し
た
と
い
う
の
が
、
本
書
が
「
パ
l

ク

問
題
」
に
対
し
て
示
し
た
回
答
の
骨
子
な
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
明
示
き

れ
て
い
な
い
が
、
対
仏
戦
争
の
唱
道
を
パ
ー
ク
の
変
節
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

と
す
る
見
解
は
、
す
で
に
四
O
年
前
に
小
松
春
雄
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義

史
研
究
』
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
が
提
示
し
た
「
パ
l

ク
問

題
し
へ
の
回
答
は
、
発
話
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
補
強
に
よ
っ
て
、
小
松
説
を

数
段
ヴ
ァ
l

ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
さ
せ
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
を
「
小
松



評

H

岸
本
説
」
と
勝
手
に
名
づ
け
る
こ
と
が
許
き
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
小

松
H

岸
本
説
」
の
確
立
こ
そ
、
内
外
の
パ
l

ク
研
究
に
対
す
る
本
書
の
最

大
の
貢
献
で
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
他
に
も
、
パ
l

ク
の
イ
ン
ド
論
と
奴
隷
制
論
が
我
が
国
で
は
じ

め
て
本
格
的
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
な
ど
、
評
価
す
べ
き
点
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
の
だ
が
、
紙
幅
の
都
合
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
残
さ
れ
た
紙
幅
を
、

本
書
に
対
す
る
疑
問
点
・
本
書
に
触
発
さ
れ
た
論
点
の
指
摘
に
充
て
、
評

者
を
含
む
若
い
世
代
の
パ
l

ク
研
究
者
に
残
さ
れ
た
課
題
の
一
端
を
明
ら

か
に
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
は
、
著
者
の
「
思
慮
」
理
解
の
妥
当
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著

者
の
理
解
に
基
づ
く
か
ぎ
り
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
現
状
が
平
和
主
義
の
原
則
を

捨
て
去
る
べ
き
例
外
的
(
危
機
的
)
状
況
で
あ
る
か
否
か
」
を
判
断
す
る
基

準
も
ま
た
、
「
思
慮
」
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
「
パ
ー

ク
に
と
っ
て
は
対
仏
戦
争
そ
れ
自
体
が
思
慮
の
表
現
」
(
七
七
一
頁
)
と
も

な
り
う
る
。
そ
の
よ
う
な
思
慮
の
表
現
を
「
(
本
来
の
)
思
慮
な
ら
ざ
る
も

の
」
と
し
て
退
け
る
著
者
に
あ
っ
て
は
、
「
思
慮
」
は
事
実
上
「
平
和
主
義
」

と
等
値
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
評
者
に
は
思
え
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
「
思

慮
」
理
解
は
狭
隆
に
す
ぎ
な
い
か
?
な
る
ほ
ど
、
著
者
は
「
思
慮
」
の

「
(
抽
象
的
思
弁
を
嫌
悪
す
る
)
実
践
知
」
的
側
面
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、

「
実
践
知
」
か
ら
「
平
和
主
義L
が
必
然
的
に
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
か
ろ

う
。
パ
ー
ク
の
「
思
慮
」
概
念
を
い
ま
一
歩
踏
み
込
ん
で
理
解
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
「
思
慮
」
概
念
の
系
譜
的
研
究
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
具
体
的

に
は
、
「
思
慮
」
が
す
ぐ
れ
て
「
自
然
的
貴
族
ロ
巳C
E
-
R
E
C
n
E
Q」
層

の
体
現
し
て
い
る
徳
で
あ
っ
て
、
「
す
べ
て
の
美
徳
の
中
で
も
第
一
の
美

書189 

徳
」
(
五
八
六
頁
)
と
き
れ
て
い
る
以
上
、
「
思
慮
」
概
念
と
シ
ヴ
イ
ツ
ク
的

伝
統
と
の
関
係
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
「
議
会
の
独

立
を
い
っ
そ
う
完
全
に
保
障
す
る
」
(
三
六
七
頁
)
べ
く
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三

世
の
「
腐
敗
し
た
影
響
力
」
(
同
)
の
縮
小
に
奮
戦
し
た
「
経
済
改
革
」
時

代
の
パ
l

ク
の
問
題
設
定
は
、
明
ら
か
に
シ
ヴ
イ
ツ
ク
的
伝
統
の
圏
内
に

あ
る
。
「
ボ
ー
リ
ン
グ
プ
ル
ッ
ク
が
パ
l

ク
に
与
え
た
無
意
識
な
影
響
力
」

(
中
野
好
之
編
訳
『
パl
ク
政
治
経
済
論
集
」
解
説
、
一
O
八
三
頁
)
も
、
ボ
ー

リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
す
ぐ
れ
て
イ
ギ
リ
ス
的
な
シ
ヴ
イ
ツ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
決
し
て
無
関
係
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
同
・
回
目
白}
Sロ
8
2

に
従
っ
て
、
自
然
法
的
伝
統
と
シ
ヴ
イ
ツ

ク
的
伝
統
と
は
本
質
的
に
両
立
不
可
能
な
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
な
ら

ば
、
著
者
の
よ
う
に
、
パ
ー
ク
に
お
け
る
自
然
法
的
モ
メ
ン
ト
と
功
利
主

義
的
な
そ
れ
だ
け
に
言
及
し
、
シ
ヴ
イ
ツ
ク
的
な
そ
れ
に
言
及
し
な
い
の

は
、
一
面
的
で
あ
ろ
う
。
永
井
義
雄
は
「
自
然
的
貴
族
論
が
パ
l

ク
の
な

か
で
ど
う
い
う
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
は
不
分
明
で
な
い
」
(
「
週
刊
読

書
人
」
二
0
0
0

年
九
月
一
五
日
号
)
と
評
し
た
が
、
そ
れ
は
最
終
的
に
は
パ

ー
ク
の
「
思
慮
」
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
に
帰
着
し
て
ゆ
く
気

が
す
る
。
評
者
に
は
「
思
慮
」
が
自
然
法
的
伝
統
と
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
的
伝
統

と
を
結
節
す
る
鍵
概
念
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
「
現
状
が
原
則
を
捨
て
去
る
べ
き
例
外
的
(
危
機
的
)
状
況
で

あ
る
か
否
か
」
と
い
う
判
断
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
モ
ラ
ル
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
の
関
係
も
生
じ
て
く
る
。
凶
作
時
に
お
け
る
富
者
の
所

有
権
の
一
時
停
止
を
パ
l

ク
が
認
め
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ

れ
を
穀
物
取
引
の
自
由
放
任
や
所
有
権
の
不
可
侵
性
の
原
則
の
み
に
帰
す
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る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
理
解
で
は
、
本
書
の
基
本
命
題
で
あ
る

「
思
慮
の
政
治
家
パ
ー
ク
」
は
、
原
則
論
者
パ
l

ク
の
影
に
埋
も
れ
て
し
ま

う
。
パ
ー
ク
の
「
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
否
定
の
論
理
の
中
に
「
思
慮
」

が
ど
の
よ
う
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
か
は
、
な
か
な
か
の
難
問
で
あ
る
が
、

「
現
状
が
例
外
的
状
況
で
あ
る
か
否
か
」
の
判
断
は
あ
く
ま
で
民
衆
(
の
慣

習
的
権
利
)
で
は
な
く
自
然
的
貴
族
(
の
思
慮
)
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
、
と
理

解
す
る
な
ら
、
「
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
「
思
慮
」
と
の
結
節
点
が
少

し
は
見
え
て
く
る
気
が
す
る
。
パ
ー
ク
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
伝
統
を
読

み
こ
も
う
と
す
る
著
者
な
ら
、
こ
の
間
題
に
少
し
く
ら
い
言
及
し
て
欲
し

か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
パ
l

ク
と
「
シ
ヴ
イ
ツ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

お
よ
び
「
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
の
関
連
は
、
パ
ー
ク
政
治
思
想
の

体
系
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
不
可
避
な
考
察
課
題
で
あ
る
と
、
評
者
は
強

く
感
じ
る
。
(
文
中
敬
称
略
)

下
)11 

名
古
屋
大
学
出
版
会
二

0
0
0
年

A
5

判
以
+
三
二
二
十
五
七
頁
六

0
0
0
円

潔
著

『
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
自
由
主
義
政
治
哲
学
』

山

岡

龍

本
書
は
、
ロ
ッ
ク
の
『
統
治
二
論
』
と
『
寛
容
書
簡
』
の
中
に
自
由
主

義
政
治
哲
学
が
あ
る
、
と
い
う
想
定
の
も
と
に
、
そ
の
基
本
原
理
の
い
く

つ
か
を
明
確
化
し
、
そ
れ
ら
の
正
当
化
の
論
理
を
摘
出
、
再
構
成
(
そ
し
て

と
き
に
は
筆
者
自
ら
が
補
完
)
し
、
そ
の
諸
原
理
と
正
当
化
理
論
を
批
判
的

に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
一
七
世
紀
の
著
作
と

い
う
歴
史
的
存
在
で
あ
る
テ
ク
ス
ト
の
分
析
を
試
み
な
が
ら
も
、
そ
こ
か

ら
筆
者
の
規
準
か
ら
妥
当
と
思
え
る
(
つ
ま
り
現
代
の
政
治
哲
学
と
し
て
通

用
す
る
)
自
由
主
義
哲
学
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
、
二
つ
の
大
き
く
異
な
っ

た
営
為
に
、
同
時
に
携
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
前
者
の
試
み
が
主
旨
で
あ

り
、
後
者
は
「
副
次
的
課
題
」
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
評
者
の
考
え
で
は

こ
の
優
先
順
位
は
か
な
り
あ
や
し
い
。
特
に
本
書
の
主
要
な
課
題
が
、
ロ

ッ
ク
政
治
哲
学
か
ら
神
学
的
基
礎
を
取
り
去
る
こ
と
で
あ
る
、
と
き
れ
て

い
る
点
を
考
え
る
と
、
現
代
に
妥
当
す
る
政
治
哲
学
の
再
構
築
と
い
う
規

範
的
試
み
が
、
ロ
ッ
ク
思
想
そ
の
も
の
の
説
明
と
い
う
記
述
的
試
み
を
凌

駕
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
、
本
書
は
ロ
ッ
ク
に
あ

る
神
学
的
基
礎
を
説
明
し
て
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
去
っ
て
い
る
の
だ
、
と

答
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
評
者
は
、
政
治
・
道
徳
理
論

と
い
う
の
は
全
体
論
的
な
構
造
を
も
ち
、
い
く
つ
か
の
要
素
の
(
し
ば
し
ば

有
機
的
な
)
相
互
連
聞
か
ら
な
る
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
ッ
ク

の
思
想
を
い
く
つ
か
の
原
理
に
分
析
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
そ
の
中
の

原
理
を
取
り
去
っ
た
後
に
(
た
と
え
何
ら
か
の
整
合
性
が
調
整
さ
れ
て
も
)
綜

合
し
た
も
の
は
、
も
は
や
も
と
も
と
の
思
想
の
政
治
・
道
徳
的
特
徴
を
正

確
に
説
明
す
る
も
の
と
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
特
に
、
ロ
ッ
ク
思
想

に
お
け
る
神
学
的
基
礎
が
、
あ
ら
た
め
て
強
調
す
る
必
要
も
な
い
ほ
ど
、

そ
の
中
核
的
要
素
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
定
着
し
た
解
釈
で
あ
る
。
そ
し

て
何
よ
り
も
問
題
な
こ
と
に
、
筆
者
は
神
学
的
基
礎
が
思
想
構
造
に
与
え

て
い
る
意
味
を
充
分
に
考
察
せ
ず
、
む
し
ろ
ほ
と
ん
ど
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
、



評

神
学
的
要
素
を
欠
陥
と
み
な
し
て
解
釈
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
筆
者
が
再
構
成
す
る
ロ

ッ
ク
自
由
主
義
政
治
哲
学
が
、
結
果
と
し
て
読
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
本
書
は
自
ら
に
課
し
た
目
的
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
よ

、
司
ノ筆

者
の
方
法
は
分
析
哲
学
の
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
思
想
史
的
方
法
に

も
注
意
を
払
っ
て
い
る
が
、
そ
の
主
た
る
手
法
は
概
念
の
分
析
で
あ
り
、

重
要
と
考
え
ら
れ
た
ロ
ッ
ク
の
観
念
を
、
思
想
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
意
味

を
超
え
た
一
般
的
な
原
理
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
ま
で
展
開
し
て
い
く
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
の
際
立
っ
た
特
徴
は
、
言
葉
へ
の
徹
底
し
た

こ
だ
わ
り
だ
と
い
え
よ
う
。

O
E
D

等
を
駆
使
し
つ
つ
、
筆
者
は
「
寛
容
」

「
同
意
」
「
正
義
」
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
一
言
葉
の
意
味
の
精
確
な
確
定
に
心
血

を
注
い
で
い
る
。
特
に
C
D
R
O
M

仏
国
詰σ
即
席
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

ロ
ッ
ク
の
テ
キ
ス
ト
に
在
る
任
意
の
表
現
を
す
べ
て
検
索
し
、
枚
挙
し
て

い
こ
う
と
す
る
努
力
に
は
、
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
技
術
革
新
を
推
し
進
め
て

い
く
意
欲
に
溢
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
方
法
を
、
筆
者
も
認
め

て
い
る
よ
う
に
言
葉
の
意
味
を
か
な
り
唆
昧
に
し
て
使
用
す
る
ロ
ッ
ク
に

適
用
す
る
こ
と
に
は
、
危
険
性
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
言
葉
の
定
義
の

精
級
佑
は
、
ロ
ッ
ク
の
思
想
に
、
ロ
ッ
ク
思
想
内
に
実
際
に
在
る
構
造
以

外
の
要
素
を
導
入
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
筆
者
は
か
な
り
頻
繁
に
「
ロ
ッ

ク
は
:
:
:
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
語
る
が
、
こ
れ
は
ロ
ッ
ク
が
或
る
言
葉

や
概
念
に
込
め
た
論
理
的
可
能
性
と
は
違
う
可
能
性
を
筆
者
が
読
み
取

り
、
そ
の
可
能
性
を
展
開
し
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
の
表
明
で
あ

る
。
だ
が
、
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
論
理
的
可
能
性
と
い
う
の
は
、
決
し
て
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辞
書
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
の
展
開
の
仕
方
に
し

て
も
、
ま
さ
し
く
〈
可
能
的
で
あ
り
な
が
ら
展
開
し
な
か
っ
た
〉
点
に
こ
そ
、

思
想
の
固
有
性
が
あ
る
。
ロ
ッ
ク
に
対
し
て
ロ
ッ
ク
的
で
な
い
、
と
い
う

言
い
方
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
い
き
さ
か
違
和
感
を
生
じ
き
せ
る
。

本
書
は
大
き
く
分
け
て
五
つ
の
原
理
の
考
察
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
山
政
教
分
離
の
原
理
(
一
章
)
凶
プ
ロ
パ
テ
ィ
の
原
理
(
二
、
三
、

四
章
)
ω
同
意
と
服
従
の
原
理
(
五
章
)
刷
正
義
の
原
理
(
六
章
)
旧
公
共

善
の
原
理
(
七
章
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
信
託
」
や
「
抵
抗
権
」
を
含

ん
で
い
な
い
が
、
だ
い
た
い
伝
統
的
に
自
由
主
義
的
な
原
理
と
し
て
ロ
ッ

ク
の
思
想
の
中
に
あ
る
と
き
れ
て
き
た
も
の
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
本

書
の
特
徴
は
、
ロ
ッ
ク
思
想
の
自
由
主
義
的
性
格
を
表
す
に
あ
た
っ
て
、

既
存
の
特
徴
づ
け
に
厳
密
な
解
釈
を
与
え
、
そ
れ
の
現
代
的
な
意
義
を
問

う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
理
が
論
じ
ら
れ
る
順
番
に
関
し
て
、
疑

問
を
感
じ
る
読
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
、
応
用
哲
学
的
な
主
題

で
あ
る
「
寛
容
」
と
強
く
関
連
す
る
政
教
分
離
の
原
理
を
最
初
に
論
じ
る

と
い
う
の
は
、
意
外
に
思
え
る
。
実
際
、
本
来
前
提
と
し
て
論
じ
ら
れ
る

べ
き
こ
と
が
、
後
に
な
っ
て
論
証
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
か
な
り
あ
る
為
、

本
書
に
は
読
み
に
く
い
部
分
が
あ
る
。
あ
る
い
は
本
来
も
っ
と
じ
っ
く
り

論
証
す
べ
き
基
礎
的
な
論
点
を
、
取
り
上
げ
た
原
理
の
説
明
の
為
に
、
か

な
り
駆
け
足
で
論
証
を
済
ま
し
て
い
る
箇
所
が
み
ら
れ
る
。
筆
者
が
こ
う

し
た
論
述
の
順
番
を
選
ん
だ
の
は
、
筆
者
が
考
え
る
自
由
主
義
政
治
哲
学

と
、
よ
り
適
合
的
な
原
理
か
ら
順
番
に
論
じ
る
こ
と
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ

を
描
こ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

政
教
分
離
の
原
理
を
論
じ
る
第
一
章
に
お
い
て
、
筆
者
の
方
法
は
遺
憾
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な
く
展
開
さ
れ
る
。
ロ
ッ
ク
の
い
う
政
教
分
離
を
「
刑
教
分
離
」
(
刑
罰
と

宗
教
の
分
離
)
と
理
解
し
、
そ
の
ロ
ッ
ク
的
根
拠
を
す
べ
て
(
七
つ
)
枚
挙

す
る
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
の
一
つ
一
つ
を
検
討
し
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の

際
筆
者
が
留
意
す
る
の
が
、
特
定
の
神
学
的
立
場
か
ら
自
由
で
、
し
か
も

ロ
ッ
ク
自
身
の
哲
学
的
見
解
と
整
合
的
で
、
し
か
も
現
代
の
自
由
主
義
的

な
文
化
と
適
合
的
な
根
拠
づ
け
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
第
三

の
点
か
ら
、
ロ
ッ
ク
寛
容
論
の
限
界
が
関
わ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
無

神
論
者
の
寛
容
か
ら
の
排
除
や
、
国
教
会
制
度
の
容
認
が
、
批
判
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
評
者
の
疑
問
点
だ
け
を
述
べ
て
お
こ
う
。
ま
ず
ロ
ッ
ク
の
政
教

分
離
を
刑
教
分
離
と
す
る
の
は
不
正
確
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
ロ
ッ
ク

の
主
旨
は
国
家
の
権
力
と
教
会
の
権
力
の
区
別
で
あ
り
、
特
に
前
者
の
原

理
的
な
限
界
付
け
だ
と
評
者
は
考
え
る
。
刑
罰
と
い
う
点
で
は
、
ロ
ッ
ク

は
教
会
に
も
破
門
と
い
う
刑
罰
を
認
め
て
い
る
。
問
題
な
の
は
政
治
的
な

刑
罰
と
教
会
の
刑
罰
の
区
別
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
ッ
ク
自
身
の
議
論
に
お

い
て
、
政
教
分
離
は
政
治
と
宗
教
の
分
離
で
は
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
政
教

一
致
を
認
め
な
が
ら
、
「
キ
リ
ス
ト
教
国
家
」
の
不
可
能
性
を
い
う
よ
う
に
、

ロ
ッ
ク
の
政
教
分
離
論
は
特
定
の
宗
教
的
原
理
に
立
脚
し
て
い
る
。
ま
た
、

筆
者
は
、
特
定
の
宗
教
的
基
礎
付
け
を
議
論
か
ら
排
除
す
る
の
だ
が
、
そ

の
一
方
で
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
特
定
の
哲
学
的
教
義
に
よ
る
基
礎
付
け
(
ロ

ッ
ク
の
真
理
論
)
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
、
特
定
の
哲
学
的
教
義

を
認
め
る
こ
と
と
、
宗
教
的
教
義
を
認
め
る
こ
と
の
間
に
、
政
治
哲
学
的

な
意
味
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
の
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
評
者
に
は
、

そ
も
そ
も
自
由
主
義
に
哲
学
的
な
根
拠
付
け
が
必
要
な
の
か
、
と
い
う
問

い
が
、
む
し
ろ
提
出
さ
れ
る
べ
き
の
よ
う
に
思
え
る
。

プ
ロ
パ
テ
ィ
の
原
理
に
つ
い
て
は
、
合
計
三
章
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、

精
綴
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
分
析
的
な
方
法
で
ロ
ッ
ク
の
プ

ロ
パ
テ
ィ
論
を
扱
う
際
、
ノ
l

ジ
ツ
ク
的
な
リ
パ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
方
向

に
還
元
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
筆
者
は
そ
の
立
場
か
ら
距
離
を
と
り
、

「
自
己
決
定
」
の
重
要
性
を
言
い
な
が
ら
も
同
時
に
「
法
の
枠
内
」
と
い
う

論
点
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
ロ
ッ
ク
の
論
理
を
明
確
化
し
て
い
る
。
特
に

「
危
害
回
避
」
と
い
う
論
点
を
積
極
的
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
ロ
ッ
ク
の
プ

ロ
パ
テ
ィ
論
を
極
端
に
個
人
主
義
的
で
主
観
主
義
的
な
権
利
論
と
せ
ず
、

し
か
も
同
時
に
そ
の
個
人
主
義
的
な
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
、
筆

者
は
成
功
し
て
い
る
。
だ
が
、
神
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
と
し
て
の
人
間
と
い
う
、

ロ
ッ
ク
自
身
に
と
っ
て
中
核
的
な
論
点
が
、
「
非
循
環
的
に
正
当
化
す
る
こ

と
は
不
可
能
」
だ
と
し
て
、
拒
否
さ
れ
て
い
る
為
、
ロ
ッ
ク
白
身
の
議
論

に
大
幅
な
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
ヒ
ュ
l

ム
や
ロ
l

ル
ズ
的

な
契
約
論
や
、
カ
ン
ト
的
な
人
聞
の
尊
厳
と
い
う
議
論
の
方
向
で
、
ロ
ッ

ク
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
論
を
基
礎
付
け
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
こ
に
、
政
教

分
離
論
で
浮
上
し
た
の
と
同
様
な
問
題
が
あ
る
。
宗
教
的
基
礎
付
け
と
、

哲
学
的
基
礎
付
け
の
聞
に
、
ど
れ
だ
け
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も

そ
も
な
ぜ
、
わ
ざ
わ
ざ
他
の
哲
学
的
教
義
で
補
強
し
て
ま
で
ロ
ッ
ク
的
議

論
に
こ
だ
わ
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

プ
ロ
パ
テ
ィ
論
の
検
討
か
ら
筆
者
が
析
出
し
た
重
要
な
議
論
が
、
ロ
ッ

ク
の
「
自
律
テ
ー
ゼ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
が
考
え
る
、
ロ
ッ
ク
自
由

主
義
政
治
哲
学
の
中
核
を
な
す
も
の
と
き
れ
て
い
る
。
評
者
は
、
ロ
ッ
ク

思
想
に
お
け
る
必
須
の
要
素
と
し
て
、
自
律
の
原
理
が
あ
る
こ
と
に
同
意

す
る
。
だ
が
、
本
書
で
提
示
さ
れ
て
い
る
自
律
は
、
「
強
す
ぎ
るL自
律
で
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あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
問
題
は
ロ
ッ
ク
の
同
意
論
を
扱
う
箇
所
で
露

呈
す
る
。
筆
者
の
提
示
す
る
自
律
テ
l

ゼ
は
あ
ま
り
に
も
強
い
要
求
な
の

で
、
政
治
的
義
務
論
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
の
同
意
論
は
、
こ
と
ご
と
く
修
正

が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
ロ
ッ
ク
の
同
意
論
は
現
実

改
革
の
原
理
と
し
て
の
み
妥
当
な
も
の
と
な
る
。
つ
ま
り
、
現
実
の
政
治

は
ロ
ッ
ク
の
同
意
原
理
を
ま
っ
た
く
実
現
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
同
意

の
原
理
は
現
実
を
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
改
革
の
為
に
規
範
を
一
不
す
も

の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
ロ
ッ
ク
的
で
は
な
い
議
論
に
映
る
。

こ
の
よ
う
に
強
い
自
律
テ
ー
ゼ
こ
そ
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の

自
然
的
自
由
原
理
に
読
み
取
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
で
あ
り
、
ロ
ッ
ク
が
意

図
的
に
避
け
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
筆
者
が
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
共
同

社
会
」
の
概
念
を
放
棄
す
べ
き
と
い
う
と
き
(
二
三
四
頁
)
、
こ
れ
で
は
ロ

ッ
ク
が
政
府
の
解
体
と
社
会
の
解
体
を
区
別
し
た
意
義
を
、
無
化
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
。
評
者
は
、
こ
う
し
た
強
す
ぎ
る
自
律
テ
ー
ゼ
が
生

じ
た
原
因
が
、
神
の
支
配
と
い
う
神
律
の
論
理
を
、
ロ
ッ
ク
の
自
律
原
理

は
矛
盾
な
く
内
包
で
き
る
と
い
う
点
を
、
筆
者
が
無
視
(
拒
否
)
し
た
こ
と

に
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

誌
面
が
尽
き
て
き
た
の
で
、
正
義
と
公
共
善
を
論
じ
た
箇
所
は
簡
単
に

触
れ
て
お
こ
、7
0

ロ
ッ
ク
自
身
が
あ
ま
り
正
義
論
を
展
開
し
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
本
書
に
お
け
る
こ
の
整
理
は
有
益
で
あ
る
。
た
だ
、
正
義
の

議
論
と
慈
愛
の
議
論
を
、
筆
者
は
無
理
や
り
統
合
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。
ロ
ッ
ク
自
身
が
配
分
的
正
義
を
本
格
的
に
扱
っ
て
い
な
い

よ
う
に
、
慈
愛
の
論
点
を
正
義
論
の
中
に
導
入
す
る
の
は
ロ
ッ
ク
的
で
は

な
い
と
評
者
は
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
統
合
は
、
む
し
ろ
公
共
善
の
原
理
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の
中
で
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
筆
者
に
よ
る
公
共
善
の
説
明
は
、
ロ
ッ

ク
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
論
に
あ
る
公
共
的
性
格
を
、
あ
る
い
は
政
治
論
の
個
人

主
義
的
性
格
を
、
よ
く
表
し
て
い
る
点
で
、
有
益
だ
と
思
う
。

い
さ
き
か
批
判
め
い
た
こ
と
ば
か
り
書
い
た
が
、
先
行
研
究
を
網
羅
し

つ
つ
、
テ
ク
ス
ト
の
意
味
を
執
劫
に
追
求
す
る
本
書
か
ら
、
我
々
が
学
ぶ

こ
と
は
非
常
に
多
い
。
本
書
は
、
こ
れ
か
ら
ロ
ッ
ク
の
テ
ク
ス
ト
を
読
も

う
と
い
う
初
学
者
よ
り
も
、
既
に
読
ん
だ
上
で
そ
れ
を
深
く
考
え
よ
う
と

い
う
人
に
特
に
薦
め
ら
れ
る
。
偉
大
な
る
古
典
に
対
す
る
最
善
の
態
度
は
、

そ
の
現
代
的
意
義
を
求
め
て
そ
の
思
想
と
格
闘
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書

は
そ
の
よ
う
な
格
闘
の
一
例
だ
と
い
え
よ
う
。

工
藤

新
評
論

A
5
判

二
0
0
0
年

ハ
四
頁
五
四

O
O
円

豊
著

「
へl

ゲ
ル
に
お
け
る
自
由
と
近
代
性
」

滝

口

清
栄

歴
史
は
自
由
の
意
識
の
発
展
過
程
で
あ
り
、
な
ら
び
に
こ
の
意
識
に
よ

っ
て
自
由
が
具
体
化
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
。
歴
史
を
こ
の
よ
う
に
み
る

へ
l

ゲ
ル
は
、
そ
の
成
果
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
近
代
の
な
か
に
み
る
。
こ
う

し
て
自
由
と
そ
の
実
現
の
問
題
は
、
近
代
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
つ
こ

と
に
な
る
。
本
書
は
、
こ
の
へ
l

ゲ
ル
哲
学
の
中
心
的
問
題
に
正
面
か
ら

向
か
い
合
お
う
と
す
る
。
本
書
は
、
若
き
へ
l

ゲ
ル
か
ら
晩
年
の
へ
l

ゲ
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ル
に
い
た
る
著
作
や
草
稿
、
講
義
な
ど
を
て
い
ね
い
に
読
み
解
き
な
が
ら
、

そ
の
思
索
の
跡
を
た
ど
り
、
そ
の
特
質
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
へ

l

ゲ
ル
法
哲
学
を
め
ぐ
っ
て
は
、
R
-

ハ
イ
ム
二
八
二
一
ー
一
九
O

ご
以

来
の
復
古
的
現
状
肯
定
と
い
う
思
想
像
か
ら
、
近
代
市
民
社
会
の
原
理
的

批
判
者
と
い
う
思
想
像
に
い
た
る
ま
で
幅
広
い
理
解
が
生
ま
れ
て
き
た

が
、
今
日
へ
l

ゲ
ル
法
哲
学
は
ど
の
よ
う
な
思
想
的
可
能
性
を
も
っ
て
い

る
の
か
。
本
書
は
、
自
由
と
そ
の
実
現
を
め
ぐ
り
思
想
像
の
明
確
化
を
め

ざ
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
応
答
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
問

題
提
起
の
書
で
も
あ
る
。

ま
ず
序
章
で
は
、
ル
タ
l

、
ホ
ッ
プ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ル
ソ
ー
な
ど
の
自

由
観
を
概
観
し
た
上
で
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
自
由
観
の
特
質
を
、
理
念
と

し
て
の
自
由
を
「
意
志
の
自
律
に
お
け
る
実
践
に
お
い
て
社
会
内
部
に
お

い
て
も
『
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
』
と
し
て
把
握
し
て
い
た
」
(
二O
頁
)

点
に
見
て
と
る
。
カ
ン
ト
や
フ
ィ
ヒ
テ
が
こ
の
「
当
為
」
の
二
元
論
を
越

え
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
へ

l

ゲ
ル
自
由
論
の
特
質
は
、
理
念
が

人
間
自
身
に
意
識
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
具
体
的
形
態
と
し
て
社
会
的

現
実
性
を
持
つ
と
い
う
点
に
あ
る
。
「
法
哲
学
』
は
、
へ
i

ゲ
ル
の
長
年
に

わ
た
る
自
由
を
め
ぐ
る
思
索
の
成
果
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
「
社
会
・
国

家
内
部
で
の
人
聞
の
権
利
を
具
体
的
に
実
現
す
る
過
程
の
中
で
、
自
由
の

実
現
も
問
題
と
さ
れ
て
」
(
二
一
頁
)
い
る
。
著
者
は
そ
の
展
開
の
基
軸
と

な
る
「
自
由
な
意
志
」
の
諸
相
を
検
討
す
る
。

次
に
第
一
章
で
は
、
自
由
を
め
ぐ
る
へ
l

ゲ
ル
の
思
索
の
跡
が
た
ど
ら

れ
る
。
青
年
へ
l

ゲ
ル
は
神
学
・
宗
教
を
め
ぐ
る
一
連
の
草
稿
群
を
残
し

て
い
る
が
、
著
者
は
「
民
族
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
実

定
性
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
と
そ
の
運
命
」
を
取
り
あ
げ
る
。
へl
ゲ

ル
は
人
々
の
心
情
の
う
ち
に
生
き
る
主
体
的
宗
教
に
つ
い
て
語
り
つ
つ
、

硬
直
化
し
た
客
体
的
宗
教
を
問
い
返
し
、
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ア
民
族
の
う
ち

に
体
現
さ
れ
た
よ
う
な
「
民
族
宗
教
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
。
あ
る
い

は
イ
エ
ス
の
精
神
が
息
づ
く
原
始
キ
リ
ス
ト
教
団
が
い
か
に
し
て
権
威
主

義
的
、
他
律
的
な
教
団
に
変
質
し
て
い
っ
た
か
、
さ
ら
に
教
会
と
国
家
が

結
合
し
て
こ
の
よ
う
な
「
実
定
化
」
を
い
か
に
推
し
進
め
た
か
を
問
い
返

す
。
理
念
と
現
実
の
分
離
状
況
を
克
服
す
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
こ
れ
ら

の
草
稿
群
を
流
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
へ
l

ゲ
ル
の
思
索
が
こ
こ
で
な
お

「
当
為
の
範
時
で
語
ら
れ
、
そ
の
媒
介
や
過
程
に
つ
い
て
」
(
七
五
頁
)
問
題

を
残
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
、
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
と
そ
の
運
命
」

で
の
「
愛
に
よ
る
運
命
と
の
和
解
」
と
い
う
構
想
の
限
界
が
自
覚
き
れ
る

地
点
で
、
「
主
客
の
分
裂
を
克
服
す
る
課
題
」
(
九
二
頁
)
が
「
社
会
的
・
歴

史
的
現
実
と
の
関
係
L
か
ら
問
い
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
三
T
J
o

第
一
章
の
後
半
で
は
、
イ
ェ
l

ナ
時
代
(
一
八O

一
l
O
七
年
)
に
い
た
る

と
、
主
客
の
「
同
一
性
」
問
題
に
対
し
て
カ
ン
ト
や
フ
ィ
ヒ
テ
批
判
を
通

し
て
学
問
的
立
場
か
ら
の
思
索
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
き
れ
る
(
『
差

違
論
文
』
)
0
こ
こ
か
ら
「
最
高
の
共
同
は
最
高
の
自
由
」
と
し
て
、
現
実
的

な
共
同
体
が
構
想
さ
れ
る
に
い
た
る
(
「
人
倫
の
体
系
」
、
「
自
然
法
論
文
」
)
。

第
二
章
で
は
、
「
法
哲
学
」
が
人
聞
の
「
自
由
」
を
直
接
の
対
象
と
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
『
精
神
現
象
学
』
は
、
意
識
の
経
験
の
諸
相
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
で
の
意
識
と
対
象
と
の
分
離
・
対
立
を
克
服
し
な
が
ら
、
「
生

き
た
、
玉
体
と
し
て
の
実
体
を
発
見
す
る
と
い
う
意
味
で
の
「
自
己
白
色σ
'

巳
)
」
の
確
立
」
(
一
二
九
頁
)
を
描
き
出
す
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
意
識



評

の
自
由
の
経
験
の
到
達
点
が
、
相
互
承
認
に
も
と
づ
く
「
わ
れ
わ
れ
で
あ

る
わ
れ
、
わ
れ
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
」
に
見
定
め
ら
れ
る
。
「
近
代
に
お
け
る

自
己
意
識
と
そ
の
共
向
性
の
あ
り
方
の
探
求
」
(
二O
六
頁
)
と
し
て
『
精

神
現
象
学
』
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
点
に
著
者
の
ス
タ
ン
ス
が
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
「
法
哲
学
』
が
「
『
法
・
権
利
(
河
R
Z
)』
の
具
体
的
実
現

に
い
た
る
過
程
の
考
察
」
(
二O
八
頁
)
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
個
人

の
「
抽
象
的
法
・
権
利
」
が
出
発
点
と
な
り
、
そ
れ
が
個
人
の
内
面
的
自

覚
と
な
り
、
さ
ら
に
他
者
と
の
関
係
の
な
か
で
具
体
的
制
度
を
と
も
な
う

「
人
倫
」
に
お
い
て
、
こ
の
「
法
・
権
利
(
同RZ
こ
が
い
か
に
実
現
き
れ

る
か
。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
国
家
論
の
国
家
主
義
的
な
理
解

を
退
け
て
『
法
哲
学
』
を
読
み
解
い
て
み
せ
る
。
市
民
社
会
は
こ
の
個
人

の
権
利
が
他
者
関
係
の
な
か
で
具
体
的
な
承
認
を
手
に
す
る
場
面
で
あ

り
、
国
家
は
こ
れ
を
保
障
し
実
効
性
を
も
た
せ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
へ
ー

ゲ
ル
は
国
家
論
の
場
面
で
国
家
が
個
人
に
と
っ
て
は
確
固
不
動
の
実
体
的

意
志
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
あ
り
方
は
「
市

民
社
会
の
展
開
の
中
に
存
在
す
る
諸
契
機
が
、
国
家
に
対
し
て
有
機
的
な

連
闘
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
」
(
一
一
四
O
頁
)
の
で
あ
っ
て
、
主
体

性
の
契
機
と
の
媒
介
を
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
の
点

を
拠
り
所
に
し
て
、
み
ず
か
ら
の
観
点
が
国
家
論
を
も
貫
い
て
い
る
こ
と

を
強
調
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
市
民
社
会
が
生
み
だ
す
近
代
特
有
の
問
題

を
、
市
民
社
会
の
成
果
を
生
か
し
つ
つ
国
家
に
お
い
て
克
服
す
る
こ
と
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
と
三
守
主

第
四
章
で
は
、
著
者
は
へ
l

ゲ
ル
の
歴
史
観
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。
へ
l

ゲ
ル
に
と
っ
て
「
近
代
の
課
題
」
は
、
社
会
的
存
在
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と
し
て
の
諸
個
人
が
個
別
性
を
維
持
し
つ
つ
、
「
新
た
な
『
共
同
性
』
を
形

成
し
、
そ
の
な
か
で
自
由
な
存
在
に
な
る
こ
と
」
(
三
四
一
頁
)
に
あ
る
。

近
代
の
「
原
子
論
的
個
人
主
義
L
に
も
と
づ
く
相
互
依
存
の
体
系
は
、
分

裂
と
矛
盾
を
生
み
だ
さ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
著
者
は
、
へ
l

ゲ

ル
の
歴
史
哲
学
を
「
世
界
精
神
」
の
自
己
実
現
過
程
と
見
る
立
場
を
批
判

し
て
、
そ
こ
に
主
体
性
の
契
機
を
見
て
と
り
、
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
近
代
を

自
由
実
現
が
可
能
に
な
っ
た
時
代
と
し
て
捉
え
る
。
著
者
は
、
こ
の
実
現

に
向
け
た
「
試
行
」
(
三
四
九
頁
)
と
し
て
『
法
哲
学
」
を
、
と
り
わ
け
国

家
論
を
捉
え
る
。
「
へl

ゲ
ル
お
け
る
自
由
と
近
代
性
」
と
い
う
本
書
の
タ

イ
ト
ル
は
、
こ
こ
で
明
瞭
な
像
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

本
書
は
こ
の
よ
う
な
内
容
か
ら
な
っ
て
い
る
。
次
に
い
く
つ
か
疑
問
点

を
記
し
て
お
き
た
い
。

著
者
は
、
『
法
哲
学
』
を
「
『
法
・
権
利
(
河
R
Y
H
)」
の
具
体
的
実
現
に
い

た
る
過
程
の
考
察
」
(
二O
八
頁
)
で
あ
る
と
言
、
え
あ
る
い
は
そ
こ
で
は

「
社
会
・
国
家
内
部
で
の
人
間
の
権
利
を
具
体
的
に
実
現
す
る
過
程
の
中

で
、
自
由
の
実
現
も
問
題
と
き
れ
て
」
(
一
一
一
頁
)
い
る
と
言

P
7

。
こ
の
「
法
・

権
利
(
河
巾
門
店
)
」
と
い
う
表
現
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
表
現
は

「
社
会
・
国
家
内
部
で
の
人
聞
の
権
利
を
具
体
的
に
実
現
す
る
過
程
」
と
い

う
観
点
と
内
容
上
同
じ
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
へ
l

ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、

法
は
普
遍
意
志
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
権
利
は
個
別
意
志
の
レ

ベ
ル
に
あ
る
。
河
内
円
宮
が
明
確
に
「
法
」
と
「
権
利
」
の
二
面
性
に
お
い
て

捉
え
ら
れ
る
場
合
と
、
「
権
利
」
と
い
う
か
た
ち
で
捉
え
ら
れ
る
場
合
で
は
、

読
解
の
枠
組
み
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
著
者
は

こ
の
間
題
を
ど
う
考
え
る
で
あ
ろ
う
か
。



著
者
は
、
「
法
哲
学
』
国
家
論
を
「
試
行
」
(
三
四
九
頁
)
と
み
て
い
た
。

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
一
八
一
七
/
一
八
年
の
講
義
筆
記
録
を
公
刊
し
た
際
に

へ
l

ゲ
ル
の
立
憲
君
主
制
構
想
と
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
立
憲
主
義
と
の

関
連
を
説
得
力
を
も
っ
て
指
摘
し
て
い
た
。
へ
l

ゲ
ル
の
構
想
は
明
ら
か

に
現
代
史
に
つ
な
が
る
。
著
者
の
「
試
行
」
と
い
う
観
点
は
、
以
上
の
問

題
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
『
精
神
現
象
学
』
の
読
解
に
関
し
て
、
著
者
は
意
識
の
自
由
の
経

験
の
到
達
点
を
相
互
承
認
に
も
と
づ
く
「
わ
れ
わ
れ
で
あ
る
わ
れ
、
わ
れ

で
あ
る
わ
れ
わ
れ
」
に
お
き
、
そ
れ
を
「
精
神
」
章
の
良
心
論
に
見
る
。

こ
の
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
著
者
は
道
徳
性
と
人
倫
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
精

神
現
象
学
』
と
『
法
哲
学
』
で
展
開
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
言

及
す
る
。
そ
こ
で
著
者
は
「
精
神
現
象
学
』
「
精
神
」
章
で
も
「
良
心
」
論

に
い
た
る
ま
で
「
道
徳
性
の
克
服
」
(
一
七
九
頁
)
が
明
確
な
主
題
に
な
っ

て
い
る
と
し
て
、
こ
の
点
で
道
徳
性
が
人
倫
よ
り
優
位
に
お
か
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
言
う
。
そ
し
て
こ
の
展
開
順
序
に
つ
い
て
「
『
精
神
現
象

学
』
の
混
乱
」
(
同
前
)
と
一
言
う
。
し
か
し
こ
れ
は
果
た
し
て
「
混
乱
」
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
「
精
神
」
章
冒
頭
に
は
共
同
体
と
し
て
の
精
神
は
「
そ
れ

が
直
接
的
に
あ
る
あ
り
方
を
越
え
て
そ
の
意
識
に
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
(
金
子
武
蔵
訳
、
下
七
三
四
頁
)
と
あ
る
。
ま
た
「
理
性
L
章
B

冒
頭
に
は
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
関
係
が
扱

わ
れ
て
い
る
。
評
者
と
し
て
は
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て
『
精
神
現
象
学
』

に
固
有
の
社
会
哲
学
的
テ
l

マ
が
浮
か
び
上
が
る
と
考
え
る
が
、
著
者
は

こ
れ
ら
を
ど
う
読
み
解
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

機
会
が
あ
れ
ば
以
上
に
つ
い
て
見
解
を
聞
い
て
み
た
い
。
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な
お
へ
l

ゲ

ル
は
イ
ェ
l

ナ
時
代
(
一
八
0
7
0

七
年
)
に
き
ま
ざ
ま
な
思
想
的
格
闘
を

へ
て
、
近
代
の
立
場
に
立
っ
て
共
同
体
を
構
想
し
う
る
に
い
た
る
。
「
自
然

法
論
文
』
と
『
人
倫
の
体
系
」
が
共
同
体
構
想
の
枠
組
み
を
古
典
的
ポ
リ

ー
ス
論
に
求
め
て
い
た
の
に
対
し
て
、
「
イ
ェl
ナ
体
系
構
想
I

』
(
一
八O

三
/
O
四
年
)
と
「
イ
ェ
l

ナ
体
系
構
想
m
』
(
一
八O
五
/
O
六
年
)
は
明

確
に
近
代
の
立
場
に
立
っ
て
思
索
を
進
め
て
い
る
。
著
者
は
イ
ェ
l

ナ
時

代
を
検
討
す
る
際
に
前
者
を
対
象
に
し
て
い
る
。
へ
l

ゲ
ル
の
社
会
哲
学

的
思
索
を
追
跡
す
る
に
は
後
者
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
検
討

を
期
待
し
た
い
。
本
書
を
一
つ
の
成
果
と
し
な
が
ら
、
へl
ゲ
ル
社
会
哲

学
の
思
想
的
可
能
性
を
め
ぐ
る
議
論
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
。

仲
正
日
目
樹
著

情
況
出
版
二

0
0
0
年

A
5

判
二
五
二
頁
一
一
六

O
O
円

『
貨
幣
空
間
』

的

場

H召

弘

ア
ラ
ン
・
レ
ネ
の
映
画
に
「
去
年
マ
リ
エ
ン
パ
l

ド
に
て
」
(
一
九
六
一
)

と
い
う
作
品
が
あ
る
。
脚
本
は
ロ
ブ

H

グ
リ
エ
、
奇
妙
な
作
品
で
あ
る
。

映
画
は
、
「
去
年
あ
な
た
と
マ
リ
エ
ン
パl
ド
で
会
っ
た
」
と
い
う
問
い
か

け
に
、
女
が
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」
と
答
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
本

当
に
会
っ
た
の
か
、
会
わ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
確
か
め
る
術
は
な
い
。

こ
れ
は
四
O
年
も
前
の
映
画
だ
が
、
確
か
な
実
体
と
い
う
も
の
を
確
信
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し
え
な
く
な
っ
た
近
代
社
会
を
鋭
く
描
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
近
代
社

会
が
実
体
に
確
信
を
も
て
な
く
な
っ
た
の
は
、
数
百
年
の
昔
に
遡
る
。
貨

幣
経
済
が
進
展
し
始
め
た
社
会
こ
そ
、
そ
の
始
ま
り
だ
つ
た
と
ニ
言
=

も
な
い
。

本
書
は
、
そ
の
貨
幣
の
謎
に
挑
む
。
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
か
ら

始
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
の
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
、
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
、

ゾ
l

ン
H

レ
l

テ
ル
の
『
ル
ツ
ェ
ル
ン
報
告
』
、
ア
ド
ル
ノ
の
『
否
定
の
弁

証
法
』
、
デ
リ
ダ
の
「
マ
ル
ク
ス
の
亡
霊
』
と
、
亡
霊
と
し
て
、
虚
構
と
し

て
の
貨
幣
を
分
析
し
た
先
駆
者
た
ち
の
書
物
を
ば
っ
さ
ば
っ
き
と
な
で
切

り
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
最
後
に
、
虞
松
渉
の
「
資
本
論
の
哲
学
』
と
そ

の
弟
子
た
ち
を
昔
の
亡
霊
に
酔
っ
て
い
る
時
代
遅
れ
の
連
中
と
し
て
糾
弾

す
る
の
だ
。
何
と
本
書
を
出
し
て
い
る
出
版
社
は
、
情
況
出
版
、
す
な
わ

ち
虞
松
渉
の
か
つ
て
の
牙
城
で
は
な
い
か
。

著
者
仲
正
の
世
代
は
、
あ
の
未
曾
有
の
バ
ブ
ル
時
代
に
青
春
を
送
っ
た

世
代
で
あ
る
。
思
え
ば
東
京
の
土
地
価
格
で
、
ア
メ
リ
カ
全
土
が
買
え
る

と
豪
語
し
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
学
問
的
に
も
ヴ
ェ
l

パ
ー
で
は
な

く
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
。
資
本
主
義
は
勤
勉
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
強
奪
と
詐
欺
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。
な
る
ほ

ど
さ
も
あ
り
な
ん
と
見
え
た
時
代
で
あ
っ
た
。

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
後
も
、
「
マ
ネ
l

敗
戦
」
と
言
わ
れ
る
マ
ネ
l

ゲ
ー

ム
に
よ
る
膨
大
な
損
失
が
生
ま
れ
た
。
真
面
目
に
こ
つ
こ
つ
と
働
く
こ
と

が
ば
か
ば
か
し
く
思
え
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
電
脳
空
間
が
生

ま
れ
、
そ
こ
に
は
過
去
も
未
来
も
な
い
、
空
間
的
距
離
も
な
い
不
思
議
な

空
間
が
生
ま
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
巨
万
の
富
を
稼
ぐ
こ
と
も
、
失
う
こ
と
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も
瞬
時
に
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
貨
幣
の
み
な
ら
ず
取
引
き
れ
る
商
品

も
実
体
を
確
か
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

著
者
の
現
実
認
識
が
ま
ず
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
読
者
は
知
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
虞
松
渉
ま
で
の
マ
ル
ク
ス
研
究
が
批
判
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
虞
松
渉
こ
そ
実
体
論
的
な
把
握
を
批

判
し
、
関
係
論
的
視
点
を
導
入
し
た
人
物
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
価
値

を
形
成
し
て
い
る
の
は
実
体
で
は
な
く
、
関
係
で
あ
り
、
そ
の
関
係
を
容

易
に
克
服
さ
れ
え
る
も
の
だ
と
思
っ
て
は
い
な
い
。

と
は
い
う
も
の
の
、
虞
松
渉
は
、
貨
幣
と
い
う
物
象
化
さ
れ
た
世
界
か

ら
抜
け
出
る
社
会
を
構
築
し
、
そ
こ
に
至
る
た
め
に
、
労
働
と
い
う
概
念

を
導
入
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
家
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ
て
い
る
労
働
者
を

解
放
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
階
級
闘
争
で
あ
る
。
労
働
が
、
そ
う
し
た
可

能
性
を
占
め
て
い
る
の
は
、
労
働
が
自
然
に
結
び
つ
い
た
実
体
的
な
も
の

だ
と
い
う
前
提
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
虞
松
渉
が
階
級
闘
争
に
最
後
ま
で

こ
だ
わ
っ
た
の
は
当
然
だ
。

主
と
奴
隷
の
弁
証
法
の
へ
l

ゲ
ル
を
使
え
ば
、
も
っ
と
も
自
然
に
親
し

ん
で
い
る
奴
隷
は
、
主
を
乗
り
越
え
新
し
い
世
界
を
切
り
開
く
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
ま
さ
に
へ
l

ゲ
ル
流
の
弁
証
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
労
働
者
の
労
働
が
自
然
と
結
び
あ
っ
て
い
る
限
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

現
代
社
会
で
そ
う
し
た
労
働
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
。

と
な
る
と
、
庚
松
渉
の
一
言
う
、
共
産
主
義
社
会
は
永
遠
に
来
な
い
こ
と
に

介
オ
令
。

著
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
陥
っ
て
い
る
ド
グ

マ
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ド
グ
マ
と
は
何
か
。
ま
ず
、
近
代
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社
会
の
物
象
化
を
乗
り
越
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
共
産
主
義
社
会
の
建
設
。

そ
の
方
法
と
し
て
の
主
と
奴
隷
の
弁
証
法
と
階
級
闘
争
。
マ
ル
ク
ス
主
義

者
は
現
代
社
会
を
認
識
す
る
た
め
に
こ
の
ド
グ
マ
を
捨
て
よ
と
言
っ
て
い

る
の
だ
。

そ
こ
で
著
者
は
、
新
し
い
7
ル
ク
ス
像
を
作
り
出
す
契
機
を
フ
ラ
ン
ス

の
思
想
家
ジ
ヤ
ツ
ク
・
デ
リ
ダ
に
求
め
る
。
と
り
わ
け
『
マ
ル
ク
ス
の
亡

霊
』
が
分
析
対
象
と
な
る
。
そ
の
内
容
を
追
っ
て
み
よ
う
。

こ
れ
ま
で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
陥
っ
た
畏
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ

れ
は
、
現
実
と
幻
想
と
の
聞
に
明
確
な
境
界
線
を
引
き
、
現
実
に
属
き
な

い
も
の
を
廃
除
し
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
幻
想
を
廃
除
す
れ
ば
、
現
実

の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
る
新
し
い
社
会
は
、
実
現
さ
れ
る
と
同
時
に
古
い

社
会
と
な
る
。
こ
れ
は
貨
幣
廃
棄
の
矛
盾
と
し
て
も
捉
、
え
ら
れ
る
。
貨
幣

の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
認
識
し
、
そ
れ
を
批
判
す
る
た
め
に
貨
幣
を
廃
棄

し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
身
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
認
め
て
い
る
と

い
う
矛
盾
で
あ
る
。
批
判
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
現
実
の
状
況
を
把
握
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
把
握
す
る
こ
と
か
ら
批
判
へ
と
進
め
ば
、
新
た
に

形
成
さ
れ
た
社
会
の
矛
盾
と
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
過
程
が
永
遠

で
あ
れ
ば
、
堂
々
巡
り
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
著
者
は
、
こ
の
堂
々
巡
り
か
ら
抜
け
出
る
可
能
性
を
デ
リ
ダ
か

ら
拝
借
す
る
の
で
あ
る
。
堂
々
巡
り
に
な
っ
た
の
は
、
現
実
社
会
と
幻
想

が
分
離
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
新
し
く
作
ら
れ
る
現
実
が
常
に
矛
盾
を

は
ら
む
以
上
、
永
遠
に
目
的
は
到
達
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
現
実
社
会
に

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
求
め
る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
が
意
図
し
た
共
産
、
主
義
は
、
最
初
か
ら
現
実
社
会
で
か
な
え

ら
れ
る
も
の
と
し
て
で
き
て
は
い
な
い
。
現
実
社
会
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、

貨
幣
と
い
っ
た
幻
想
を
悪
魔
蔽
い
す
る
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
貨
幣
自
体
が
す
で
に
現
実
の
も
の
で
な
い
以
上
、
そ
れ
を
批
判
す
る

も
の
も
現
実
の
も
の
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
う
書
く
と
、
何
や
ら
映

画
「
ゴ
ー
ス
ト
パ
ス
タ
l

」
に
似
て
な
く
も
な
い
。

『
共
産
党
宣
言
」
は
未
来
か
ら
使
わ
さ
れ
た
ゴ
ー
ス
ト
で
、
同
じ
ゴ
ー
ス

ト
で
あ
る
貨
幣
を
退
散
さ
せ
る
た
め
に
呼
び
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
。
ど
う
も
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
マ
ル
ク
ス
は
霊
媒
師
で
、

『
共
産
党
宣
言
』
、
『
資
本
論
」
は
霊
媒
師
が
呼
ん
で
き
た
悪
魔
を
退
散
き
せ

る
た
め
の
霊
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

き
て
、
一
通
り
著
者
の
展
開
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
、
問
題
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
な
る
ほ
ど
、
著
者
の
現
代
に
対
す
る
認
識
は
鋭
い
も
の
が

あ
る
し
、
著
者
の
考
え
る
と
お
り
階
級
闘
争
や
弁
証
法
、
共
産
主
義
と
い

っ
た
概
念
が
も
は
や
現
在
使
え
る
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
貨
幣
と
い

う
幻
想
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
、
幻
想
と
現
実
と
の
空
間
を
取
り
払
っ
た

「
ゴ
ー
ス
ト
パ
ス
タ
l

」
の
よ
う
な
世
界
に
な
ぜ
突
然
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

デ
リ
ダ
の
悪
魔
放
い
と
い
う
意
味
の
中
に
は
、
過
去
と
未
来
を
繋
ぐ
、

時
を
越
え
た
言
葉
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
風
に
言
え
ば
、
他
者
の
存
在
で
あ
る
が
。
身
体
と
時
間
を
も

た
な
い
過
去
と
未
来
を
自
由
に
往
来
で
き
る
も
の
が
、
現
在
の
電
脳
空
間

の
中
で
必
要
で
あ
る
と
し
た
ら
、
時
空
を
越
え
た
共
産
主
義
社
会
が
我
々

に
教
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
何
も
貨
幣
を
追
い
払
う
と
い
っ
た
大
そ
れ
た

こ
と
で
は
な
く
、
未
来
の
人
類
の
た
め
に
何
か
を
残
す
べ
し
と
い
う
訓
話
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か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
近
代
社
会
を
作
り
出
し
た
も
う
一
つ
の
悪
魔
で
あ
る
生
産
力
が

も
っ
二
面
性
、
す
な
わ
ち
一
方
で
人
聞
社
会
に
豊
か
き
を
与
え
た
と
同
時

に
、
破
壊
し
て
し
ま
う
と
い
う
二
面
性
と
、
わ
れ
わ
れ
が
ど
う
つ
き
合
う

か
と
い
う
問
題
も
そ
こ
に
は
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
現
在
マ
ル
ク
ス
解
釈
の
二
つ
の
可
能
性
を
指
摘

し
た
い
。
ま
ず
は
、
デ
リ
ダ
と
関
係
さ
せ
る
な
ら
ば
、
幻
想
と
現
実
と
の

相
E
浸
透
と
い
う
と
こ
ろ
へ
進
む
の
で
は
な
く
、
幻
想
の
持
つ
現
実
へ
の

批
判
精
神
を
新
し
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
取
り
出
す
方
向
で
あ
る
。
現
実

社
会
の
矛
盾
を
す
べ
て
解
決
す
る
社
会
を
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
提
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
現
実
社
会
の
矛
盾
に
眼
を
向
け
、
新
た
な
悲

惨
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
の
導
き
の
社
会
と
し
て
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ

る
。
そ
の
点
で
、
ス
ピ
ノ
ザ
や
ブ
ロ
ツ
ホ
は
ま
だ
読
ま
れ
る
べ
き
だ
と
思

わ
れ
る
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
は
、
現
実
社
会
の
矛
盾
を
、
人
類
が
パ
ン
ド
ラ
の
箱

を
開
け
た
時
に
出
て
き
た
矛
盾
と
捉
え
、
そ
の
こ
と
を
あ
え
て
苦
悩
と
し

て
引
き
受
け
る
と
い
う
も
の
。
こ
れ
は
山
之
内
靖
氏
が
展
開
さ
れ
て
い
る

方
向
で
も
あ
る
が
、
近
代
人
の
運
命
を
受
苦
的
存
在
と
し
て
一
旦
引
き
受

け
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
あ
え
て
模
索
す
る
こ
と
を
や
め
、
ひ
ど
く

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
道
を
歩
む
と
し
て
も
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
マ
ル
ク

ス
解
釈
は
な
い
だ
ろ
う
。
著
者
の
意
図
は
む
し
ろ
前
者
に
近
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
が
マ
ル
ク
ス
解
釈
の
新
し
い
方
向
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
た
労
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
ル
ク
ス
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解
釈
は
マ
ル
ク
ス
の
文
献
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
問
題
よ
り
も
、
読
み
込

む
人
聞
が
ど
う
生
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
比
重
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
現
代
社
会
の
変
化
、
ま
た
そ
の
認
識
の
変
化
が
、
今
後
の
解
釈
の
革

新
に
つ
な
が
っ
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
著
者
の
世
代
は
、
そ
の
意
味
で
新

し
い
感
性
を
も
っ
た
世
代
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
解
釈
を
突
き
破
る
可
能

性
大
と
言
え
よ
、
っ
。

た
だ
最
後
に
苦
ヨ
一
口
を
呈
す
れ
ば
、
著
者
の
扱
う
デ
リ
ダ
、
ア
ド
ル
ノ
、

マ
ル
ク
ス
の
解
釈
は
、
な
ぜ
か
滑
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
。
滑
っ

て
い
る
と
は
、
対
象
へ
の
接
近
が
甘
い
と
い
う
か
、
対
象
そ
の
も
の
を
無

視
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
著
者
が
自
ら
の
感
性
の

豊
か
さ
を
充
分
い
か
せ
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
対
象
へ
の

畏
敬
の
念
の
欠
落
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
学
問
的
に
言
え
ば
、
著
者
自

身
が
苦
闘
す
べ
き
専
門
対
象
を
い
ま
だ
に
も
て
て
い
な
い
こ
と
と
関
係
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
こ
を
越
え
る
と
、
こ
の
著
者
は
恐
ろ
し
い

人
物
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
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可
能
性
と
し
て
の
〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉

|
|
人
女
回
常
雄
・
佐
藤
能
丸
編
『
展
望
日
本
歴
史
M

史
の
発
想
と
方
法
』
を
読
む

思
想

足
立

泰

紀

こ
の
度
、
安
田
常
雄
氏
、
佐
藤
能
丸
氏
の
編
集
に
よ
り
「
展
望
日
本
歴

史
M

思
想
史
の
発
想
と
方
法
』
(
以
下
『
展
望
」
と
略
記
)
が
刊
行
さ
れ
た
。

『
展
望
』
に
は
、
主
に
一
九
六0
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
近
現
代
日
本
思
想

史
に
関
す
る
主
要
な
作
品
群
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「
思
想
と
歴
史
(
社

会
)
と
研
究
主
体
の
揺
れ
幅
と
交
錯
を
組
み
こ
ん
だ
〈
も
う
一
つ
の
思
想

史
〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
か
に
描
く
か
」
と
い
う
安
田
氏
の
基
本
的
モ
チ
ー

フ
に
よ
っ
て
作
品
群
は
個
性
的
に
選
択
き
れ
て
お
り
、
編
者
に
よ
る
解
説
、

コ
メ
ン
ト
は
、
戦
後
思
想
史
研
究
の
展
開
を
入
念
な
作
品
解
読
に
よ
っ
て

手
際
よ
く
烏
敵
し
た
内
容
で
あ
る
同
時
に
、
積
極
的
に
は
編
者
の
構
想
す

る
〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉
研
究
へ
の
問
い
か
け
、
巨
視
的
に
は
学
問
論

と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
編
者
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
に
流
れ
る
問
題
群

を
探
り
な
が
ら
若
干
の
考
察
を
行
っ
て
み
た
い
。

近
代
が
達
成
す
べ
き
目
標
か
ら
す
で
に
達
成
さ
れ
た
現
実
と
な
り
、
目

指
す
べ
き
価
値
を
喪
失
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
近
代
を
志
向
し
て

き
た
人
間
や
、
近
代
社
会
の
あ
り
方
を
改
め
て
問
い
返
す
と
い
う
関
心
は

高
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
歴
史
学
の
再
考
を
促
し
て
い
る
が
、

「
戦
後
歴
史
学
」
を
支
配
し
て
き
た
グ
ラ
ン
ド
・
セ
オ
リ
ー
の
影
響
は
、
冷

戦
構
造
の
解
体
と
と
も
に
、
ま
た
、
国
民
国
家
論
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア

ル
論
、
ジ
ェ
ン
ダ
l

論
と
い
っ
た
新
し
い
歴
史
学
の
浸
透
に
よ
り
著
し
く

低
下
し
、
一
方
そ
の
一
つ
の
反
応
と
し
て
「
歴
史
を
書
く
こ
と
に
関
す
る

考
察
の
氾
濫
」
が
現
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
学
の
地
殻
変
動
に
、
歴
史
の
記
憶
へ
の
企
て
が
加
わ

る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
学
の
ね
じ
れ
現
象
が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
に
「
思

想
史
的
誌
も
の
し
の
浮
上
が
お
こ
っ
て
お
り
、
「
歴
史
学
が
思
想
史
に
傾
斜

し
て
い
る
」
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
括
弧
付
き
で
示
さ
れ
た
「
思
想
史
的

な
も
の
」
の
浮
上
の
内
容
、
評
価
に
つ
い
て
安
田
氏
は
明
示
き
れ
て
は
い

な
い
が
、
そ
う
し
た
情
況
に
対
し
氏
は
後
に
み
る
よ
う
に
あ
る
種
距
離
を

お
い
た
見
通
し
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
見
通
し
の
鍵
は
、

「
方
法
的
旋
回
軸
と
も
い
う
べ
き
視
点
」
を
提
起
し
た
作
品
群
を
、
「
思
想

史
が
本
来
持
つ
「
実
証
」
へ
の
内
在
(
沈
潜
)
と
飛
躍
の
両
義
性
」
の
う
え

で
、
「
時
代
と
切
り
結
ぶ
問
題
意
識
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
視
界
を
切

り
拓
い
て
い
っ
た
作
品
群
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
視
点
に
関
連

す
る
。
さ
し
あ
た
り
、
「
実
証
」
へ
の
内
在
(
沈
潜
)
と
い
う
視
座
に
つ
い

て
は
、
分
析
者
が
ど
の
よ
う
な
認
識
論
的
布
置
か
ら
ど
の
よ
う
に
対
象
に

関
わ
り
、
発
想
の
原
点
の
場
所
(
「
原
基
の
場
所
」
)
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を

取
り
結
ぶ
の
か
と
い
う
点
を
鋭
く
問
い
か
け
る
も
の
で
あ
り
、
飛
躍
と
は

そ
の
よ
う
な
認
識
論
的
方
法
論
的
立
場
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
新
た
な
歴

史
像
、
思
想
が
表
象
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
意
味
に
理
解
し
て
お
き
た
い
。
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こ
の
よ
う
な
座
標
軸
を
設
定
す
る
な
ら
ば
、
戦
争
経
験
と
い
う
苦
、
渋
の

精
神
時
代
を
経
験
す
る
こ
と
か
ら
生
成
し
た
丸
山
民
男
、
竹
内
好
ら
の
戦

後
思
想
史
を
前
史
と
し
、
前
史
を
う
け
て
思
想
史
の
自
立
化
を
表
現
す
る

鶴
見
俊
輔
の
転
向
論
、
吉
本
隆
明
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
、
橋
川
文
三
一
の

超
国
家
主
義
論
、
そ
し
て
安
保
体
験
の
中
か
ら
変
革
主
体
を
思
想
史
か
ら

補
完
す
る
方
向
で
の
色
川
大
土
口
、
安
丸
良
夫
、
ひ
ろ
た
ま
さ
き
、
鹿
野
政

直
ら
の
民
衆
思
想
史
、
さ
ら
に
「
方
法
と
し
て
の
思
想
史
」
に
至
る
展
開

は
、
そ
の
「
原
基
の
場
所
」
が
強
烈
な
世
代
的
時
代
性
を
帯
び
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
「
実
証
」
へ
の
内
在
と
飛
躍
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
き
わ
だ

っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
作
品
群
が
放
っ
た
軌
跡
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
思
想
史
研
究
と
し
て
古
典
的
地
位
を
占
め
る
も
の
で
も

あ
る
。
し
か
し
同
時
に
六

0
年
代
以
降
す
で
に
思
想
史
が
方
法
の
多
極
化

を
迎
え
て
い
る
情
況
に
対
し
、
『
展
望
』
で
は
「
思
想
史
の
初
心
と
方
法
の

多
極
化
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
も
う
け
ら
れ
、
二
章
に
わ
た
り
六
0
年
代

か
ら
八
0
年
代
の
作
品
群
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
章
に
は
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
「
初
心
H

思
想
史
を
根
底
で
支
え
る
も
の
」
が
掲
げ
ら
れ
、

他
の
章
で
は
「
方
法
の
多
極
化
」
と
な
っ
て
い
る
点
は
編
者
の
思
想
史
観

を
う
か
が
う
う
え
で
興
味
深
い
が
、
特
に
「
初
心
」
の
章
に
お
い
て
、
森

崎
和
江
や
良
知
力
と
と
も
に
、
鹿
野
政
直
の
い
う
民
間
学
が
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
点
は
特
徴
的
で
あ
ろ
う
。

民
間
学
は
「
初
心
H

思
想
史
を
根
底
で
支
え
る
も
の
」
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
民
間
学
を
「
暮
ら
し
の
経
験
の
な
か
か
ら
紡
ぎ
だ
さ
れ

た
知
の
運
動
の
総
称
」
、
「
人
々
が
暮
ら
し
の
な
か
で
、
時
流
に
流
さ
れ
ず

に
モ
ノ
を
考
え
て
い
く
流
儀
」
と
す
る
安
田
氏
の
把
握
の
仕
方
は
き
わ
め
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て
広
義
で
あ
る
。
そ
し
て
や
や
大
胆
に
推
察
す
れ
ば
、
「
根
に
〈
経
験
〉
(
あ

る
い
は
動
機
)
と
そ
こ
か
ら
独
自
の
〈
問
題
〉
を
創
り
出
す
プ
ロ
セ
ス
を
組

み
込
ん
で
い
る
」
民
間
学
は
〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉
の
源
流
で
も
あ
り
、

そ
の
伏
流
水
が
〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉
に
豊
か
に
流
れ
こ
ん
で
い
く
と

い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
潜
伏
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

補
注
)
「
展
望
』
で
は
対
象
時
期
の
関
係
上
、
戦
前
の
民
間
学
は
直
接
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
は
膨
大
な
民
間
学
の
知
的
蓄
積
が
あ
る
。
安
田
氏
は
か
つ

て
「
狭
義
の
思
想
か
ら
感
情
や
気
分
を
も
含
め
て
、
ひ
と
り
の
民
衆
の
日
常
生
活
の

意
味
を
と
ら
、
ぇ
直
す
時
代
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
」
(
「
暮
ら
し
の
社
会
思
想
』
勤
草

書
房
、
一
九
八
七
年
、
二
二
O
頁
)
と
述
べ
ら
れ
た
。
日
常
生
活
の
感
情
や
気
分
を

含
む
生
活
を
内
在
的
に
と
ら
え
る
と
い
う
眼
目
は
、
方
法
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、

と
り
わ
け
柳
田
国
男
の
そ
れ
に
重
な
り
、
そ
れ
は
現
在
で
も
示
唆
に
富
む
内
容
で

あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
や
「
国
史
と
民
俗
学
」
で
提

起
さ
れ
た
。
郷
土
を
研
究
し
よ
う
と
し
た
の
で
無
く
、
郷
土
で
或
る
も
の
を
研
究
。

し
よ
う
と
す
る
「
郷
土
人
自
身
の
自
己
内
部
の
省
察
」
の
方
法
、
観
察
者
の
「
同
情
」
、

「
常
民
」
の
「
自
省
」
/
「
反
省
」
、
「
史
心
」
と
い
う
視
座
は
、
感
覚
や
生
活
の
微
細

な
部
分
へ
の
観
察
を
め
ぐ
る
「
主
体
」
(
あ
る
い
は
そ
の
喪
失
)
の
問
題
と
と
も
に

検
討
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
語
り
や
ま
な
ざ
し
、
身
ぶ
り
と

い
っ
た
領
域
に
関
す
る
〈
言
語
芸
術
文
柳
田
が
「
我
々
の
学
問
の
目
的
」
と
し
た

〈
心
意
現
象
〉
の
論
点
も
、
〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉
へ
の
有
効
な
導
き
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

民
間
学
の
評
価
軸
は
先
の
「
原
基
の
場
所
」
へ
の
こ
だ
わ
り
と
重
な
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
農
村
生
活
史
や
農
民
運
動
の
歴
史
研
究
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
安
田
氏
自
身
の
切
実
な
経
験
と
思
考
か
ら
得
ら
れ
た

〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉
の
「
方
法
」
的
立
場
が
、
民
間
学
を
通
し
て
語
ら
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れ
構
想
き
れ
て
い
る
。

「
お
そ
ら
く
民
間
学
は
、
人
が
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
、
生
活
の
場

で
経
験
し
た
さ
ま
ぎ
ま
な
想
い
か
ら
出
発
し
、
そ
こ
か
ら
自
分
の
〈
問

題
〉
を
探
り
あ
て
、
そ
の
き
わ
め
て
個
人
的
な
関
心
に
執
着
し
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
自
分
の
納
得
で
き
る
答
え
を
探
す
終
わ
り
の

な
い
旅
の
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
ま
た
そ
れ
が
学

問
世
界
で
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
わ
り
な
く
、
い
わ
ば
そ
の
経
験

と
問
題
の
切
実
性
が
そ
の
実
践
を
支
え
、
時
に
学
問
世
界
に
も
衝
撃
を

あ
た
え
、
新
し
い
認
識
の
枠
組
み
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
問
題
探
究
の
仕
方
そ
の
も
の
が
、
実
は
学
問
研
究
の
初
心
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
省
を
伝
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
、
7

か
。
L

文
中
の
民
間
学
を
〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉
と
言
い
替
え
て
も
文
意
は

変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
感
情
や
気
分
も
含
め
た
生
活
経
験
に
お
け
る
「
初

心
」
(
あ
る
い
は
「
原
基
の
場
所
」
)
の
〈
問
題
〉
の
深
さ
、
そ
れ
と
の
た
ゆ
ま

ぬ
往
環
運
動
に
よ
っ
て
不
断
に
生
ま
れ
更
新
さ
れ
る
領
域
が
最
大
限
重
視

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
お
い
て
は
「
研
究
史

か
ら
自
分
の
〈
問
題
〉
を
創
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
「
方
法
の
多
極
化
」
、
そ
し
て
九0
年
代

に
お
け
る
新
し
い
歴
史
学
の
潮
流
も
、
〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉
の
準
拠
性

に
基
づ
い
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
に
は
「
対
象
の
な
か
に
方

法
が
あ
る
」
(
市
村
弘
正
)
方
法
、
す
な
わ
ち
生
活
細
部
や
文
化
の
内
部
、

身
体
性
や
ミ
ク
ロ
な
感
受
性
に
分
け
い
っ
て
い
く
と
い
う
「
実
証
」
へ
の

内
在
(
沈
潜
)
の
徹
底
さ
に
お
い
て
、
二
つ
に
は
、
研
究
者
の
存
在
被
拘
束

性
の
意
味
を
自
覚
的
に
照
射
し
よ
う
と
す
る
ス
タ
ン
ス
に
お
い
て
で
あ

る
。
安
田
氏
は
そ
れ
を
「
見
る
主
体
」
と
「
見
返
す
主
体
」
と
の
相
互
関

係
の
あ
り
方
と
し
て
と
ら
、
ぇ
、
そ
れ
を
具
体
的
な
歴
史
の
場
で
検
証
し
て

い
く
作
業
を
提
起
さ
れ
る
。

こ
こ
で
近
年
の
「
思
想
史
へ
の
傾
斜
」
情
況
を
「
思
想
史
的
な
も
の
の

浮
上
」
と
す
る
先
に
引
用
し
た
氏
の
言
説
に
立
ち
戻
っ
て
み
た
い
。
す
で

に
み
て
き
た
よ
う
に
〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉
と
い
う
視
座
か
ら
照
射
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
思
想
史
的
な
も
の
」
の
「
浮
遊
」
(
傍
点
|
引
用
者
)

へ
の
根
元
的
な
批
判
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
グ
ロ
|
パ
リ
ゼ
l

シ
ョ
ン
化
の
下
で
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
流
動
化
に
対
し
国
民
意
識

の
改
作
に
よ
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
補
強
し
よ
う
と
す
る

「
思
想
史
的
な
も
の
」
の
「
浮
、
税
」
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
る
。
新
し
い
歴

史
潮
流
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
安
田
氏
は
、
予
想
す

る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
潮
流
が
「
旧
来
の

研
究
潮
流
を
包
括
し
、
生
産
的
に
組
み
直
し
て
い
く
た
助
に
は
自
分
の
足

場
、
あ
る
い
は
〈
現
場
性
〉
を
拠
点
に
お
く
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
ら
れ

る
。
新
し
い
歴
史
学
潮
流
に
準
拠
し
た
歴
史
解
釈
が
、
も
う
一
つ
別
の
大

き
な
物
語
と
な
り
「
思
想
史
的
な
も
の
」
が
そ
こ
に
回
収
さ
れ
る
危
う
き

は
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
〈
現
場
性
〉
に
お
い
て
諌
め
よ

う
と
す
る
氏
の
立
脚
点
の
確
か
さ
が
あ
る
。
新
し
い
歴
史
学
潮
流
を
収
め

た
W
章
「
発
想
と
方
法
の
現
在
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
「
新
し
い
方
法
と

の
接
点
で
」
(
傍
点
引
用
者
)
で
あ
る
の
は
、
氏
の
想
い
を
象
徴
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
〈
現
場
性
〉
へ
の
立
脚
が
〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉
の
足

が
か
り
と
な
る
。
と
は
い
え
ヴ
ァ
l

チ
ャ
ル
化
、
シ
ス
テ
ム
化
が
進
展
し
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た
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
、
〈
現
場
性
〉
に
拠
点
を
お
く
こ
と
や
、
制
度
的

な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
内
で
研
究
主
体
の
認
識
、
姿
勢
を
問
い
直
す
こ
と
は
、

困
難
な
ア
ポ
リ
ア
を
か
か
え
こ
む
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
他
者

と
の
関
係
性
の
な
か
で
自
ら
を
生
活
レ
ベ
ル
で
多
元
的
に
聞
い
直
す
こ
と

に
よ
り
克
服
で
き
る
道
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
石
田
雄
氏

は
、
大
学
と
い
う
場
を
離
れ
る
こ
と
で
「
市
民
社
会
科
学
者
」
へ
自
ら
変

化
し
た
と
し
な
が
ら
、
市
民
生
活
の
経
験
を
通
じ
て
、
目
線
の
高
き
の
違

い
が
価
値
観
と
社
会
観
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
、
低
い
目
線
か
ら
発
見

し
た
問
題
提
起
を
無
力
な
も
の
と
し
て
は
無
視
で
き
な
い
こ
と
を
近
年
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
長
年
に
お
け
る
学
問
的
営
為
が
、
生
活
へ
の
関
わ
り
に

よ
っ
て
「
初
心
」
を
み
つ
め
る
地
点
へ
転
回
し
て
い
る
と
い
う
自
省
的
態

度
を
、
〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
(
学
問
)
〉
の
可
能
性
を
探
る
わ
れ
わ
れ
は
謙

虚
に
受
け
と
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
生
活
経
験
と
い
う
無
限
の
世
界
か
ら
〈
思
想
史
〉
を
構
想
す
る

〈
主
体v
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
な
か
で
白
己
を
組
み
立
て
る
〈
主
体
〉
と

は
な
じ
み
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
思
想
史
の
方
法
と
発
想
と
は
、

一
定
の
学
問
的
手
続
き
を
含
み
な
が
ら
も
「
研
究
主
体
の
経
験
に
根
を
お

く
文
体
、
ま
な
ざ
し
、
身
体
的
反
射
な
ど
を
含
む
生
き
方
の
構
え
の
よ
う

な
も
の
と
し
て
意
識
き
れ
て
い
討
」
(
傍
点

1
引
用
者
)
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

他
者
と
の
差
異
に
よ
っ
て
し
か
自
己
確
証
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
現
代
社
会
に
お
け
る
生
活
空
間
と
自
分
の
「
生
き
方
の
構
え
」
と
の
緊

張
関
係
を
引
き
受
け
な
が
ら
〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉
を
試
み
る
ほ
か
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
安
丸
良
夫
氏
の
次
の
よ
う
な
独
白
か
ら
は
、
体
験

の
「
初
心
」
「
生
き
方
の
構
え
」
に
基
づ
く
思
想
史
研
究
の
た
ゆ
ま
ぬ
「
方
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法
」
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
私
は
、
私
た
ち
に
も
っ
と
も
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は

私
た
ち
自
身
で
あ
る
民
衆
の
生
活
経
験
が
、
学
聞
の
言
葉
に
翻
訳
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
感
覚
を
ず
っ
と
若
い
こ
ろ
か
ら
も
っ
て
い
た
。
も
と

よ
り
、
民
衆
の
生
活
経
験
を
学
聞
の
一
言
葉
に
組
み
替
え
る
と
い
う
の
は

途
方
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
原
理
的
に
は
不
可
能
な
こ
と
だ
と
も
い
え

よ
う
。
し
か
し
、
学
問
・
大
学
・
知
識
人
の
シ
ス
テ
ム
に
う
ま
く
適
応

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
私
は
お
そ
ら
く
生
涯
を
通
じ
て
そ

う
し
た
不
可
能
な
主
題
の
周
辺
を
さ
ま
よ
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
、
7
0
」

〈
も
う
一
つ
の
思
想
史
〉
の
〈
現
場
〉
は
、
同
調
化
す
る
社
会
、
浮
遊
す

る
歴
史
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
場
で
も
あ
る
。

(
1
)
『
展
望
」
二
頁
。

(
2
)
キ
ャ
ロ
ル
・
グ
ラ
y

グ
「
戦
後
史
の
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
『
岩
波
講
座

通
史
」
別
巻
1

、
一
九
九
五
年
、
四
頁
。

(
3
)
安
田
常
雄
「
思
想
史
と
現
場
と
の
あ
い
だ
」
「
社
会
思
想
史
研
究
」
h
M
、
二

0
0
0
年
、
五
頁
。

(
4
)
『
展
望
」
一
一
一
頁
。

(
5
)
『
展
望
』
一
一
頁
。

(
6
)
『
展
望
」
二
三
四
頁
。

(
7
)
「
展
望
』
二
三
五
頁
。

(
8
)
安
田
常
雄
「
方
法
に
つ
い
て
の
断
章
」
歴
史
学
研
究
会
『
戦
後
歴
史
学
再
考
」

青
木
書
店
、
二
O
O
O

年
、
二
三
頁
。

(
9
)
「
展
望
』
四
O
九
頁
。

(
凶
)
石
田
雄
「
あ
と
が
き
」
『
記
憶
と
忘
却
の
政
治
学
」
明
石
出
版
、
二

0
0
0
年
。

日
本
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(
日
)
「
展
望
』
二
一
頁
。

(
ロ
)
安
丸
良
夫
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
あ
と
が
き
」
「
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』

平
凡
社
、
一
九
九
九
年
、
四
六
七
頁
。

守 5 4 3 2 1 

いり 誌本
て亘必要引数先ごおツワ事てワすタ

たへ 下 ず領用字住執送ピ l 可テ
だの さ事下」・は所筆り l プを能プ 書
きご い題線に参コ・原下(ロ入なロ き 本
ま執 。」を準文考ー電話稿さで稿原れ限の に 誌す筆 「引じ /L円一J にいき るり場J口~ し

社 ょに 公くて献番は。るのた行 て J¥  

ぷZ包" う当 募等下、「号す だ場め間も 下 の
思 おた 論)さ及七、べ け合)を同 さ

、~;齢

'-本'"目u、 願り 文 ぃぴ五所て ア 広じ しヨ 執史 し〉ま '-- 。--，%属ご キメ くで
。

学 申し 言注五を氏 ス i とす た 筆
b、

して lま 」 明名 トカ てコ 。 だ= 
一一寸 上は 必 書のど記の てこ し 際
年 げ、 ず 書の表表のしロ ブ、 下の 表図 し報 ま以 欧 記て l イア 種機 き場
しー~ す上 文 有は雪下マ い合 な て
編 。の タ 「原さ芸 lレを 。は ど の
集 原 イ 洋 o 則It )で記明 割付 B 5 』ま お
委 員リ ト 雑募 。記 例外 願員 を /レ 誌論と もし け判
b、 必 を 名文し ご イ寸た 指定文 紙用に と し 3= に執ま 連絡ず 付 しフ し

お し は筆て てロ ま



205 

②
洋
雑
誌
論
文
の
場
合

一
公
募
論
文
執
筆
・
送
付
要
領

e

筆
者
名
、
論
文
名
、
雑
誌
名
(
下
線
を
引
く
)
、
葉
県
、
刊
行
年
・
月
・
…

ペ
ー
ジ
数
の
順
。

一
一
、
論
文
提
出
の
資
格
は
、
社
会
思
想
史
学
会
会
員
に
限
る
。
(
例
)
司
・
司
書
巾

r
F
C
E
門
的
自
己
出
口
口
問
白
E
S
P
-
Z
R
山
口
同3
P
R

一

…
二
、
締
切
日
空
二
月
一
五
日
必
着
の
こ
と
。

b
s
h
貯
蓄
宣
言
ミ
ミ
ミ
。

-
E
Z
o

戸
E
5
2
5

・
…

…
送
付
先
は
社
会
思
想
史
学
会
事
務
局
。
匂
・

5

∞
…

二
一
、
枚
数
は
、
二O
O
字
×
八
O

枚
以
内
。
縦
書
き
。
③
和
書
・
単
行
本
の
場
合
一

…
ワ
ー
プ
ロ
に
で
も
可
。
そ
の
場
合
も
必
ず
、

B
5

判
用
紙
に
て
縦
書
き
(
例
)
丸
山
真
男
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
第
二
版
、
未
来
社
、
…

一
に
し
て
、
行
間
を
広
く
と
り
、
で
き
れ
ば

M
行
×
お
字
が
望
ま
し
い
。
一
九
六
四
年
、
一
四

O
i

一
ペ
ー
ジ
。

一
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
メ
ー
カ
ー
と
機
種
を
明
記
の
上
、
フ
ロ
ッ
④
和
書
雑
誌
論
文
の
場
合

…
ピ

l
も
付
し
て
送
付
の
こ
と
。
洋
雑
誌
に
準
ず
る
。
論
文
名
は
「
」
に
入
れ
る
。
一

一
四
、
欧
文
タ
イ
ト
ル
を
必
ず
書
き
そ
え
る
こ
と
。
(
例
)
坂
本
慶
一
「
プ
ル

l

ド
ン
の
地
域
主
義
思
想
」
『
現
代
思
想
」
…

…
五
、
注
は
各
節
ご
と
に
、
注

(
1
)
(
2
)
(
3
)
:
:

・
と
入
れ
る
。
注
も
一
マ
五
巻
八
号
、
一
九
七
七
年
、
九
八
ペ
ー
ジ
以
下
。
…

…
ス
一
字
と
す
る
。
七
、
論
文
末
尾
に
連
絡
先
住
所
、
電
話
番
号
、
ロ
ー
マ
字
表
記
の
氏
名
を
…

一
六
、
引
用
・
参
考
文
献
の
示
し
方
。
必
ず
明
記
す
る
こ
と
。
一

一
①
洋
書
・
単
行
本
の
場
合
八
、
論
文
の
採
否
は
編
集
委
員
会
が
委
嘱
す
る
審
査
員
の
所
見
に
基
づ
き
、
一

…
著
者
名
、
書
名
(
下
線
を
引
く
)
、
出
版
地
も
し
く
は
出
版
社
、
刊
行
編
集
委
員
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。
…

…
年
、
版
数
(
必
要
に
応
じ
て
)
、
ペ
ー
ジ
数
の
順
。
訳
書
は
(
)
内
に
九
、
論
文
は
四
部
提
出
す
る
こ
と
。
論
文
は
返
却
し
な
い
。
…

…
訳
者
名
、
『
訳
名
』
、
出
版
社
、
刊
行
年
、
版
数
(
必
要
に
応
じ
て
て
十
、
な
お
、
前
年
、
論
文
が
採
用
さ
れ
た
方
は
、
次
年
度
応
募
を
ご
遠
慮
…

一
ペ
ー
ジ
数
を
入
れ
る
。
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
…

一
(
例
)
民
認
曲
目
喝
の
さ
ミ
号
認
丸
町
、
町
立
器
、
町
、
宮
古
砂
町
宮
苫
十
一
、
他
学
会
で
発
表
(
口
頭
を
含
む
)
し
た
も
の
と
同
一
内
容
の
原
稿
は
ご
日

…
。

5
3
2
E
g
g
-
a

ふ
羽
田
(
高
木
監
訳
『
経
済
遠
慮
い
た
だ
く
。

…
学
批
判
要
綱
』
(
一
)
大
月
書
店
、
一
九
五
八
年
、
七
九
ペ
ー
ジ
)
。

…
(
書
名
H
イ
タ
リ

y

ク
休
に
下
線
を
引
く
)
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